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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第１４９回半期総大会報告

１９７９年１０月 ６日，７日の両 日，ユタ州 ソル トレーク ・シテ ィー，テ ン

ブル スクエ アのタバ ナクル において催 された 大会 の説教 とその模様

近年，総大会は，聖典や教え，この地上に

おける神の王国の教会政体に重大な影響 を及

ぼす発表が繰 り返 され，忘れ られぬ ものとな

って きた。

今回の１０月大会 もこの値向に準 じ，Ｎ ・エ

ル ドン ・タナー副管長 は土曜 日の午後の部会

で幾つかの重要な発表をした。（ｐ．２４参照 ）

タナー副管長は次のように述べている。「ス

テー キ部祝福師の急激な増加によ り，全世界

で祝福師の務めが十分に行なえるようになっ

て きました。そこで，エル ドレッ ド・Ｇ ・ス

ミス長老を名誉祝福師に任命致 します。 これ

に よってス ミス長老は，教会の大祝福師の職

につけ るすべての義務 と責任か ら解かれ るこ

とにな ります。」

名誉祝福師の発表 に続いて， タナー副管長

はこう述べている。「また，中央 日曜学校会長

会のラッセル ・Ｍ ・ネルソン， ウィ リアム ・

Ｄ ・オズワル ド， Ｊ ・ヒユー ・ベアー ド，お

よび中央若 い男性会長会のニール ・Ｄ ・シェ

イラー， グラハム ・Ｗ ・ドクシー， クイン ・

Ｇ ・マッケイを感謝の解任 をします。後ほど

提示致 しますが，七十 人第一定員会の会員が

日曜学校および若 い男性の新 しい会長会を構

成す るようにな ります。」

このようにして，新 しく中央 日曜学校会長

会の会長に ヒュー ・Ｗ ・ピノック長老，副会

長にロナル ド・Ｅ ・ポールマ ン長老 とジャ ッ

ク ・Ｈ ・ゴー ス リン ド・ジュニア長老が支持

された。若い男性 の会長会には，会長 にロバ

ー ト・Ｗ ・バ ックマ ン長老，副会長にボーン・

Ｊ ・フェザース トー ン長老 とレックス ・Ｄ ・

ビネガー長老が支持 された。

スペンサー ・Ｗ ・キンボール大管長は，わ

ずか １カ月前に頭部の手術を終えたばか りだ

というのに，全部会 を管理 した。キンボール

大管長が元気に姿を現 わされたことによって，

参加者の霊性 はます ます高め られた。 また，

司会はＮ ・エル ドン ・タナー第一副管長 とマ

リオン ・Ｇ ・ロムニー第二副管長が行なった。

教会幹部は，ジーン ・Ｒ ・クック長老とＦ ・

エ ンツィオ ・ブッシェ長老 を除いて全員が出

席 した。ふたり共，病気は快方に向かってい

る。

大会の模様は，合衆国 とカナ ダの １５２カ所

のテレビ局， そのほかテレビ衛星 中継を通 じ

て１３局，有線テレビ中継 を通 じて７７７局，有線

テレビおよびビデオテープによって７局で放

送 された。さらに，合 衆国内６３局， ラテン ・

アメリカ７１局（スペ イン語 とポルトガル語），ス

ペ イン１局，オース トラリア６３局でラジオ放送

が行なわれた。合衆国 とヵナダでは電話回線

で５３５カ所に，また福祉部会は同じ電話 回線で

９０７カ所に， そ して ヨー ロッパにはビデオテ

ープで放送 された
。神権部会は合衆国，カナ

ダ， プエル トリコ， オース トラリア，ニュー

ジーラン ド，フィ リピン，韓：国など，１６８８カ

所に放送された。そのほか， ５、つの部会が衛

星中継 され，さらに 「地上の受信装置」を実

験的に用いてそれ を合衆国の ９カ所の放送局

に送る試みもなされた。

また，一般大会 とは別に，１０月 ５日 （金）

教会本部 ビルで地区代表セ ミナーが催された。

（ｐ．１５１参照 ）
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１９ア９年 １０月 ６日 （土） 午前の部 における説教

私たちに今必要なのは，聴く耳を持つことである

大管長は，安息 日を聖く守る こと，熱心に祈ること，個人の 日記をつけるこ

と，純潔を尊び，知恵の言葉を守ることを勧告する

大管 長

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル

全 世界の愛する兄弟姉妹の皆さん・今軌
病気で欠席 されているジー ン ・Ｒ ・クッ

ク長老とＦ ・エ ンツィオ ・ブ ッシェ長老に ま

ず挨拶 を送 りたい。 またこの末 日聖徒イエス・

キリス ト教会の世 界大会を開催するに当た り，

深い愛と感謝の気持 ちを皆さんにお伝えした

いと思う。

先の４月大会の後，この ６カ月間に，個人

的にも教会で も，非常に多くの ことが起 こっ

た。私は ２度入院 したが，この ように元気な

姿で，再びきょう皆 さん とお会いでき心か ら

感謝 している。私のために大勢の方々が祈 り

を捧げて下 さり厚 くお礼 を申 し上 げる。 また

天父はその祈 りに答えて下 さり， あふれんば

か りの豊かな祝福を与えて下 さったことに心

か ら感謝 している。

兄弟姉妹の皆 さん，私は再 びここで，主が

シナイ山でモーセに与えられた４番 目の戒め

に注意を喚起 したいと思 う。「安息 日を覚えて，

これを聖 とせ よ。」（出エ ジプ ト２０：８）家庭

で家族の方々が この戒め を厳格に守 るように

していただきたい。不必要な労働 をしないよ

うに しようではないか。安息 日は，猟に行っ

た り，魚釣 りをした り，泳いだり， ピクニ ッ

クに行ってボー トに乗ったり，そのほか いか

なるスポーツにも加わってはならないのであ

る。末 日聖徒が 多数住んでいる地域にあって，

もし私たち末 日聖徒が安，壱、日に買物 をやめる

ならば，商店が開けることもなくなって くる

であろ う。主は次の ように命 じられた。

「汝なおさら充分に世の汚れに染まざる様
，

祈 りの家に行 きてわが聖 日に汝の聖式を捧 ぐ

べ し。そは誠にこの聖 日は，汝命ぜ られて働

きを休み，い と高き者に礼拝 を捧 ぐべ き日な

ればな り。」（教義 と聖約５９：９－１０）

そして，次の ような輝やける約束を与えら

れた。
かおかたち

「而 して汝 ら感謝 と愉快 なる心 と顔容 とを

以てこれ を為 さば，…… 多く笑いてこれ を為

すなかれ， そは罪悪なればな り， されば悦ば
かおかたち

しき心 と愉快なる顔容 とを以てなせ，……わ

れ誠に汝 らに告 ぐ，汝らこれ を為 さば地に満

つ るすべてのものは汝 らに与え らるべ し。」

（教義 と聖約５９：１５－１６）

また，樹木 を植 え１菜園を造るように とい

う私たちの呼び掛けに応えて下さ り心か ら喜

んでいる。確かに収穫の時が近づ くにつれて，

主が私たちの努 力に報 いて与 えて下さった収

穫の実 を貯蔵 し，備蓄 してお くことに，私た

ちが満足を覚 える時が来るであろう。

同 じく私 たちが数年前に勧告 した通 りに，

家や垣根，納屋 を補修 し，ペ ンキを塗 りか え，

職場をきれいにして下さっている人々の働 きに

感謝 している。今後 もこのよき業 を絶やす こ

となく継続 して行なっていただ きたい。

私は讃美歌が好 きだが，中でも，「祈 りは魂

の」（讃美歌１７６番）の歌詞を忘れ ることがで
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きない。祈 りは，そのように私たちが天父と

話 をする特権である。この時満ちたる神権時

代の幕開けを告 げるきっかけ となったの も，

ひ とつの，特別な祈 りであった。ひ とりの若

者の口を通 して語 られた祈 りの言葉から始 ま

ったのである。私たちが声に出 して祈 ること

がで きない場合は，心 と思いによってひそか

に祈ることもよいが，祈 りがあま りしば しば

心の祈 りになるこ とのないようにしていただ

きたい。

祈 りを捧げる時に，家族 と共に祈 ることを

ちゅうちょしないでいただ きたい。特 に，朝

晩の家族の祈 り以外に も必要な時は家族 を集

めていただ きたい。必要が多 くなれば，それ

だけ祈 りも多 く，熱心 にしなければな らない。

幼い子供たちは，両親の祈 りを聞いて，天

父に語ることを学ぶ ものである。子供 たちは，

皆さんの祈 りが胸 を打つ誠実な ものであるこ

とにやがて気づ くであろう。 しか し，型には

まった祈 りをそそ くさと捧げれば，子供たち

はそのことも感 じるであろう。

これは非常 に難 しいことだが，個人的なひ

そかな祈 りでない場合，祈 りは，祈 りを聞い

ている人が どう思 うか と考えるのではな く，

柔和な気持ちで正直に神 と心 を交 わすように

心掛けた方がよい と思 う。祈 りを聞いている

人が，「アー メン」と言ったならば，それは彼

らが賛成していること，承認 していることの

証拠である。言 うまで もなく，祈 りの状況 も

考慮する必要がある。これが，公の祈 り，あ

るいは家族の祈 りだけではす まされないゆえ

んである６

時間や秘密を守ることなどに心を煩わす必

要のない個人の祈 りは，何か特別なことを祈

る最 もよい機会である。もしもこの特別 な個

人の祈 りの中で，主か ら離れるようなこ とが

あれば， それは，幾つかの祝福が私 たちか ら

差 し控えられることを意味 している。結局，

祈 る時，私たちは全知全能の御父の前に請い

願 う者 とな らなけれ ばな らないの であ る。

それならば，なぜ私たちは， 自分が困ってい

る時，祝福 を必要 としている時に， 自分の思

いや感情 を抑えて主に祈 るこ とをためらうの
ひんばん

だろ うか。私たち末 日聖徒は，頻繁に祈 りが

で きるようにな りたいものである。

たとえ祈 りの終わ りに時間をとって祈 りの

答えに耳 を傾けたとしても，また救い主が祈ら

れたように，「しか し，わたしの思いではなく，

みこころが成るようにしてください」（ルカ２２

：４２）と常に祈 った としても，私 たちに とっ

て支障 となるものは何 もないはずである。

私はベ ンジャ ミン ・フランクリンが述べた

珠玉の言葉 を大切に している。「働 く時は１００

年間生 きるつ もりで働 きなさい。祈 る時は明

日死ぬつ もりで祈 りなさい。」（ジョン ・バー

トレット編，１勉珈 磁γＱπ０如如 ηＳ「引用集」ｐ．

４２２）

そ して，一 日の初め と同じように，一 日が

終わる時にも，祈 りを忘れないように しよう

ではないか。 ジョージ ・ハーバー トは次のよ

うに述べている。「就寝時に祈 らない人は，２

晩 を１日としている人である。」（同上 ｐ．３２３）

私は祈 りに対 して， また祈 りに伴 う力と祝

福に関 して，いつ も敏感であるように努めて

きた。 これまでの生涯 を振 り返ってみても，

感謝の言葉が足 りないほ どである。受けた祝

福は非常に多 く，主はこれまで私 をやさしく

導 いて下 さった。そして病気の時 も健康 な時

も，数 多 くの経験 を通 じて，神が天に ましま

す こと，その神は私たちの御父であ り，私た

ちの祈 りを聞 き，答えて下 さ．るとい うことを，

一点の疑い もな く私の心 と思いに植 え付けて

下 さったのである。

ここでもう一度，私が病気中に大勢の方々

が私のために祈 りを捧 げて下 さったことに対

して， この席を借 り，心からの感謝を述べた

い と思 う。皆 さんが捧 げて下 さった祈 りは，

私 と愛す る妻のカ ミラにとって，平安 と慰め

の源であ り，霊 と肉体 の癒 しであった。主は

皆 さん方の祈 りを聞かれ，その結果，私はこ

うしてこの大会に皆 さん と共に出席す ること

がで きたのである。
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これまで何度か，聖徒 たちに 日記をつけ，

家族の記録 を編纂す るように勧めてきた。再

びここでその勧告 を繰 り返してお きたい。私

たちは自分が個 人的に言ったこ とや，行なっ

たことに対 して，それほどの関心 も重要性 も

感 じる必要がないと思 っているのか もしれな

い。しか し，家族の一人一 人を当たってみる

と， いかに大勢の人が私たちの言動に深い関

心 を寄せているか聞いて驚か される。私たち

はだれでも自分の身近にいる人，愛す る人々

にとって大切 な人である。同じように して，

私たちの子孫 も私 たちの経験 を読む時，私た

ちのことを知 って，愛を感 じるようになるこ

とだろう。そして，栄光に満 ちた 日に，私た

ち家族が永遠にひ とつ となる時，すでに互い

に心を通 じ合える人となっているのである。

昔か ら，主は私たちが記録 をつけ る民にな

るように と勧めてこられた。出エジプ ト記の

中に，「そしてモーセは主の言葉 を，ことごと

く書 きしるし，……」（出エ ジプ ト２４：４）と

書かれている。

さらに，「主，モーセに語 りて言いたまわ く，

見よ，われこの天 とこの地に就 きて汝に啓示

す。わが語 るところの言を記すべ し。」（モー

セ２ ：１）

ニーファイは真鍮版 を手に入れ るために，

荒野からエルサレムに戻った時，兄たちにこ

う言った。「だか らごらん，……これ らの人た

ちによって語 られた言葉 を子孫 にのこすため

に，私たちがあの歴史を手に入れ るのは神の

みこころにかな うことである。」（１ニーファ

イ３：１９）

救い主は，復活後この大陸 を訪れた時，ニ

ーファイの民に現在までの記録を残す ように

と命 じて，次のように言われた。「されば，汝

らもわが言葉に心 を留めてわれがすでに汝 ら

に告げたることを書 き記せ。……

するとイエスはまた問 うて 「……これに導

きと恵みを与 えしことを書か ざるは何故か」

と仰せになった。……

そしてイエスがこのことも書きしるしてお
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け と言 い た も うた の で イ エ ス の 言 葉 の よ う に

記 録 し た 。」 （ＩＩＩニ ー フ ァ イ ２３：４， １１， １３）

ま た 今 日で も， 主 は 予 言 者 ジ ョ セ ブ ・ス ミ

ス に 次 の よ う に 述 べ ら れ た 。 「また お よ そ一 切

の 記 録 を整 頓 して ， 以 て 聖 な る 神 殿 の 文 庫 に
おさ

これを蔵め，……」（教義 と聖約１２７：９）

そこでこれか らも，私たちが行なうこと，

述べ ること，考えることを記録 してい く大切

な務め を継続 し，主の勧告に従 っていただ き

たい。 まだ覚えの書や個人の記録 を書 き始め

ていない人は， きょうか ら完全な記録 を残す

ようにしていただきたい。兄弟姉妹の皆さん，

私は皆 さんが これ を実行に移 していただける

ものと確信 している。なぜ なら， これは主の

戒めだか らである。

私たちの周囲 を見渡してみ ると，アメリカ

だけでな く，洋の東西を問わず，家族 を破壊

せん もの と無数の勢力が働 きかけていること

がよくわかる。かつてないほどに増加す る離

婚率，配偶者の不 貞の急増，最 も忌むべ き堕

胎の罪， これに よって家族の絆は破壊 されつ

つある。それらは，言 うならば国家の恥であ

り，非常に重大な罪である。 また，利己的で

とうてい許すことのできない産児制限こそ，

家族 を蝕んでゆ くのである。

家族 の絆 を強めることは，今全世界の末 日

聖徒に とって差 し迫 った課題 となっている。

そこで私たちは今一度，最 も大切 な宝物 であ

る純潔 を尊ぶこどを考える必要がある。純潔

と貞節は，「最 も貴 くまたほかのあらゆるもの

よりも重んずべ きもの」 （モロナイ９：９）で

ある。ルビーや ダイヤモン ドよ りも，牛や羊

よりも，金や銀 よりも，あるいは車や土地 よ

りも大切 なものである。 しか し悲 しむべ きこ

とに， 多くの場合， それが最 も安 っぽい店で，

たたき売られるように して売 られているので

ある。

貞節は金銭で買い取 ることはで きない。 し

か し，た とえ貧しい境遇のもとで生まれ育 っ

た人，金持 ちの人で あろ う と，高校 生 であ

ろうと，大学 生教授 であ ろ うと，同 じよ う



に悦びを得 ることができる。いかなる人も，

貞節 を守 ることによって，その偉大な祝福を

享受で きるのである。

この恐るべ き勢いで全世界に広が りつつあ

る大罪，純潔や貞節の喪失は，涙の洪水を引

き起こし，幾多の家庭 を破壊 し，無邪気な子

供たちの群れ を迷わせ，困惑させたことだろ

うか。ご存知のように，貞節の観念がな くな

ると国家や文化まで も崩壊 してゆ く。道徳的

な退廃は一種の悪党であり，その者たちの額

に押 されるらく印は，不正直や賄賂，不敬，

利己主義，不道徳，放蕩，その他あらゆる性

的倒錯 しかないのである。

私たちは皆，神の息子，娘 であ り， 自己を

抑え，キ リス トの ような完全な生活を送 り，

最終的に清 い体 で神のみ もとに帰るよう努力

す る責任がある。

今晩 私 は全世界の教百カ所に集っている

神権者に次の ように述べたいと思 っている。

私たちは皆，人生において特別な女性 たち，

す なわち私 たちに深 く不滅の影響 を残 した女

性 たちに出会 っている。その女性たちの貢献

したものは測 り知れない，永遠の価値 を持 っ

ている。

私は，今朝 もこのことを強調 しておきたい。

末 日聖徒 イエ ス ・キリス ト教会では，私たち

は皆， 自分の妻，母親，姉，妹， そして娘を

尊敬 し，敬愛す るように切にお願いしたい と

思 う。

「ただ，主にあっては，男なしには女 はな

いし，女なしには男はない」（１コリン ト１１：

１１）か らである。

兄弟の皆さん，私たちは妻な しに昇栄 を得

ることはで きないのである。義 しい女性な し

に天国はないのである。

現代人は，かつてあったように，酔っ払い

の民 と化 して しまった ようである。酔っ払い

は道徳 を破壊 し，困窮 と落胆の 日々をもたら

す。そのほか，ハ イウェイでの死 と殺 りくの

原因にもなっている。このような殺人行為を

どの ように して防いだ らよいだろ うか。福音

がそれ を解決 して くれるであろ っ。そのみ言

葉は至高の御方か ら告げ られている。それは

神のみこころであ り，約束を伴 う原理である。

主は次のように約束 しておられる。「およそ

これらの言葉 を憶 えて守 り且つ行い， この誠

命に従って歩むすべての聖徒 らは，そのへそ

に健康 を受けその骨に髄を受けん。 また智恵
か く

と知識の大いなる宝まことに秘れたる宝を見

出さん。」（教義 と聖約８９：１８－１９）

また次のようにも述べておられる。「……わ

れ啓示に よりてこの智恵の言葉 を与えて今や
いまし あらかじ

汝 らを警め，また汝らを預め警むるものなり。」

（教義 と聖約８９：４）

喫煙 も知 恵の言葉 を守 り，主の戒めに従 う

ことによって断 ち切 るこ とができる。

私たちが完全に純潔の律法を守 り，姦淫や

不貞の罪を犯す ことな く， 自分の妻や夫に忠

誠 を尽 くし，結婚の誓約 を守ってい くならば，

醜 く，痛々しく， しか もお金の掛かる性病の

害か ら世 を守 るこ とができるはずである。そ

うす ることによって，私たちは家庭を強め，

離婚の もた らす罪悪 を放逐 し，今 日最 も大 き

な罪悪 のひ とつである不 当な堕胎をな くすこ

ともできるのである。

１９４８年， この同 じ壇上で，故 Ｊ ・ルーベ ン・

クラー ク ・ジュニア副管長は聖徒たちに向か

い，予言者のいることと聴 く耳 を持つことの

大切 さを次のように語った。

クラー ク副管長 はパンフレッ トに記 されて

いた 「私たちには予言者が必要である」 とい

う言葉を読み上げ， こう述べ ている。「いや，

私たちはすでに １００年以上 も近代の予言者 を

いただいている。そ して，彼 らは私たちに主

のみ言葉を伝 えてきた。」 さらに続けて，「問

・題 は，予言者が義 しいことを教えるのを世の

人々が欲 していないこ とである。彼らが欲 し

ているのは， たとえそれが間違っていても自

分たちが行なっているこ とが正 しいのだ と言

って くれる予言者である。」予言者はこれまで

多くのこ とを語 り，今 も私たちに語 りかけて

いる。私 たちが今必要 としているのは，聴 く
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耳を持つことである。（Ｃｏ％ル紹η０６１吻 ｏγガ大

会報告」１９４８年１０月，ｐｐ．７８－８０参照）

私たちが このクラー ク副管長の勧告 をよく

心に留め，主御 自身が霊感 と啓示によって，

今 日の予言者に語 りかけておられる事柄に耳

を傾け∴それに聞き従 うことができるように

祈っている。

この説教 を閉 じるに当た り，今私は，私の

声を聞いておられるすべての方々に神聖な証

を述べたいと思 う。このイエス ・キリス トの

福音は真実であり， しか も世の中の病害 を取

り除 き，邪悪 を打 ち砕 く最 も効果的な唯一の

力である。

イエス ・キ リス トの福音は全世界の人々に

与えられるべ きものである。それは，全人類

を救いに導 くメッセー ジである。ちょうどダ

ニエルが見たあの人手によらず山か ら切 り出

された石の ように， この自由の地，神聖な使

命を与 えられた国か ら転が り出でて，全世 界

に広がってゆ くものである。

兄弟姉妹 の皆さん，これは主のみ業であ り，

真実である。願わ くは主の祝福が私たちすべ

ての家庭 と家族の上にあって，私たちがさら

に主に近 くあ り，主の戒めを守れ るようにな

れ るよう祈 っている。

また同 じ祈 りの言葉 と祝福 を， まだこの教

会 を知 らない全世界の天父の子供たちに贈 り，

彼 らもこの地上における主の真実の王国で，

私たちと共にひとつ となれ るよう願 っている。

この祈 りと証のすべてを，愛する救い主イ

エ ス ・キ リス トのみ名によって申 し上げる。

アー メン。

説教 中のスペ ンサー ・Ｗ ・キンボール大管長

６
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長き沈黙破 リて出づ

モルモン経は，真理のごとく永遠であリ，人類のこ’とく普遍てある

十二 使 徒 評 議 員 会会 員

ゴ ー ド ン ・Ｂ ・ヒ ン ク レー

私 たちは教会の集会でよく 「長猷 黙破り
て出づ」（讃美歌１７７番） とい っ讃美歌 を

好んで歌 うが， これは百年以上 も前にパー レ

ー ・Ｐ ・プラット長老によって作詞 されたも

のである。プラ ット長老はこの讃美歌の中で，

一冊の驚嘆すべ き書物が奇跡的に世に出され

たことを宣言 している。その書物は今か らち

ょうど１５０年前に，ニュー ヨーク州パルマ イ

ラで初めて印刷 され， 出版 された。

ここで私 は皆さんのお許しをいただいて，

この讃美歌の歌詞の生みの親であるパーレー

Ｐ ・プラット長老 とモルモン経の出会いにつ

いてお話 したい と思 う。１８３０年 ８月，一介の

説教師であったパー レー ・Ｐ ・プラットは，

オハイオか らニュー ヨー ク州東部へ伝道の旅

をしていた。エ リー運河 を船で下 っていた彼

は，ニューアー クで船 を下 り，１６キロの道を

歩いて， とある農村 を訪れた。そこで彼はバ

プテス ト教会の執事でヘム リンと名乗る人に

出会った。その人はプラットに，「世にもまれ

な， きわめてまれな一冊の書物」の話 をした。

「彼の話では
，その書物は， イスラエルの末

喬のひ とりが金版か真鍮版に刻 まれた記録を

まとめたものだ とい う。また， その版を発見

して翻訳 したのは，ニ ュー ヨーク州パルマイ

ラの近 くに住むひとりの青年で，示現によっ

て，すなわち天使の導 きによってすべてが行

なわれた とい うことであった。そこで私がそ

の人に， どうすればその書物 を手に入れるこ

とができるかを尋ね ると，明 日自分の家に来

れば見せると約束 して くれた。……翌朝，彼

の家 を訪れた私は，そこで初めて，書物の中

の書物，『モルモン経』を目に した。それこそ，

神のみ手の中にあってその後の私の人生 を大

きく変えた書物であった。

私は早速その書物を開 き， とび らのページ

に 目を通 した。続いて，ジ ョセブ ・スミスが

金版 を発見 し，翻訳 した次第を告げる見証者

たちの証言 を読んだ。それか ら私は，ニーフ

ァイ第一書に始 まるその書物に一 日中読みふ

けったのである。食事 をする問 も惜 しく，夜

が来て も寝 るのが疎 ましかった。読みふけっ

て眠いとも思わなか った。

そのように して読んでいると，主のみたま

が私に下 り，私はその書物が真実であること

を知 ったのである。人が 自分の存在を認識す

るがごとくに，はっきりと一点の疑いもな く，

私はその書物が真実であることを理解 したの

である。」（・４厩ｏ伽 ９履力郵 αハＰα７１の ∫λ乃ημ

「パーレー ・Ｐ ・プラットの自叙伝」ｐｐ．３６－

３７）

当時，パー レー ・プラッ トは２３歳であった。

モルモン経を読んで非常な感銘 を受けた彼は，

す ぐさまバプテスマを受け，力強 く福音 を宣

べ伝える宣教師 となった。彼の伝道の旅は，

現在のアメリカ合衆国内にとどまらず，カナ

ダ，イギ リスへ と拡大 していった。 また，太
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平洋上の島々にも伝道の門戸を開いたほか，

末 日聖徒 の長老 として初めて南米の土を踏ん

だ。 しか し，１８５７年，アーカンソーで伝道中

に，背後か ら銃弾 を受け，殉教 したのであっ

た。そして彼の遺体は，アーカンソーのアル

マに近 い農村の一角に葬 られ，大 きなみかげ

石の墓石が今 もその人とな りを伝 えている。

この墓石には，予言を歌に託 した彼の優れた

作 品のひとつが刻まれてお り，伝道の業 に対

す る彼の思いが しのばれる。

夜あけだ 朝あけだ

シオンの旗掲げよ

あかるい夜あけだ
おごそか

厳にあまね く

朝 日は昇 りゆ く

聖い光の前に

過ちの雲は消 える

栄光はあまね く

世界にひろが り

いまや輝かん

（讃美歌１８９番）

モルモン経 との出会いに始まるパーレー ・

Ｐ ・プラット長老の経験は，決 して彼だけの

ものではない。初版のモルモン経を手にした

大勢の人々が心に深い感銘 を受け， この世 の

一切の物を捨てたのである
。また，それか ら

数年後には，数少なか らぬ人々が， この奇 し

き書物の真実性 を証するために， 自らの命さ

え投げ出 している。

初版が刊行されてか ら１５０年経った今 日，

モルモン経はかつてないほ ど広 く人々に読 ま

れている。わずか ５，０００部に始 まるモルモン

経の発行部数が，今や百万部を越えるに至 り，

翻訳言語 も２０数 力国語に及んでいる。

モルモン経は，真理 のごとく永遠であり，

人類のごとく普遍である。神の力によってそ

の記録が真実であることがわかる と約束 され

ている書物は，このモルモン経 をおいてほか

８

にない。

モルモン経の起源は人知 を越 えているため，

初めての人にいきな り話 してみて も，信 じて

もらえない場合が多い。 しか し，実際にこの

書物は存在 し，手にす ることも，読む ことも

できる。この書物の存在す ることは，一点の

疑いの余地 もない。ジョセブ ・ス ミスの言葉

を打 ち砕 こうと画策 した人々の努力はすべて

徒労に終わっている。モルモン経は，古代ア

メリカの記録である。聖書が旧世 界の聖典で

あるように，モルモン経は新世界の聖典であ

る。そ して， これらふたつの聖典 は互いに真

実であることを証 してお り，人に確信 を与え，

改宗へ と導 く，霊感のみたまをもたらす。ま

た，これ らは共に手を携えて， イエスがキ リ

ス トであ り，生け る神の御子 であって，すで

に復活 しておられ ることを証 しているのであ

る。

モルモン経の話は，すでに地上か ら姿 を消

した国家の歴史である。 しか し，その中には，

現代の新聞紙上をにぎわす社会問題 と相通ず

るものが取 り上げられてお り，問題の解決策

のヒン トまで与えられている。

神の戒めに背いた社会がたどる悲劇の道 を

これほ ど明確に書 き記 した書物 を，私はほか

に知 らない。モルモン経には， この西半球に

栄 えたふたつの相異なる文明のことが記され

ている。いずれの文明も，最初は小 さな国家

から起こ り，人々は主 を畏れながら各々の道

を歩んでいた。 しかし，国が栄えるにつれて

悪が台頭 し始め，人々は，野心に燃えた狡か

つな指導者たちの術策に落ちていったのであ

る。指導者たちは民に重税 を課 し，甘言に よ

って欺き，ふ しだらな生活 を唱導 した。 また，

民を恐ろしい戦争に引き込み，おびただしい

死者 を出した。こうして，ふたつの偉大 な文

明は，時代は異な りこそすれ，この地上か ら

完全に消滅 して しまったのである。

神 を畏れ，神の戒めに従 う民 と国家は栄え，

発展す る。 しかし，神 と神のみ言葉 をないが

しろにす る人々の問には，堕落が生 じ，正義



をもってその歯止め をしない限 り，人々は死

に定め られる。この事実 をか くも明解 に説い

た書物は，モルモン経 をおいてほかにない。

旧約聖書の箴言にある次の聖句を，モルモン経

ははっきりと裏付けている。「正義は国 を高 く

し，罪は民 をはずか しめる。」（箴言１４：３４）

私たちは，今 日この恵 まれたアメリカの地

において， この大陸 を核戦争の危険か ら守ろ

うとす る条約に関 して多 くの議論が交わされ

ていることを耳にしてい る。緊張緩和 と勢力

の均衡を訴 える声が 多い。この点に関連 して

主が何 と言っておられるか，モルモン経から

見てみることに しよう。「ごらん，この土地は

す ぐれた土地であるからこの土地 を所有する
つか

民はこの地 の神に事えさえすれば，奴隷 とな

らず 自由 を奪われず天下のどのような国から

もすべて支配 を受け ることが ない。この地の

神 とは……イエス ・キ リス トである。」（イテ

ル ２ ：１２）

モルモン経は現代社会に影響を及ぼ してい

るいろいろな事柄 について力強 く語 ってはい

るが，そのメッセー ジの主意は， イエスがキ・

リス トであ り，約束 されたメシヤ であること

を声高らかに証することにある。イエスは土

ぼこりの立つパレスチナの道 を歩き，病人を

癒 し，救いの教義 を説かれた。 また， カルバ

リの十字架上で死に， ３日後に墓か らよみが

えって， 多くの人々の前にそのみ姿 を現わさ

れた。さらに，前に告 げておられたように，

昇天前にこの西半球に住む民を訪れた もうた

のである。主は先に次のように語ってお られ

た。「わた しにはまた，この囲いにいない他の

羊がある。わたしは彼 らをも導かねばならな

い。彼 らも， わた しの声に聞き従 うであろう。

そ して，ついに一つの群れ， ひとつの羊飼 と

なるであろう。」 （ヨハネ１０：１６）

何世 紀もの間，ナザ レ人イエスの神性 を証

す る聖典 は，聖書ただひとつであった。 しか

し今やその傍 らには，「ユダヤ人と異邦人 とに

イエスは永遠の神なるキリス ト」（モルモン経，

とびらのページ）であることを力強 く証する

第二の聖典があるのである。

前に申し上げた ように，今からちょうど１５０

年前のこの時節に，「神の賜 と御力とにより」

（モルモン経， とびらのペー ジ）翻訳された

モルモン経は，ニュー ヨー ク州パルマイラの

小 さな印刷工場で印刷され，出版 されたので

あった。モルモン経が出版されたのは，１８３０

年 ４月６日に末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会

が正式に組織される以前のことである。今か

ら６カ月後の１９８０年 ４月６日に，私たちは，

ヨベ ルの年の祝 いと共に，教会設立 １５０年を

祝 う運びになっている。

この １５０年祭を迎 えるに当たって，私は全

世界の教会員の皆 さんに，また友人に，モル

モン経を読破するようお願いしたい。これは

私か らのチャレンジで もある。

今から来年の４月 ６日まで余す ところ １８３

日である。そこで， きょうか ら毎 日モルモン

経 を１章ずつ読み続け， 日曜 日に３章読むよ

うにすれば， ４月６日に残る５章 を読むと，

２３９章あるこの書物 を読破できる計算になる。

そうすれば皆 さんは，教会設立 １５０年 目に当

たる歴史的な 日に，予言者モロナイの次の言

葉 を胸に，モルモン経 を読み上げることがで

きるのである。今か ら１５世紀前に，モロナイ

は，次のような注目すべ きチャレンジの言葉

を残 して，その記録を結んでいる。

「私はこれらの事 をあなたたちが忘れない

ようにすすめ る。なぜならば，あなたたちが

神の法廷で私 と逢 う時が速に来て，その時主

なる神が 『この人の書 きしわが言葉は，われ

が墓の中より叫ぶ者， または土の中よ り声 を

出して語 る者 と同 じくこれ を汝 らに宣べ伝 え

しにあちずや』 とあなたたちに仰せ になるの

で，あなたたちは今私が偽 を言っているので

はないことが解るか らである。……

さらに神は私の書いたことが真実であるの

を確にあなたたちに証明 した もう。」（モロナ

イ１０：２７，２９）’

兄弟姉妹の皆 さん，私は率直に皆 さんに約

束申し上 げる。皆さんが各々これまでに何度

９



モルモン経をお読みになったかは別 として，

今から４月 ６日までにモルモン経 を一冊読み

上げる努力をお続けになるな らば，皆 さんの

生活 と家庭の中に，これまでにも増して主の

みたまがとどまるであろう。 また，主の戒め

に従って歩もうとす る決意が強 まると共に，

神の御子が実際に生 きてましますことが さら

にはっきりとわかるようになるであろう。こ

れ らのことを，聖なるイエス ・キ リス トのみ

名によって厳粛に約束申し上げる。アー メン。

子供 たちによるコーラス

ノ
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主のみ声はすべての民に

神は，人々に福音を得さ’せるため，いかなる困難もいとわれない。また，現

在予言者は，予言者の言葉に注意を払うよう警告 している

七 十 人 第一 定 員会 会 長

Ｗ ・グ ラ ン ト ・バ ン ガ ー タ ー

キ ンボール大管長が述べ られた よう１こ・私
たちの言葉は大管長の言われた事柄 を支

持するものである。「神は，むか しは，預言者

たちにより，いろいろな時に，いろいろな方

法で，先祖たちに語 られたが，

この終 りの時には，御子に よって，わたし

たちに語 られたのである。神は御子 を万物の

相続者 と定め， また，御子に よって， もろも

ろの世 界を造 られた。」（ヘブル １：１－ ２）

今回の総大会の主要な 目的のひとつは，神

が予言者 を起 こし，予言者を通 して世の人々

にそのみこころを告 げておられることを再び

公にすることである。つ まり，予言者は，教

会員のように予言者の言葉 を受け入れる入々

のためにだけ遣わされているのではな く，神

のみ名によって地上のすべての民に語 りかけ

ているとい うことである。古代の予言者がそ

うであったように，現代の予言者 もまた， こ

のように語っている。「天よ，聞け，地 よ，耳

を傾けよ，主が……語 られ たか ら」（イザヤ

１：２）予言者は，神や予言者たちを信 じて

いない人々のために特 に遣わされているので

ある。皆さんは，予言者の言っていることを

知 りたい とはお思いにな らないだろうか。予

言者は語っている。この末 日に，神は完全な

状態 で昔の福音 を回復 し，かつすべての人々

と新 たな誓約 を結ぷことを望んでおられる，

と。また，世 を救い，裁 くためにイエス ・キ

リス トが間もな くこの地上においでになるの

で，備 えをしなければならない， と。信 じる

信 じないは別 として， これは非常に重大な知

らせである。 ほとんどの人が予 言者 の言 葉

に耳 を傾けようとしないことは，私にとって

不思議 である。そのために，時折，予言者が

耐えかねて怒っているかのようにさえ見える。

これは， ちょうど，私たちが主に従わずにい

る時の主の思い， また子供 たちが言 うことを

聞かずにいる時の親の思い と同 じである。

世の中には，神を信 じない と言 う人々がい

る。その愚かさのゆえに神の存在を否定する

人々もいる。その ような人に，少 し質問 して

みたい。皆 さんは，神 を信 じな くても大 した

ことはないなどと思 っておられないだろうか。

皆さんが信 じないか らといって，神が どこか

へ行 って しまわれ るとい っことはない。ガ リ

レオは， 自分の学説を否定 し，地球が 自転 し

て いないことを認めるよう強いられた時、「そ

れでも地球は回っている」 と語 ったと言い伝

えられている。

恐ら く，神は皆 さんに教 えられてきたよう

な御方ではない と言 う分においては正 しいで

あろ う。 しか し，神がお られない と， どうし

てわか るのだろ うか。神が，皆 さんにそれを

証明されたのだろうか。 自分 自身の経験 で，

そのことを知っだとでも言 うのだろ うか。皆

さんが実際に知 っているのは，ただ，神の存

在 を知 らない というだけにす ぎない。そして，
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それは無知 を自認することである。

宇宙船で １， ２度地球 を回ったロシア人が，

天に神はいなかった と言ったが，無神論の論

拠 として はあまりにぜい弱である。また，科

学的でもない。私の弟の知人に，あざけ りの

態度で神 を冒漬 した人がいる。彼は，「夢の中

で神様 を見たが，馬だったよ」 と言った。そ

れに対 して，弟は次のように言った。「なるほ

ど，ロバの 目か ら見れば， それも至極 ごもっ

ともな話 ですね。」

私たちにはすべての証拠が揃 っている。こ

の教会に背を向けていて，神 を知 るこ とはで

きない。神は存在 しないということを確認 しよ

うとい うのなら，かなたこなたと駆け回 り，あ

らゆることをか じらなければならないであろう。

予言者は，神 は生きておられ，この末 日に

私たちに語 りかけておられると宣言 している。

私たちは証 人としてこのことを知 っている。

神は，今 までに， 人々にみ姿 を顕わ し，語 り

かけ，御 自身に手 を触れ させた もうたことが

ある。福音の回復の宣言 と共に，聖霊が真実

を明 らかにし，人々はそれを知 るであろうと

い う約束が与えられた。熱心に祈 り，かつ耳

を傾けてもその約束が果たされないというの

で あれば，その時に初めて皆 さんは神を信 じ

るとい う義務か ら完全に解放 されるのである。

神 を信 じていながら，予言者や啓示を信 じ

ない人々についてはどうであろうか。なぜ信

じられないのであろう。啓示な くして， いか

にして神 を知 り得 よう。予言者がいると，不

都合なことでもあるのだろうか。何かそれ を

否定する法でもあるのだろ うか。予言者は不

必要なのだろうか。仮に，合衆国大統領が予

言者であったとした ら，何 と素晴 らしいこと

だろう。神が直接に， この国の人々になすべ

き事柄 を指示 して下さるとした ら，何 と素晴

らしいことだろう。事実，神は私 たちに語 り

かけてお られる。ただひとつの問題は，私た

ちが神の言葉 を聞こうとしていないことであ

る。これは，古代の予言者の時代 とまった く

同 じである。姦淫の罪 を犯 し， 日曜日に遊び
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に興 じ，酒に酔い しれ，他の人々を社会や世

の中の問題へ誘い込 もうとしている。神は，

予言者の口を通 して， これらすべてのことを

正そうとしておられる。そして，ふ さわしい

信仰 を持 った人だけが， そのメッセージを聞

くことができるのである。

さて，中で も最 も愚かな人々，それは，教

会員であ りながら，教会に心 を向けていない

人々である。 この ような人々は，宗教心がな

いので教会へ行 って もつ まらない と言 う。 し

か し病んでいる人は，い くら薬が嫌いであっ

ても，病気を治すためにはそれを飲まなけれ

ばな らない。皆さんは，御両親か ら野菜を食

べ るようしつ こく言われた記憶があると思 う。

今の皆 さんは，小 さな子供 と同 じことをして

いるのである。霊の野菜についてお話 しよう。

皆さんは，光の中で育てられてきた。 そして，１

神 と救い主について知 ってお り，御二方がジ

ョセブ ・ス ミスに現われたもうたことを御存

知である。 また，天使モロナイが，ジョセブ・

ス ミスにモルモン経の金版 を渡 したことも知

ってお り，現に皆 さんはモルモン経 を持 って

お られ る。 さらに，聖書を信 じている。 これ

だけそろっていなが ら，教会よ りも釣 りに行

って しまうのである。

私 の友人の話 であるが，彼は，ある日親戚

の人々と一緒にイエロース トー ン公園に出か

けた。彼は，教会で会員 としても指導者 とし

ても信仰に忠実であった。そこで，親戚のあ

る人々は，彼の 「堅苦 しい」宗教 をか らかお

うとした。 その人たちは，彼を説 き伏せて，

ある日曜 日の朝，船で釣 りに出かけたのであ

った。 と突然，強い風が吹き始めた。人々は

身の危険 を感 じて恐れた。たちまち， あざけ

りや不信心な思いはどこかへ行って しまった。

彼 らは私の友人に向かって，情けない声で言

った。「お願 いだ，僕 たちのため に祈 って く

れ。」彼 らが，自分たちが祈ってもだめだと思

っていたのは明白である。 また，神の助け を

求めるのに， 自分たちはふさわしくないと感

じたのであろ う。 ところが皮肉なことに，彼



も自分の良識に逆 らって，主がよしとされな

い ことへ の誘惑に負けていたのである。その

時の苦境を，彼は後に次のように話 して くれ

た。「私 には祈 るこ となどできませんでした。

頭の中にあったのは，『ステーキ部長，日曜 日の

釣 りで溺死』という新聞の見出 しだけでした。」

神 は，人々に福音を得させ るため，いかな

る困難 もいとわれない。また，現在予言者は，

予言者の言葉に注意を払 うように警告 してい

る。なぜ ならば，それは皆 さんの幸福にかか

わることであ り，「教えにそむ く者 たちは大い

なる悲 しみに刺 し貫かれ」（教 義 と聖約 １ ：

３）るからである。

教会で，「感謝を神にささげん」（讃美歌１７０

番）を声高 らかに歌う時，私たちの心は喜び

に躍る。ここで， 自らを信仰深 く福音に忠実

であると考 えている方々に少 しお話 したい。

私たちは，予言者に感謝 してはいるが， はた

して実際にその言葉 に耳を傾 けていると言い

切れるだろうか。大会のたびに，私 たちは，

予 言者のメッセージや教会幹部の説教 を聴い

て感激 し，霊的な思 いを抱いて帰宅す る。 し

か しながら，本当に大切 なのは，家に着 いて

か ら何 を行な うかである。

４年前， キンボール大管長は，総大会の最

後の部会において，数々の説教の中で与 えら

れたメッセー ジや教えに深 く感銘 し，覚 えて

お くべ きすべ ての大切な事柄の リス トを作っ

たと言われた。その時，大管長は，家に帰っ

たらす ぐに，指摘された事柄すべてに従 って

自らを完全に整 えるようにするつ もりである

と言われた。（「聖徒の道」１９７６年 ２月号，ｐ．

１４５参照 ）なぜ，私たちも皆，このようにしな

いのだろ うか。皆さんは，家庭菜園を実行 し

ているだろうか。現在， また将来の家族に必

要な備えをしているだろ うか。負債はないだ

ろ うか。救い主 との関係は どうだろうか。祈

っているだろうか。聖典 を読んでいるだろう

か。什分の一 を納めているだろうか。隣人と

いさか いをしているよ うなことはないだろう

か。妻 とは， また子供 たち とはどうだろうか。

教会の指導者の皆 さんに，幾つか特別な質

問をしたい と思 う。皆さん方の献身と犠牲を

知 りつつ，皆 さんを批評するのは失礼にあた

ると思 うが， うかがわせていただ きたい。皆

さんは，真実，予言者の言葉に耳 を傾けてい

るだろ うか。確かに， ほかの人よ りも努力し

ている方々がお られ るの を，私は承知 してい

る。 しか し，予言者が，すべての男子は伝道

に出るべ きである と言われてから，早 ５年が

経過 している。 ところがいまだに半数の人が

家に残っているのは どうしたことだろうか。

定員会会長ならびにホームティーチャーの皆

さん，病気を抱え，霊的に病んでいる人々が

これほど多くいるのはなぜ だろうか。なぜ皆

さんは，「傷ついた者 をつつまず，迷 い出た者

を引 き返 らせず，うせ た者を尋ねず」（エゼキ

エル３４：４）にいるのだろうか。主は，予言

者 を通 して皆 さんに呼びかけてお られる。予

言者の言葉 に耳 を傾けていただきたい。予言

者に聞き従 うか どうかに よって，皆さんがレ

ーマンか レミュエル
， あるいはニーファイで

あるかが決まるのである。教会の神権者の中

にも， レーマ ンのような人々がいる。

今 まで話に挙げてきた方々，すなわち，神

を信 じない人々や非教会貝，忠実な教会員，

あまり熱心でない教会員，指導者およびすべ

て聖なる神権 を持つ神権者， これらすべての

方々に，私は権能をいただいている者 として

申 し上 げる。末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会

の大管長，スペ ンサー ・Ｗ ・キンボールは，

地上のすべ ての民に対す る神の予言者である。

キンボール大管長は，イザヤやマ ラキ，ペテ

ロ，ヤコブ， ヨハネ，さらにはジョセブ ・ス

ミス， そのほかの予言者に直接つなが る後継

者 である。地上におけるイエ ス ・キリス トの

使徒の頭であ り， イエス ・キ リス トの再臨の

備 えとして， この末 日に地上に福音が回復 さ

れ，現在が まさに備えの時であることを告げ

る権能を有す る方 である。これらのことをす

べてイエス ・キ リス トのみ名によって証申し

上げる。アーメン。
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「あ あ
， ア メ リカ ， ア メ リカ 」

私は，主が過去 におけると同 しように，現代の人々にも語って下さるだろうか と

問うてみる。「ああ，イギ リス，ああ， ト’イツ，ああ，メキ シ］，ああ，スカンジ

ナ ビァ，わた しはおまえの子らを幾たび集めようとしたことであろう」

十 二 使 徒 評議 員会 会 員

マ ー ク ・Ｅ ・ピ ー タ ー セ ン

あ る日寺・パレスチナの旅 を終えられたイエ
スは，郷里に戻 り，安息 日に会堂で教 え

を説かれた。

ところが，イエ ヌ、の教えを聴 いた人々は，

その教えに驚 きながらも，心中穏やかでなか

った。イエスは彼 らと共に暮 らしておられた。

そのイエスか ら教えを説かれたことに，彼ら

は言った，「この人は大工ではないか。マ リヤ

のむすこで，ヤコブ， ヨセブ，ユ ダ， シモン

の兄弟ではないか。またその姉妹たちも， こ

こにわたしたちと一 緒 にい るではないか。」

（マル コ６：３）

イエスは，彼 らか ら拒 まれたこ とを悲 しみ，
あや

「彼らの不信仰を驚 き怪 しまれた。」（マルコ

６：６）そして，次のように言われた。「預言者

は，自分の郷里，親族，家以外では， どこで

も敬われないことはない。」（マルコ６：４）

しかし，イエスを拒んだのは，ナザレの人

人ばか りではなか った。 イエ スがこの世で導

きと教 えを施す業 を終えられる頃には，ほ と

んど国全体の人々が，イエスに反対 したので

ある。

イエスは，エルサレムで受 け入れられなか

ったこ とを深 く考 え，町を見下 ろしながら，

こう言われた，「ああ，エルサ レム，エルサ レ

ム，……ち ょうど，めん どりが翼の下にその

ひなを集めるように，わたしはお まえの子 ら

を幾たび集め ようとしたことであろ う。それ

だのに，お まえたちは応 じようとしなかった。」

（マ タイ２３：３７）

そしてイエヌ、は，彼ら自身が御 自分 を拒む

ことによって招 く悲１参な結果 を予告 してこ う

言われた。「見よ，おまえたちの家は見捨てら

れてしまう。」（マタイ２３二３８）

何 という荒廃であったことだろう。間 もな

く， ローマの軍勢が聖地 を襲い，エルサ レム

を破壊 して しまった。その荒れ様は見るも無

惨 で，まさに救い主が，「その時には，世の初

めか ら現在に至 るまで，かつてな く今後 もな

いような大 きな患難が起 る」（マ タイ２４：２１）

とされたその通 りになったのである。

ヨセフスはその模様を記録 しているが，そ

れは，約 ２，０００年の歳月を経 た今 でも，考え

てみるだけで恐ろしくなるほどである。

イスラエルの民は何世代にもわたって繰 り

返 し，隣人の神々を礼拝 し，予言者たちを拒

んできた。そ して， その子孫が キリス トを拒

んだ時 と同じ荒廃に見舞れたのであった。１２

の部族は，奴隷 として連れ去 られた。その う

ち，ふたつの部族は戻 って来たが， ローマの

隷属下に置かれた。そして，残 りの１０の部族

は，全世 界に散乱 してしまったのである。不

従順 の刈 り取る実は，荒廃 しか ない。

このことは，私たちに何 を教 えているだろ

うか。いか なる人も神 と戦 って生 きるこ とは

できないということである。いかなる国家 と
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いえども，天の支配者に背き，その永遠の教

えを犯すならば，懲 らしめを受け るであろう。

聖典の中のこれ らの話を目にするたびに，

私は，現在の私たちはどうだろ うか と考 える。

私たちは，彼 らと同 じことを繰 り返 してはい

ないだろ うか。今の世の人々は，イエス ・キ

リス トを受け入れているだろ うか。主を拒ん

ではいないだろうか。 もし拒んでいるとすれ

ば，私 たちに荒廃が襲って きは しないだろ う

か。

いわゆるキ リス ト教国と呼ばれている国の

人々は，心か らキ リス トに従 っているだろう

か。口先で神 を崇めるだけで，犯罪や腐敗に

よって本質的に神 を否定す るようなことをし

てはいないだろ うか。

神 は，口先だけの礼拝 を嫌われ る。 しか し，

だれもこの全能 なる御方以上に，偽善者に対

して反対 を唱えようとしない。こんな状態で

あって，私たちキリス ト教国家に住む人々は

本当に神 を受 け入れ，神に従っていると言え

るだろっか。

世の人々は，主の聖なる安 息日を尊ぼうと

しない。犯罪は至 る所に氾濫 している。真の

意味での純潔は， ほとんど忘れ去 られている。

今や不正直は，人々に とって当た り前のこ と

のようになっている。

世 の数 多くの教会の中にあってさえ，神聖

な儀式が変 えられ，失われてきている。神の

権能はな く，教義は人の教 えと化 している。

キ リス トの処女降誕 と共に，キ リス トが神の

御子 であることさえも疑問視 され始めている。

大勢の人が もはや， キ リス トの復活を信 じな

くなっている。

この ような有様で，現在の世界が，イエス・

キリス トを受 け入れていると言明できるだろ

っか。かつてナザレの町の人々に驚かれたよ

っに，イエスは今 日の不信仰 を見て，必ずや

驚いておられるに違いない。

キ リス トはひとつである。キ リス ト教徒 は

同 じこ とを語 り， その間に分裂があってはな

らない。そ う述べ た使徒パウロは，現在のキ

リス ト教会の分裂 を見て，驚 きはしないだろ

っか。パウロは，キ リス ト教徒 は同 じ心，同

じ思 いを持 って完全に結び合い，分争 しては

な らないと言ったのではなかったか。（１コリ

ン ト１参照）。

キ・リス ト教の分裂， キ リス ト教国家の内部

での混乱は， とりも直さず，彼らがキリス ト

か ら離れていることを証明してはいないだろ

うか。

そこで，私たち自身はどうだろ うか。この

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の会員は どう

だろ っか。私たちは，キ リス トのみ業に どれ

ほ ど献身 しているだろうか。私たちは，キリ

ス トを拒む ようなことがまった くないと言え

るだろっか。 もしキ リス トに従 うことができ

なければ，キ リス トを拒むことにな りはしな

いだうつか。

私たちはバ プテスマを受ける時，神に仕え

る誓約 をする。そ して，主の晩餐の聖餐 をい

ただ く時に，主に仕え，主の戒め を守 り，常

に主 を忘れないという誓約 を再び交わすので

ある。

私たちはまた，聖餐式において， イエスが

十字架にかけ られたことの神聖な象徴をいた

だき，誓約 を交わす。そ して文字通 り，聖餐

を受け る時に，すべ ての戒めを一つ一つ守 る

ことを約束 し，裂かれたパンと水をいただ く

ことによって， その約束を確約するのではな

いだろうか。

裂かれたパンは，何 を表 しているのだろう

か。引 き裂かれたキ リス トの体を表わしてい

る。

水は何 を表 わしているのだろ うか。それは

私 たちに測 り知れない大 きな苦 しみを受け，

十字架上で流されたキ リス トの血である。そ
うち

の苦 しみは，キ リス ト御 自身，「すべての中最

も大いなる」神 さえも痛苦のために身を震わ

せ，「あらゆる毛の孔 より血 を湧かせ，身と霊
ふた

と両つなが らを苦 しめ」るほ どの ものであっ

た。（教ｉ義と聖約１９：１８参照）

贈罪は， この世で最：も重要な出来事 である。
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私たちが天父に従 うことを約束するの も，贈

いの力があるからである。その約束 も， ただ

福音に従 って生活するだけでな く，一つ一つ

の戒め を守ることを特別に約束するのである。

例えば，裂かれたパ ンを食べ る時，私たち

は，そめ聖なる記念 を口にす ることによって，

安息 日を聖 く保つことを約束 しているだろう

か。

また私たちは，聖餐にあずかることによっ

て，什分の一 を完全に納めることを誓います

と神のみ前に約束 し，その誓約 を結び固めて

いるだろっか。

私たちが交わす誓約には，実際この ような

特別な意味が含まれているのだろうか。皆 さ

んにお尋ね したい。これにはほかにどのよう

な意味があるだろうか。

私たちは，神の口から出るすべての言葉に

従って生活 し，神の定め られた聖なる儀式を

守るという誓約の下にある。その戒めに従 う

ことの中には，純潔や節制，高潔，正直，純

粋，愛， 自制，忠実，主のみ業における熱心

さ，兄弟愛，忍耐，１献身が含まれている。そ

して，神の定めたもうた儀式を完全に受け入

れることが必要 である。

私たちは，神の戒めに従 うことによって，

神への愛を示すことができる。「もしあなたが

たがわたしを愛す るならば，わたしのいまし

めを守 るべ きである。」（ヨハネ１４：１５）

これは主の言葉 ではないだろっか。 さらに

主は， もし私 たちが主に従わないな らば，主

を愛す ることにはならない， とはっきり告げ

ておられる。

さて，皆 さん，私たち末 日聖徒は，地上 の

他の人々とどのよっに異なっているだろっか。

皆さんにお聞きしたい。世の中の大半の人

人は主に仕 えていないか らと言 って，キ リス

トを拒んで生活してはいないだろうか。私た

ち現代人は，過去におけると同じ荒廃をしか

も同 じ理由で繰 り返そうとは していないだろ

うか。

しか し，主は慈悲深い御方である。イエス・
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キ リス トは， この地上 におられた時さげす ま

れたが，それでも悔い改めた人を，た とえ敵

であっても愛し，赦 された。

主がその ような思いで次の言葉 を述べ られ

たのである。「ああ，エルサ レム，エルサ レム，

……わた しはおまえの子 らを幾たび集め よう

としたことであろう。それだのに，お まえた

ちは応 じようとしなか った。」（マタイ２３：３７）

この主のみ言葉 を考 える時に，私は，主が

過去におけると同じように憐 れみ をもって，

現代の人々にも語 って下さるだろっか と問 っ

てみ る。そ して，主は確かに今の私たちに も

同 じように接 して下 さると私は思 う。なぜ な

ら，主は，人をかたよりみ られる御方ではな

いか らである （教義 と聖約１：３５参照）。

主は，現在 もこう言っておられるのではな

いだろうか。「ああ，ア メリカ，アメ リカ，ち

ょうど，めん どりが翼の下にそのひな を集め

るように，わたしはおまえの子 らを幾たび集

め ようとしたこ とであろう。」

「ああ， イギリス， ああイギリス，わたし

はお まえの子 らを幾たび集め ようとしたこと

であろ う。」

また，「ああ， ドイツよ」，そ してスカンジ

ナビア，その他の地のあらゆる民に，「わた し

はおまえの子 らを幾たび集め ようとしたこと

か」 と。

今 日，私たちが主 を拒むならば，それは，

古代 イスラエルの民が偶像礼拝に走 り，背教

したことよ りも罪が軽い と言えるだろっか。

無関心や悪意か ら全能の神を拒むことは，

重大なことである。神のみ言葉は，今 もなお

私たちの耳元で鳴 り響いている。「神聖なるも

のを軽んずることなかれ。」（教義 と聖約 ６ ：

１２）

主の戒めは明確に規定されてお り，道徳や

正直，その他の徳に関する標準 も，すでに広

く教 えられている。 しか し悲 しいことに， そ

れらの戒めは，守 られるよりも，破 られ るこ

とによって人々に知 られ るようになっている。

これは，荒廃が何 らかの形で私たちを襲 って



くることを示 しているような気がする。

政府は，同性愛や その他の不道徳 をなぜ容

認するのだろうか。州の役 人が，悪習 を野放

しに しているのは，また時には擁護 してさえ

いるのはなぜだろうか。立法者や裁判官が合

衆国憲法の名の下に 「われら神を信頼す」 と

毎 日唱えながら，一方では，祈 りや聖典 を読

むことに反対す るのはなぜだろうか。

このキ リス ト教 国家において，彼 らはキ リ

ス ト者であろ うか，それとも反キ リス ト者で

あろうか。神に関 して， 中立 とい う言葉があ

り得 るだろうか。イエスは，否 と言 ってお ら

れる。私 たちは，キ リス トに従 うか，反する

かのどちらかである （マタイ１２：３０参照）。

なぜ政府は，安 息、日の戒め を破 ることを公

然と支持 し， 日曜 日に店を閉める法律 を取 り

上げようとしないのだろうか。いわゆるクリ

スチャンと呼ばれている人々が，それに 目を

つぶっているのはなぜだろ うか。

石油不足や，その他生活の不 自由さに対 し

ては，子供のように怒 りなが ら，娯楽 を制限

しようとす ると， それに反対する。なぜ私た

ちは成熟した大人 らしく，世の諸問題の根源

が神 を拒むこ とにあることを認めようとしな

いのだろうか。なぜ 目を覚まして，現実 を直

視 しようとしないのだろうか。なぜ 目をつぶ

って悲劇 に突入してい くのだろうか。

争いや犯罪，その他すべての腐敗 を解決す

るために，正 しく適切な措置を講ず るべ きで

はないだろうか。

これらの問題 を解決する方法はただひ とつ

神に立 ち・返 ることである。 これは また，主イ

エス ・キ リス トを心か ら受け入れ，主の教え

に完全に従 うことで もある。

もし今，このアメリカが，心か ら主 を受け

入れた としたら， どうだろ うか。 イギ リス，

メキシコ，スカンジナビア， ドイツ，東洋，

南アメリカの諸国民が，主に立ち返 り，その

罪を悔 い改め，主の聖 なる招 きを受け入れた

とした ら， どうなるだろうか。

主は，次のように述べておられる。

「すべての重荷 を負うて苦労 している者は
，

わたしのもとに きなさい。あなたがたを休ま

せ てあげよう。

わた しは柔和で心のへ りくだった者である

か ら，わたしの くび きを負 うて，わたしに学

びなさい。そ うすれば，あなたがたの魂に休

みが与えられるであろう。

わたしの くびきは負いやす く，わたしの荷

は軽：いか らである。」（マ タイ１１：２８－３０）

戦争の重荷 と平和を維持するために用いる

軍需品の費用のことを考 えていただ きたい。

また個 人も国家 も，罪や背負い切れない負傷

を負っていることを考 えていただきたい。こ

の世 で，私たちが背負っていかなければなら

ない重荷について考えてみていただ きたい。

そして，それ らの重荷から解放 されたなら

ば， どんなに安堵の心 を持つ ことがで きるか

考えていただきたい。 もし私たちがキリスト

の招 きを受け入れるならば， これを達成する

ことができる。

私 たちが現在負っている重荷 も，キ リス ト

にすれば，実に軽いはずである。キリス トの

くび きは負いやす く，その上，主は，神の温

かい心で，悔い改める者一人一 人を迎 え入れ

て下さるのである。主 を恐れる必要はない。

主は，柔和で謙遜な御方である。

皆さん，耳 を傾けていただ きたい。主の呼

ぶ声が聞 こえるだろうか。主は，今で も，こ

のように語 りかけておられる，「ああ，アメリ

カ，アメ リカ，わたしは幾たびで もお まえを

集め ようとす る。お まえさえ私の もとに くる

つ もりがあれば……」

「ああ
， イギ リス，スカンジナ ビア， メキ

シコ， ドイツ， 日本，韓国，その他すべての

国々よ。」皆 さんには，主の声が聞こえるだろ

うか。主は，今 も， きょうも，皆 さんを呼ん

であられる。 もし私 たちが，へ りくだ り，悔

い改めて主のみ もとに来さえすれば，主は，

今す ぐにで も私たちを集め，養い，育 て，平

和 を与 えて下 さるのである。

この国で，私 たちはたびたび，「神 よアメリ

１７



カに祝福 を与えたまえ」 と歌 う。この言葉を

祈 りの中でも唱えようではないか。そ してな

ぜ，神 よイギ リスに，スカンジナ ビアに，南ア

メリカに， メキシコに，東洋に，オース トラ

リアに，ニュージーラン ドに，そのほかすべ

ての国々に祝福 を与 えたまえ と歌わないのだ

ろうか。 もし真心から主に立ち返るな らば，

主はすべての人々に祝福 を与えて下 さるはず

である。ほかに道はないのである。

主は戦争 を終結 させ， 内紛や，貧困，失業，

救済金の必要 をすべて解決す ることがで きる。

また，犯罪や不道徳，それに付随 して起こる

様々な病弊 を除去することもできる。

主は人々に平安，すなわち精神的，肉体的，

霊的，経済的，政治的な真の平和を与えて下

さる。私たちはそれに対して代価を払わなけ

ればな らない。それは，主 イエス ・キリス ト

の福音に心か ら従 うことである。

常識ではこうだか らと言って，なぜ しっか

り目を開いてみ よっと しないの だろ っか。

なぜあれこれ理由づけて，進んで主に立 ち返

ろうとしないのだろうか。安全な道はこれ し

かないのである。

私は，今，無意味な説教 を繰 り返 している

のではない。 もっと真剣な，一生にかかわる

現実の問題について語 っているのである。

かつて古代アメ リカでは，そのような祝福

が このさきにもたらされ，それが ２００年間続

いたことがあった。平和 と繁栄が全地 を覆っ

ていた。戦争や犯罪 もな く，刑務所 もなかっ

た。貧因も，不道徳 も，罪悪が生み出すいか

なる病 も， この ２００年間には存在 しなか った。

これは，単なる夢物語ではない。現実にあ

ったことである。 これ まで２度 と繰 り返 され

たことのない，世界史上最大の出来事 である。

しか し，条件 さえ満たす ことができれば，

今 この時代 でもそれを再現することができる

ものである。

現在軍事費に充てられている何十億 というお

金 を，平和の建設に向けるこ ともできる。ま

た犯罪によって失われる多額のお金 を，人類
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の発展のために活用することもできる。そ う

すれば，民族間の争いもな くなるし， ス トラ

イキや ボイコッ ト，ロ ックアウ トもな くな り，

陸軍や海軍 も必要 なくなり， さらに人工衛星

を使ってスパ イ活動 をす る必要 もな くなるの

である。

これらはすべて，実際に私たちが手 を伸ば

せば届 くところにある。代価は現在私たちが

支払 っているものよりはるかに小 さ く，報 い

は想像できないほど大きいはずである。

ああ，エルサレム。ああ，アメ リカ。ああ

イギ リス，その他すべ ての国々よ。主は，皆

さんに呼びかけてお られ る。「わたしのもとに

きなさい。あなたがたを休 ませ てあげよう。」

（マ タイ１１：２８）主イエ．ス ・キ リス トのみ名

によって申し上げる。アーメン。

スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ ー ル大 管 長



霊性を維持する

神 と交わ りを持つ ことは霊にかかわる こと’である。人は元来霊的な存在であ

リ，人の霊は神の子供 である

第 二 副 管長

マ リ ：オ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー

愛 する兄弟姉妹の皆さん・今私は注 のみ
たまをいただいて皆さんにお話 したいと

願 っている。私 はきょう，霊性 を維持すると

いっことについてお話 したい。このテーマは，

ニーファイの弟ヤ コブの語 った勧告のこ とを

考えていた時に，心の中に湧いて きたもので

ある。ヤ コブは次のように言っている。

「肉欲に迷 う心は死 を招 き霊の ことを思 う

心 は永遠 の生命 を招 くとい うことを記憶せ

よ。」（ＩＩニーフアイ９ ：３９）

マッケイ大管長は，霊性 とは 「自我に打 ち

勝っている とい う自覚， また永遠なる御方 と

交流を保っているという自覚」 であると定義

づけている。大管長は次のように も述べ てい

る。「霊性は私たちに，困難を克服 し，さらに

一層強 くなるように促す
。自分の能力が増 し

加 わ り，心の中に真理が開かれて きた と感 じ

ること，これはこの世で経験する事柄の中で

最 も崇高なもののひ とつである。」（デビッド・

０ ・マ ッケイ，Ｓ’θρ吻ηｇ翫ｏηθｓのαη君δ％η一

磁 窺 五舵 「豊かな人生への踏み石」レウェ リ

ン ・Ｒ ・マ ッケイ編，ｐ．９９）

主は予言者ジョセブ ・ス ミスを通 じて，次

のような真理 を明 らかにしたもうた。「すべて

の霊は物質な り。ただ，ひ ときわ極微純粋に

して， ひときわ浄き眼のみよ くこれを見極め

得るな り。」（教義 と聖約 １３１：７）

アブラハムは語っている。「主は……この世

に先だちて組織 されたる英智たちを見せたま

いたりき。……

神， これ らの霊 を善 しと見たまい……神，

霊 なりしこれらの者の中に立ち……」（アブラ

ハム３ ：２２－２３）

これ らの霊 たちは神の子供である。 ヨハネ

の記す ところによれば，神御 自身も霊である。

ヨハネは次のように記 している。

「神は霊であるか ら
，礼拝 をす る者 も，霊

とまこととをもって礼拝すべ きである。」（ヨ

ハネ４ ：２４）

神の霊は 「人間の有す る肉体 と同 じく触知

し得 る骨肉の体 を有 したもう。」（教義 と聖約

１３０：２２）しか し，神の体は俗世の ものではな

い。「われにかかわ るすべ ては霊のことな り」

（教義 と聖約２９：３４） とあるか らである。
ち か ら

「わが 『みたま』の能力なるわが能力の言

もて 〔万物 を〕造 り……

・・…・霊の もの もこの世の もの も……

すなわちわが業の始めに当 り，先に霊の も

のあり，次にこの世の ものあ り。而 してまた

わが業の終 りには，先にこの世 のものあ り，

次に霊 のものあり。……

……われにかかわるすべては霊のことなり
。

い つ か つ

われは何時た りとも，いまだ嘗て俗世の事に

かかわる律法を与えたることなし。」（教義 と

聖約２９：３０－３２，・３４）

神 と交わ りを持つ ことは霊にかかわること

である。人は元来霊的な存在である。人の霊
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は神の子供であ り，諸々の世界に 「住む者た

ち」の霊は 「皆神 より生れたる息子 と娘」 で

ある （教義 と聖約７６：２４）。、

さらに，主の 「『みたま』は世に来るあらゆ

る人々に光 を与え， また 『みた ま』はその声

を聴 く’全世界のあらゆる人々を照すな り。

この 『みたま』の声を聴 くすべての人は神
もと

に 来 る 。 す な わ ち ， 御 父 の 許 に 来 る な り。」

（教 義 と聖 約 ８４ ：４６－ ４７）
は じ め

「人のあらゆる霊は
，太初に罪なきものな

りき。而 して神は堕落よ り人を贈 いた もうた

るにより，人はみな再 び幼児の有様 とな り，

神の前に罪な しとな りぬ。

然るにかの悪魔来 りて……光明 と真理 を取

り去 りぬ。」（教義 と聖約９３：３８－３９）

この霊性の喪失は，アダムとイブの子供た

ちの時代に始まった。彼 らは，両親の教 えに

従 うことを拒んだのである。

皆 さんは，アダムがひとりのみ使いか ら福

音を教わったことを思い出すであろう （モー

セ ５：６－ ８参照）。その後，アダムは 「主の

『みたま』によ りとらえられ」バプテスマ を

受け，聖霊を授けられた。こうして，『彼は，み

たま』によ りて生れ」たのである （モーセ ６

：６４－６５参照。モーセ ５ ：１０をも参照）。
ほ

「アダムとイヴ とは神の御 名を讃め，息子

娘 らにすべての事を知 らしめた り。

ここにサタン彼 ら 〔息子，娘たち〕の中に

来りて言いけるは，われ もまた神の子な りと，

また彼らに命 じて言いけるは，アダム とイヴ

の言を信ずるなかれ， と。 されば，彼 らアダ

ムとイヴの言を信ずることな くサ タンを神 よ
め

りも愛でた り。人はその時 より，肉体， 肉欲，

悪魔に従 う者 となり始めた り。」（モーセ ５ ：

１２－１３）

霊性は信仰 と悔い改め，バプテスマ，聖霊

を授かることによって得 られるのである。聖

霊を伴侶 とする人は，神 と交わ りを保ってい

る人である。 したがって，霊性 を維持 してい

る人である。霊性は，聖霊 を伴侶 とする生活

を営む時に保たれるか らである。
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この ような状態 を保つひとつの確かな方法

は， 自分の務めが何か を知 り， その務めを果

たすことである。それには，第一 と第二の戒

め を守 ることである。「心 をつ くし，精神 をつ

くし，思いをつ くして，主なるあなたの神 を

愛せ よ。」「自分を愛す るようにあなたの隣 り

人を愛せ よ。」 （マ タイ２２：３７，３９）これがふ

たつの大切 な戒めである。

また，十戒 と山上の垂訓に従 い，信仰箇条

の教えを守 り，祈 ることも必要 である。

霊性 を維持するのに祈 りが大切なことは，

アダム とイヴに主か ら与えられた戒め を見れ

ばよくわかる。この戒めは，エデ ンの園を追

われた後，記録にある中で最初に与えられた

ものである。すなわち，「主なる汝 らの神を礼

拝 （せ よ）」（モーセ ５ ：５）と命 じられてい

る。

次にアダムに語 った天 よりの来訪者は，ひ

とりのみ使 いである。そのみ使いは，アダム

が捧げているいけにえは，「御父の生みたもう
いけにえ

……ただ独 りの御子が犠牲 とな りた もうこと

のひながた」（モーセ ５：７）であると彼に教

えた。

またみ使 いは言った。「この故に，汝の為す

すべてを御子の御名によりて為せ。また汝悔

い改めて今 よ りいつ までも御子の御名に より

て神を呼ぶべ し。」（モーセ ５ ：８）

その時から現在に至 るまで，主 イェス ・キ

リス トのみ名によつて祈 るようにという戒め

が，神のすべての戒めの中で最 も頻繁に繰 り

返 し命 じられているのである。

祈 りの大切 さを告げる教訓 として最 も印象

深いのは， ジェレドの兄弟を通 じて与 えられ

たものである。「主は……霊の中に立ちながら

かれ と親 く話 したもうた。主は三時間ジェレ

ドの兄弟 と話 して，かれが主に祈 ることを怠

ったのを懲 しめたもうた。

それでジェレ ドの兄弟がその罪を悔 い改め

て，一 しょにきた者たちのために主に祈った

時，主は これに答えて仰せ になった 『われは

汝 と，汝 と共に来 りし者たちの罪を赦す。さ



れどこの後汝は再び罪を犯すべか らず。わが

『みたま』 は必ず しも常に人をはげ ます もの

にあらざることを忘るな。」（イテル ２ ：１４－

１５）

その後， ジェレ ドの兄弟が このような信仰

をもって祈 っていたところ，ほ どな くして，

肉体 を持つ前の霊の状態の主 イエ ス ・キ リス

トが彼に現われ，こう言われた。「見よ……わ

れはイエス ・キ・リス トな り。……

見 よ，今汝が見るこの体はわが霊体 なり。

……われは今わが霊のまま汝に現わ るると同

じ形の肉体 を具 えてわが民 に もまた現 われ

ん。」（イテル ３：１４，１６），

霊性 を維持するために祈 りの力が必要であ

ることをはっきりと証明する，今 ひとつの出

来事は，ヤ コブの息子 イノスの経験である。

イノスは次のように記 している。

「さて
，私は 自分の罪を赦 されようとして，

一心不乱に神の御前に祈 ったことについてあ

なたたちに話 をしよう。

ごらん，私は獣 を狩 ろ うとして森へ行 った

が，私の父が永遠の生命 と聖徒の幸福につい

て教 えた言葉 を度々聞いたのが私の心に深 く

しみこんだ。

そこで私は 自分の心が飢えるのを覚 えて，

私の造 り主の御前にひざまずき， 自分の身 と

霊のために一心 こめて祈 りかつ願 った。私は

本当に一 日中神に祈 り，夜になってもまだ私

の声が天にとどくほど大 きな声で祈 った。

すると一つの声が聞 こえて 『イノスよ，汝

の罪はすでに許 されたれば汝は祝福 を受 くべ

し』 と仰せになった。

私イノスは神が必ず偽 を仰せにならないこ

とを知っていたか ら，私 の罪はすでに これで

取 り消 されたのである。

しか し私が主 よこれは どうしてそ うな りま

す るか とたずねた ところ，

主は 『それは汝がこれまでに見 しことも聞
よ

きしこともなきキ リス トを信ずるに由る。 こ

のキリス トは 多くの年月を経てはじめて肉体

にて現わる。 されば，汝努め よ。汝は己が信

仰によ りて無罪 となれ り』 と仰せ になった。

私は この言葉 を聞 くと，私の兄弟であるニ

ーファイ人の幸福 を望む思いが心の中に生 じ

たから，かれ らのために全身全霊を傾けて神

に祈 った。

私が この ように精神 こめて祈 っている中に，

ごらん，また主の御声が私の心に聞えて仰せ

になった 『汝の兄弟 らがわが命令を守る熱心

の 多少に従 い， われはこれに報いを与 うべ し。

われはすでに この地をかれらに与えしが， こ

れは聖 き地に して罪悪のある故にあらずばわ

れ これ をのろわず。され どすでに言い し如 く，

われは汝の兄弟らに報い を与え，かれらにそ

の罪の責任 をとらせて悲 しき目に逢わすべし』

と。」（イノス２－１０）

霊性 を維持する上で大 きな助け となるもう

ひとつのこ とは，聖典 を学ぶことである。ア

ルマはモーサヤの息子たちが奇跡的な伝道の

成果を上げたことに関連 して， このことを証

している。

「モーサヤのこの息子たちは
，天使が最初

アルマに現 われたときアルマ と一 しょに居た

者たちであったから，アルマはこのように兄

弟たちに逢 って非常に喜び， ことにかれらが

やは り元の通 り主の教会の兄弟であったから

またその上一方ならず喜んだ。この兄弟たち

はまこ とに正 しい理解 をもっている者たちで，

神の道 を知 るために熱心に聖文を研究 したか

ら，すでに真理について深い知識 を持つ よう

になっていた。」

「そればか りでな く，かれらは非常に熱心

に祈 りと断食 とをしたか ら 『予言のみたま』

と 『啓示のみたま』 とを受け，その教えを宣

べ るときには神に授かった権能 と威勢 とによ

って教えた。」（アルマ１７：２－ ３）

霊性 を得てそれを維持するために欠かせな

いのが，祈 りと聖典 を学ぶことである。

主は予言者ジョセブ ・ス ミヌ、に次のように

言われた。「勝利者たらんことを常に祈 るべ し。

誠にサ タンに打 ち勝つ様 に祈れ， また現にサ

タンの仕事に力を与 うるサ タンの僕 らの手 よ
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り免れんことを祈 るべ し。」（教義 と聖約１０：

５）

聖典の大切 さについて，主は次の ように言

ってお られる。「聖典 を調べ なさい。あなたが

たは，聖典の中に永遠の命があると思 って調

べているが１聖典は，わたしについてあかし

をするものである。」（欽定訳 ヨハネ ５ ：３９よ

り和訳）

聖餐の目的は霊性を維持す るよう促すこと

である。パンと水の祝福の言葉には，「御子の

『みたま』……一同 〔聖餐にあずかる者〕と

共にまします よう」と記されている。（教義 と

聖約２０：７７，７９参照）

教義 と聖約第５９章に記された啓示は， ミズ

ー リ州 ジ ャクソン郡 に到着 したばか りの聖

徒たちの指針 として，１８３１年 ８月７日に予言

者ジョセブ ・スミスを通 して与えられた もの

である。主はこの啓示の中で，霊性 を維持す

るために欠かせ ない一連の指示 を明 らかにし

て，次のように言われた。

「主は言 う
。わが命に従い，誠心 を以てわ

が栄光を仰ぎ見て今この地に集 り来れ る人々

は，見よ，幸福 なるかな。

そは生 くる者は地をつ ぐことを得，死ぬ る

者は全 く働きを休みて安息 を得。 され ど彼 ら

のなしたる業はその人々につ き従いて， わが

備 えたる父の住居に於て冠 を受け しむればな

り。

然 り，その足シオンの地の上に立ちて，わ

が福音に従い居 る者は幸福なるかな。その者

は報い として地の善 きものを受け，而 も地は

それを力強 く生ずべければな り。

またわが前に忠実に して勤勉なる者は，天

より祝福 をもて冠を受 くべ く， また誠に少か

らざる誠命 とその時々に関する啓示 とを与え

らるるなり。

この故に，われ彼らに一つの誠命 を与 う。
いわ

曰く，汝心 を尽 し，勢力と思い と体力 とを尽

して主なる汝の神を愛すべ し。また，イエス・

キリス トの名に よりて神に仕 うべ し。

汝己れの如 く汝の隣 りを愛せ よ。汝盗むな
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かれ。 また，姦淫 を犯すなかれ。また， 人を

殺す なかれ。また何事にてもこれに類す るこ

とを為すことなかれ。

すべての事に就 きて，主なる汝の神に感謝

すべ し。

汝誠に真にへ りくだる心 と悔いる精神 とを

以て，汝の神に義 しき捧物 となすべ し。

汝なおさら充分に世の汚れに染まざる様，

祈 りの家に行きてわが聖 日に汝の聖式を捧 ぐ

べ し。

そは誠にこの聖 日は，汝命ぜ られて働 きを

休み，い と高き者に礼拝 を捧 ぐべ き日なれば

な り。

さ りなが ら，汝の誓言は，正 しく毎 日常 に

神に捧げられざるべか らず。

され どこの主の聖 日に於ては， いと高 き者

に汝の捧物 と聖式 とを奉 りて，兄弟たちに向

い主の前に於 て汝の罪を告 白するを忘 るべか

らず。

而 して汝この 日には他に何事 をもなす こと

なかれ。ただ汝が断食を完か らしめんため，

言い換 うれば汝悦 びを以て充されんため，真

心 をこめてその食物 を支度す るこ とのみ を為

すべ し。

誠にこれは断食 と祈 りに して，言を換えて

言えば悦び と祈 りなり。

而 して汝 ら感謝 と愉快なる心 と顔容 とを以

てこれを為 さば， 多 く笑いてこれを為す

なかれ，そは罪悪なればな り，されば悦ばし

き心 と愉快 なる顔容 とを以てなせ，

われ誠に汝 らに告 ぐ，汝らこれ を為 さば地

に満つ るすべてのものは汝らに与えらるべ し。

すなわち野の獣，空の鳥，木によずるもの，

地上を歩 くものは汝 らの もの となるべ し。

然 り，また汝らの食物，衣服，家屋，小屋，

果樹園，野菜畑，葡萄園など何れにしても，

それらのために地 より生ずる諸々の草 と善 き

もの，

然 り，すべてこれら季節によ りて地 より生

ずるものは，皆 人の為人の用いんために造 ら

れ，眼 を楽 しませ， また等 しく心を悦 ばせ ん



ためな り，

然 り， これ らは肉体 を健 にし人に元気 をつ

くるよう， 食物，衣服，味，香 りのために造

らる。

而 して，すべ てこれらのものを人に与えた

るは神の悦び とす るところにして，この 目的

のためにこれ らは造 られたれば，人は適量に

これを用いて貧らずまたは無理 に取 りて用う

べか らず。

およそ人何事 にも神 を怒らせず または何事

にも神の怒 り燃ゆることなし， た ・“すべての

事の中に神の御手のあることを告 白せず， そ

の誠命に従わ ざる者に神の怒 りあ り。」

見よ，こはすべて律法 と予言者 らとによる

な り。……

……正 しき業を行 う者はよき報いを得
，す

なわちこの世に在 りては平和 を得，次の世に

在 りては永遠の生命を得ん。

主なるわれこの事 を語 り，而して 『みたま』

これが証 をなす なり。アーメン」（教義 と聖約

５９：１－２４）

兄弟姉 妹 の皆 さん，霊性 は主の このみ言

葉に従 うすべての人々に与えられる。なぜな

らば，主御 自ら次のように約束 しておられる

か らである。「誠に，主か くの如 く言 う。その

罪を捨ててわれに来 り， わが名を呼び，わが

声に従い，わが誠命 を守 るあらゆる人々は，

わが面を見てわれ在 るを知ることあ らん。

また，われは世 に来るあらゆる人を照らす

真の光なること，

われは御父にあ り，御父はわれにあ り，御

父 とわれとはひとつなるを知 ることあらん。」

（教義 と聖約 ９３：１－ ３）

愛する兄弟姉妹の皆さん，霊性 を維持する

ためにはこの原則に従 うことが必要である。

私 たちすべての者が霊性 を得て，主を喜ばせ，

主にまみえることができるように祈 っている。

イエス ・キリス トのみ名によ りへ りくだ り祈

るものである。アー メン。

ヤや

欝’醗難
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十二使徒評 議員会会長 エズラ ・タフ ト ・ベ ンソ ン長老 （左）とマー ク ・Ｅ ・ピーターセ ン長老
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１０月 ６日 （土） 午後の部 における説教

教会役員の支持

第 一 副 管 長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

ム 大会の教会役貝の支持 を行な う前に， キ
７
ンボール大管長か らの要請に より，以下

の発表 を行 ないたい と思います。ステーキ部

祝福師の急激な増加 により，全世界で祝福師

の務めが十分に行なえるようになってきまし

た。そこで，エル ドレッ ド・Ｇ ・ス ミス長老

を名誉祝福師に任命致 します。これによって，

ス ミス長老は教会の大祝福師の職につけるす

べての義務 と責任か ら解かれ ることにな りま

す。 また，中央 日曜学校会長会のラッセル ・

Ｍ ・ネルソン，ウィリアム ・Ｄ ・オズワル ド，

Ｊ ・ヒュー ・ベアー ド，および中央若 い男性

会長会のニール ・Ｄ・シェイラー， グラハム・

Ｗ ・ドクシー， クイン ・Ｇ ・マ ッケイを感謝

の解任 をします。後ほ ど提議致 しますが，七

十人第一定員会の会員が， 日曜学校および若

い男性の新 しい会長会 を構成するようにな り

ます。賛成の方はその意 を表 わして下さい。

もし反対の方があれば，同 じようにその意を

表わして下 さい。

私たちは予言者，聖見者，啓示を受ける者，

末日聖徒イエス ・キ リス ト教会の大管長 とし

てスペンサー ・Ｗ ・キンボールを支持 して下

さるよう提議致 します。その提議 に賛成の方

はその意 を表わ して下 さい。 もし反対の方が

あれば，同 じようにその意 を表わ して下 さい。

私たちは大管長会第一副管長 としてナサン・

エル ドン ・タナー を，第二副管長 としてマ リ

オン ・Ｇ ・ロムニーを支持 して下 さるよう提

議致します。賛成の方はその意を表わして下

さい。もし反対の方があれば， 同じようにそ

の意 を表わ して下 さい。

私たちは十二使徒評議員会会長 としてエズ

ラ ・タフ ト ・ベ ンソンを支持 して下さるよ う

提 議致 します。賛成の方はその意 を表わ して

下さい。 もし反対の方があれば，同 じように

その意を表わ して下 さい。

私たちは十二使徒定員会会員 として，エズ

ラ ・タフ ト ・ベ ンソン，マー ク ・Ｅ ・ピータ

ーセン
， リグラン ド・リチャーズ，ハ ワー ド・

Ｗ ・ハンター， ゴー ドン ・Ｂ ・ヒンクレー，

トーマス ・Ｓ ・モンソン，ボイ ド・Ｋ ・パ ッ

カー，マー ビン ・Ｊ・アシュ トン，ブルー ス・

Ｒ ・マ ッコンキー， Ｌ ・トム ・ペ リー，デビ

ッ ド・Ｂ ・ヘイ ト， ジェームズ ・Ｅ ・ファウ

ス トを支持 して下 さるよう提議致 します。賛

成の方はその意を表わして下 さい。もし反対

の方があれば，同 じようにその意を表わ して

下 さい。

大管長会副管長および十二使徒を予言者，

聖見者，啓示 を受ける者 として支持 して下 さ

るよう提議致 します。賛成の方はその意を表

わ して下さい。 もし反対の方があれば， 同じ

ようにその意 を表わ して下 さい。

私たちはスペンサー ・Ｗ ・キンボールを末

日聖徒 イエス ・キ・リス ト教会信託管理 人とし

て支持するよう提議致 します。賛成の方はそ

の意 を表わ して下 さい。 もし反対の方があれ

ば，同 じようにその意を表わして下さい。

私たちは，名誉祝福師 としてエル ドレッド・

Ｇ ・ス ミスを支持 して下 さるよう提議致 しま

す。賛成の方はその意を表わして下さい。 も

し反対 の方があれば，同 じようにその意 を表

わ して下 さい。

七十人第一定員会会長会ならびに七十人第

一定員会会員 として，フランクリン ・Ｄ ・リ
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チ ャ ー ズ ， Ｊ ・トー マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ， Ａ ・

セ オ ドア ・タ トル ， ニ ー ル ・Ａ ・マ ッ ク ス ウ

ェ ル ， マ リオ ン ・Ｄ ・ハ ン ク ス ， ポ ー ル ・Ｈ ・

ダ ン ， Ｗ ・グ ラ ン ト ・バ ン ガ ー ター を支 持 し

て下 さ る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の

意 を表 わ して 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ う に そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

そ の 他 の 七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 と して ， セ

オ ドア ・Ｍ ・バ ー トン ， バ ー ナ ー ド ・Ｐ ・ブ

ロ ッ クバ ン ク， ロ バ ー ト ・Ｌ ・シ ン プ ソ ン ，

０ ・レ ス リー ・ス トー ン， ロ バ ー ト ・Ｄ ・ヘ

イ ル ズ ， ア ドニ ー ・Ｙ ・小 松 ， ジ ョセ ブ ・Ｂ ・

ワ ー ス リ ン， ハ ー トマ ン ，レ ク ター ・ジ ュ ニ

ア， ロー レ ン ・Ｃ ・ダ ン ， レ ッ ク ス ・Ｄ ・ピ

ネ ガ ー ， ジー ン ・Ｒ ・ク ッ ク， チ ャ ー ル ズ ・

Ａ ・デ ィデ ィエ ， ウ ィ リア ム ・Ｒ ・ブ ラ ッ ド

フ ォ ー ド， ジ ョー ジ ・Ｐ ・リー ， カー ロ ス ・Ｅ ・

エ イ シ ー ， Ｍ ・ラ ッセ ル ・バ ラ ー ド・ジ ュ ニ ア ，

ジ ョ ン ・Ｈ ・グ ロ ー バ ー グ， ジ ェ イ コブ ・デ ィ

エ ガ ー ， ボ ー ン ・Ｊ ・フ ェ ザ ー ス トー ン， デ

ィー ン ・Ｌ ・ラー セ ン ， ロ イ デ ン ・Ｇ ・デ リ

ッ ク， ロバ ー ト ・Ｅ ・ウ ェ ル ズ， Ｇ ・ホ ー マ

ー ・ダ ラ ム
， ジ ェ ー ム ズ ・Ｍ ・パ ラ モ ア ， リ

チ ャ ー ド ・Ｇ ・ス コ ッ ト， ヒ ュ ー ・Ｗ ・ピ ノ

ッ 久 Ｆ ・エ ン ツ ィ オ ・ブ ッ シ ェ ， 菊 地 良 彦 ，

ロナ ル ド ・Ｅ ・ポ ー ル マ ン， デ リ ッ ク ・Ａ ・カ

スバ ー ト， ロ バ ー ト ・Ｌ ・バ ッ クマ ン， レ ッ

ク ス ・Ｃ ・リー ブ ・シ ニ ア ， Ｆ ・バ ー トン ・

ハ ワ ー ド， テ デ ィー ・Ｅ ・ブ ル ー ア ー トン，

ジ ャ ッ ク ・Ｈ ・ゴー ス リ ン ド ・ジ ュ ニ ア を，

ま た 七 十 人 第 一 定 員 会 名 誉 会 員 と して ジ ョセ

ブ ・ア ン ダ ー ソ ン， ウ ィ リア ム ・Ｈ ・ベ ネ ッ

ト， ジ ェー ム ズ ・Ａ ・カ リモ ア ， ス タ ー リ ン

グ ・Ｗ ・シ ル， ヘ ン リー ・Ｄ ・テ イ ラ ー ， ジ

ョ ン ・Ｈ ・バ ン デ ンバ ー グ， Ｓ ・デ ル ワ ー ス ・

ヤ ン グ を ， そ れ ぞ れ 支 持 し て 下 さ る よ う提 議

致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て 下 さ

い 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の

意 を 表 わ し て 下 さ い 。

・管 理 監 督 会 の 管 理 監 督 と し て ビ ク ター ・Ｌ ・

ブ ラ ウ ン を ， 第 一 副 監 督 と し て Ｈ ・バ ー ク ・

ピ ー タ ー ソ ン を， 第 二 副 監 督 と し て Ｊ ・リチ

ャ ー ド ・ク ラ ー ク を支 持 して 下 さ る よ う提 議

致 し ま す 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して 下 さ

い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の

意 を表 わ して 下 さ い 。

地 区 代 表 と し て ， 全 地 区 代 表 を現 状 の ま ま

で 支 持 して 下 さ る よ う に 。

日曜 学 校 ， 会 長 と し て ヒ ュ ー ・Ｗ ・ピ ノ ッ

ク長 老 を ， 第 一 副 会 長 と し て ロナ ル ド ・Ｅ ・

ポ ー ルマ ン を， 第 二 副 会 長 と し て ジ ャ ッ ク ・

Ｈ ・ゴー ス リン ド ・ジ ュ ニ ア を， そ の 他 管 理

会 員 を現 状 の ま ま で 支 持 して 下 さ る よ うに 。

若 い 男 性 ， 会 長 と して ロ バ ー ト ・Ｌ ・バ ッ

クマ ン を， 第 一 副 会 長 と して ボ ー ン ・Ｊ ・フ

ェ ザ ー ス トー ン を ， 第 二 副 会 長 と して レ ッ ク

ス ・Ｄ ・ビ ネ ガ ー を， そ の 他 管 理 会 貝 を現 状

の ま ま で支 持 し て 下 さ る よ う に 。

扶 助 協 会 ， 会 長 と し て バ ー バ ラ ・ブ ラ ッ ド

シ ョー ・ス ミ ス を， 第 一 副 会 長 と して マ リア

ン ・ リチ ャー ズ ・ボ イヤ ー を ， 第 二 副 会 長 と

して シ ャ ー レー ・ウ イ ル ク ス ・ トー マ ス を，

そ の 他 管 理 会 貝 を現 状 の ま まで 支 持 して 下 さ

る よ う に 。

若 い 女 性 ， 会 長 と し て エ レ イ ン ・Ａ ・キ ャ

ノ ン を， 第 一 副 会 長 と し て ア ー リン ・Ｂ ・ダ

ー ガ ー を， 第 二 副 会 長 と して ノー マ ・Ｂ ・ス

ミス を ， そ の 他 管 理 会 貝 を 現 状 の ま まで 支 持

して 下 さ る よ う に 。

初 等 協 会 ， 会 長 と して ナ オ ミ ・Ｍ ・シ ャム

ウ ェ イ を ， 第 一 副 会 長 と し て コ リー ン ・Ｂ ・

レ モ ン を ， 第 二 副 会 長 と し て ドロ シ ア ・ル ー ・

Ｃ ・マ ー ド ッ ク を， そ の 他 管 理 会 員 を現 状 の

ま ま で 支 持 し て 下 さ る よ う に 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して

下 さ い 。 反 対 の 方 も同 じ よ う に そ の 意 を表 わ

して 下 さ い 。

教 会 教 育 委 員 会 ， 委 員 と し て スペ ンサ ー ・

Ｗ ・キ ン ボ ー ル ， Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー ， マ

リ オ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー ， エ ズ ラ ・タフ ト ・ベ

ン ソ ン ， ゴー ドン ・Ｂ ・ヒ ン ク レー ， トー マ

ス ・Ｓ ・モ ン ソ ン ， ボ イ ド ・Ｋ ・パ ッ カ ー ，
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マ ー ビ ン ・Ｊ ・ア シ ュ ト ン， ニ ー ル ・Ａ ・マ

ッ ク ス ウ ェ ル ， マ リオ ン ・Ｄ ・ハ ン ク ス， ビ

ク タ ー ・Ｌ ・ブ ラ ウ ン ， バ ー バ ラ ・Ｂ ・ス ミ

ス を 支 持 して 下 さ る よ う に 提 議 致 し ます 。 賛

成 の 方 は そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。 も し反 対

の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の 意、を 表 わ し て

下 さ い 。

教 会 財 務 委 員 会 ， 委 貝 と して ウ イ ル フ ォー

ド ・Ｇ ・エ ド リ ン グ ， ハ ロ ル ド ・Ｈ ・ベ ネ ッ

ト， ウ ェ ス トン ・Ｅ ・ハ ミ ル トン ， デ ビ ッ ド・

Ｍ ・ケ ネ デ ィ ー ， ウ ォー レ ン ・Ｅ ・ビ ュ ー を

支 持 し て下 さ る よ うに 。

タバ ナ クル 合 唱 団 ，団 長 と し て オー ク レー ・

Ｓ ・エバンズを，指揮者 としてジェラル ド・

Ｄ ・オタリーを，准指揮者 として ドナル ド・

Ｈ ・リプ リンガー を， タバナ クルオルガニ ス

トとしてロバー ト ・カンディック， ロイ・Ｍ・

ダー リー， ジョン ・ロングハース トを支持 し

て下さるよ うに。

以上の提議に賛成の方はその意 を表わ して

下 さい。 もし反対の方があれば，同 じように

その意 を表わ して下さい。

キンボール大管長，以上の役員および教会

幹部に対 して全会一致の支持が得 られたよう

です。

教会役員の支持の光景
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祈 リと答え

私は，霊感の声は音声よ りも感 しとしてくる方が多いことを知るようになっ

た

十 二使 徒評 議 員 会 会 員

：ボ イ ド ・Ｋ ・バ ツ カ ー

兄 弟姉妹の皆 さん・私は祈 りと・祈 １）の後
に起 こることについて若 人にお話す るに

当た り，霊感を願い求め るものである。

全般的に見て，教会では祈 るこ とがかな り

きちん と教えられている。幼 な子 でさえも腕

を組み頭 を下げ，親や兄弟か ら小さな声で教

えられ，やがて自分で祈 りがで きるようにな

る。

祈 りがあれば，その答えもあるはずである

が，答えについては比較的軽視 されているよ

うな気がす る。

昔，ある夏の宵に，動物学者のジョン ・バ

ローズが公園の人込みの中を歩いていた。そ

の時，都会の喧燥 を越えて一羽の鳥の鳴 き声

を耳に した。

そこで彼は立 ち止まってその声にじっと耳

を傾けた。 しか し，一緒にいた人たちにはそ

れが聞 こえなか った。彼は辺 りを見回 したが，

だれ もそれに気づいた人はいなかった。

彼はこれほど美 しい もの をなぜ みんなが見

逃すのか気になって仕方がなかった。

そこでポケ ットか ら１枚の硬貨を取 り出 し

て空中にほ うり投げた。硬貨はちゃ りんとい

う音 を立てて舗道に落ちた。小鳥の鳴き声 よ

りも小 さいその声に，みんなは振 り向いた。

ちゃん と聞 こえていたのである。

都会の雑踏の中にいて，小鳥の歌声を聞き

分けるのは容易ではない。しかし，わか らな

いはずはない。鳴 き声 を聞 き分け られるよう

に 自分 を訓練 していれば，はっきりと聞こえ

るはずである。

我が家の息子 のひ とりが，以前からずっと

無線通信 に興 味を持 っている。小 さい時のク

リスマスプレゼ ン トは，初心者用ラジオの組

立てセ ッ トであった。

息子は成長 して自分でアルバイ トができる

ようにな り，私 たちにも余裕が出て くると，

彼はもっと複雑 な装置 を買った。

ここ何年か， またつい最近にも， その息子

の隣に腰かけて，息子が遠 い世 界に住む人々

と交信 しているのを耳に した。

空電や電波障害が起 きた り，混信 した り，

か と思 うと一度に幾つ もの声が入って きた り

したこともあ る。

それで も息子 は言っていることをちゃん と

キャッチ していた。 どんな電波障害があって

も，ちゃん と聞きとれるように訓練ができて

いたか らである。

この騒々 しい世の中で静かな霊感の声を聞

き分けるのは非常に難 しい。 自分 をよ く調え

ていないと，聞 き逃 してしまう。

祈 りの答えはひそやかにや って来る。聖典

には，霊感の声は静かな細い声 と描写 されて

いる。

あなたは心か ら努力す るならば，その声を

感 じ取 るこ とができるようになるはずである。

私たちは，結婚 して間 もな く次々 と子供に
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恵まれた。幼 な子 をお持 ちのご両親 ならおわ

か りだと思 うが， この時期には，親が ぐっす

り眠れる夜はほ とんどない。、

生 まれたばか りの赤ん坊がいて， そのす ぐ

上にようや く歯がはえ始めたばか りの子供が

いる。そ して，ひ とりが熱で も出せば，一晩

に百回も寝た り起きた りしなければならない。

（というのは少々大げさでせ いぜい ２，３０回

といった ところか もしれない）

私たちは，ふた りの子供の夜の面倒 を分担

して受け持つことにした。妻が赤ん坊の世話

をし，私が歯の生えかけている子供 の面倒 を

みることにした。

そのようなある日，私 たちはそれぞれが受

け持 った子供のことしか耳に入らな くなって

いることに気がついた。別の子が泣いて も平

気で熟睡できるのである。

私たちはこのことについてずっと話 し合 っ

てきた。そして次のような結論に達 したので

ある。つ まり，人は訓練 さえすれば聞きたい

ものを聞 き，望む もの を見た り感 じた りする

ことができると。ただしそれには条件がある。

「生れなが らの人は
，神の御霊の賜物 を受

けいれない。それは彼には愚かなものだから

である。 また，御霊 によって判断 されるべ き

ものであるか ら，彼はそれを理解することが

できない。」（１コ リン ト２ ：１４）このような

理由で，霊感の声 をほとんど， あるいは一度

も聞かずに生涯 を送っている人が大勢 いる。

聖典はそのことについて多 くのことを教え

ている。

リーハイは息子たちに 自分が見た示現につ

いて教えたが， レーマ ンとレ ミュエルはその

教えに聞き従わなかった。

「父はまことに偉大 なこ とを多 く兄弟たち

に語ったが，それは人が主に尋ね なければ解

りにくいことであった。 ところが兄弟たちは

心がかた くなであったか ら，当然なすべ きこ

とであるが主に頼 らなかったのであ る。」（１

ニーファイ１５：３）

ふたりは弟のニーファイに，父が言ってい
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ることは理解 できない とこぼす と，ニーファ

イは， 「あなたがたは主に尋ねたか」と兄たち

に聞いた。すると兄たちは 「『主に尋ねてはい

ない。主はこんなことをわれわれに知 らせ な

いか らであ る』 と言 った。」（１ニーファイ１５

：８－ ９）

その後，彼 らがニーファイに危害 を加えよ

うとすると，ニーファイはこのよ うに言った。

「あなたたちは悪事 をするのは早いけれど

も，あなたたちの神である主 を思 い起すのは

おそい。あなたたちは， これまでに一 人の天

使を見，天使 はまたあなたたちに言葉 をかけ

た。 まこ とにあなたたちはその御声 を時々聞

いている。その時それは静な細い声で話 した

もうたが，あなたたちは何 らの感 じもなかっ

たのでその御声 を感ずることができなかった。」

（１ニーファイ１７：４５）

私は，霊感の声は音声 よりも感 じとして来

る方が 多いことを知 るようになった。

若人の皆 さん，霊感 を感 じとれるような状

態でいていただきたい。

知恵の言葉 のひ とつの大 きな目的は，啓示

と深い関連があると私は思っている。

皆 さんは幼い頃から茶や コー ヒー，酒， タ

バ コ，麻薬，その他健康に害 を及ぼす ものは

避けるように と教えられて きた。

そして， もしだれかがそういうものに手 を

出 していれば，非常に心配す る。

麻薬や アル コールに冒され，普段の話 も満

足に聞 きとれない ような状態の人は，この最

も繊細な感情に働 きかける霊的な感覚 をどの

ように感 じるこ とができるだろうか。

知恵の言葉は健康の律法 として も有益であ

るが，肉体的 よりもむ しろ霊的なことにおい

て もっと益 をもたらす ものである。

知恵の言葉 を守れば， 肉体 に何 らかの変化

が起こるが，それが霊的にマイナスになるこ

とはまずない。

皆 さんが父親や母親になる時，霊感を得 ら

れな くする習慣に浸って，子供 を放任 して し

まうような生活をしてはならない。



主は私たちに勧め，導 き，教 え，警告す る

ために，心の中に清 らかな英知 を注 ぐ道 を備

えられた。 したが って， 自分が知 る必要のあ

ることは今す ぐにで も知 ることがで きる。霊

感を受け られ るようになることである。

教会の若 人の活動の中にも，霊感に関係 し

たことが含まれている。それは人々に対す る

奉仕である。霊感は， 自分自身の ことよりも

他人を助けるためにそれが必要 とされる時，

一層迅速に もた らされる
。

さて，若人の中にはこのことを聞いて少々

不満 を抱 く人がいるか もしれないが，近頃よ

く耳にす る騒々 しい音楽について述べてみた

い Ｑ

頭の中がその ような音楽でいっぱいの時に

豊かな霊感が受けられるだろうか。

その反対に，適切な音楽は霊感 を受け る備

えをさせて くれる。

また，通信 を妨害す る電波障害や混信のほ

かに，にせ電波 もあることを知 ってお く必要

がある。

時には，道 を踏み誤らせ るような悪 い所か

らの声や命令 を受け ることがある。 しか し，

あなたがその気になれば， その声 を聞き分け，

他に切 り換えるこ とができるはずであ る。

では， どうしてその違いを区別 したらよい

のであろうか。促す声が霊感であるか，誘惑

であるか， どの ように して知 ることができる

だろうか。

この問いに対する私の答えか らおわか りの

ように，私は若人の皆さんに全幅の信頼 を寄

せている。皆 さんは正 しく教わ りさえすれば，

基本的にこれらを区別できると私は思う。

教会でも，常識 とい うものが必要である。

正 しい源か らくる指示は，盗み を働 き， うそ

やごまかしをし，道徳的な罪を犯せ とは言わ

ないであろう。当然のことである。

小 さな子供に も良心がある。その良心が悪

いことかどうか を教 えて くれる。この良心の

ささや きを押 し殺 してはな らないのである。

再び，聖典 を読 んでみ よう。モルモン経か

らモロナイ書の第 ７章 を読んでいただきたい

が， ここでは １節だけ を引用す る。

「私の兄弟たちよ
。あなたたちは善悪を判

断する自由 と権利 を与え られているばか りで

なく，その判断の方法は真昼 と暗夜 とを区別

するように，過 りな く完全に知れるほど明ら

かである。」 （モロナイ７ ：１５）

この章全部 を読んでみると，善悪 を判断す

る方法が示 されていることがわかる。

判断がつかな くて，間違 った方向に進んで

いるのではないか と思われる時は， ご両親や

指導者に相談 しなさい。

若入の皆 さん，皆さんは今 日，あるいは明

日，明後 日，指導者に召されるか もしれない。

私たちはよ く組織 して，可能な限 り皆さんに

教会活動 に参加 していただけるように したい

と思 っている。

皆 さんはすでに祈 ることを教 えられている。

そこで， どの ように して答えを得るか知 る必

要がある。

霊的な事柄は決 して強制 では得 られないこ

とを，若い時か ら学ぶ とよい。

時には問題に苦 しみ悩みながら， なかなか

答えが得 られないこともあるであろう。 どこ

が間違っているのであろうか。

何 も悪いことをしていないのに答えが来な

いのか もしれない。また反対に，正 しいこと

を十分に行 なっていないのか もしれない。忘

れてはな らない。霊的な事柄 を強制す ること

はできないのである。

私 たちは，「いいえ」という答えを受け入れ

よ うとしないがために，あれ これ悩む ことが

ある。教会 員が何か をす る時， 自分のや り方

にこだわって， それを曲げようとしない時，

私は，教会歴 史の大切 な教訓 を思い出し，心

の中でこうつぶや くのである。

よろしい， ジョセブ。原稿 をマーテン ・ハ

リスに渡 しなさい。 自分のや り方でや って，

どうなるか を自分の 目で確かめてみなさい。

その時，途方に暮れて迷ったら，もう一度戻っ

て来なさい。素直に受け入れていたらもっと早
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く見いだせ たはずの道にあなたを連れて行っ

てあげよう。

ある人がこっ記 している。、

愚か しく，せ っかちな手で

私たちは計画をかき乱す，

主が練 り上げられた計画 を。

そして苦悶の声 をあげると，主は言われる

「人よ，泣 くのをやめなさい。私がもつれた

糸をほどいてあげよう。」

（作者不詳）

難しい問題を心の奥に しまい，生活に立ち

向かうように しなさい。そのこ とにつ いてよ

く心に思い計 り，絶 えずひそかに祈 りなさい。

答えは稲妻のようにはや って来ないか もし

れない。ここに少 し，あそとに少 し，「規則に

規則を加 え，誠命にいましめを加 え」（教義 と

聖約９８：１２）少 しずつ霊感 として与えられる

かもしれない。

聖．典を読んでいる時や， あるいは説教 を聴

いている時に得 られることもある。 また時に

は，非常に大切なことであれば直接に強い霊

感によって与 えられ ることもある。そのささ

やき声は明 らかであって間違 えることがない

はずである。

皆 さんは若いうちに，聖霊 に導かれ ること

を学ぶことが大切 である。

私は，今で も使徒 として 自分が少年の時に

聞 いたと同じ方法で，同 じ御方か ら来る，同

じ霊感を聞いている。そ して今，その しるし

は一層はっきり知 っている。

また時折，み業 を進めるために必要な事柄，

たとえばステー キ部の高い役職 に教会員を召

す時，私たちは祈って尋ね，直ちに答 えの啓

示を受け ることがある。

聖典の中で，「求めよ， さらば与えられん」

（教義 と聖約 ４ ：７）という言葉ほ ど繰 り返

し説かれているものはない。

私は導きを求めてよ く主に祈 る。 しか し，

価値のないところか らの勧め を受けたいとは
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思わないし， また受けるつ もりもない。心か

らそ う思っているので， このこ とをはっき り

と申し上げる。

若人の皆さん，心の中にいつ も祈 りの気持

ちを抱いていなさい。祈 りの心 を持 って，毎

晩休むようにしなさい。

知恵の言葉 を守 りなさい。

聖一典を読みなさい。

両親や教会の指導者に聞 き従いなさい。

良識で考えて霊感 を受ける妨げ となるよう

な場所や物から遠 ざかるように しなさい。

自分の霊的な力 を伸ばしなさい。

電波障害や混信 を調整す る技術を身につけ

なさい。

偽 りの答 えに注意 しなさい。

聖霊から霊感を受けて導かれるように しな

さい。

ずっと昔のこ とだが，今で もはっきりと覚

えていることがある。第 ２次世界大戦の時，

私はパ イロッ トだったが， 当時は現在のよう

な電子機器 を装備 してお らず，嵐に遭遇 した

時など頼みの綱は信号電波しかなかった。

通常の信号音が入っている限 り，正規の飛

行ルー トを飛んでいるのである。 しか し， ど

ちらか一方にで も寄 りす ぎると 「トン・ツー」

というモールス信号のＡ符号になる。

今度はもう一方の側 にそれると，「ツー ・ト

ン」 とい うモールス信号の Ｎ符号 になるので

ある。

しか もこのような悪天候に，混信や電波障

害は付 きものである。こうした電波障害やエ

ンジンの爆音の中で，遠方の管制塔から送 ら

れて くる弱い信号をどうキャッチす るかに，

パイロットの命がかかっていたのである。

信号電波には霊の信号電波があ り，これは

絶えず送信 されている。 したがって祈 る方法

と祈 りの答えを聞 く方法を知 り，霊の耳 をす

ましていさえすれば，皆 さんは晴れた空で も

嵐の空で も，戦火の中で も安全に飛ぶことが

できる。

祈 りはすでに最 も一般的な ものになってい



る。私 たちはしば しば祈 りについて，特に求

め ることについて教える。

しかし，答えを受けるこ とについては， ま

だ十分に教えられていない と思 う。これはき

わめて私的なことであ り，個人的なこ とであ

り，各人が 自分で知 るべ きものである。

今す ぐに始めなさい。聖霊がすば らしい将

来の待ち受けている皆 さん方若人を導いて下

さるように。静かな細い声は皆 さんの ところ

に とどいて，大勢の人々が感 じたように皆さ

ん も主が生 きてお られることを感じるであろ

う。私 もそれ を証する。主が語 られるそのみ

声 を，私は知っている。

イエスはキリス トであ り， この教会 を導い

てお られる。 この教会のす ぐ近 くにいて，予

言者や指導者，教会の入々や子供 たちを導い

ておられることを，イエス・キリス トのみ名に

よって証す る。アーメン。

大会の光景
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予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

この記者や世の人々が，神かすべての人に与えられた永遠の祝福てある福音の回復

とその経緯について……理解することができたら，どんなに素晴らしいことだろう

十二使徒評議員会会員

デ ビッ ド・Ｂ ・ヘイ ト

福 音の永遠鎮 理はかつてない勢いで全世
界の人々に受け入れ られてお り，世 界各

地の教会員は宣教師 と一致協力 して教会に急

速な発展 をもた らしている。

３週間前，私はペルーの リマで新 しいステ

ー キ部を組織する責任 を受 けた。７，０００人以

上の聖徒 と求道者が大きな体育館に集 まった。

大会で心高まる霊的な経験 を得た後，会場を出

ると，駐車場で ３人の新聞記者に呼びとめら

れ，こう質問された。「リマに来 られた 目的

は。」「ペルーに教会員は何人い ますか。」「あ

なたの教会が急速に発展 している理由は何 で

すか。」「教会は将来 どのような計画 を持って

いますか。」

続いて若い女性記者から次の ように問われ

た。「あなたの教会 と他の教会の違いはどこに

あるのですか。」

周囲は非常に混雑 してお り， 自動車の騒音

もうるさかった。それに日程 も詰 まっていた。

決 して話ができるような状態ではなかった。

その上，主の教会 と他の教会の違 いを説明す

るといった重大な事柄を語るにはふ さわしい

場所 ではなかった。それで も，福音を宣べ伝

える好機だということで，私たちは福音の背

教 と回復について簡単 に説明した。す なわち，

人々が イエスや使徒たちが教 えた教義か ら背

教 していった歴史 とその証拠， そしてキリス

トが建てられた教会は腐敗 し堕落 し，神聖な

儀式は人の都合に合わせて変え られていった

こと， さらに今 日全世 界の善良な人々が，異

なった教え と礼拝の様式を持つ宗教間の争い

の中で困惑 していることを説明 した。

新聞記者は熱心に耳を傾 けていた。そこで

私たちは続けて説明した。その長い暗黒時代

の後に，天か らの直接の啓示によって，救い

主の真の福音が回復 されジョセブ ・ス ミス と

いうひとりの青年が選 ばれ，訓練 されて，神

が この末 日に御 自身の教会をお建てになる驚

嘆すべ きみ業の基を据える器 となった ことに

ついて話 をしたのである。

福音の回復 とジョセブ ・ス ミスについて話

していた時， ジョセブ ・ス ミスの横顔が非常

に興味ある形で私の心に浮かんできた。 まさ

に異常 な体験であった。予言者の横顔を思い

浮かべ ながら私はこう思った。「この記者や世

の人々が，神がすべての人に与えられた永遠

の祝福 である福音の回復 とその経緯について，

またその意義について理解できたら，また私

が感 じていると同 じように彼らも感 じること

ができ，私が知 っていると同 じように知 り，

彼らが予言者の召 しと役割を理解することが

できたら，どんなに素晴らしいことだろう。」

私はそこで証を述べた。ジ ョセブ ・ス ミス

はイエヌー キ リス トの福音 を完全な形で回復

す るよう神か ら任命された神の予言者である

こと，また彼は神 を求めて祈 り，神はその祈 り

に答えて下 さったこと，そ して神の御子イエ
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スが命 じられるみ業 を行 なったことを証 した。

そ してこの予言者ジョセブ ・ス ミスを通 して

組織 されたこの教会は，聖なる神権の鍵 と権

能 を有 し，神の救 いの計画 をこの地上の神の

子全貝に教える責任を負っていることを告げた。

人は今でもこう尋 ねる。「神は存在するのだ

ろうか。神が本当に人に語 りかけ るのだろ う

か。神は人間一人一人の必要に心 を砕 いてお

られるのだろっか」 と。

これ まで何度か祈 りを経験 していたひ とり

の若者が，若者らしい信仰 をもって，森に入

って行 った。そ して辺 りを見回して，だれ も

いないのを確かめ ると，ひざまずいて，心 に

ある思いを神に打 ち明けた。すると，森は非

常に明る くなった。その明るさはこれまで彼

が 目にしたことのない明るさであった。彼の

前に，筆舌 では表わす ことのできないふた り

の栄光に包まれ た御方が立 っていた。そして，

ひとりが もう一方の御方 を指 して言われた。

「こはわが愛子 な り，彼に聞け。」御子はひざ

まずいている少年に話 しかけ られた。そ して

どの教会 も間違 ってお り，人々は教義 を曲げ，

儀式を変え，神権の権能まで失われているこ

とをジョセブに告げ られた。こうして学識は

ないけれ ども謙遜 なジ ョセブ ・ス ミスを通 し

て，全能なる御方が再びこのみ業 を確立され

ることとなったのである。（ジョセブ・ス ミス

１：１５－２０参照）

それ まで世 に広 まっていた宗教の教 えは，

神 を人々の頭 の中でひよわな霊の存在に して

しまい，宇宙全体に広が り， どこにいるとも

なく， どこにでも現 われるというもので，神

が人格 を持 ちたもうことや神会に関す る教 え

や理論をまった くあやふやに していた。真理

は完全に歪め られてしまっていた。しか しこ

の少年が森か ら出てきた時，彼の心には もう

何の疑いもなかった。はっきりと知 るこ とが

で きたか らである。彼は御父 と御子 を仰 ぎ見

た。御父と御子は彼を訪れて教えを授けられ

たのである。予言者は 自らこ う記 している。

「私は示現 を受けたのであるか らそれが事実

であるの を身 を以て知 っている。私は神がそ

れ を知 りたもうことを知 っている。私はそれ

を打ち消すことはできなかった。」（ジョセブ・

ス ミス２ ：２５）

こうしてジョセブは初めて神が人の形をし

ていることを知 った。神は実際に声を出 して

語 りかけ，親切で，祈 りに答えて下さる御方

であることを知 った。そして御子 と御父はよ

く似てお られ るが，別個の御方であ り，さら

に御子は御父に従順であって，神 と人との間

の仲保者であることを知 ったのである。
き よ う じ ん

主は鋼鉄の ように強靱な人，人々のあざけ

りや社会的，政治的圧力に も怖れず立 ち向か

っこ とのできる人，モーセか，あるいはモー

セに優 る人を求めてお られた。

この少年は， その後何度か天使の訪れを受

けた。

ジョセブ ・ス ミスが天使の訪れを受け，モ

ルモン経 を世に出したという話は，神御 自身

が予言者に姿 を現わされたことか ら考えてみ

るとまった く当然のことである。

古代アメ リカの住民の記録 を載せ たモルモ

ン経は，「神の賜 と御力」によって翻訳され，

すべ ての人の手に入るようになった。そ して，

その内容は，「ユダヤ人と異邦人とにイエスは

永遠 の神なるキ リズ トにましまして，万国の

民に現われたもうことを確信 させ る」 もので

ある （モルモン経，扉の頁参照）。

モルモン経はこの世 で最 も正確な書物であ

り，キリストの純粋な福音が記 されている。人

の手にある書物の中で最 も貴重な書物である。

最初の示現があった１８２０年か ら，１８４４年 ６

月のある朝，ジ ョセブ ・ス ミス とハイラム ・

ス ミスの遺体が カーセ「 ジか らノーヴーまで

６時間 もかかってゆっくりと， ２台の馬車で

運ばれ るまでの波乱に富んだ日々の中で，天

は常に開かれ， この神権時代における偉大な

み業 と王国の基が据 えられたのである。古代

と同 じように主の教会は組織 され，今や使徒

が必要な神権の鍵を持つ ようになった。こう

してジョセブ ・ス ミスの使命は達成された。
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彼自身の心の中に も，忠実な同僚 たちの心の

中にも，彼が神か ら召 されたことに対する疑

いは微塵 もなかった。なぜな らジョセブ ・ス

ミス自身，それが霊感に よって語 られている

ことをはっき りと宣言していたか らである。

こうして初期のキリス ト教会 と同 じ組織 と

神権が再び回復され，使徒や予言者，祝福師，

七十人，長老，監督，祭司，教師，執事が召

された。いずれ も福音がすべての国民に宣べ

伝 えられ，会員 を強め，聖徒 をひ とつにする

ために必要な職である。

キリス トの教会は，救 い主が地上に住んで

おられた時に定め られた と同 じ教義や儀式，

権能 をもって再び建て られた。人々は もう一

度権威 と権能 を与え られて，主のみ業 を行な

うようになった。不明瞭な個所はな くな り，

救い主の教会 とみ業は回復 された。この回復

された福音の教義はすべてを網羅 した完全な
はじめ

教えであ り，「人はまた太初 に神 と共 に在 り

き」（教義 と聖約９３：２９）と教 えている。言い

換えれば，人は地上に生 まれる前か ら存在 し

ていたのである。人は永遠の存在である。ジ

ョセブ ・ス ミスは人の起源について教 え，人

が神か ら与えられた永遠の 目的 をもってこの

地上に送られてくるとい う真理 を世に知 らせ

た。

ジョセブ ・ス ミスは，神のすべ ての子供た

ちに人生の真の意味 と人の行 く末 を明 らかに

するという貢献 をしたが，それは，天使の導

きや主がみ業を行な うために召された人々を

通 じて，少しずつ規則に規則 を加えて教えら

れた。 しかし，その教 えがあまりに も輝やか

しく，予期 しないものであったので， 当時の

人々の大半はそれを受 け入れ ることが できな

かった。

ジョセブ ・ス ミスに与 えられた啓示 によっ

て，人類の知識は増 し加 えられた。そして，

イエス ・キ リス トが世 を罪か ら救 うため十字

架にかけ られたこと， またキリス トの贈いの

業によって全人類が墓か らよみがえるように

なったこと， もしも福音の原則に従順である
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な らば永遠の生命が与えられること，これ ら

のこ とが明らかになったのである。

イエ スは 「わたしの父の家には，すまいが

た くさんある」（ヨハネ１４：２）と言われた。

この言葉の意味も私たちは知 っている。栄光

にはそれぞれ階級があ り，私たちは皆それに

入れる資格を持っていること，そ して私 たち

は至高の天を目指 して努 力しなければならな

いこと， しか もそこに達す るには神の戒め を

すべて守 らなければならないことをよ く知 っ

ている。ジョージ ・アルバー ト・ヌ、ミス大管

長 は次のように述べている。「私にとってイエ

ス ・キリス トの福音の素晴らしさのひとつ は，

私たちをひとり残 らず対等の立場に置 くこ と

である。 日の光栄の王国の最高の位 を得 るの

に， ステニ キ部長である必要はないし，十二

使徒定員会会員になる必要 もない。 ごく普通

の教会員であって も，神の戒め を守 るならば，

日の光栄で他の人と同 じ昇栄 にあずかること

がで きるのである。イエヌ、・キ リス トの福音

の麗 しさは，私たちを皆平等にすることであ

る。……主の戒め を守れば，……昇栄 を受け

る同 じ機会が平等に与 えられ るの であ る。」

（Ｃｏη彦名魏６θＲθρｏπ「大会報告」１９３３年１０月，

Ｐ．２５）

神の子供たちに対す る愛 を如実に物語って

いる啓示が，１８３６年にカー トラン ド神殿でジ

ョセブ ・ス ミヌ、に与えられた。彼は示現の中

で，生 きている聞に福音 を受け入れる機会の

なかった人を目に した。すると声が聞こえて，

地上にいる問に福音 を聞き，福音 を受 け入れ

る機会がないままこの世 を去 った人は皆，霊

界でその機会 を得 るとの宣言が下された。機

会 を与 えられたならば福音 を受け入れたであ

ろう人は， 日の光栄の王国で受け継 ぎを得 る

であろ う。主は 「すべての人々をその行ない

と心の望みに応 じて裁 く」 （ジョセブ・スミス

ー示現 １ ：９）と述べておられる。

ジ ョン ・テイラー大管長 は次のように記 し

ている。「主の予言者にして聖見者なるジョセ

ブ ・ス ミヌ、は，ただイエ ス ・キリス トを除 く



のほか， この世 に生 を受けたる何 人よりもこ
きノしき ん

の世に於ける人類 の救いに尽 した り。僅々二
たんしつげつ

十年の短．日月に， モルモン経 を世 に出 してこ

れを神の賜物と力 とによ りて翻訳 し，東西両

大陸にてこれを刊行する媒ち となれり。 また
よす み

世 界の四極に至 るまで， この書に載せ たる完

全なる福音 を弘め，人の子 らのために 『教義

と聖約』なる本書を構成す る啓示 と誠命並び
い た

に他に 多くの智慮ある文書 と教訓 とを世に出

せ り。 また，幾千の末 日聖徒 を集め一大都市

を建設 して朽つ る能わ ざる誉 と名声とを遺せ

り。彼は神 とその民の眼前に偉大なる生涯 を

送 り，偉大なる死 を遂げたり。而 して，昔主

の聖任 したまいし者 らのほとんどすべてが然

あ りし如 く，彼の使命 と事業 とを己が血を以

て結び固めた り。」（教義 と聖約１３５：３）

聖徒たちが予言者を失った悲 しみに沈んで

いた時， その忠実な同僚， ウィ リアム ・Ｗ ・

フェルプスは聖徒 たちの気持ちを次の ように

記 している。

たたえよ，主の召 したまいし

主 と語 りし予言者 を。

イエス，この予言者，聖見者 を

聖任 した まいぬ。

末の時をは じめたる

わざを諸王，諸 国みな崇めよ。

神権 とみ さかえをもて

鍵 を永遠に彼持つ。

忠実にして真実な彼，古 き予言者 とともに

主の王国に入 らん。

このように して，最後の福音の回復が起こ

った。私は皆さん方に，「神が聖なる預言者た

ちの 口をとお して，昔か ら預言 しておられた」

（使徒 ３：２１）万物の更新が成就 したことを

証 申し上げる。

福音が 回復 されたことの しるしとして，真

の聖徒 たちにはみたまの賜が与 えられている。

今 日聖霊の賜が与 えられており，人々は聖

霊の力と影響力によって，真理 を知 り，救い

の計画の知識を得 ることができる。

主が訪れて 「す でに失いたるもの，……完

全なる神権ｉを再び回復」（教義 と聖約１２４：２８）

したまい，各地に神殿が建て られている。

主は，１８４７年 １月にウ イン ター クオー タ

ーズで聖徒たちに啓示 を与 えられた時に
，直

接予言者 ジョセブ ・ス ミスについて証 して，

次の ように言われた。「これらを見て驚 くこと

なかれ。…… されど汝ら忠実にわが言いたる
こ と は

言をすべて守 らば栄 を見ることを得ん。 この
ことば

言 は … … ジ ョセ ブ ・ス ミス に 至 る ま で の もの

に して ， わ れ ジ ョセ ブ ・ス ミス を， わ が 天 使

ら… … ま た 天 よ り わ れ 自 らの 声 を以 て ， わ が
わさ

業を世に出さんために呼びたり。

彼は真実その礎 を置き忠信な りき。故にわ

れは彼をわが許に引取れ り。」（教義 と聖約１３６

：３７－３８）

ジ ョセブ ・ス ミスは回復の予言者であった。

私は，ジ ョセブ ・ス ミスが神から召された予

言者 であ り，偉大な人物であったことを，イ

エス ・キ リス トのみ名により証する。アーメ

ン。



言葉 ：神が定めたもうた心を通わす方法

私たちは 「愛する者や隣人に清く汚れのない言葉で愛と感謝の気持ちを伝え，

神聖な方法一ぐ心を通わせたいと望む」必要がある

七十人第一定員会会員

チャールズ ・デ ィディエ

「天 にましますわれ らの父よ・御名 を崇め

奉 る。」（ＩＩＩニーファイ１３：９）救 い主

御 自身が示された祈 りの模範に見 られ るこの

導入の言葉は，崇敬，愛，従順の気持ちを含

んだ挨拶である。主がこの祈 りの中で使われ

た言葉はどれ もそれ相応の意味があ り，気高

い思いが込め られている。そ して私たちの心

は高め られ，新 しい理解の視野が開かれるの

である。主の祈 りは神聖 な言葉の優れた表現

であり，模範である。

言葉，文，言語，一体 これ らは何なのだろ

うか。私たちや家族にどのような影響 を与 え，

天父 とどのようなかかわ りがあるのだろうか。

一言の言葉
，ほんの一言の簡単な言葉でも，

いろいろな思想を伝え，様々な影響を及ぼす。

言葉が組み合わされて意志の疎通がはかれる

こともあれば，話 し手の愚かさを表わすこ と

もある。

ひとつの言葉でも，承諾 と拒否，祝福 と呪

い，疑念 と確信，友情 と敵意のいずれをも表

現 し得る。また，言葉の言い方や抑揚に よっ

て，愛と憎悪のいずれをも生み出す。言葉は

とげ とげ しくも，旋律的にも，優 しくも言 う

ことがで きるし，宣言する調子や叫ぶ調子で

言うこともできる。言葉は波のように うね り，

熱意を呼び起こし，勝利を呼び，誇 りを感 じ

させ る。 シェイ クスピアは次のように書いて

いる。「今群 衆の中か らおれ を呼んだのは誰

だ ？ この耳に どの楽器よ りも鋭 く聞 こえた

ぞ，『シーザー』と呼ぶ声が。」 （「ジュリアス・

シーザー」第 １幕，第 ２場，１５－１７行，小田

島雄志訳， 白水社 シェイクスピア文庫 ８，ｐ．

１２）言葉は １滴ずつ毒の ようにしたた らせ る

こともで きれば，癌 のように腐らせ るこ とも

できる。はっきり言 うこともで きれば， もご

もごと口ごもることもできる。 しか し， もの

を言 う時には， いつ も気 をつけなければなら

ない。なぜなら一度 口にした言葉は，決 して

取 り戻せないか らである。風のごとく永久に

去 ってしまう。
い

通常私たちは言葉 を選択 し，特定の語彙 を

用いる。言葉にはそれぞれ意味があ り，私 た

ちが含ませ たい言外の意味を持つので，それ

に合 った言葉 を使 うのである。私たちが尋ね

るか，求め るか，祈 るか，説得するか，強い

るか，感化するか，威圧するかによって，語

法は異なって くる。

言葉は個人の表現形式である。言葉 は指紋

と同様，私たちが皆違 うことを示す しるしで

ある。言葉によって話す 人の人とな り，過去

の経験，生活の仕方がわかる。言葉は私たち

の思 いも，心 中の感情 も反映す る。

しか し，言葉の起源はどこにあ り， なぜ そ

れほど特有な ものなのだろうか。言葉はモー

セの書 ６ ：５－ ６に書かれているように，時

の初めから存在 した。

「ここに一部の覚 えの書誌さる，その中に
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誌す ところはアダムの言葉にてな り。そは霊

感の 『みたま』によ りて書 き誌すために，神

を呼 び求めたる者にみな与えられたればなり。

この者たちによりて， その子供たちは読書

きを教 えられ，その言葉は清 くして汚れなか

りき。」

言葉は神に起源 を有 し， 人間だけが話す こ

とができる。 しか も人間が話すのは，創造 さ

れた 目的 を遂げるためである。パウロが次の

ように語っている言葉に耳 を傾けてみ よう。

「たといわたしが
，人々の言葉や御使たちの

言葉 を語 っても， もし愛がなければ，わたし
にょうはち

は．やか ましい鐘や騒が しい鏡鉢 と同 じであ

る。」（１コリン ト１３：１）アナカル シスは人

の体の中で最 も良い物 は何かと聞かれて，「そ

れは舌である」 と答えた。 また最 も悪 い物は

何か と聞かれて，同 じく 「舌である」 と答え

ている。

「わた したちは
， この舌で父なる主 をさん

びし， また，その同 じ舌 で，神にかた どって

造 られた人間をのろっている。

同 じ口か ら， さんび とのろいとが出て来る。

わた しの兄弟たちよ。 このような事は， ある

べ きでない。
にか

泉が，甘 い水 と苦い水 とを，同 じ穴か らふ

き出すことがあろうか。わたしの兄弟たちよ。

いちじくの木がオ リブの実 を結 び，ぶ どうの

木がいちじくの実 を結ぶこ とができよっか。

塩水 も，甘い水 を出す ことはで きない。」（ヤ

コブ ３：９－１２）

モルモン経に，「すべての物事には必ずその

反対の もめがなければならぬ」（ＩＩニーファイ

２：１１） と書かれている。 しか し私たちは，

舌 を制 しなければ，悪い言葉が個 人にどのよ

うな力を振 るうかを経験か ら知 っている。私

たちが義 しい民であるように忠告 される時，

それは私たちの態度についてだけ言っている

のだろうか。腐敗 した言葉や汚い言葉，俗語，

不義や汚れを誘 う言葉，心 も体 を滅ぼす言葉

を使用す ることについてはどうなのだろうか。

神のみ名は，人の心を感動 させ，光明 を与 え

るために用いるべ きであって，いたずらに用

いた り，侮るように用いた りしてはならない。

教養，作法，気品，敬慶 さなどの徳はすべて，

女性的なものと見なしてよいものだろうか。

宣教師が同僚や求道者，あるいは指導者につ

いて言 う言葉が，失礼なものであって，愛 と

尊敬の念に欠けているものであれば どうだろ

うか。

言葉によって物事が達成 され，初志が貫徹

され，奇跡が起 こる。私 たちは耳にする言葉

によって，感激のあまり涙 を流 したり，笑い

を誘 われた り，立派になったような気持ちが

した り，み じめに思えた りする。また，心 を

高められることもあれば， とがめ られること

もある。「人はパンだけでは生 きず，人は主の

口か ら出るすべ てのことばに よって生きる。」

（申命８ ：３）次のよ うな時に使われる言葉

は神聖 である。祈 る時の 「天の父なる神様」

とい う言葉，証を述べ，真理 を伝える言葉。

例 えば予言者は次のように証 している。「さて，

この子羊に就 きて為 されたる様々の証の挙句，

われ らの為す最後の証はすなわち 『主は実に

生きた もう』 こと是な り。

われらは，彼がすなわち神の右に座 したも

うを見た り。また，御父の生みたもう独子な

りと証 したもう声 を聞け り。」（教義 と聖約７６

：２２－２３）自分 と神 との関係 について，「わた

しは神の子」 と言 う言葉，愛の特質について，

愛は 「いつ までも消え失せ ることがない」（モ

ロナイ，７：４６） と結ぶ言葉，家族に 「愛 して

いるよ」 と言 う言葉が そうである。

予言者，例 えば スペ ンサー ・Ｗ ・キンボー

ル大管長のように，生きている予言者が語る

言葉は，・主のみこころ とみ旨を私たちに伝え

る ものであ り，神聖 な言葉の典型であ り，極

致である。「私の身 も心 も明瞭なことを喜ぶ。
な ぜ

何故な らば主なる神が人間に為 した もうこと

は明瞭であるか らである。主なる神は世 の人

に解 らせ るためにそれぞれの言葉で語 り，そ

してかれらがよ く解 るようにな した もう。」

（ＩＩニーファイ３１：３）
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例 えば， キンボール大管長は，最近の説教

の中で，母国語以外の言葉 を学習する必要が

あることを強調 された。「私たちはもっと言葉

の勉強をする必要がある。中国の北京官語 と

広東語に通 じた人が必要 である。」（１９７９年 ３

月３０日，地区代表セ ミナー ）外国語を学べば，

回復された福音を世の人々に伝 える方法 も改

善できる。主の民は召しと振 る舞いだけでなく，

言葉の清 さにおいても，他の民 と異なってい

な くてはならない。申命記に次の ように書か

れている。「あなたはあなたの神，主の聖なる

民である。あなたの神，主は地のお もてのす

べての民の うちか らあなたを選んで， 自分の

宝の民とされた。」（申命 ７ ：６）

言葉は神聖である。 このことを知 っている

人もいるが， これが普段の家庭生活 と深い関

係があることに気がついていない。家庭にお

ける愛は，愛にあふれた言葉に始 まる。愛に

あふれた言葉は非常に大切 である。これがな

いために，心の平安 を失 う人， とり乱す人，

あるいは死ぬ人さえいる。社会 を構成す る家

族の生活が悪化 していなが らなお社会が存続

するというこ とはない。しか もこの悪化は，

常 にひ どつの簡単な言葉に始 まっている。

私たちは天父の子 として，愛する者や隣人

に清 く汚れのない言葉で愛 と感謝の気持ちを

伝え，神聖な方法で意志の疎通 を図 りたい と

望む ことにより，天父 と御子イエス ・キ リヌ、

トに栄光 を帰す ことができる。私たちにそれ

ができることを祈 っている。

天父は実在の御方である。御子はイエ ス ・

キ リス トであって，私たちの救い主であり，

贈 い主である。スペ ンサー ・Ｗ ・キンボール

大管長は，今 日の地上における主の予言者で

あり，主の代弁者である。主の聖いみ名が，

とこ しえに私たちの言葉 によって聖め られる

ように。イエス ・キ リス トのみ名によって申

し上げ る。アー メン。

十 二使 徒 評 議 員 会 会 長 エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン長 老 （左 ） とマ ー ク ・Ｅ ・ピー タ ー セ ン長 老
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私は教えられた

予言された出来事が次々と成就 している中て，大切なことかひとつある。そ

れは，私たちがもっと独立独行でさるようにならなければならないというこ

とである。私たちは皆 自分の家庭の中でもっと教える必要がある

七十人第一定員会会長

Ａ ・セオ ドァ ・夕 トル

教 会には国際伝道部があ り・ カー ロス ●エ
イシー長老が管理 している。この伝道部

は，通常のステーキ部や伝道部の境界外に住

むすべ ての教会員を管理する。教会の中心部

か ら遠 く離れて住む家族が， この伝道部に所

属する。一般に，政府の仕事や軍務で，ある

いは国際企業の仕事で，そのような地域に住

んでいる人々が含まれる。

この ような人々の典型的な例 として， イン

ド洋のレユニオン島に住む家族 をあげること

ができる。 また， リビヤのベ ンガジには， ８

人家族，パ キスタンのカラチには， ５人家族

が一家族いる。 これ らの人々をは じめ 多くの

家族には，組織 された教会ユニッ トが近 くに

ない。そのため彼 らは，子供を自分 で教 えな

ければな らない。

これらの家族の 多くは，定期的に 「教会」

の礼拝 を行なっている。といって も実際は，

家族のための 「家庭」礼拝である。母親は小

さな子供たちを集めて初等協会を開 く。この

場合，母親は初等協会会長 と副会長，教師を

兼任 し， しか も常に後片つけの掃除係 も務め

なければならない。家族の中に神権 を受ける

年齢の息子がいれば，通常の神権役 員の責任

は皆父親ひ とりが 負うことになる。父親は息

子たちを教 え，家族を指導す る。

実際には，教会がよ く組織 されている所で

も，神権指導者 と補助組織の指導者は，両親

が子供 を教えるように導こ うと努めている。

教会か ら遠 く離れた所に住んでいる家族は，

教会の発行 している基礎的なテキス トを使う。

現在，成人 と青少年の男性用の基礎的なテキ

ス ト，母親 と若い女性向けの基礎的なテキス

ト，小 さな子供のためのテキス ト， それにと

ても立派なテキス ト 「福音の原則」が用意さ

れている。普通このような家族は，教会の定

期刊行物 を購読 してお り，また 「家庭 の夕べ」

のテキス トを持 っている。そして最も重要な

こ とであるが，教会の標準聖典 も備えている。

また，家族を中心 としたいろいろな活動が計

画される。利用できる資料に制約はあって も，

両親が子供たちに福音 を教えるならば， この

よ うな家庭 も他の家庭に劣らす祝福されるで

あろう。

これらの家族に不可欠な ものは， どの家族

にとっても不可欠である。組織された教会か

ら遠 く離れて住むことは，考えようによって

は，祝福で もある。 というのは，家族の結び

つ きが強 くな り，また両親は自分の行な うべ

きことを教会に託 して しまうというようなこ

とがで きないか らである。

主は時の初めから家族の単位 を組織 された。

主は，家庭が学習の中心 とな り，両親が教師

になるこ とを望 まれた。主は，組織された教

会ユニ ットの地域内に住んでいるか， また地
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域外に住んでいるかにかかわ りな く，すべて

の家族 に当てはまる勧告 を与 えられた。数 多

くの聖句があるが，その一部を引用してみたい。

「また両親はその子供 たちに祈ることと，

主の前に正 しく歩むこととを教 えざるべか ら

ず。」（教義 と聖約６８：２８）

「神の栄光は英智な り
。すなわち，光明と

真理 なり。……われは汝 らの小児たちを光明

と真理の中に導 き来れと汝 らに命 じた り。」

（教義 と聖約９３：３６，４０）

「お前たちは 自分の子供 らに真の道を行 う

事 と真面 目でなければならぬ事 と互いに愛 し

互いに助けねばならぬ事 とを教えるであろう。」

（モーサヤ４ ：１５）
「子をその行 くべ き道に従 って教 えよ

，そ

うすれば年老いて も，それ を離れることがな

い。」（箴言２２：６）

主は，両親が子供 たちに家庭以外のすべて

の組織や機関 を合わせて も及ばない大 きな感

化 を与えることができるように，家族の制度

を設け られた。この制度の下には安全がある。

たとえ外部の組織や機関の影響があるとして

も，この制度のおかげで，子供 の生活 と性格

を形成する大 きな特権は両親に与 えられるの

である。

親であるということには，大 きな責任が伴

う。両親は子供の心に良い物 を浸透 させ ると

同時に，悪い物 を排除 しなければならない。

マスコミの印刷物や電波 を無制限に家庭に入

れないよう警告 されているのは， このためで

ある。子供に影響を与えているものの中には，

良いもの と悪いものがある。両親は絶えず子

供 を見守 らなければな らない。そ して，子供

を滅ぼそうとする者か ら子供 たちを守ってい

ただきたい。

両親の皆さん， もしあなたの家族が教会の

ある所から隔絶 された地に住んでいて， あな

たが宗教教育の一切 をしなければならないと

すれば， この試練 をどう乗 り切 るだろうか。

あなたは現在，人に依存す るあまり， 自分は

家庭でほとんど何 もしないように なってはい

４０

ないだろうか。家庭で学ぶ機会 しか与えられ

ていないあなたの子供たちは，福音について

どれだけ知っているだろうか。この ことを考

えていただ きたい。繰 り返 し申し上げる。家

庭 で学ぶ機会 しか与え られていないあなたの

子供たちは，福音について どれだけ知 ってい

るだろうか。教会は家庭を助け るためにある

ことを覚 えていただきたい。両親の皆さん，

子供 たちを教えるように との神の命令は，決

して取 り消 されていない。皆さんは義務 を放

棄 してはならない。

私たちは物質面で， 人に依存 しないで 自立

す るように勧められてきた。 このこ とは霊的

な面でも同様に重要である。事情が変わった

と仮定 しよう。例 えば，現在では慣れて当た

り前になっている教会の援助 を受け られな く

なった と仮定 しよう。家族の霊的な福利 を図

る責任が これまで以上 に重 くあなたの眉にか

かって くるとすれば どうだろうか。聖典 を研

究すればわかるように，危険な時代が迫 って

いる。その ような時代に，あなたは影響 され

ないですむだろうか。

今準備 していただきたい。あなたの家族 を

強めるため，必要なステ ップを踏んでほしい。

家族 と共 に時間を過ごし，楽 しい思 い出が残

るよ うな，家族独 自の伝統 を作 り， それを維

持するとよい。正 しい規則や規定 を定めてし

つけ， また言葉 と行ないの両方によって，互

いに無条件の愛を示 し合 うことである。家族

を愛 し，信 じ，帰属意識 を持たせ ることによ

って，各 自の中に自尊心 を培 うようにしてい

ただ きたい。そ して子供が必要 とする安全な

生活を確立す る。以上の ことは，いずれ も人

生を意義あるものとする事柄である。 これら

のことが定着すれば， しば しば私たちを悩 ま

すささいな事柄にわずらうことがなくなるで

あろう。

予言された出来事が次々 と成就 している中

で，大切なこ とがひとつある。それは，私た

ちが もっと独立独行で きるようにならなけれ

ばならない ということである。私たちは皆家



庭の中で もっと教 える必要がある。モルモン

経の中に幾つかのひな型がある。

「私すなわちニーファイは善い父母か ら生

れたので，父の知 っていたすべ ての学問の中

か らい くらかの教 えを受けた。」（１ニーファ

イ １：１）ニーファイが 「みたま」に関する

事柄を教わったことは，疑 いの余地がない。

彼の記録がそのことを表わ している。彼はお

そらく同時に実際的な事柄について も教えら

れていたであろ う。彼は非常に臨機応変な人

物だったからである。今 日でも，父親か ら父

親の知 っているすべての事柄の中の幾分かで

も教わる息子は，幸せ である。

ヤ コブの息子 イノスも父を尊敬 していた。

「私 イノスは，私の父が……主の愛 と誠命

とを私に教えたか ら， 父が正 しい人であるこ

とを知 っている。かように父に教 えを受けた

か ら，私は私の神の御名 を讃美す る。ごらん，

私は獣 を狩 ろうとして森へ行ったが，私の父

が永遠の生命 と聖徒の幸福 について教 えた言

葉 を度 々聞いたのが私の心 に深 くしみこんだ。

そこで私は 自分の心が飢えるのを覚 えて，私

の造 り主の御前にひ ざまずき， 自分の身 と霊

のために一心 こめて祈 りかつ願った。」（イノ

ス１， ３－ ４）

イノスの奉仕の生涯は， この大 きな霊的な

経験 を起点 として始 まっている。彼が この経

験をしたのは，父の言葉 を聞いていたか らで

ある。以上のふたつの話は，親の教育の力を

示す良い例 である。ここでひとつ欠かせない

ことがある。それは，親子が一緒に過 ごす時

間を持つ ということである。

私たちの中には，社会での業績に対 して公

に認められ，高い評価 を受 ける入もいるであ

ろう。 しか し私たちの大部分は，比較的世 に

知 られないままでそれぞれの人生を終える。

このこ とは大 して問題ではない。隣人に奉仕

し，子供 を愛 し，教えなさい。そうすれば，

いつか子供の口から 「私……は善 い父母から

生れたので，……教えを受 けた」 と尊敬の言

葉 を聞 く日が くるであろう。 これは永遠の計

画 の 中 で ， 名 声 や 富 に 優 る もの で あ る 。 イ 手

ス ・キ リ ス トの み 名 に よ り申 し上 げ る 。 ア ー

メ ン。

十二使徒評議 員会会 員

リグラ ン ド ・リチャーズ長老
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世界の国々から宣教師を送 リ出そう

兄弟姉妹の皆さん，私たちは世の光とならなければならない。だれかが私た

ちの訪れを待っているのてある

七十人第一定員会会員

菊 地 良 彦

ム 日この席に立ち，聖 きみたまの導 きがあ
７
るようにと願っている。キンボール大管

長，タナー副管長，ロムニー副管長，ベ ンソ

ン会長，十二使徒会の兄弟たち，他の教会幹

部の方々ならびに兄弟姉妹の皆さん， ここで

日本 と韓国の聖徒 たちを代表 し，天使の歌声

を響かせ て下 さったモルモン ・タバナクル合

唱団の皆さんに心か ら感謝の意を呈 したい と

思 う。先 日の 日本，韓国の公演旅行では，教

会員，非教会員 を問わず大勢の人々の絶賛を

博することができた。その心からの感謝の一

端を，幾つかの新聞の論評か ら拾 ってみたい

と思 う。

ある評論家はこう記している。「よく訓練 さ

れ，成熟 した大編成の声 を無理 な く余裕 をも

って合唱させ ることによって得られる艶 （つ

や）やかで美しい響 きにいか されてい る。」

（「読売新聞」１９７９年 ９月８日付）

また次のように も記されてい る。「モルモ

ン ・タバナ クル ・クワイヤー （モルモン教会

合唱団）は，評判 どお りの繊細かつ力強さに

あふれた合唱で日本の聴衆を魅了した。」（「世

界 日報」１９７９年 ９月９日付 ）

今回の公演旅行 を後援 した中京テレビの社

長は， もちろん まだ教会 員では ないが，合

唱 団員の 目が あ ま りに美 し く，輝や いてい

るのに深い感銘 を覚 えた と語っていた。愛す

る予言者スペンサー ・Ｗ ・キンボール大管長

はかつて次のように語った。「私たちは天父と

その御子イエヌー キ・リス トに思い を向けると

き，平和の福音を宣言する天の声の美 しい合

唱 を耳にす るこ とができる。」（「大会報告１９７３

－７５」ｐ．１７６，１９７４年 ４月）

兄弟姉妹の皆さん，次に， 日本や朝な ぎの

国，韓国へ伝道に出て くる大勢の宣教師たち

に心から感謝 したい。彼 らの素晴 らしい成功

を見 るたびに，私の心は息子や娘たちを伝道

に送 り出すために多大の犠牲 を払 っているそ

の両親たちへ と向 くのである。私がお会い し

たひとりの母親は，息子 を伝道に出す ために

このソル トレー ク ・シティーで タクシーの運

転手 をしていた。彼女は，自分の息子が天父

に仕 え，伝道に出ていることを誇 らしげに語

っていた。

その ように して送 り出された宣教師の心温

まる体験のひ とつを，ここで皆 さんに御紹介

したいと思 う。 これは，宣教師 として召され

ている皆さん方の息子のひとりが，求道者 を

心から愛 し行なったひとつの奇跡 である。私

は， この改宗 した紳士に特別なファイヤサ イ

ドで会 ったが，彼はこう述べていた。「私に人

生で最 も大切 な ものを教 えて下 さり，幸福 を

与えて下さった，若いモルモンの宣教師にと

ても感謝 しています。そ して時々，そのよっ

な宣教師に福音 に従 うよう教えた両親に感謝

の気持 ちが湧いて くるのです。」目に涙 を浮か

べ，私の手をしっか りと握 りしめて，彼はこ
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う言った。「菊地長老，この栄えある福音を与

えて下 さった天父に心か ら感謝 しています。」

それか ら次の ような話 をしたのである。

「今か ら８年前のある日
，私 は仕事か ら帰

る途中，ひき逃 げに遭 いました。そのまま１１

日間 も無意識状態が続き，結局 ２年 間入院し

ていました。 ようや く病院を出て家に帰って

み ると，妻は子供たちを連れて家出 していま

した。事故 に遭 うまでの楽 しい家庭生活 とは

裏腹に，私の人生はまった く座礁 してしまい

ました。 自分が最 も大切 に していた家族 を失

い，さび しく落胆の毎 日で した。生活の糧 と

いえば，わずかばか りの給付金 しかあ りませ

んでした。精神的に も肉体的に も疲 れ切 って
しかはね

いました。まさに生ける屍でした。立つこと

もできません。ですから，体 を動か したい時

は床 を転が り，這 いつ くばって進む しかない

のです。

ある夕方，私は医者 と会って，これまで何度

か手術 してきたこ との結果を伺 いました。 と

ころが，医者か らは私に回復の見込みはない

と宣告 されました。 うす うすそ うではないか

とは感 じていましたが，はっきり宣告 されて

みると大 きなショックでした。 もうまった く

何 も残されていないのです。病院を後に して，

鉄橋にさしかか りました。私は泣きなが ら，

濡れた舗道に映 る自分の顔をじっと見つめて

いました。どうしようもないほど惨めで した。」

兄弟姉妹， そしてち ょうど入って くる電車

に今 まさに飛び込 もうとした時に，彼は宣教

師である皆さん方 の息子 さんのひとりに出会

ったのである。

救い主は次の ように言われた。「わたしはよ

い羊飼であって，わた しの羊 を知 り， わた し

の羊は また， わた しを知 っている。」 （ヨハネ

１０：１４）また，「わたしの羊はわたしの声に聞

き従う。わた しは彼らを知ってお り，彼らは

わたしについて来る」（ヨハネ１０：２７）とも言

われた。

す ぐに家庭集会が開かれ， そして，杉 山さ

んは福音が真実であ り， イエス ・キ リス トは

私たちの救 い主であ り， ジョセブ ・ス ミスが

神の予言者であること， さらにこの最後の神

権時代に神の真の教会が回復されたことを教

えられたのである。

いつ ものように宣教師は彼を教会に招いた。

しか し彼は 自分で歩 くことができず，教会に

は来られないと言 っていた。それでも安息日

の朝，彼は朝早 く起き，勇気を振 りしぼって

教会に向か った。それほど遠い距離ではなか

ったが， 自分の家から横浜ワー ド部の最寄 り

の駅 に着 くまで ３時間もかかった。横浜ワー

ド部の建 物は丘の上にある。そして駅か ら教

会 まで並の人ならば， ５分そこそこで行ける

ところを，約 １時間 もかか ったのである。壁

にしがみついては，倒れ，再び足を引きずる

ようにして上 ってきたのである。や っとの思

いで教会に着いた時には，すでに聖餐会は始

まっていた。宣教師 も，彼が教会に来るとは

思 ってもみなかった。しか し，杉山兄弟は宣

教師たちに神の純粋な愛を感 じ，その愛に引

き込まれ るようにしてここまできたのである。

救い主はこう言われた。「わたしは，新 しい

いましめ をあなたがたに与 える，互に愛 し合

いなさい。わた しがあなたがたを愛 したよう

に，あなたがた も互に愛 し合いなさい。」 （ヨ

ハネ１３：３４）

それか らしば らくして，杉山兄弟は主の戒

めに従 ってバプテスマを受けた。

主は再びこ う言ってお られる。「だれで も，
う ま

水 と霊 とか ら生れなければ，神の国にはいる

ことはできない。」（ヨハネ ３：５）

そしてバプテスマの翌朝，彼は晴々した気

持 ちで朝早 く目を覚 ました。それか らいつ も

のように足を伸ば して転がろうとした時であ

る。 どこかいつ もと違 う。両足に力を感 じ，

体全体 に力が湧 き上がって くるようである。

彼は まず座 って，それか ら徐々に， そしてつ

いに 自分の両 足で立 ち上がった。ここ数年 と

い うもの，彼はほかの人の助けなしで立った

ことがなか った。 しか し彼はその朝歩き始め，

体は元通 り元気になったのである。

４３



救い主は信仰によって癒 された，同 じよう

な人の話 をしている。「あなたの信仰があなた

を救 ったのです。安心 して行 きなさい。」（マ

ノレコ５：３４）

杉山兄弟はこう言っている。「愛が私 を救 っ

たのです。私は主の道に従 い，平安 な人生 を

送 ることができるでしょう。」兄弟姉妹の皆 さ

ん，奇跡が必ず しも神の真 の教会の証拠 とな

るわけではないが，ひ とりの求道者 を心から

愛 した，ひ とりの若いモルモンの宣教師 を通

して主が行なわれた奇跡から，私たちは 多く

のことを学ぶ ことができる。

愛が奇跡を呼び起こしたのである。愛はま

た行ないであって，プログラムではない。キ リ

ス トの愛は，私たちの生活の悩み を解決 し，

人間の苦 しみを癒 して くれる。そこでこのよ

うな苦難 を受けている方々は，イエスの もと

にきて，「水 と霊から生まれ」ていただきたい。

主はこう述べてお られるからである。「何人に

てもわが言を信ず る者にはわれ 『みたま』の

示 しと共に彼 らに到 らん。而 して彼 らはわれ

によりて生れん。すなわち，水 と 『みたま』

とによりて生れん。」（教義 と聖約５：１６）
おとずれ

私はこの最 も輝ける音信 を私 に教えて下 さ

った宣教師に心か ら感謝 してい る。「ロー長

老，ポー ター長老， どうもありが とうござい

ます。」いかに大勢の人々の生活が彼 らのよう

な宣教師によって変えられたことだろうか。

そのような偉大な宣教師 を，予言者が勧告 さ

れたように世界各地か ら送 り続けていきたい

ものである。私 たちこの真の教会の会貝たち

が，この永遠の福音のメッセージを分かち合

うように世の前に雄 々しく立ち上がる勇気が

持てるように祈 っている。 この福音は，回復

されたイエス・キリス トの福音であ り，「あら

ゆる国民，あらゆ る血族，あ らゆる国語の民，

あらゆる世の人々に」（教義 と聖約７７：８）宣

べ伝えなければならない。兄弟姉妹の皆さん，

私たちは世の光 とな らなければならない。だ

れかが私たちの訪れ を待っているのである。

私はこの福音が神から与えられた ものであ
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るこ とを証する。神 は生 きておられ，イエヌ、・

キ リス トは全人類の救い主である。私たちが

救われ るのは天下にこの名 を置いてほかにな

い。（使徒４：１２参照）ナザ レのイエ スのみが

私たちを救い得 るのである。

また，ジ ョセブ ・ス ミスは神の予言者であ

り，モルモン経には神の真のみ言葉が記 され

ている。この教会は真実の教会である。また

「近代の ヨブ」 とも称 されるスペ ンサー ・Ｗ ・

キンボール大管長は，今 日私 たちに与えられ

た生け る神の予言者 である。私は全身全霊で

もって彼を愛 し，支持 している。これらのこ

とを，救 い主イエス ・キ リス トのみ名によっ

て申し上 げる。アーメン。

Ｎ ・エ ル ド ン ・タ ナ ー 第 一 副 管 長



１０月 ６日 （土）神権 部会 にお ける説教

正 しい決断を下す

人生はふたつの大切な贈 リ物を皆さ’ん に与えている。ひとつは時間であリ，

もうひとつは選択の向由，すなわち望むものを自分の時間で買い取る自由である

十 二使 徒 評 議 員 会会 員

Ｌ ・ トム ・ペ リー

一 こ数年間
，私は土曜 日の午後の一般大会

一

を終えて タバナ クルを去 るたびに，開会

時刻 ３時間も前か ら長蛇の列をな して神権部

会のための入場 を待つ人々に胸 を打たれて き

た。私は並んでいる人々 といつ も言葉を交わ

すが驚いたことに，彼 らの多くは，アロン神

権 を持つ青少年である。

今宵，私は皆 さんの献身に心からの賛辞 を

贈 りたい と思 う。私は，王国の神権者の中で

選ばれた世代である青少年の皆さんにお話を

したいと思 う。

私は神権部会での話を依頼 された時，新 た

に若い男性プログラムの会長に召されたバ ッ

クマン長老に電話 をかけ，アロン神権者に対

して特にどのような事柄 を強調 した らよいか

を伺 った。数 日して，バ ックマン長老か らメ

モが届いた。「青少年は，生涯の中最も大切な

時期にあ ります。間 もな く彼 らは，伝道，大

学，職業，結婚 など，将来を左右する大 きな

決断 を下すことになります。」つま り，正 しい

決断 を下すことについて話す ように という助

言であった。

その メモには，「ピーナッツ」の漫画が添付

されていた。その漫画は， ライナスがかた く

握 りしめた雪の玉を持っているところに，ル

ーシーが近づ いて くる様子 を描いていた
。ル

ーシーはとっさに状況を判断して
，ライナス

にこう言った。「人生ではいろいろなこ とを決

めなければならないわ。雪の玉 を私に投げつ

けたければ，投げつければいい。投げつけた

くなければ，投げつけな くてもいい。で も，

投 げつけた ら，あなたを地面につ き倒すか ら

ね。投げつけない方 を選んだら，頭にけが を

しな くてすむわ。」

す ると，ライナスは うんざ りしたような顔

をして雪の玉 を捨て，こう言った。「人生には

確かにいろんな機会があるけ ど，ぼ くは一度

もものにしたことがない。」

人生 はいろいろな機会があると言ったライ

ナ スは正 しい。だがその次の言葉の後がいけ

ない。私たちの前途にはあらゆる選択が待ち

受けている。 リチャー ド ・Ｌ ・エバンズ長老

は次のように述べている。「人生 はふたつの大

切な贈 り物 を皆さんに与えている。ひとつは

時間であり， もうひ とつは選択の 自由，すな

わち望む もの を自分の時間で買い取 る自由で

ある。与えられた時間をス リルに費やすの も，

卑 しい欲望のために費やすの も自由である。

欲望 に時間を投資することもできれば，虚栄

心 と引き換 えにすることもできる。この世 の

物へ の追求に時間 を費やす こともできる。い

ずれにしても，あなたには選択の 自由がある

のである。 しか し，これ を安 売 りしてはな

らない。永続す る満足は得 られないからであ

る。」（「幸福の探求」）

モルモン経の冒頭に，重大な決断 を迫 られ

たある家族の記録が記 されている。仮に，あ
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なたがその時代に生 きていて， リーハ イの家

族の一員だ としよう。あなたはエルサレムで

物に恵まれ何不 自由ない家塵に暮 らしている。

ところがある朝起 きた時に，父親が家族会議

を召集 した。父の話によると，父は昨夜夢 を

見たそうである。そして驚 くべ き言葉 を発 し

た。「寝袋 とテントを持って旅 に出る。持て る

だけの日用品を袋につめなさい。金銀や貴重

品のことは考えるな。持 って行 く余裕がない。

私は主か ら，荒野に出て行 くように命 じられ

た」と。聖典 には次のよっに記 されている。

「父は自分の家 と相続 した土地 と，所有の金

銀および貴重品をあ とにのこして，ただ妻子

と食糧 と天幕のほかに何 ももたずに荒野へ旅

立った。」（１ニーファイ２：４）

旅立って間もな く，父はまた夢 を見た。そ

してあなたを呼んで次のように言った。「ごら

ん，私は一つの夢 を見た。その夢の中で主は

汝 と汝の兄弟たちがエルサレムに帰 るよう私

に命 じたもうた。

これはレーバンがユダヤ人の歴 史と，汝の

先祖の系図 とを持 っているか らであって， こ

の二つ とも真鍮版に刻 んである。

それで，主 は汝 と汝の兄弟たちはレーバ ン

の家へ行ってその歴 史をくれるようにたのみ，

それを荒野の中のここまで持 って くるように

私に命じたもうた。」（１ニーファイ３：２－４）

息子たちに命 じられた仕事 は大変 なことで

あった。 というのは， レーバンは非常な富 と

権力を持っている人だったか らである。息子

たちは父に不平 を言い， とんでもないことを

求めていると言った。しか し， ひとりの息子

は父にこう言った。「私は主が命 じた もうたこ

とを行って行 う。私は，主が命 じた もうこと

には，人がそれを為 しとげるために前以てあ

る方法が備えてあ り， それでな ぐては，主は

何の命令 も人に下 したまわないことを承知 し

ているからである。」（１ニーファイ３：７）

これらの若者たちは， レーバンに記録 を求

める時に，幾つかの決断に迫 られた。それ ら

の決断を下す過程は，私に とって非常に興味
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深い。最初，彼らは成行 きに任せ る方法をと

った。 くじ引きをすることに したのである。

す ると， くじはレーマンに当たった。そこで

レーマンはレーバンの家へ行 き，彼 と共に座

って話をし，真鍮版に刻んである記録 を譲 っ

て欲 しいと言 った。 レーバンは， この申し出

を喜ばず，つ いに怒ってレーマンを追 い返 し

た。つま り，記録を渡そうとしなかった。レ

ーバ ンはこう言っている。「見よ，汝は盗賊で

ある。われは汝 を殺 してやる。」（１ニーファ

イ３ ：１３）レーマンはなすすべ もな く逃げ出

して くる と，成行きに任せる方法では 目的を

遂げるこ とができないことを弟たちに告げた。

そこでニーファイは，記録を手に入れ る方

法について再び決断を迫られた。その時，ニ

ーファイは家に残 して きた金銀や貴重品のこ

とを思い出した。金銀 を集め， この世 の富で

記録 を買い取 ろうと考 えた。そこで彼 らは レ

ーバ ンの家を訪れ ると，金銀 を見せ，真鍮版

と交換 してほしいと言った。レーバンはそれを

見て，非常 に価値のあることがわかると，欲

しくてたまらなくなった。年端のゆかない４

人の少年 と自分の召使 いたちとを比較 した時

に，真鍮版を渡 さずに富 を手に入れようと決

意す るまでに時間はかか らない。 そこで彼は，

少年たちを殺 そうと召使いたちを遣わした。

このため少年 たちは貴重品を捨てて逃 げ出 し

た。この世の富によっても記録 を手に入れる

ことはできなか ったのである。

さて，ニーファイの兄 たちは，記録を手に

入れようとして２度 までも命を危険にさらさ

れた。そのため，彼らはニーファイに対 して

腹 を立てた。それでもニーファイはあ きらめ

ず，次のように言って兄たちの説得にあたっ

た。「私 たちは，またエルサ レムまで引 き返そ

うではないか。そして主の命令 を忠実に守ろ

うではないか。ごらん，それは全世 界が向っ

ても主の強さにはかなわないからである。そ

れな ら， どうして主が レーバン とその家来の

五十人よりも強 くないことがあろうか。いや，

レーバンは何万人あって も主の強 さにはか な



わない。」（１ニーファイ４：１）

この説得に逆 らえる人が いるだろうか。主

が レーバン とそのすべての家来よりも強い御

方であることは言 うまで もない。そこで，ニ

ーファイは 日が暮れると，兄たちを率いてエ

ルサレムの城壁の外へやって きた。そして，

単身中へ しのび込み， レーバ ンの家へ向か っ

た。今度は，以前のように成行きに任せ た り，

世の富に頼った りするのではな く，信仰によ

って進んだのである。ニー ファイはこのよう

に語っている。「私は何 をせねばならぬのか，

前以てそれを知 らずにたたひとす じに 『みた

ま』に導かれて行 った。」（１ニーファイ４：６）

ニー ファイはレーバンの家に近づ くと，ひ

とりの男が酒に酔 って地に倒れているのを見

つけた。近寄 ってみる と， それはレーバンで

あった。このように して， レーバ ンはニーフ

ァイの手中に落ちたのである。主は，記録 を

手に入れ ることがで きるように道 を開かれた。

主にすがる決断が実 りをもたらしたのである。

リーハ イの息子たちが決断 を下す過程には，

大 きな教訓が含まれている。成行 きに任せ る

決断が望 ましい ものでないことは言 うまでも

ない。

私はかつて海兵隊に配属され， カリフォル

ニア州のペン ドル トン基地に駐留 していたこ

とがある。その時，成行 きに任せ る決断を下

し，身動 きできないような状況に追い込まれ

た経験 をしたことがある。

週末になると毎週のように，同僚たちから

ロサンゼルスのダンスホールに行 こうと誘 わ

れた。毎週のように誘いを受けたのである。

しか し私の行 くべ き所ではないと考え；何回

か断わった。けれ どもついに，一度だけなら

と思い，成行 きに任せ て出かけることにした。

こうして私 は， ロサンゼルスの大 きなダン

スホールに彼らと向かった。私たちは市電で

行った。停留所 を数 える毎に，市電には若い

女性がた くさん乗 り込んできた。私がそれま

で 目に したことのないタイプの女性 たちだっ

た。極端 なほどの現代娘 であった。彼女たち

に囲まれて，私は不快感に襲われた。彼女た

ちが近づ いて くるため，私は，海兵隊にはな

じみのないひ とつの戦術 を使 うことにした。

後退 したのである。

後方に行 くと，先程の女性たちとはまった

く違 う４人の若い女性に出会った。私は彼女

たちに，ダンスへ行 こうとしているところか

どうか尋ねた。すると，「ええ。でも，あなた

の行 く所 とは別の場所よ」 との返事であった。

さらに，「私たちは，モルモン教会のアダムズ

ワー ド部 で開かれるダンスへ行 くところです。

あなたはモルモン教会について聞いたことが
「あ りますか

」 と言った。私は，驚 くと同時に

ホッとし，彼女 たち と一緒に市電 を降りて，

アダムズワー ド部ですばらしい夕べを過 ごし

たのである。皆 さんも，場当たり的に決断を

下すのでな く， もっ と自分 自身に信頼 を寄せ

ていただ きたい。

ニー ファイと彼の兄たちは， この世の富に

信頼を置いて も，成行 き任せ と同様，何の成

果 も上げることができなかった。あるステー

キ・部大会に出席した時のこと，私はひとりの

父親 と話す機会があった。彼は， 自分の十代

の娘に世 の方法に従 う圧力がかけられている

ことと，その圧力に屈 しないために娘が どの

ように決断を下 しているか ということについ

て話 して くれた。

彼女は クラスでただひ とりの末 日聖徒であ

った。男生徒の間で人気があ り，’しばしばデ

ー トに誘われていた
。 しか し，彼 らは，教会

で彼女が教 えられて きた標準を守っていなか

った。そこで彼女は，デー トに誘 うすべての

男の子 に， 自分が守っている標準 を話 した。

そして彼女がデー トを承諾する場合，相手は

彼女の標準に従って振 る舞 うこ とを求め られ

たのである。彼女はその ような約束をしてか

らデー トを承知 した。年間を通 じて皆が最 も

楽 しみにしている特別なダンスパーティーを

前に したある 日、学内のフッ トボールでスタ

ー的存在の生徒が彼女の もとへや って きて
，

こう言った。「君が もう少し標準を下げてくれ
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たら，ダンスに誘いたいんだけどなあ。」

しか し，彼女は一瞬のため らいも見せずに

こう答えた。「あなたと出かけた くなったら，

私から声をかけるわ。」世 の方法に迎合 しない

決断を下す強さを持っていただきたい。

ニーファイは主 を信 じる信仰を持 ち，主の

方法に従う決断 を下 した時に，良い結果 を得

た。

数年前の 「チャーチ ・ニューズ」に，主の

方法に信頼 を寄せ て決断 を下 したひとりの青

年 に関する非常に興味深い記事が掲載された。

「スペンサー ・Ｗ ・キンボール大管長は，

いつ も教会員に霊感 をもた らす。大管長は語

る言葉だけでな く，行ないによっても霊感を

もたらす。ヌ、トックホルム地域大会で，その

秘訣 を次のような言葉 をもって明 らかにして

いる。

『私はひ とりで牛の乳 をしぼ り，干 し草 を

積みなが ら，いろいろなことを考えた。私は

何度も心の中で考えたすえ，このように決意

した。「私スペンサー ・Ｗ ・キンボールはいか

なるかたちであれ決 して酒 を口に しない。私

スペンサー ・Ｗ ・キンボールは決 してタバ コ

を手にしない。私は決 してコー ヒーを飲まな

い，また茶に手を触れない。そうしてはなら

ないか らという理由を知っているからではな

く，主がそのように言われたので，私は しな

い。」主はこれらを憎むべ きものであると言わ

れた。そのほかにも，憎むべ きもの，知恵の

言葉に含まれていないものは数 多 くある。し

か し，私は決意 した。

私が申し上げたいのは，子供の時に 「これ

らのものに決して手 を触れない」 と決意 した

ことである。一度決意したらそれ を守 るのは

容易だった。私は決 して妥協 しなかった。私

は多くの誘惑を受けた。 しか し，それを詳 し

く調べてみ ようとす ることす らしなかった。

立ち止まり，調べ，「さて，なすべ きかなすべ

きでないか」などと言った りは しなかった。

私は常にこう考えた。「しないと決意 したのだ

か ら，しないのだ。」

４８

キンボール大管長はさらにこう語 っている。

「私は またひ とつ年 を重ね ようとしているが
，

茶や コーヒー， タバ コ，酒， そして幻覚剤に

手 を触れずにこの年 を迎 えた と言えるように

願っている。さて， この言葉 は押 しつけが ま

しい自慢話の ように聞こえるか も知れないが，

私が申し上げたいのは このことだけである。

すなわち， もしすべての少年 少女が，少 しず

つ大人に向かって成長 を始め，友人や家族，

すべての人か ら少 しずつ独立 し始める時に，

「私は決 して妥協 しない」 と決意するな らば
，

どの ような誘惑に遭遇 しようとも，「私はすで

に決意 した。それは もう解決 していることな

のだ」 と言 うことができる と。』」（Ｃ肋 ｚ漉

く厩〃ｓ「チャーチ ・ニュー ズ」１９７５年１０月）

私たちがこぞって， キンボール大管長の模

範に従い，主 イエス ・キ リス トを信 じる信仰

に基づいて決断 を下すならば，私たちの生活

はどれほどすば らしい ものになるであろうか。

高貴な生得権 を与 えられている青少年の皆

さん，今夜ここで決意 していただきたい。「私

は主が命 じた もうたことを行って行 う」と（１

ニー ファイ３：７）。主の方法には力がある。

主のみ業の中で見いだされる喜び以上に大 き

な喜びはこの世にない。主の律法に従って生

活 しようとする決断があなたに永遠の生命 を

もたらすことを，私は厳粛に証する。イエス・

キリス トのみ名によ り申 し上 げる。アーメン。
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神に従う統治者

兄弟の皆さ’ん，ある事柄 について私たちの現状とあるべさ姿 との問にはかな

りの隔たりがある

七十 人 第 一 定 員会 会 員

ウ ィ リ ア ム ・Ｒ ・’ラ’ラ ッ ドフ ォ ー ド

愛 す る兄弟の皆さん・私たちは今感動のひ
とときを迎 えている。神の選ばれた息子

たちが このように一堂に会する機会はほかに

ないか らである。 もしみたまの力がなければ，

私はこの瞬間の重みに耐え切れないであろう。

私は兄弟である皆 さんに心か ら愛 を感 じて

いることをお伝 えしたい。私は皆さんに，私

たちの従 う主に対す る信頼 と同様の信頼 を寄

せている。私たちが兄弟であるということを

知 って，私は大 きな喜びを感 じている。

私は皆さんを決 して批判するつ もりはない。

ただ皆 さんを愛 してお り，私たちが兄弟同士

であることか ら，心 を開いて率直にお話 しで

きる雰囲気があると感 じている。

皆さんが神権 を持 っているとい う事実は，

決 して偶然の出来事 ではない。それはバプテ

スマの水を くぐった とい うことを表わ してお

り，イスラエルの判士か ら面接 を受け，神に

従 う統治者のひとりとなるにふ さわしいこと

が認め られたことを示 している。統治者のひ

とりとして皆さんの地位は，前世 において，

御父 と御子 イエス ・キ リス トにより定められ

た条件 を満 たす限 り保障されてきたし，また

現在 も保障されている。皆 さんはそれらの条

件 を受け入れて，聖任 され，さらに現在 もふ

さわ しい状態 を維持 している。そのために，

ここに集っているのである。これは決して偶

然の出来事 ではない。重大なことである。地

上における神のみ業 と全人類の救 いが左右 さ

れ るほどの重大なことである。

統治者のひとりであるとい うことの意味を

よ く理解 していただ くために，教会の管理に

皆 さんが どのようにかかわっているかを説明

したい と思 う。皆 さんは個 人，家族，お よび

組織 としての教会の ３つの段階におけるかか

わ りを持 っている。

皆 さん個人個人が教会である。主は忠実な

息子たちに対 して，彼らが教会に して王国と

な り神の選民 となると誓約 してお られる （教

義 と聖約８４：３４参照）。そこで，皆さんは神権

者 として忠実であるならば，教会 となる。そ

してその教会は，皆 さんが 自らを治めては じ

めて統治 されるのである。

神のすべての計画の基 となる最 も基本的な

真理の原則は， 自由意志である。皆 さんは個

人 として， 自らを治める権利 を持っている。

これは， 自分が望む ままに考え，行動できる

ように神か ら与えられたものである。す なわ

ち自分 自身で決めるこ とである。

しか しながら， ここではっきりしておかな

ければならないのは，独力で選ぶ 自由意志は

皆 さんに与えられているが，その決断の結果

については選ぶ権利 を持たない とい うことで

ある。考 え，行な うこ とか らもたらされる結

果は，律法に従 つて生 じる。すなわち善 は善，

悪 は悪をもたらす。律法に従いながら， 自ら

を治めるのである。神の律法に従 うならば，
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自由を維持するこ とができる。また，進歩し，

完全になる。しか し，神の律法に従わなけれ

ば，進歩を妨 げるものに自らを縛 りつけてし

まうことになる。 自らを汚 し，清 く純粋な人

人 と交わることができな くなってしまっので

ある。

自らを治めるこの原則が，皆 さんの生活に

どのような影響 を及ぼすか を御説明 したい。

姉妹たちと同様に，メルケゼデク神権者 とアロ

ロン神権者の非常な数にのぼる人々が 自由意

志を働かせて，習慣的に何時間もテレビを見

ていると聞いても，皆 さんは大 して驚かない

と思う。週に２０時間以上テレビを見ている人

も多い。

神の計画では，私たちはこの地上 での時間

を働 くことに費やすべ きであるとされている。

働 くとは，肉体 と精神の両面で何かを行なう

という意味である。内容の多 くが俗悪なテレ

ビ番組から毎週何時間に もわたって教 えを吹

き込まれている状態では， とて もこの要求 を

満たすこ とができないように思われる。

た とえテ レビ番組 が，愚か さや 暴力，不

徳，醜悪に満ちた ものでないとして も，その

娯楽上の価値 をもって浪費す る時間を償 う根

拠 とす ることはできない。皆 さんがこの地上

にいるのは，主のみ業を行なうためであって，

娯楽に興 じるためではない。使徒パウロはテ

トスに書 き送った手紙の中で，このこ とを次

のように明確 に述べている。

「きよい人には
，すべてのものが きよい。

しか し，汚れている不信仰な人には，きよい

ものは一つ もな く， その知性 も良心 も汚れて

しまっている。

彼らは神 を知 っていると，口では言 うが，

行いではそれ を否定 している。彼 らは忌まわ

しい者， また不従順 な者であって，いっさい

の良いわざに関しては，失格者である。」（テ

トス、１：１５－１６）

神権を持つ ということは， もし主が地上に

おられたならば主御 自身が行なわれ るように

行なうよう主から責任 を委任されているとい

５０

うこ とである。テレビを見 る習慣 と，この聖

なる召 しとは両立するであろうか。週に２０時

間テレビを見る人が，その習慣 を改めて，福

音の勉強に振 り向けるな らば， １年間でモル

モン経，教義 と聖約，高価なる真珠，および

新 旧約聖書を読 むことができる。そればか り

でな く， さらに 「基督イエス」，「信仰箇条の

研究」，「福音の原則」，「神権の義務 と祝福」，

「末 日聖徒 の女性」，「主の道 を歩む」，「救 い

の教義」全 ３巻，「赦 しの奇跡」，「回復 された

教会」，インステ ィテユー トの テキス トを読む

ことができる。 さらに，聖書，モルモン経，

教義 と聖約，高価 なる真珠 をもう一度読むこ

とがで きるのである。毎 月，「聖徒の道」も読

むことができる。これは， １時間にわずか１０

頁を読むことができるもの として計算 した も

のである。通常の人は １時間に１０頁以上 を読

むこ とができる。皆 さんが平均的な人であれ

ば， １週 のうち１０時間 を王国建設の他の活動，

すなわち個人の 日記を書 くこと，系図 と神殿

活動 に従事すること，ホームティーチング，

福祉活動， 自由を擁護するための公民活動へ

の参加な どに向けることができる。繰 り返 し

申し上げる。「きよい人には，すべての ものが

きよい。 しか し，汚れている不信仰 な人には，

きよいものは一つ もな く，その知性 も良心 も

汚れてしまっている。

彼 らは神 を知 っていると，口では言 っが，

行いではそれ を否定している。彼 らは忌まわ

しい者， また不従順 な者であって，いっさい

の良いわ ざに関 しては，失格者 である。」（テ

トス１：１５－１６）

皆 さん一 人一人は，教会の最 も基本的な単

位 である家族の一員である。 まだ父親になっ

ていないが，その準備 をしている人 もいるだ

ろう。父親である皆さんは，主の示された模

範に則って家族を治め るという神 より与えら

れた権利 と責任を持っている。家族は教会の

基本単位である。したがって家族が治め られ

る と同様の方法で教会は管理 され る。

主は，家庭 と家族を中心にして福音に従 う



ことを私たちに期待 してお られる。家族 を治

めるとは，言い換 えれば，家族の一人一人を

愛 し，教 え，促 し，神の計画に従 うという共

通の目的の下 に一致 を図る決意を持たせ るこ

とである。

このチャレンジを達成する基礎 となるのが，

主イエ ス・キ リス トを信 じる信仰 を，育むこと

である。信仰な くして， キ リス トが教えられ

た生活 を喜んで実践することはできないか ら

である。

キ・リス トを信 じる信仰は，霊的な交わ りを

もた らす断食 と祈 り， また聖典に記されてい

るキリス トの教 えを勉強す るこ とによって育

まれる。

信仰が増 し，キ リス トを模範 とした生活が

理解できるようになる と，悔い改めの方法 を

知 って，それに従 うこ との必要性 を感 じて く

る。

時には間違 った決断を下 し，そのために進

歩が止ま り， 自らを汚す という事態が生 じる。

そのため， 自らを清め，正 しい道に戻る方法

が必要になる。行なった罪 と行なわなかった

罪 を認識す る方法を知 り，またキ リス トに信

仰 と信頼 を寄せ，罪を悔 いることによって，

みたまの受けられる状態 を作 り出す方法 を知

る必要がある。 また， どの ようにして告 白す

べ きか を知 り， さらに償 いをし，罪 を捨てる

決意をするように しなければならない。

キリス トを信 じる信仰 を育み，悔い改めの

過程を歩んでいる人は，戒めを守ろうと努力

する。こうして，その人の生活はキ リス トの

生活に一層近づ いてゆ く。 キリス トに近 い人

は家族 と一致 し，家族に奉仕す る。

では， どの ように して家族 を治めたらよい

のであろうか。神権によって治めるべ きであ

る。「説服 と堅忍 と柔和 と温情 と偽らざる愛と

による。

また，親切 と浄き知識すなわち偽善にあら
かん ち はなは

ず妊智にあ らず してその人を甚だ大いならし

むるものによる。
おり

すなわち，聖霊 に感動 しては機に臨みて激

しく人を責む。」（教義 と聖約１２１：４１－４３）

皆 さんは断食 と祈 りを教え，聖典に記され

ている教えを説き，聖典 を定期的に個人学習

す るよう勧め る。 また， 自ら悔い改めを行な

い，家族にその方法を教 える。 自ら戒めを守

り，それ を家族 に教える。 また互 いに奉仕す

る。こうして，家庭 と家族 を中心にして福音

に従 う体制が確立 される。すなわち，キリス

トを信 じる信仰を持ち，悔い改め，戒め を守

り，互 いに奉仕す るという体制である。この

方法は，あ らゆる年齢層の家族の物心両面の

必要 をすべて満たす。

教会の正規の組織は，私 たちが個 人として，

また家族 として，系統立 った方法で，私たち

の救いに関する神の計画について教 えを受け，

誓約 を交わ し，神権の権威 と権能により執行

され る救 いの儀式を受 けるための制度 より成

っている。 この制度は神 より与えられた秩序

立った制度である。

私 たちの教会は奉仕を重視する教会である。

教会は，教会員の差 し出す奉仕を，個人と家

族 を援助す る目的で設けられたプログラム と

補助組織に投入している。これ らのプログラ

ム と補助組織は神権に より管理され，神権 を

助けるものである。ここで働 くよう召された

会員は，この管理体 に従わなければならない。

これ らのプログラムは，独立 してカを持つ も

のではない。 もしそ うであれば，家庭 と家族

中心ではな く，礼拝堂 を中心 として福音に従

う制度が設けられるこ とになる。これは主の

方法ではない。主が教 えられた方法は，教会

員を教 え，説き，勧め，バプテスマを施 し，

見守 ることである。各会員の家 を訪れて，彼

らが声 をあげて もひそかにても祈 りをなし，

すべて家庭の務めにいそしむよう勧める。ま

た彼らと共にあって彼 らを強 くし，教会員の

中によこしまなことがないように，互いの間

にか たくななることのないように， また虚言，

陰口，悪 口な どもないよう注意す る。またす

べての会員に義務 を果たす ようにさせ ること

である（教義 と聖約２０：５０－５１，５３－５５参照）
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神に従う統治者 としていかなる間違 いも犯

してはならないという命令が神権者に与えら

れている。私たちは補助組織 を大切 にし， ま

た必要 としている。偉大で忠実な僕たちが こ

れらの組織 を支えている。 しか し，彼らは補

助すなわち助けるためにいる。つ まり，教会

を管理する全責任 は神権に置かれているこ と

がはっきりしている。

個人もしくは家族が物心両面における救 い

を求め る過程で助け を必要 とする場合，助け

を与えるのは神権組織の責任である。そして

神権組織が この仕事で助けを必要 とす るなら

ば，補助組織に助け を求める。

私たちが神に従 う統治者 として，イスラエ

ルの羊飼いとしての責任を担 うならば， この

ような状態は速かに来るに違 いない。私たち

の務めは，特定の時間だけ， あるいは都合の

良い時だけに果たすべ きものではない。必要

な時にいつで も果たすべ きものである。

兄弟の皆 さん，ある事柄について私たちの

現状 とあるべ き姿 との間にはかな りの隔た り

がある。

神の代弁者である私たちの生ける予言者の

言葉に厳密に従 って，神 に従 う統治者 として

の私 たちの務め を理解 し，果 たすことがで き

るよう，主 イエ ス ・キリス トのみ名によ り願

うものである。アー メン。

大 会 の ：コー ラ ス
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主イエス ・キ リス トを信 しる信仰

主を信しる信仰がなければ，福音のもたらす祝福を受ける希望はまったくな

い

第二 副管 長

マ リ＝オ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー

兄 弟の皆 さん・今醜 は・予言者 ジ・セブ．
ス ミスが 「福音の第一原則」と呼んだ 「主

イエス ・キ リス トを信 じる信仰」についてお

話 したい。

この信仰の重要性について，聖典はいささ

かの疑念 も残 していない。時の初めに，主か

ら遣わされたひとりの天使がアダムに次の よ

うに語 っている。すなわち，アダムが捧 げた

いけにえは，「御父の生みたもう……ただ独 り
いけにえ

の御子が犠牲 とな りたもうことのひながたな

り。

この故に，汝の為すすべて を御子の御名に

よりて為せ。 また汝悔い改めて今 よりいつ ま

でも御子の御名によりて神 を呼ぶべ し。」（モ

ーセ ５ ：７－ ８）

ニーファイは民に次の ように教 えている。

「主なる神が生 きてましますことが確実 な

ように，……イエ ス ・キリス トのほかに， 人

間に救 いを与 えることのできる名は断 じて天

下にない……」（ＩＩニーファイ２５：２０）

それか ら約 ４００年後，ベ ンジャ ミン王は次

のように宣言している。

「更に汝によく言 ってお く
。全能の主 キリ

ス トの御名によるほかには世の人に救いを与

えることのできる名 も道 も方法 も一切ない。」

（モーサヤ ３ ：１７）

ペテロとヨハネは，サ ドカイ人から 「なん

の権威， また，だれの名によって」足のきか

ない男を癒 したか と尋ねられた。その時，「ペ

テロが聖霊に満たされて言った，『民の役人た

ち，な らびに長老たちよ，

わた したちが， きょう，取調べ を受けてい

るのは，病 人に対 してした良いわ ざについて

であり， この人がどうしていや されたかにつ

いてであるなら，

あなたがたご一同も， またイスラエルの人

人全体 も，知 っていて もらいたい。この人が

元気になってみんなの前に立 っているのは，

ひ とえに，あなたがたが十字架につけて殺 し

たの を，神が死 人の中か らよみがえらせ たナ

ザレ人イエス ・キリス トの御名によるのであ

る……。

この人に よる以外に救はない。わたしたち

を救い うる名は，これ を別にしては，天下の

だれに も与えられていないからである。」（使

徒 ４ ：７－１０，１２）

イエスは 自らパ リサイ人に宣言しておられ

る。「もしわたしがそ ういう者であることをあ

なたがたが信 じなければ，罪の うちに死ぬ こ

とにな るか らである。」（ヨハネ８ ：２４）

また主は，この末 日に予言者 ジョセブ ・ス

ミス，オ リヴァ ・カウ ドリ，デ ビッド・ホイ

ッ トマーに告げておられる。

「イエス ・キ リス トの御名を身に引き受け

て真面 目に真理 を語るべ し。
な

而して悔改めを為 し，イエス ・キ リス トな

るわが名によりてバプテ スマを受 け，終 りま
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で忍ぶ者はことごとく救われん。

そもそもイエス ・キリス トとは，御父より

賜わりたる御名に して， こ②名のほかにはよ
も つ

りて以て人類の救われ得 る名一つ もな し。

これを以て，すべての人々は御 父より賜わ

りたるこの名をわが身に引 き受けざるべか ら

ず。そは， この名によりてこそ人々は最後の

日に呼ばるべければな り。

これを以て， 人々もし呼ばるべ きこの名 を

知 らざれば御父の国に於て居るべ き所を得ず。」

（教義 と聖約１８：２１－２５）

主イエス ・キ リス トを信 じる信仰が救 いを

得 るのに不可欠であるという事実’を確立する

には，以上の宣言で十分であろう。

なぜならば， イエスが罪 を贈い，死に打ち

勝たれたことで，人は罪を赦 され，死か らよ

みがえることが可能にならたか らである。

この点について， イエスは，復活後ニーフ

ァイ人に次の ように述べておられる。

「見よ， われはすでにわが福音を汝 らに授

けたるが， その福音 を言い換 うれば次のごと

し。まずわが父われをつかわ したまいたれば，

われは父のみこころを行わん とてこの世 に来

れり。

わが父のわれをつかわしたまい しは，われ

が十字架にかけられて，後にあらゆる人々 を

われに引きよせんがためなり。 また人がわれ

を十字架に上げたる故に，今度は御父が世 の

中の人を必ずひき上げて， これ を各々の行い

の善悪に応 じて裁判するためにわが前に立だ

せたもう。

われが十字架にかけ られたるはこのわけな

り。すなわち，われは御父の権能 によりてあ

らゆる人間をわれに引 きよせ，それぞれの行

いによりて裁判 をなす。

悔い改めてわが名によ りてバプテスマ を受

くる者は聖霊に満・さる。 またその者が終 りま

で忍ばば，われが世の中の人々 を裁判す る日

に，御父の前にてこれを罪無 き者 とせん。

終 りまで忍ば ざる者は，また切 り倒 されて

火の中へ投げこまるべ し。その者は御 父の正
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義が要求す るによ りて，いつ まで も火の中よ
いず

り出ることを得ず。……

そ もそ も，清か らざる者は御父の王国に入

ることを得ず。信仰をし，すべての罪 を悔い

改め，終 りまで誠 をつ くし，以てわが血に よ

りてその衣 を洗いし者のほかには御父の安，冒、

に入 り得る者な し。

さて，世 界の隅々に至る者たちよ。汝らは

聖霊 を受けて聖め られ， また終 りの 日にわが

前に罪な しとせ られんために今悔い改め，わ

れに来てわが名によりてバプテスマを受け よ。

これ汝 らに与 うる命令な り。

われ まこ とに， まことに汝 らに告 ぐ， 以上

はわが福音 なり。」（ＩＩＩニーファイ２７：１３－１７，

１９－２１）

言 うまで もな く，これは福音の完全な定義

である。よみがえられたイエスが数 日間，あ

るいは数週間にわた りニーファイ人に福音の

原則 と儀式を説明 された後に， まとめ として，

また結び として述べられたものである。 した

がって，ニーファイ人はこの まとめを理解す

ることができた。

福音は，永遠の父なる神が 「人に不死不威

と永遠の生命 とをもたらす」（モーセ １ ：３９）

業 を成 し遂げ るために定められた計画であ り，

プログラムである。

主は前世 での大会議においてこのプログラ

ムを提示されたが，このことについてアブラ

ハムは次のような簡略な記録 を残 している。
「さて
，主はわれアブラハムに， この世に

先だちて組織 されたる英智たちを見せたまい

たりき。而 して， これ らすべての ものの中に

は，高貴にして偉大なるもの 多くあ りた り。

神， これらの霊 を善 しと見艶 まい，これ ら

の霊の中に立ちて言いたまえり，これ らの者

をわが統治者 となさん。神，霊な りしこれ ら

の者の中に立ちて……。

これ らの者の中に，神の如 き者一 人立 ちて

共に在 りし者たちに言いけるは，われ ら降 り

行かん。か しこに空間あればな り。而 してこ

れ らの材料 をとりて，これ らの者の住まうべ



き地 を造 らん。

而して， これによりて彼らを試 し，何にて

もあれ，主なる彼 らの神の命 じたまわんすべ

ての ことを彼 らが為すや否や を見ん。

而 して，最初の位を保つ者は更に附け加 え

られ，最初の位を保たざる者は，最初の位を

保つ者 と同 じ王国にて栄 を得 ることなか らん。

而 して，第二の位 を保つ者は， とこしえに栄

光をその頭に附け加えられん。

主，宣いけるは，われ誰を遣わさんか。一

人，『人の子』の如 くに答えて言いけるは，わ

れここに在 り，われ を遣わ した まえ， と。別

の一人答えて言いけ るは，われここに在 り，

われを遣わ したまえ。主宣いけ るは，われ先

の者 を遣わさん。

而して，第二の者怒 りて， その第一の位を

保たず。而 してその日多くの者たち彼の後に

従え り。」（アブラハム ３ ：２２－２８）

福音の計画すなわちプログラムは提示 され，

そこに集 まった神の霊の子供 たちの ３分の ２

が賛成 した。そして彼 らは， これまでに自分

たちに関す ることで天 と地で起 こった事柄 と，

また今後起 こる事柄 を予 見した。

この計画によって，霊 たちはこの世 におい

て肉体 を与 えられ ることになった。また彼 ら

は自由意志 を持 ち，善 と悪 との影響 を受け，

神のみ もとに再び返 り，完全に向かって永遠

の進歩 を続けるにふさわ しいか どうか を自ら

証明す るこ とになったのである。

さらに福音の計画 として，サ タン と彼に従

う者たちが天 より追放 されるこ と， この地球

の創造，アダム とイヴが地上に置かれ ること，

彼らが善悪 を知 る木の実 を食べ るこ と，彼ら

が園から追われること，地上に彼 らふた りの

子孫が住むことが定め られた。

また，人々の間におけるサ タンの極悪非道

な働 き，人間の物質的霊的な弱さと死 とがあ

らか じめ知 らされた。

さらには，死に打ち勝ち，死をもたらした

アダムの罪を蹟 う救 い主， 人々が悔い改める

ことにより個人の罪 を赦 され，神のみもとに

再び戻 ることを許される手段 を与 える救い主

の必要性が明 らかにされた。

福音の計画によって， これらすべての事柄

とさらに多 くの事柄が知 らされたのであった。

私 たちはこの計画をイエス ・キ・リス トの福

音 と呼んでいる。なぜな らば， イエスが天上

の会議においてこの計画を申 し出，その後，

贈罪の業を行なう責任 を大会議において自ら

引き受け，実際に地上に来てそれを実行され

たからである。

御 父の計画は， 自由意志の原則に基づ くも

の であった。ルシフェルは自由意志の代わ り
’
に強制力 を行使す る申し出をし， しか も誉れ

を自らに帰 そうとした。

もちろん，イエ スが贈い主 として選ばれた。

そしてイエスは，御父の計画 を擁護 するため

に天において戦いを指揮 されたのである。イ

エ スはこの地球を創造 し，現在も見守ってお

られる。「人に不死不滅 と永遠の生命」（モー

セ １：３９） とをもたらす神のプログラムにお

けるイエ スの役割は， あらゆる神権時代に人

人に明らかにされてきた。それは，時の初め

にアダムに明らかにされ，エ ノク， ノア，ア

ブラハム， イサ ク，ヤコブに明 らかにされた。

紀元前約２２００年に， イエ スはジェレ ドの兄弟

に姿 を現わ し，次あように言われた。

「見よ
，われはわが民を貝費うために創世の

前よ り備 えられたる者な り。われはイエス ・

キ リス トなり。……わが名 を信ずる一切 の者

はわれによりて永遠に光 を受け， またわが息

子 わが娘 となる。」（イテル３ ：１４）

時の絶頂に，永遠の父なる神の御子 イエス

は，マ リヤの息子 としてベツレヘムでお生 ま

れになった。

イエスは，女か ら生 まれた者 として，誘惑

と肉につけ る弱 さに直面 し，一方，御父の生

み たもうた御子 として，いつまでも生 き続け

る力を受け継いでおられた。

誘惑にあって も決 して罪を犯すことがなか

ったため， イエスは自らの命を捧げることに

より，世 に死 をもたらしたアダムの瞥 を贈 う
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ことがおできになったのである。イエスはこ

のように して，死に勝利 を収め，御 自身 と全

人類に復活 をもたらされたのである。

イエスは死に打ち勝 ちた もうただけでな く，

肉において神の御子であ り，贈 い主 となるべ

く天において予任 されていたため，私 たちに

は完全に理解で きない何かの方法で， 人類の

罪の堪え難い重荷 をその身に引き受けた もう

た。その手段はわれわれの限 りある智力には

神秘であるか も知れないが， しか しその結果

は現にわれわれの救いである。

救い主がこの罪の重荷を負って うめいてお

いでになった時……その罪の重荷は言いよう

もな く苦 しいものに違いなかった。主は末 日

に於て次のように仰せになっている。

『見よ，われは神 なるに，人もし悔い改む

るならばこの苦 しみを受 けざらんがために，

すべての者に代 りてこの苦 しみ をわが身に受

けた り。

されど， 人もし悔 い改めずば誠にわれ と同

じ苦 しみ を受けざるべからず。

その苦 しみたるや，われ神，すなわちすべ

ての中最 も大いなる者な りといえ ども痛苦の

ために身 をふるわせ，あらゆる毛の孔よ り血

を湧かせ，身 と霊 と両つ なが らを苦 しめ，す

なわちこの苦 きさかず きより呑 まず してしり

ごみするも可ならんことを欲 した り。
ほ

然はあれども，父なる神は讃むべ きかな。

さればわれはこの苦 しみをなめ，人の子 らの
ととのえ

為に準備 を為 し終 りた り。』〔教義 と聖約１９：

１６－１９〕」（ジェームズ ・Ｅ ・タルメージ 「信

仰箇条の研究」ｐｐ．１０２－１０３）

ニーファイの弟ヤ コブは， キ リス トの蹟罪

がなければ私たちが どのような窮地に追い込

まれるかを述べている。

「おお大いなる神の智恵よ
。その深い憐 み

と御恵みよ。ごらん， もし肉体がもうよみが

えらないならば，私たちの霊は必ずあの天使，

すなわち永遠の神の御前か ら堕ちて悪魔 とな

った天使に服従 してもうよみがえるこ とは決

してない。……
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私 たちが この恐ろしい怪物につか まれない

ように，一つの道 を備えて下さる私たちの神

の恵みはいかにも大きいではないか。……

しか しイスラエルの聖者である私たちの神

が救いの道 を立てたもうたか ら，私が今言っ

た肉体の死である墓は一時的の ものであって，

やがてその中にある死体 を解 き放つ。

また，私が今言った霊の死 である地獄 もや

がてその中にある死んだ霊 を解 き放つ。それ
いず

であるから，墓 と地獄 とは何れ もその中にあ

る死者を出さなければならない。すなわち地

獄はその捕えた霊を放ち，墓はその捕 えた肉

体 を放たなければならない。そこで人の体 と

霊 とは もとの通 り一 しょになるのであるが，

これは全 くイスラエルの聖者の もちた もう復
ち か ら

活の能力に よる。」（ＩＩニーファイ９ ：８，１０

－１２）

イエス ・キ リス トが天上の大会議において

申 し出，以来実行 しておられ るみ業が なけれ

ば，福音の もた らす祝福 を受ける希望はまっ

た くなかったであろう。そ して，主イエス ・

キ リス トを信 じる信仰がなければ，今なおそ

れらの祝福 を期待することはできないのであ

る。主はパ リサイ人に次のように言われたか

らである。「もしわたしがそういう者であるこ

とをあなたがたが信 じなければ，罪のうちに

死ぬことになるか らである。」（ヨハネ８：２４）

それはパウロの言う 「救 を得 させ る神の力で

ある」（ローマ １：’１６）福音によるのである。

以上が，「主 イエス ・キ リス トを信 じる信

仰」がなぜ福 音の第一原則 と言われるのか と

いう理由の一部 である。これ らの教 えが真理

であることを私は厳粛に証する。 また，ベ ン

ジャ ミン王の言葉に私の証 を申し添えたい。

「全能の主 キ リス トの御名によるほかには世

の人に救いを与えることので きる名 も道も方

法 も一切 ない。」（モーサヤ ３＝１７）兄弟の皆

さん，私はこのことを証 したい。贈 い主イエ

ス ・キ リス トのみ名により申し上げる。アー

メン。



教会の管理

私は，教会が神の予言者を通 して主御 自身によ リ導かれていることを証する。そ

して私たちすべての者がこのことを認識てきるようヘ リくだリ祈るものである

第 一 副管 長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

兄 弟の皆さん・私は・神権 を持つ人々の前
に立つ時いつ も謙遜 な気持ちになる。神

権は，与 えられている職において神のみ名に

より行動するよう人に委任 された神の権能 で

ある。 もしすべての神権者が福音の教えに従

って生活し，主 と交わ した誓約 を守るならば，

どれほ ど大 きな力が発揮 されるか と思 うと，

私は驚 きさえ覚える。

アロン神権 は，バプテスマの ヨハネによっ

てこの末 日に回復された。バプテスマのヨハ

ネはその手 をジョセブ ・ス ミスの頭に按 き，

アロン神権 を授けたのである。 メルケゼデ ク

神権は御存知 のように， ジョセブ ・ス ミスと

オリヴァ ・カウ ドリの もとを訪れたペテロと

ヤ コブ とヨハネの按手によ り，彼 らふたりに

授けられた。さて，皆 さんは全員， メルケゼ

デ ク神権者か，それを受け る準備をしている

方々である。 したがって， ここで神権の誓詞

と誓約 を再び考 えてみたい。

「お よそ忠実に してわが今語れる二つの神

権を得，而 してその天 よりの召を全力 を尽 し

て遂行する者たちは，『みたま』により聖め ら

れてその肉体再新 さる。

これらの者はモーセの息子 たち とな り，ア

ロンの息子 たち とな り，アブラハムの子孫 と

な り， また教会員にして王国の民 とな り神の

選民 となる。

主は言 う， またすべてこの神権を受け入る

る者は，われ を受 くるなり。

そは，わが僕らを受け入るる者はわれを受

くればなり。

また，われ を受け入るる者はわが父を受 く

るな り。

而 して， わが父を受け入るる者はわが父の

王国 を受 くるな り。この故にわが父のもてる

すべては彼に与えらるべ し。
つ

而 してこは神権に属ける誓詞 と誓約により

て然るなり。

この故にこの神権を受 くる者は，すべてわ

が父のこの誓詞 と誓約 とを受け，而 してこれ

をわが父は破 ることも変えることも為 したも

うはずなし。」 （教義 と聖約８４二３３－４０）

神権は地上で最 も偉大な力である。地球が

創造 され，宇宙 と宇宙につける万物が創造さ

れたのは神権の力による。 この教会は，神権

の力により，啓示によ り神の召された者によ

って組織 された。

私たちは，父なる神 と御子イエス ・キ リス

トが少年 ジョセブ ・ス ミスに姿 を顕わされた

こと，そ してその後ジ ョセブ ・スミスが啓示

により導かれて きたことを知っている。教会

の設立に関 して，次のように記されている。

「この末の代に於けるキ リス トの教会の起

りはこれな り。……神意 と神命によ りて……

すなわちこの神命は，神に召されイエ ス ・

キ リス トの使徒の聖職 に按手任命せ られて，

当教会第一の長老 とな りたるジ ョセブ ・ス ミ
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ス （二代 目）に下 りたるものな り。」（教義 と

聖約２０：１－２）

さらに次のように記されている。「見よ，汝

らの中に誌 さるる一つの記録あ らん。その記

録に於て，父なる神の御 こころと汝 らの主イ
め ぐ み

エス ・キリス トの恩恵 とによ り汝は聖見者，

翻訳者，予言者，イエス ・キ リス トの使徒，

教会の長老 と称せ られん。」（教義 と聖約２１：

１）

皆 さんはイエ ス ・キリス トの教会に属 して

お り，その教会は神の予言者，現在は私たち

の愛するスペンサー ・Ｗ ・キンボール大管長

を通 じて， イエス ・キリス トによ り導かれて

いることを確認 しておきたい。

私は教会が中央の本部か らどのように指導

されているかについて少しお話 したい。教会

は民主政体であるとい う声をしばしば耳にす

る。 しか し実際は，教会員が選んだ役員によ

り会員が統治されるのではな く，教会は神が

自ら選びたもうた代理人を通 じて，神御 自身

が統治される神権政体をとっている。

信仰箇条第 ５条には次のようにある。

「われ らは
，福音 を宣べ，且つその儀式を

執 り行うためには，啓示 と，権威ある者の按

手により，神によりて其任に召されねばなら

ぬことを信ず。」

このよっにしてジョセブ ・ス ミスは，主か

ら主の教会の大管長 として選ばれ，主 より権

能を与 えられた者 たちに より任命 されたので

ある。

私は教義 と聖約第 １０７章 を読むたびに，神

のすべての職が どのように設けられ，各職の

務めがどのようにしてジョセブ ・ス ミスに与

えられたかを確認 し，証 を強 くする。そこに

は次のように記されている。
も

「メルケゼデ ク神権 を有てる者の中三 人の

管理大祭司あり，当団体によりて選ばれ，そ

の職に任命 して按手聖任され，教会員の信任

と信仰 と祈 りによ りて支持せ られ， 当教会の

大管長会なる定員会を構成す。……

また，大神権の職 を管理する長たる者の義

５８

務は全教会を統轄すべ きものにして，モーセ

の如 くあるべ し。

すなわち，見よ，この教会の頭首に神の与

えた もうあらゆる賜を有 し誠に彼は聖見者た

り，啓示 を受 くる者た り，翻訳者た り，また

予言者 たり， ここに智恵現わる。」（教義 と聖

糸勺１０７：２２，９１－９２）

「十二人の巡回評議員は召されて十二使徒

となる，すなわち全世界に於けるキ リス トの

御名の特別の証 人となるべ き者 なり。……

またこの十二人は，前記の三 人の管理大祭

司と権威 と権ｉ能 とを同じくせ る定員会 を構成

す。」（教義 と聖約１０７：２３－２４）

「予言者ジョセブ ・スミスの教え」には
，

次のように記録 されている。「スミス大管長は

次に十二使徒の義務 と，現在の大管長会に次

ぐ彼 らの権能について説明した。……さらに

十二使徒会は大管長会以外の何者にも従属 し

ない。…… 『そして私 （すなわち大管長 ）が

いなければ，十二使徒会を管理する大管長会

は存在 しない。』」（ジ ョセブ ・フィールディン

グ ・ス ミス編，ｐｐ．１０５－１０６）

ジョセブ ・ス ミスの死後，十二使徒会はブ

リガム ・ヤ ングを長 とす る教会の管理役員会

とな り， ３年半の間教会の諸業務 を管理 した。

その後，ブ リガム ・ヤ ングが大管長 として選

ばれ，彼は副管長を選んで聖任 し，任命した。

ブ リガム ・ヤングが亡 くなり， ジョン ・テイ

ラーが大管長 に就任するまで， ３年 ２カ月の

期間があった。 ジョン ・テイラーが亡 くなっ

て， ウイルフォー ド・ウッ ドラフが大管長 と

して選ばれ，聖任され，任命されるまでは，

１年 ９カ月の期間があった。それ以後，大管

長の死去 と次の大管長の任命まではわずか数

日問とな り，大管長が死去 して新 しい大管長

会が組織 されるまでの間は，従来 と同様十二

使徒会が管理 した。

１９７３年１２月２６日にハロル ド・Ｂ ・リー大管

長が急逝 した後， どのようなことが行 なわれ

たかについて詳 しくお話 したい と思 う。私は

ア リゾナ州 フェニックスで娘の家族 と共に ク



リスマスの 日を過 ごしていた。そこへ， リー

大管長の秘書 であるアーサー ・ヘ イコック兄

弟か ら電話があった。 リー大管長が重病なた

め，す ぐに帰 ってきてほしいという連絡だっ

た。それか ら３０分 してまた電話があった。「主

が声 をかけ られ， リー大管長はふ るさとへ呼

び戻 され ました」 とい うのである。

私が不在であったため，教会の諸業務 を指

示していたロムニー第二副管長は，十二使徒

評議員会会長のスペ ンサー ・Ｗ ・キンボール

長老 と共に病院につめていた。 リー大管長が

亡 くなると， ロムニー副管長は直 ちにキンボ

ール会長に向かってこう言った
。「あなたの肩

に責任がかけ られました。」大管長がいなけれ

ば，十二使徒会を管理する大管長会は存在 し

ないと語った予言者ジ ョセブ ・ス ミスの言葉

を思い出 していただ きたい。

リー大管長が死去 し，十二使徒会が教会の

管理役員会になるまでに １分 とかからなかっ

た。

リー大管長の葬儀 の後，１２月３０日日曜 日午

後 ３時，キンボール会長はソル トレー ク神殿

の会議室に使徒の全員 を招集 した。 ロムニー

副管長 と私は， それぞれ先任川頁位に従って席

に着いた。 したが って，出席者は１４名である。

歌 と，ロムニー副管長の祈 りの後， キ・ンボ

ール会長は心か らへ りくだって 自分の思いを

私たちに打 ち明けた。キンボール会長 は金曜

日に神殿に入って主 と話 し，新 しい責任に就

くこ とと，副管長 を選ぶことについて導 きを

求めて祈 った時，涙 をとめることができなか

ったと語 った。

聖なる神権の衣 をまとった私たちは祈 りの

輪を作 り，キンボール会長か らの要請で私が

祈 りを指揮 し， トーマス ・Ｓ ・モンソン長老

が祈 りを捧げた。次にキンボール会長は， そ

の集いの目的を説明 し，定員会の全員に，エ

ズラ ・タフ ト・ベ ンソン長老から始めて先任

順に意見 を求め，大管長会をその日に組織す

べ きかそれ とも十二使徒評議屓 会 として継続

すべ きか を尋ねた。全員が今組織すべ きであ

る旨を表明し， キンボール会長 と彼の十二使

徒会に対す る働 きについて多くの称賛の言葉

が述べ られた。

そして，エズラ ・タフ ト ・ベ ンソン長老は

スペ ンサー ・Ｗ ・キンボール会長 を大管長 と

して推薦した。マーク ・Ｅ ・ピーターセン長

老が これに賛成 し，全会一致 で承認 された。

次いでキンボール大管長は， Ｎ ・エル ドン ・

タナー を第一副管長に，マ リオン ・Ｇ ・ロム

ニー長老を第二副管長にそれぞれ指名した。

指名 を受けた両者は，その職 を受け入れ，そ

の職務を果たすためにすべての時間 と力を捧

げることを表明 した。

そして，全会一致の賛成を得た。次いで十

二使徒会の第二先任順位にあるマー ク ・Ｅ ・

ピー ターセ ン長老が，エ ズラ ・タフ ト・ベン

ソン長老 を十二使徒会の第一先任会員および

十二使徒定貝会会長 として推薦 した。 この動

議は全会一致の承認 を得た。

ここで全員がスペ ンサー ・Ｗ ・キンボール

長老の頭に手 を按 き，・エ ズラ ・タフ ト・ベ ン

ソン会長がスペンサー ・Ｗ ・キンボール長老

を末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の第十二代

大管長 として聖任 し，任命した。

次いで， キンボール大管長がＮ・エル ドン・

タナーを第一副管長に，マ リオン ・Ｇ ・ロム

ニー長老 を第二副管長にそれぞれ任命 した。

同様に，キンボール大管長はエズラ・タフ ト・

ベ ンソン長老 を十二使徒定員会会長に任命 し，

祝福を与えた。

このように して十二使徒会の会員は１１名 と

なり，定貝会の空席を埋め る人を新 しく召す

必要が生 じた。教会幹部が どのように して召

されるか，皆さんは興味をお持 ちであろう。

新 しい教会幹部は，大管長の要請に応えて

十二使徒会会員か ら推薦された人々の中から，

大管長が 自分の意見 も考慮 した上 で，霊感と

啓示に より選ぶのである。

霊感 と啓示により選ばれ るため，教会幹部

は事実上神 より指名されるこ とになる。そし

て，召 しと任命 を受ける前に十二使徒評議員
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会の承認 を受け， その後総大会で支持 を受け

る。

以上の事柄が どの ように進め られるか を説

明するため， ヒーバー ・Ｊ ・グラン ト大管長

の経験をお話 したいと思 う。彼が十二使徒評

議員会の一貝であった時，十二使徒会の空席

を埋める候補者 としてだれを推薦するか大管

長から尋ね られるたびに，彼は非常に親 しい

友人を提案 した。しか しその友人は選ばれな

か った。伝え聞 くところによると， グラント

大管長はもし自分が大管長になって，新 しい

使徒 を選ぶ機会があれば，その友人を召 した

いと語ったということである。それ程，その

友人は十分な資格 を具 えていた。

そして， グラン ト長老は大管長に召された。

空席を埋める必要が生 じた時，大管長 は自分

がだれ を望んでいるかを主にお話 した。 しか

し同時に，主が望 んでお られる人を選 びたい

旨も主にお話 した。すると， グラン ト大管長

の心に，メルビン ・Ｊ ・バラー ドとい う彼 自

身あまりよく知 らない人の名前が浮かんでき

た。その思いは繰 り返 し大管長の心 をよぎり，

ついに彼が選ばれるべ き人であることを知 っ

た。そして，バラー ド長老は大管長会と十二

使徒評議員会によって聖任 され，任命 され，

その後の総大会において支持 を受けたのであ

る。

私 自身の経験 をお話 したい。１９６０年１０月，

私はカナダのアルバー タ州にあるカルガリー

ヌ、テーキ部のステー キ部長 としてソル トレー

ク・シティーの総大会に出席していた。金曜 日

の夜，宿泊先のホテルユタに電話があり，翌 日

の土曜日の朝，マ ッケイ大管長が私に会 うこ

とを望：んでいるとの連絡 を受けた。当然のこ

とながら，大管長の思いを知 らない私は，その

夜はまんじりともしなかった。私は指定された

時刻に大管長の執務室を訪れた。私は大管長

と向かい合 って座 った。すると大管長 は私の

目を見，手 を私のひざに置いて， こう言われ

た。「タナー ステーキ部長，主はあなたに，教

会幹部 として，十二使徒補助の召 しを受け入

６０

れるよう望んでお られます。」そして，私にそ

のこ とについてどう思 うか と尋ねた。

私は何をお話 したか正確には覚 えていない。

しか し，非常に光栄であるが， 自分には荷が

重い とい う意味のことをお話 し， 同時に，喜

んで召 しをお受け し，主のみ業にすべ ての時

間 と力 を注 ぎたいと語ったように思 う。

その 日の朝，十二使徒補助 として支持 を受

け るため， フランクリン ・Ｄ ・リチ ャー ズ長

老，セオ ドア ・Ｍ ・バー トン長老 と私の名前

が他の教会中央役貝の名前 と共に読み上げ ら

れた。そ して私 たちは支持 を受けた。教会の

役員は皆，それぞれのレベルでこれ とほとん

ど同 じ方法によ り選ばれる。

ここで，反対の挙手 をどのように扱 うか と

いう疑問に答えておきたい。１９７７年１０月の大

会での例 で あった。皆 さん の中に もその模

様 を耳に し，反対 した人がそのこ とを記録す

るように求めたことを覚 えている と思 う。反

対の挙手に対 しては次のように対処する。そ

の人以外の全員が提議に賛成の意を表わした

ので，私はその人に十二使徒会の一員に会 う

ようお願いした。それは，彼が提議 された役

員 を支持 しない理由を話 していただ くためで

ある。 このように して， ある人が支持 を受け

るべ きでない，あるいは支持 を受 けるにふさ

わしくない正当な理由 を彼が知っていれば，

それを述べ る機会 を与えるため，理由を聞 く

人が指名されるのである。彼の話を聞いた人

は， その詳細を大管長会に報告することにな

る。

ヌ、テーキ部を分割するためニュー ジー ラン

ドへ行 った時に，私が経験 したこ とをお話 し

よう。私は当時，ステーキ部長以外にニュー

ジーラン ドに知 人はいなかった。私はそのニ

ュージーラン ド・ステーキ部 内の監督 と高等

評議員会の一覧表 を見せてほ しい と頼んだ。

一覧表 を見ていた時
，ひ とりの人の名前が浮

かび上がっているように見えた。その人の名

前はキャンベル といった。 リス トに目を走 ら

せ るたびに，その ように感 じた。その訪問に



はバンデンバー グ管理監督 も同行 していた。

私たちは導 きを求めて祈 りを捧げた後， これ

らの人々全員 を面接 した。

すべての面接 を終えると，私はバ ンデンバ

ー グ兄弟にこう言った
。「それでは主に導きを

求めましょう。」祈 りを終えて立ち上が ると，

私は尋ねた。「もしあなたに責任 を委ね られて

いるとしたら， だれをステーキ部長に選び ま

すか。」

彼は 「ビル ・キャンベル兄弟です」 と答え

た。私はそれ まで一度 も，バ ンデ ンバーグ管

理監督の前でビル ・キャンベル兄弟の名前 を

口に していなかった。これは，主がこのよう

な任命にあたって導 きを与 えて下 さっている

ことの証拠である。

教会の管理運営に関す るあらゆる事柄は，

大管長会の指示の下に置かれている。そ して，

業務は大別 して以下の ３つに分けられている。

第一は，大管長会が直接管理す る業務，第

二は，大管長会の指示の下に十二使徒会が管

理す る宗教上の業務，そして第三は，大管長

会の割 り当てにより管理監督会が管理する実

務上の業務である。

大管長会が直接管理す る事柄を幾つかあげ

てみたい。地域大会，聖会，予算，教育，歴

史， 人事，神殿，監査，相互調整評議会，福

祉活動である。

次に，十二使徒会の責任 を簡略に述べてお

きたい。十二使徒評議員会は，大管長会の指

示の下に，教会の宗務上 のあらゆる事柄 と，

七十人第一定員会会員が実施す る宗務上の業

務の管理について責任 を持つ。

また十二使徒評議員会は，全世 界のステー

キ部大会の日程 と， ステー キ部大会に出席す

る教会幹部の割 り当てについて責任 を持つ。

ステー キ部大会は７月を除いて，年間 を通 じ

毎週開かれている。

大会の土曜 日と日曜日の各集会において教

会の全会貝によりよい生活を営む動機づけ を

与えることができるように，すべての教会幹

部は 自らを整え，プログラム を活用す ること

に全力を尽 くしている。教会幹部はステーキ

部長会やステーキ部役員 と会合 を開き，彼ら

の成 し遂げた進歩 と，改善 を図るための手段

や方法について話 し合 う。大会訪問や伝道部

の訪問などのために，教会幹部は ２週間に最

低 ２日か ら４日間，家 を留守にす る。

現在，十二使徒会の管理下に４つの部門が

あ り，それぞれ ３人から４人の七十人 （およ

びヌ、タッフ）に より運営 されている。

すなわち，神権，伝道，系図，教科課程の

４部門である。のち程，２，３の部 門について簡

潔にお話 したいと思 う。

十二使徒評議員会はそのほかに，新伝道部

長セ ミナー，年に ２回開かれる地区代表セ ミ

ナー を計画する責任がある。

十二使徒会だけでは とて もこれらの重責 を

果たすこ とができないため，彼 らを援助する

手段が設け られている。御存知のように，数

年前 までは十二使徒会補助 と称 される人々が

いた。 しか し最近になって，教会の急成長に

対応す るため，彼 らは他の人々と共に七十人

第一定貝会会員として任命 された。これはジ

ョセブ ・ス ミスの教 えに一致 している。教会

の全七十入定員会 を管理す るためわずか ７人

の会長で組織されたこの定員会は，今や大き

な発展 を目指 してその歩み を始めたのである。

七十 人に関 して次の ように記 されている。

「『七十人』は十二使徒会すなわち巡回高等

評議貝会の指揮 の下 に教会 を設立 し，またよ

ろずの国民に於 ける教会のあ らゆる事務 を整

理するに主の御名によ りて行い， まず異邦人

よ り始めて次にユ ダヤ人に及ぼすべ き者たち

な り。」（教義 と聖約１０７：３４）

七十人第一定員会の会員は，十二使徒会の

指示の下に，先に述べた ４つの部門を管理運

営する。神権管理部はメルケゼデ ク神権，ア

ロン神権，補助組織の方針 と手続 きを提案 し，

活動プログラム を監督する。教科課程管理部

は訓練資料，テキス ト，管理運営以外の手引

きを作成し，教会機関誌について責任 を持ち，

教会の全出版物の製作の調整 を行 なう。
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相互調整の担当者は，教義，方針の明文化

な どについて学習課程の全資料 と機関誌を検

閲 して，相互調整委貝会に報告する。 この委

員会は，七十人第一定員会会長会，管理監督，

教育委員長 により構成 される。ここですべて

のレッスン資料 と訓練資料は，神殿活動，伝

道活動，および教会の各組織における責任 に

個人を備 えさせ， また永遠 の生命 を受け るた

めに個人を備 えさせ るとい う理 念の下 に相互

調整を受ける。この永遠の生命に向かって個

人を備えさせ るこ とこそ，教会の目的 とする

ところである。

伝道管理部は伝道用資料を作成 し，宣教師

候補者の準備 と伝道地での使用にそれを用い

る。 また，宣教師の任地割 り当てを補任 し，

訪問者センターの運営， その他伝道プログラ

ムに関する事柄 を監督す る。

宣教師がどのようにして召されるかに興味

を持 っている方 もおいでだと思 う。まず，監

督は，宣教師候補者の両親に話す前に，本人

と面接 を行 ない，彼または彼女が検討の段階

にあることをほかの人が知 る前に， 当人の姿

勢 と資格 を見 きわめる。本人に資格があ り，

本入が伝道に出ることを望んでいれば，監督

は両親にその旨を話す。次 いで，すべての面

で問題がなければ，監督はステー キ部長に候

補者を推薦す る。 ステーキ部長 も候補者の資

格 と姿勢について面接 し，ふ さわしく伝道の

意欲があることが認められれば，大管長会に

推薦す る。

候補者 をどこの任地に召すかを決定す るに

あたっては，推薦書に記 されている本人の素

質や，その時に宣教師を必要 としている伝道

部など，幾つかの事柄が考慮される。そして，

霊感により，どの地で最 もよく主に仕えるこ

とができるかが決定 される。そして，候補者

は大管長か らの召 しを受け る。召 しを受け取

った宣教師は大管長に宛てて召 しを受け入れ

る旨の手紙 を送 らなければな らない。

私は，皆 さんの興味 を引 くと思われるある

宣教師の召しの模様 を今心に思い浮かべてい
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る。 これは主が どの ようにみ業を導いておら

れるかの証明 ともなる話である。このような

話は枚挙にい とまがない程，数 多くあるが，

とにか く，ある時何人かの宣教師に召しの手

紙 を送った。す ると合衆国の東部 で伝道する

召 しを受けた宣教師の母親か ら，伝道管理部

の幹部書記に電話がかか ってきた。母親の話

に よると，息子の父 と祖父は ドイツで伝道 し，

息子 もドイツの伝道部に召 してほ しい と書面

で依頼 しておいたのに， そのような召 しを受

け，彼女は夫 と共に非常 に落胆 したというの

であった。

そこで幹部書記は，御子息はその召 しをど

う感 じていますか と尋ねた。す ると母親は，

息子が まだ学校か ら帰 ってこないので，留守

中に 自分が手紙を開封 したと言 った。本人は

どこに召 され るか をまだ知 らないのである。

幹部書記は，一生の うち一度か も知れない大

管長か らの手紙 を母親が開封 したことに驚 き

を表わ し，本 人が手紙 を読んだ らもう一度電

話す るように言った。

翌 日，その母親は申 し訳なさに蚊の鳴 くよ

うな声で電話 してきた。息子はその召しを一

も二 もな く喜んだか らである。彼は秘かに外

国の伝道部に召 されないように祈 っていたの

である。

さて，管理監督会の管理についてお話 しよ

う。管理監督会は大管長会か ら割 り当てを受

けたすべ ての実務上の業務の管理運営につい

て責任 を負う。これには，施設に対する責任

も含まれる。彼らは宗務部門の要請によ り，

土地の購入と，建物の建築および維持 に関 し

てサー ビス機関として働 く。また，財政，会

員記録，断食献金，什分の一，購買，翻訳，

配送 も監督する。 さらに，福祉事業部の運営

について も重責 を担っている。 このプログラ

ムと方針は，大管長会，十二使徒定員会，管

理監督会，扶助協会会長会で構成 される福祉

活動委員会が決定する。福祉活動プログラム

には，全世 界のデゼレ ト産業の運営，ステー

キ部， ワー ド部および伝道部の福祉 プログラ



ム，監督の倉庫な どが含まれる。

教会は世界各地で大 きな成長 と発展を遂 げ

ているため，特に開発途上地域の教会員の組

織 と訓練に関 して，管理権の分散が必要にな

っている。これ らの地域では，教会業務の管

理 についてわずかな経験 しかもたない教会員

がほとんどで， 多くの新 しい支部，地方部，

ワー ド部，ステーキ部が組織 されている。

一例 を挙げると
，１９７６年頃，私はべ ネズェ

ラのカラカスを訪れたが，その時伝道部長は

会員たちを招集 した。集 まった会員は ３００な

いし４００名で，その全員がバプテスマ を受け

て５年に満 なたい人々で南った。 ところが，

１年後に私たちは カラカスでステーキ部 を組

織 した。最 も教会歴の長い会員はわずか ７年

であった。 これら開発途上地域の組織に対 し

て， 多くの訓練 と援助が必要 なことはだれの

目にも明 らかである。

宗務 の管理面か ら，現在世 界は幾つかの地

域に分割 され，それ ぞれの地域 を代表役員が

管理 している。 これ らのうち１２の地域は，合

衆国とカナダ以外にある。すべての代表役員

は七十入第一定員会会員が務め，合衆国 とカ

ナダ以外の地域を担当す る代表役員は，それ

ぞれの地域 に居住 している。

代表役員の管理運営 を援助するために，地

区代表がいる。彼 らは経験豊かな指導者で，

地区 もしくは地区にできる限 り近い地に住む

人々の中か ら選ばれる。地区代表は幾つかの

ステーキ部 と伝道部 に対 して働 きかけをする。

これに よってステーキ部 と伝道部の指導者は，

時間のかか るソル ノレー ク ・シテ ィーの本部

との直接交渉 ではな く，地区代表を通 じて代

表役員 と定期的に密度の濃い接触を持 てるこ

とになった。

合衆国とカナダ以外の地域には，実務上の

業務 を管理す るために，地域監督がいる。彼

らは管理監督会の指示の下に，担当地域に居

住 し， その地域の業務 を監督する。これによ

り，教会員は問題 を直接訴 えることができ，

また，各分野の管理 について適切な訓練を受

けることができるようになった。代表役員と

地域監督は定期的に会合 を持って，それぞれ

の業務の相互調整 を図る。

総 じて， これ らすべての事柄は大管長会の

管理下にある。具体的には，大管長会は毎週

火，水，木，金曜 日の午前 ８時から会合を開

く。この会で話 し合うことの中には，大管長

会に寄せ られた手紙の検討がある。イヤ リン

グをつけるために耳に穴をあけることから，

ステーキ部長会 と高等評議員会が下 した破門

の判決に対する控訴に至 るあ りとあらゆる問

題の問い合わせがある。そのほかに も，服装

や身だ しなみの標準，催眠術，安息 日の遵守，

聖句の解釈，集団感受性訓練，結び固め，地

元役員への不平不満，霊魂再来説，科学や他

の人のために体の一部 を提供す ること，火葬，

移植手術，法律問題など果て しなく続 く。こ

の会合 での話 し合いはすべて書記が記録す る。

大管長会が決定する事柄には，神殿長会の

選任，新 しい神殿建設の時期 と場所 をは じめ，

十二使徒評議員会 との会合や管理監督会 との

会合で討議する事柄 などがある。また，聖会

や，全世 界で開かれる地域大会の計画 も含ま

れる。

大管長会は，火曜日の午前１０時に支出承認

委員会 を開 く。 この委員会は大管長会 と４人

の十二使徒および管理監督会で構成され，各

部 の責任者からの支出請求を検討 し，割 り当

て額 を決定す る。総合施設部から提 出される

ステーキ部や ワー ド部の建物，伝道本部，訪

問者センター などの建物や土地の購入請求，

維持費の検討な どがその例である。管理監督

会は福祉事業 を含む支出の請求 を提出する。

水曜 日の大管長会では，直接大管長会の管

理下 にある歴史，人事，広報などの各部門の

責任者か ら報告 を聞 く。また重要 な来賓は，

できる限 り水曜 日の午前に会 うようにしてい

る。私は手紙などでそのような訪問者からの

感想をうかが うたびに，大管長が彼 らにどれ

ほ ど大 きな影響力 を及ぼしているかを知って，

いつ も感銘 を覚 える。
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月に一度，水曜 日に大管長会は教会教育委

員会と理事会 を迎え，教会の大学， インステ

ィテユー ト，セ ミナ リー，その他教会の学校

に関する事柄 を話 し合 う。 また毎月，別の水

曜日に大管長会は相互調整評議会を開 く。こ

の評議会は大管長会，十二使徒定員会，お よ

び管理監督会によ り構成され，管理上の方針

や手続き，質問を検討，決定 し，あらゆる責

任分野が適切に調整されるようにす る。この

評議会に引 き続いて，先に述べた福祉活動委

員会を開 く。

水曜 日の午前１０時か ら神殿の一室において，

大管長会はすでに午前 ８時か ら会合 を開いて

いる十二使徒評議員会との会合 を持つ。この

部屋は神殿が完成 して以来，教会の指導者が

主の導 きを受けてきた所である。出席者はこ

こで特別に霊的な気持 ちを味わい， また時に

はすでに世 を去った偉大な指導者たちの臨席

を感 じることがある。この部屋には，１２人の

大管長 と大祝福師ハイラムの肖像画や，使徒

たちを召されたガ リラヤの海辺での救い主，

その他十字架上の主や，昇天される主の絵が

かけ られている。私たちはこの評議会室で，

ここに座を占めた多くの偉大な指導者たちや，

主の導 きによって重大な決定が下 されたこと

に思いを馳せ るのである。

大管長会は木曜 日の午前１０時にこの部屋へ

入室す ると，十二使徒全貝 と握手 を交わし，

神殿衣に着替 える。そして，讃美歌 を歌い，

祈 りを捧げた後，聖壇の前で祈 りの輪 を作 る。

これを終えると再び平服に着替 える。

それから私たちは，前回の議事 を検討 した

後，次のような事柄について話 し合 う。ヌ、テ

ーキ部長か ら推薦のあった監督の交代 を承認

する。これは前 もって十二使徒会で検討済み

の推薦である。（１９７７年に毎週 ２５～３０人の新

しい監督が承認されたことをお伝えすれば，

興味 を覚 えるか も知れない）全教会のステー

キ・部，ワー ド部，伝道部，神殿の組織変更，

これには区域の境界 と役員の変更が含 まれ る。

補助組織の役員 と管理運営，各部門の責任者
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から提起 された事柄，お よびステーキ部大会

に関する私たちの報告，葬儀，説教などその

週 に行 なったことの報告 もある。 この会にお

いて，管理や方針に関す るあらゆる変更が考

慮され，承認 される。そして，承認された方

針は教会の公式の方針 となる。この会に関 し

てひとつの経験 をお話 しよう。

ある時，ひとつの件 について十二使徒がま

ちまちな見解 をとり， それをきたんな く述べ

た。そ して最後にマ ッケイ大管長は意見 をま

とめて，この ように言 った。「これが，私たち

のなすべ きことだ と私 は考えます。」

私は隣の兄弟の方を向いてこう言った。「大

管長がいつ も正 しい答えを得ておられ，私 た

ち全員がそれを正 しい答えだと感 じられるこ

とはすばらしいこ とではあ りませんか。」

す ると同僚は私 を見てこう言った。「神の予

言者の言葉ですからね。」決定の前の段階でだ

れが どのような考 えを抱いていても，下 され

た決定が全会一致で支持 される理由はここに

ある。

毎 月第一木曜 日に，大管長会は全教会幹部，

すなわち十二使徒定員会，七十人第一定員会，

管理監督会 と会合 を開き，プログラムや手続

きの変更 を発表 し，幹部の義務や責任につい

て指導す る。大管長は何人かの幹部に証 をす

るよう求め，その後全員が神殿衣に着替えて

聖餐 を受け，全員で祈 りの輪 を作 って祈 りを

捧 げる。祈 りが終わると，大管長会 と十二使

徒定員会 を残して全貝が退出する。大管長会

と十二使徒会は平服に着替 えて，木曜 日の定

例の事務事項 を処理する。ここで語 られ，行

なわれたことはすべて，記録担当書記が報告

書に記録する。

毎週，木曜 日の集会が終わると，大管長会

と十二使徒定員会は用意 された部屋で昼食を

共にする。この部屋には最後の晩餐の絵が飾

られてお り，私たちはここで くつ ろいだひ と

ときを過 ごす。そこで，それぞれの経験談や

共通の話題について話 し会 うのである。時間

があれば，幾つか興味深い話 を紹介 したいの



だが。金曜日は午前 ９時に，管理監督会が管

理運営に関する事柄 について大管長会に報告

し，話 し合 う。

御存 じのように，教会は事業法人を所有 し

ている。ボ ネ ビル国 際会社，ベ ネフ ィシャ

ル生命保険会社，ホテルユ タ，ザイオンズ証

券会社，デゼ レ トニューズ社，デゼ レ ト相互

共済組合などがそれである。これ らは，教会

の利益のために運営され，一般 にサー ビスを

提供 している。そのほかに多 くの農場や牧場

を所有 している。

教会は税金 を納めていないと考えている人

人もいるが，それは誤 りである。私 はその誤

りを指摘するとともに，教会所有のすべての

会社は同業他社 と同 じ率で税金を納めている

ことを申し上げておきたい。

教会の管理は， これらの責任ある地位に召

されている人々，すなわち大管長会，十二使

徒定員会，七十人第一定員会，管理監督会に

よって正 しく行なわれること， またそれによ

って地方の役員 も祝福 と指導 を受けることが

できるように，私たちはいつ も，毎 日，望み

祈 っている。私は教会が神の予言者を通 じて

主御 自身によ り導かれていることを証す る。

そ して，私たちすべての者が このことをよく

認識 し，教会の会員であることを認識 して，

永遠の生命 を目指 して勤勉に準備するよう，

へ りくだ り祈 るものである。 イエヌ、・キ リヌ、

トのみ名に より申し上げる。アー メン。

説教 中のマ リオ ン ・Ｇ ・ロム ニー第二副管長
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教会の姉妹たち

この教会の女性たちは，種類こそ違え，私たちがなす仕事と同しように大切

な仕事をなしている

大 管長

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル

愛 する兄弟の皆さん・私たちは主の鵜 こ
おいて主のみ業をどのように行 なお っと

しているかについて， タナー副管長か らすば

らしい話 をうかが った。教会で何が行なわれ

ているかを知 らない方々が多い と思 う。 しか

し，この話から多くの方々が 多くのこ とを学

んだと確信 している。

この神権部会 を利用 して，正 しい生活を送

り，地上に神の王国を建設するために行 なっ

て下 さったすべ てのことについて，皆 さんに

感謝 を申し上げたい。私たちは皆さんにいつ

も感謝 している。神は皆さんの才能 と献身を

人類の歴史と教会の歴史双方に とって重要な

この時期 に使 うことができるように，今地上

に皆さんを住まわせてお られるこ とを私たち

はよく知っている。

３週間前のこの時間に，老若を問わず教会

の女性 たちがこのタバナ クルを埋め， また今

晩皆さんが集っている他 の同 じ会場に集 まっ

た。私自身はこの女性の集 まりに出席できな

かったが，病室に特別にテレビを用意 してそ

のすばらしい会の模様 を見せ ていただいた。

地上における神の天国である末 日聖徒 イエス・

キ リス ト教会の姉妹たちに特別な祝福が豊か

に注がれているのを見て，私は胸が一杯にな

るのを感 じた。私の愛する永遠の伴侶 カ ミラ

が，私の短いメッセージをこのすばらしい姉

妹たちに読んで くれた。

その メッセージの中で，私は姉妹 たちに次

のように申し上げた。「私たちはやがて総大会

を迎えようとしてい ます。総大会では神権部

会が開かれますが，私たちは兄弟たちを特に

えこひいきして特別な指導を与えるとい うよ

うなこ とはあ りません。私たちは同 じよっな

助言 を与 えるつ もりです。」

さて，私は兄弟たちにお話するにあたり，

姉妹たち と交わした約束 を果 たしたい と思 う。

私 たちは皆， 人生において特別な女性たち，

すなわち私たちに深 く不滅の影響 を残 した女

性たちに出会っている。その女性 たちの貢献

したものは測 り知れない，永遠の価値 を持 っ

ている。

私たちの妻，母親，娘，姉妹，友人はすべ

て，天父の霊の子供である。兄弟の皆 さん，

女性 をどのように扱 うか という点か ら， この

ことをいつ も忘れないように していただきた

い。 この神権時代の姉妹 たちの中には，天父

の最 も高貴な娘たちが数 多 くいる。神は人を

かたよりみない御方であ り，男も女 も，少年

も少女 もすべての人を完全 な愛 をもって愛 し

てお られることを忘れないように していただ

きたい。

ハロル ド・Ｂ ・リー大管長がよ く語 ったよ

うに，「最 も重要 な教会の仕事はあなたの家庭

の囲いの中にあるのである。」（「堅固な家庭」

ｐ．７）多くの人がこの言葉 を何度 とな く述べ

ている。
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この特別な教会の仕事の多 くは，私たちの

家庭にいる女性 たちに，キ リス トがなさった

ように仕え，指導するか どうかでその成否が

判断される。私が仕え，指導すると言 ったの

は，男性は家族の長であ り，それはキ・リス ト

が教会の頭 であるの と同 じ意味だか らである。

キ リス トは愛 と模範 と無私の奉仕によって導

かれた。キ リス トは私たちのために御 自身を

犠牲 とされた。もし私たちが家庭において指

導者であると同時に僕であ り，謙遜 な族長で

あるならば，私たち もキリス トの ように行な

わなければならない。

私たちは自己を空し くして奉仕 し，思いや

り深 く寛大でなければな らない。私たちの支

配は正義による支配でなければな らず，永遠

の伴侶である妻 との間の協力関係は完全なも

のでなければならない。

ステーキ部長や監督，副監督，そしてすべ

ての兄弟の皆さん， 自分に落度がないにもか

かわらず現在，立派な男性 と永遠に結び固め

を受け る祝福にあずかっていない姉妹たちに，

どうか特別の思いや りを示 していただきたい。

私たちが家族 の生活を強調する時，彼女たち

がのけ者扱いをされているよ うに感 じること

がないように していただきたい。、皆 さんの中

に彼女たちがいるのは決 して重荷 などと考え

ないでいただ きたい。それは祝福 である。

未亡人，離婚 した人，夫のいない人， また

ある場合には父親のいない若い姉妹たちがい

るかもしれない，この ような人々に対す る私

たちの特別な責任を心に留めていただきたい。

神の娘たちをなおざ りにする時，私たちは神

の人として与えられた責任 を果たす ことはで

きない。

姉妹たちが受けている扱いについて，私た

ちは時々悲 しい報告 を受ける。 これは恐 らく

無神経 と思いや りのなさの結果であろうが，

兄弟の皆さん， このようなこ とはあってはな

らない。この教会の女性たちは，種類こそ違

え，私たちがなす仕事 と同 じように大切 な仕

事をなしている。役割や責任 とい う点では私

たちと異なるが，彼女たちの仕事 も，私たち

に求め られているのと同じ基本的な仕事であ

る。

私たちは女性 を非常に高 く評価 しているた

め，彼女たちを世の道に追いやることはでき

ないのである。ほ とんどの女性 は，力 を持ち，

善良で正直である。愛 と尊敬のこもった扱い

を受け，思いと感覚 を大切 にされ理解 されれ

ば，彼女たちは ます ます強 く善良で正直な人

になる。

しか し姉妹 たちは恩着せが ましい扱いは望

んでいない。私たちの姉妹 として，同等の人

としての尊敬 を受けることを求めている。兄

弟の皆 さん，私がこれらのことを申し上げる

のは，女性 に関 して教会の教義に疑わ しい点

があるためでも，私たちの行ないがあるべき

姿か らはずれているためで もない。また，こ

のようなことを申 し上 げるのは，警告 を発す

る とい う意味か らではない。王国の民は世の

人々 ともっ と異なっている必要があるという

一般的な見地か ら申し上げるのである
。救 い

主が しば しば言われたように，私たちは互い

に愛 し合い，愛 をもって人々 と接 しているか
い つ い つ

どうかに よって， また心 を一に し，精神 を一

にしているか どうかによって裁かれる。私た

ちはひ とつ とな らなければ，主の もの となる

ことが できないのである。

私たちは皆，教会で与えられる責任をどの

ように果たすかによって裁きを受け，責任を

問われる。そして，私 たちが この世で与えら

れている務め を果た したかどうかの裁 きは，

自分の家族や教会の兄弟姉妹にどのように仕

え，愛 したかによって決 まるのである。マッ

ケイ大管長 は次のように的確に述べている。

「いか なる成功 も家庭の失助 を償 うことはで

きない。」（「大会報告」１９６４年 ４月，ｐ．４）

私たちは兄弟の皆さん を愛 している。そ し

て姉妹 たちを愛 している。私たちは皆さんに

完全な信頼を寄せ，皆 さんの信仰，主のみ業

への献身 を喜んでいる。願わくは神の祝福が

皆 さんの上 にあ り，その祝福 を愛する人に分
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かち与えることによ り，皆 さんの愛す る人々

の上に も神の祝福があるように。

兄弟の皆さん，私 は神が生 きておられるこ

とを知っている。そして私はこの証 を何度 と

な く述べ ることができることを大 きな喜びと

している。世の贈い主 キリス トは私たちの主

であり， この末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

は キリス トを頭にいただ く主の教会である。

私はこの証 を，私の愛 と祝福 と願 いを込めて，

主イエス ・キリス トのみ名により申し上げる。

アー メン。

カ ミラ ・Ｅ ・キ ンボ ー ル姉 妹 （左 ）
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１０月 ７日 （日）午前の部 にお ける説教

予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミスの貢献

福音の教えは麗しい。それは平和と善意の教え，世に平和をもたらすものて

ある

第一 副 管 長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

止』 ノルウェーの国で，幼い２人の息子 を抱
曰 えた年若

い未亡人が， １足の靴 を靴屋に

修理に出した。靴が直って戻 って来る と， そ

の母親は両方の靴に １枚ずつ，宗教のことが

書かれたち らしが突っ込んであるの を見つけ

た。それか ら間 もなく， ちらしに興味 を覚 え

た彼女は，古靴 を入れた包み を手に，３０分か

かる靴屋の店 まで出向いた。

彼女は靴屋 に修理 を頼んだあ と， ドアの掛

けがねに手 をかけたまま，ちらしのこ とを尋

ねたい と思いなが ら言いだす勇気 もな しにち

ゅうち ょしていた。すると立 ち止まった彼女

に，靴屋が話 しかけた。「お子さんの靴の底な

どよ りもっと価値があるものを差 し上げまし

ょうと，私が申し上げたら， さぞか しびっく

りなさることでしょうね。」

「子供の靴の底よ りもっとよい ものって，

何でしょうか しら。なぞなぞですか」 と彼女

は答えた。

靴屋は間髪を入れず話し出した。「ただ耳 を

貸 して さえ下されば，神の子供たちのための

主のまこ との救 いの計画をお教 えしますよ。

この世で幸福を見つける方法 も，来世で永遠

の喜 びを得 る方法 もお教えできます。あなた

が どこか らい らっしゃって，なぜ今この世に

いらっしゃるのか，死んだあとはどうなるの

か もわか ります。今 まで御存 じない， この地

上の子供たちに対す る神の愛についてもお教

えできます。」

その言葉は，ちょうど１年前に夫のジョン・

ア ンダーセン ・ウイッツオー を不慮の死で失

っていた，アンナ ・ウイッツオーの胸に強 く

響いた。長男のジョン ・アン ドリアスは ６歳，

次男のオズボーンはわずか ２カ月であった。

葬儀 の席上，年若 い未亡 人 と長男は， 人の

世 よりも幸せな場所で将来再会できるとい う

望み もなく，『あなたは， ち りだか ら，ち り

に帰る』 という教会の葬儀の冷酷な言葉 を聞

きながら，開いた墓穴の傍 らに立 ち続けてい

た。

以来，アンナの日々は孤独で， 自分の宗教

では満たされない数々の霊的な疑問が湧いて

いた。彼女はその靴屋に簡単な質問 をした。

「あなたは どうい うお方ですか
。」靴屋は，

「キ リス ト教会の信者です。モルモ ン教徒 と

呼ばれています。私共は神様の真理 を知って

います」 と答えた。

修理 の済んだ靴が返 されて来るたびに，決

まって新 しいちらしが入れてあった。そこで

アンナの好奇心は募 り，彼女はやがてモルモ

ン教徒の集会に出てみ ることにした。アンナ・

ウイッツオーは知性に富んだ女性であった。

聖書 を学んでお り，長老たちを言い負かそ う

としたこともたびたびであった。 しか し，そ

のいずれも徒労に終わった。彼女は教義で疑

問に思った点をとことん議論 したが，ついに

意に反 して， しか し祈 りによって， 自分が永
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遠の真理 を目の前に していることを信 じるに

至ったのである。

「福音 を初めて聞いてか ら２年あま りたつ
，

１８８１年 ４月１日に，彼女はようや くバプテス

マ を受け，教会に入った。……フィヨル ドの

岸辺はまだ薄氷が張ってお り，その氷 を割 っ

てバプテスマ を受けなければならなか った。

水は凍 るように冷 たかったが，彼女は後 日生

涯 を終えるまで， トロンヘ イムのフ ィヨル ド

でバプテスマの水か ら上がった時ほ ど温か く

気持ち良かったことはない と語っている。胸

の中に消えることのない炎が燃えていたか ら

である。」

これは，アンナの長男で後に末 日聖徒 イエ

ス・キリスト教会の十二使徒評議員会会員 とな

ったジョン・Ａ・ウイッツオー長老の “加 漉６

００ｓρ６１Ｎθ’”（「福音の網あ中に」）という著書

か らの抜粋である。

１８３０年以来， これときわめて似 た出来事が，

世 界各地の人々の生活にどれほ ど繰 り返 され

てきたことか。

農家の少年ジョセブ ・ス ミスに天 よりの現

われがあり，それに一連の出来事が続いた１８３０

年 ４月 ６日のことである。神の指示に従い，

わずか６人を発起人 として，末 日聖徒イエス・

キリス ト教会が正式に組織 された。教会の設

立に関連 して幾つか事柄を済ませ た後，彼 ら

は川へ行 き，そこで幾人かの人々がバプテス

マを受け，教会員に確認された。

１９８０年 ４月に教会は設立 １５０周年 を迎 える

が，その時は教会員数が ４３０万を越す と思わ

れる。私はこのような発展 をもた らした 「不

思議な驚 くべ きわざ」（イザヤ２９：１４）を静か

に考える時，神に栄光 を帰 し， またこの回復

の予言者 ジョセブ ・ス ミスと，神の指示の下

この教会 を導いてきた神 の聖なる予言者たち

全員に賛辞を呈したい気持ちに駆 られる。

ジョセブ ・ス ミスの若い頃を簡単に振 り返

ってみよう。彼は１８０５年１２月２３日にバーモン

ト州ウィンザー郡 シャロンで， ジョセブ ・ス

ミス ・シニア とルーシー ・マ ック ・ス ミスの

７０

息子 として生 まれた。ス ミス家は１８１６年，ニ

ューヨー ク州パルマ イラへ転居 し，間もな く

近 くのマンチェスターに移った。ジョセブが

宗教復興運動に心を寄せ，ある日ヤ コブの手

紙の次の聖句 を読んだのは， このマ ンチ ェス

ターにおいてであった。

「あなたカ
、ごたの うち，知恵に不足 している

者があれば，その人は， とがめ もせずに惜 し

みな くすべての人に与える神に願い求め るが

よい。そうすれば，与えられ るで あろ う。」

（ヤコブ １ ：５）

この聖句は霊的に感 じやすい少年に多大の

影響を与えた。彼は聖句の意味 を深 く思い巡

らし，数ある教会の中でどれが真実か判断す

るには神の助けが必要なことを知 って，森に

入 り，初めて声に出して祈 りを捧げた。 ジョ

セブが証の中でかな り写実的に述べているよ

うに，頭上の光の柱の中にふたりの御方が現

われ，御一方が傍 らの御方 を指 して，「こはわ

が愛子 なり，彼に聞け」（ジョセブ・ス ミス２

：１７）・と言われた。

そこでジョセブは胸に抱いていた疑問を主

に告げたところ，既存の どの教会にも加わっ

てはならないと答えを受け，その理由 も教え

られた。 しか しその後 ，ジョセブは， 自分の

見た示現の話 を人々にすると，人々か ら示現

や啓示などあるはずはない，そのようなもの

は使徒 の時代 で終わっていると言って嘲 られ，

罵られたのであった。

ジョセブは以後 ３年間平凡な日常生活を続

けたが，その間，示現の話 をしたことで非常

な迫害を受けた。しか し１８２３年 ９月に， モロ

ナイという名の天使の訪れ を受け，神がジョ

セブにさせたいと思ってお られる仕事がある

ことを告げられた。

その天使は，近 くの丘に隠されている金版

の書の話 をした。金版には，アメリカ大陸の

先住民の記事 と，救い主が昔の民に語 られた

永遠の福音がそのまま載っていた。ジョセブ

は，以後 ４年間，金版が埋め られている場所

を毎年訪れるように という指示 を受けた。そ



こで彼はその指示に従 い，毎年 そこへ行 くた

びに天使モロナイに会 って教 えを受け，将来

金版 を受け取 って翻訳す るための用意をした

のであった。

もし皆 さんの中にモルモン経の起源につい

て御存 じない方がお られた ら，ぜ ひ話をお聞

きいただきたいと思 う。モルモン経 を読んで

いただ きたい。 この本の最後の章 にはこう約

束されている。

「またこの記録を受ける時
，それが真実な

ものか どうかをキリス トの御名によって永遠

の父なる神に問 え。もし誠心誠意でその上キ

リス トを信 じなが ら問 うならば，神は聖霊の

力によってこの記録が確 なものであるこ とを

あなたたちに示 した もうにちがいない。

そして聖霊の力によって一切の事の真実で

あるか どうかがあなたたちに解 る。」（モロナ

イ１０：４－ ５）

ジョセブ ・ス ミスは神の予言者であ り，モ

ルモン経は真実の書物 で，聖書 と相並び， イ

エス ・キリス トの神性 を新 たに証する証入，

アメリカ大陸の先住民にキ リス トが どう接 し

られたかの記録であることを，毎年何千何万

という改宗者に証す るのは， この力である。

よろ しければ， イエス ・キ リス ト教会の信

仰篤い熱心な教会員たちの胸に強い証が燃え

るそのわけを，一緒にお考えいただ きたい。

まことの教会を求めていながら，様々な教派

の聖職者か らそれぞれ対立す る教 えを聞いて

迷 う１４歳の少年のこ とを想像 してみていただ

きたい。示現を見た とい う事実 を否定できな

いために，あ らゆる迫害に遭 いながらひ とり

耐 え抜いた少年の強さに，ただただ驚嘆する

ばか りである。

ジョセブ ・ス ミス 自身， こう記録 している。

「あの時以来私は
，パ ウロがアグリッパ王の

面前に於て弁明 し，彼が先に光 を見声 を聞い

た示現の顛末 を語 った際， なお彼の言を信 じ

た者がほ とん どな く， ある者はかれは偽 りを

語ると言い，他の者はかれは狂え りと言 った，

そしてかれが嘲 り笑われ悪口雑言 を受けたそ

の時 と自分は大へん似た心境であった と思っ

ている。 しか しながらすべ てこれ らの反対 も，

パ ウロが示現 を得たと言う現実を打ち破 らな

か った。パウロは，先に示現 を受けた。彼は

これ を受けたと言 う事実 を身を以て知った。

そして天下のあらゆる迫害 もこれを変えるこ

とができなか った。人がかれを死ぬまで迫害

しようとも彼は知っていた。彼は最後の一息

まで，彼が光 を見，彼に呼びかける声 を聞い

たこの二つの事実 を知 っているであろう。事

実，全世界 も彼の考えを変 え信ずるところを

変えさせ ることはできなか った。」（ジョ・セブ・

ス ミス２ ：２４）

金版 を受け取って， それを保管し，翻訳す

るという重大な責任を認識した彼は，さぞか

し心が重かったにちがいない。正式な教育 を

ほ とん ど受けていないジョセブ ・ス ミスにと

って，外国語の翻訳は途方もない仕事であっ

た。 しか し，主が彼 と共におられ，道は開か

れ，必要な筆記者や出版者や資金が用意 され

たのである。

１８４３年 ９月４日付の 「ニュー ヨーク・サン」

紙で記者はこう述べている。

「このジ ョー ・ス ミス氏は非凡な人物 で，

カーライル氏に言わせれば，予言者的英雄 と

でもみなされ る人である。ス ミス氏は当代の

偉人のひとりであり，将来，社会に大きく影

響 した人物 として何らかの形で称 されること

だろう。」（Ｈ魏ｏη げ 魏θＣ勧 名腕 「教会歴史」

６ ：３）

ジ ョン ・ヘ ンリー ・エバ ンズ著の ソＯＳ６帥

Ｓ挽∫醜，・４η∠４耀 万０αη１）塑帥 θ’”（「アメリカの

予言者， ジョセブ ・ス ミス」）という本にはこ

う書かれている。「この人はイリノイ州最大の

町の市長 であ り，州で最高の著名人，北軍を

除 く国家最大の精鋭軍隊の司令官，数多 くの

町の創設者，大学の創立者…… となった。

彼は，過去百年 間，大勢の文学批評家の詮

議 をはねのけ，現在では聖書以外で最 も広 く

読 まれている書物 （モルモン経）を書いた。

また，組織化の時代の幕開けに，近代世界で
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最 も完全に近い社会機構 を設け，完全 さと一

致の点で，歴史上かつてない見事な宗教上の 、

教 えを発展させ た。さらに，、人の心か ら種々

の恐れの種，すなわち病気，老齢，失業，貧

困による欠乏の恐れ を取 り去 る経済機構 を打

ち立てた。」（ｐ．４）

予言者ジョセブ ・ス ミスの貢献は，世に対

してどれほどの大 きな意義が あるのだろうか。

その幾つか を考 えてみよう。最 も重要である

と思われるのは，神会についての概念である。

新約聖書には，御父 と御子 と聖霊が別個の存

在であることがはっき り述べ られているが，

キ リス ト教 界には， それを受 け入れず，私た

ちが姿かたちを似せ て造られたという姿ある

神を信 じようとしない人々が 多い。御父 と御

子はジョセブ ・ス ミスに親 しく姿 を顕わし，

その姿と存在を明 らかにされた。少年 ジョセ

ブは，森を後に した時，神が人間のような姿

であるという事実 を知 っていたのである。神

は語 られる。神は思いや りに満ちて情け深 く，

祈 りに答えられる。神は，ジョセブを名指 し

て呼ばれた感情，感覚，体 をお持 ちの御方で

ある。御子 も神 と同様に個有の御方であ り，

神 と人間の間の仲保者である。

森におけるその出来事は，啓示は止んだ，

神はもはや人 と交わ りたまわない とい う考え

方 を真っ向か ら否定 した。旧新約聖書には，

絶えざる啓示の必要 なこ とが繰 り返 し述べ ら

れている。アモスの言葉について考えていた

だきたい。

「まことに主なる神はそのしもべである預

言者にその隠れた事 を示 さないでは，何事 を

もなされない。」（アモス ３ ：７）

ジョセブ ・ス ミスは啓示 を受けてか ら，以

前に理解できなかった聖書の数々の真理 を権

威をもって人々に教 えた。そのうちの幾つか

を挙げてみよう。私たちは神の霊の子供 であ

る。私たちは前世に住んでいた。そして，試

しを受けるためにこの世へ来た。この世 で忠

実であれば，神のみ もとに戻ってそこで永遠

に暮らし，永遠の進歩を続けて神のような者
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となることができる。以上が教 えの一部であ

る。

父なる神 と子なる人間に関するもうひとっ

の教 えは，サ タンという悪魔の存在である。

サ タンは実在 し，出来る限 り多くの人間 を神

か ら引き離して， 自分の虜にしようと躍起に

なっている。

ジョセブ ・スミスは自由意志の教義，すな

わち私 たちは善 を選ぶの も悪を選ぶの も自由

である，ただしその結果 として祝福か罰を受

けるという教義 を教えた。 コリン ト人への第

二の手紙にはこう書かれている。

「なぜ なら
，わたしたちは皆，キ リス トの

さばきの座の前にあらわれ，善であれ悪 であ

れ， 自分の行 ったことに応 じて，それぞれ報

いを受けねばならないか らである。」（ＩＩコ リ

ン ト５：１０）

ジ ョセブ ・ス ミスは，人間が神のみ名によ

って事 を行な うには神か ら権威をいただか な

ければな らないという，新 しい神権 の概念を

世に示 した。彼は啓示を受けて，その神権の

役職 と義務 を執事か ら大祭司に至 るまですべ

て明確に定めた。それは教義 と聖約第 １０７章

に詳 しく記されてお り，１４４年後の現在 もそ

れに基づいて教会諸事の組織，運営が行なわ

れている。

なお，この教会が昔イエス ・キ リス ト御 自

身の立てたもうた教会 と同一の組織 と，役職

を持つ イエス ・キ・リス トの教会であることも

示 されている。

ジョセブ ・ス ミスは啓示 を受け，人の体は

霊の幕屋であるとい う新 しい概念を教えた。

人の体は汚 してはならない神聖なものである。

故意の冒漬は神への敵対行為 であ り， したが

って体 を大切に扱 うことは霊的な意義を持つ。

私 たちが体を霊のふさわ しい住 まいにす る手

だてとして，心身に大 きな祝福 をもた らす知

恵の言葉 という啓示が ジョセブ ・ス ミスに与

えられた。

予言者 ジョセブ ・ス ミスは，死者の救 いに

ついて も教えたが，この教 えは新約聖書の中



で教えられていなが ら，使徒の時代以来理解

も実行 もされていなかった。またこの教義 に

伴 って，家族の永遠性 と今 も永世に も有効 な

日の光栄の結婚の原則が教えられた。

神 とイエス ・キ リス トが現に生 きてお られ

ること， キリス トは聖書や近代の聖典 に描か

れている通 り真実実在の御方 であ り，十字架

上の死 と復活の前にも後に も民の間で教 え，

幼 児や病人 を祝福 されたこと，村か ら町へ旅

しながら民のために心 を砕いておられたこと，

これ らのことを知れば，満たされた気持 ちと

安堵感が晴れ晴れ と胸に広がる。キ リス トは

作 り話の主人公であるとカ・，大哲学者である

とか言って，文字通 り神の御子であることを

否定する人がいるのは一体なぜであろうか。

キリス トを信 じる信仰は私 たちの救 いに不

可欠であ り， この世におけるキリス トの使命

は私たちに何 をなすべ きかを教えて下 さるこ

とであった。主は繰 り返 し，「悔い改めてバ プ

テスマを受 けよ」 と言われた。 しか も自らバ

プテスマの ヨハネか ら水に沈め られるバプテ

スマを受けて模範 を示 された。その時，主は

このように言っておられる。「今は受けさせて

もらいたい。このように，すべての正 しいこ

とを成就するのは，われわれにふさわしいこ

とである。」（マ タイ３ ：１５）

そして，主が弟子たちに与 えられた最後の

教えはこの言葉であった。

「それゆえに
， あなたがたは行 って，すべ

ての国民を弟子 として，父 と子 と聖霊 との名

によって，彼らにバプテスマを施 し，

あなたがたに命 じておいたいっさいの こと

を守 るよう教 えよ。見よ，わたしは世の終 り

まで， いつ もあなたが たと共 にい るので あ

る。」（マタイ２８：１９－２０）

救いの儀 式はすべて，神に召 され， しか も

福音 を説き， その儀式を執行す る権威を持 っ

た者か ら任命された人のみが執行 できること

を，主は明 らかにされた。 また， 旧新約聖書

の予言者 たちが予言しているように，背教 と

回復のあることも語 ってお られ る。黙示者 ヨ

ハネは次のような重要な言葉 を残 している。

「わたしは
， もうひとりの御使が中空を飛

ぶの を見た。彼は地に住む者，すなわち，あ

らゆる国民，部族，国語，民族に宣べ伝 える

ために，永遠の福音 をたずさえてきて，

大声で言った，『神をおそれ，神に栄光 を帰

せ よ。神のさばきの時がきたからである。天

と地 と海 と水の源 とを造られたかたを，伏 し

拝め』。」（黙示１４：６－ ７）

今朝，私の話を聴 くすべての方々に証 申し

上げたい。この御使 いは確かに訪れた。そし

て，永遠の福音は回復され，イエス ・キ リス

トの教会は儀 式を執行す る権威 と共に地上に

再建 されたのである。

神 のみ名に よって事をなし，福音の諸儀式

を執行す るために人に委任される神の力，す

なわち神権は，古代の使徒ペテロ，ヤ コブ，

ヨハネか らジョセブ ・ス ミスとオリヴァ ・カ

ウ ドリに授け られた。天は，ペテロやヤコブ，

ヨハネ，パウロなど，昔の使徒 の時代 と同様

に今 も開かれている。

神は今なお義人の祈 りに答え，予言者 を通

じてイエス ・キ リス トの教会にみこころを啓

示 して下さっている。アダムや， ノア，アブ

ラハム，モーセがそれぞれの神権時代の予言

者 として神 に選ばれたように，この末の時代

にジョセブ ・ス ミスが選ばれ，神の予言者，

聖見者，啓示 を受ける者として神に召 された

のである。この教会は， あらゆる国民， あら

ゆる血族，あらゆ る国語の民，あらゆる人々

に福音 を宣べ伝 えよとい う神の命令を遂行 し

ている。

現在，２８，０００人を越える宣教師が，キ・リス

トが在世中に教 えられた と同 じ簡潔な真理，

す なわち第一に大切 な次の戒めを教えている。

「心 をつ くし
，精神をつ くし，力をつ くし，思

いをつ くして，主なるあなたの神 を愛せ よ。」

（ル カ１０：２７）

私たちは，福音の第一原則 と儀式 とは 「第

１． 主イエス ・キ リス トを信ずる信仰，第２．

悔改め，第 ３． 罪の赦 しを受 くるために水に
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沈め らるるバプテスマ，第 ４．聖霊の賜 を授

かるための按手礼」（信仰箇条第 ４条）である

と教えられている。

私たちは，神か現在 も地上の人間に語 られ

ること，この教会か神 の予言者スペ ンサー ・

Ｗ ・キ・ンボールという主の代弁者 によって導

かれていることを信 じている。福音の教 えは

麗 しい。それは平和 と善意の教 え，世 に平和

をもたらす唯一の ものであ り，受け入れるす

べての人に救い と昇栄 を与えるものである。

この証か，真理 を求めるすべての方々に届

くことを祈 りなか ら，イエス ・キ リス トのみ

名によ りお話 申し上ける。アー メン。

十 二 使 徒 評 議 員会 会 員 マ ー ク ・Ｅ ・ピー タ ー セ ン長 老 （左 ）とハ ワ ー ド・Ｗ ・ハ ン タ ー 長 老
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モルモ ニスム

モルモニズムと呼ばれるもの は，まさ’にこの世を天国に，人を神にする律法

と真理の制度である

十 二使 徒 評 議 員 会会 員

ブ ル ー ス ・Ｒ ・マ ッ コ ン キ ー

私 は ・ た だ い ま Ｎ ’エ ル ドン ’タ ナ ー 畠【」管
長が熱意 を込めて雄弁に証 された事柄の，

２番 目の証 人としてお話 したい。私たちには

広 く世の人々に申し上げたい言葉がある。特

にイ可か新 しい教 えを聞 きたい，別の見方 を知

りたい，宗教界最大の不思議 モルモニ ズム

の奥義 を解明 したい と関心 をお持 ちの方々に

お話 したいと思 う。

私たちは特異な民である。他の人々 と異な

るユニー クな信徒 である。私たちは，各国に

集合してシオンを築 き， 人の子の再臨に民を

備えさせ る至高者の聖徒である。

私 たちはモルモン教徒 と呼ばれている。多

くの人々は私 たちを風変わ りな宗派 とみなし，

ひ と時代前にはや った 「妄想，偽予言者，一

夫 多妻」，あるいは現在一部の人が言うような

「人種差別主義者
，女性の敵，亭主関 白」，あ

るいは 「アダム崇拝， キリス トと主の恵み を

否定する民」 という間違った呼び方をしてい

る。ち ょっとした誤解の言葉が，本来ならば

私 たちが どうい う者で， どういうこ とを信 じ

ているか を正 しく知るはずの人々の問に，偏

見の種 を播いている。

心の狭い人間のこのような非難の声や，この

教会の急速な発展 と感化力の増大をねたんで

の利己的な主張，承服しがたい社会的，政治的

意見は， この業その ものが真実であ り，神の

み業であることの今ひ とつの証拠であると思

われ る。悪魔は死んではいない。かつて 「十

字架につけよ，彼を十字架 につけ よ」 と叫ん

だように，今 この時代に， キ リス トの民に対

して再 び叫び声を発 しているのである。

この啓蒙 と対話の時代に，私 たちが何者で

あ り，何 を信 じ， どうしてこの教会の業がか

くも目覚 ましく進展 しているのか を語ること

は，決 して大それた要求ではないと思 う。

私たちは特異な民 と呼ばれることを光栄に

感 じている。他の人々と違 っているというこ

とは，私たちの願 うところである。なぜなら

ば，私たちはすでに世 を捨ててお り，神に従

って生活 し，真理 と徳の道 を歩む と誓約 して

いるか らである。

ペ テロは当時の まことの信者たちについて，

次のように明言した。「あなたがたは，選ばれ

た種族，王国の神権者，聖なる国民，特異な

民である。それによって，暗やみか ら驚 くべ

きみ光に招 き入れて下 さったかたのみわざを，

あなたがたが語 り伝 えるためである。」（欽定

訳 １ペテロ２：９より和訳 ）その同 じ言葉が私

たちにつ いて言われ ることは，私たちの望む

ところである。

そこで私たちは，隣人であるキ リス ト教徒

であると，非 キリス ト教徒，ユダヤ人，異邦

人であるとを問わず，すべ ての方々の見解 と

関心 を十分に考慮しなが ら，私 たちの信 じて

いること，真実である と知 っていることを幾

つか御紹介 したい。
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私たちの生 き方，胸に満 ちる安堵感 と喜び，

来世に託す栄光 と栄誉の望み，これ らすべて

は当教会の教義， 当教会の神学，私たちに啓

示 された真理か ら生 じたものである。私たち

がより良い生 き方 をすれば，誠実 な人々は必

ずや，私たちの信 じているもの と，それが人

をどのように変え， どのように高め るか を知

りたいと思 うであろう。

私たちは厳粛に申し上げたい。

天には神がお られる。栄光 に満ちた御方，

聖なる人，全知全能 で，無限にして永遠 なる

御方がおいでになる。

神は至高者であ り，永遠 な る絶 対者創 造

主，数限 りない世界に人を住まわせておられ

る御方である。神は私たちの天の御 父であ り，

家族 として暮 らしておられる。

私たちは神の霊の子供である。私 たちは皆

地の基が据えられ る以前は神のみ前に住み，

神のみ顔 を拝 し，み声 を聞き，みこころを感

じていた。

神は，子供 たちが進歩成長 して御 自身のよ

うになることができるように，数々の律法を

制定された。これらの律法が救いの計画であ

り，真の福音である。

その栄えある福音では，人が肉体 を得て，

信仰により歩みなが ら試 しを受ける場 として，

この地球の創造が必要 とされた。また，肉体

の死 と霊の死を世 に もたらし，全人類に及ぼ

すため，アダムの堕落が必要 とされた。さら

に，限 りない永遠の貝費罪，すなわち肉におけ

る神の独 り子が人を堕ちた状態か ら引 き上げ

る贈罪が必要 とされた。

御父の長子，主 イエス ・キリス トが この尊

い務めのために選ばれたのである。そして主

は，時の絶頂にマ リヤか ら生 まれ，世の人々

の罪のために十字架上で死 なれた。

こうして今救いはキ リス トの うちにある。

主の愛 と恵みと， また主が貝費いの犠牲 となら

れたことで，救いが与 えられ るようになった

のである。主は 「人に不死不滅 と永遠の生命

とをもたらす」（モーセ１：３９）ために来 られ
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たのである。

主は私 たちの救い主，瞭い主である。その

使命は仲裁 と和解であ り，主は貝費いの大いな

る永遠の計画 を実現 されたのである。キ リス

トのゆえに私たちは罪なしとされ，清め られ，

永遠 の救いを得 られる。イエス ・キ リス トは

私たちの神 であ り，私たちはキ リス トの民で

ある。そ して私たちは主の聖 なるみ名 を永遠

に讃め歌 うのである。

私たちが主の瞭いを有効 とし， 自らキ リス

トの血に よる聖め を受けるには，キ リヌ、トを

信 じ，御父を信 じて， 自分の罪を悔 い改め，

次に生涯御父と御子 を愛 し，仕 える旨をバプ

テスマの水に入って誓約 し，その後聖霊 の賜

を受けなければならない。

そうすれば，私 たちはその聖 なる訓戒者に

導かれて，光の中を歩み，戒めを守 り，世に

打ち勝つ ことができるにちがいない。これが，

あ らゆ る時代 の人々に及ぶ救いの計画 である。

堕ちた人間が主の前に恐れおののいて自分の

救いの達成に努めることができるように，様

様な時代 に啓示 された救 いの計画である （ピ

リピ２：１２参照）。

そ して今，聞きたまえ，諸天 よ，聞きた ま

え，地 よ。大いなる神， 人類の御 父，すべて

の子供たちを愛してお られ，悔い改め と救い

の道を歩むように告 げた もう天上の大いなる

神は，かつて約束 された万物の回復にすでに

着手 しておられる。’

主は語 っておられる。神のみ声は再び発せ

られている。主は姿を現わされる。死すべ き

人間が もう一度造 り主のみ顔 を仰 ぐ。主は命

じておられる。真理の言葉，御子の福音は新

たに出で行 くのである。

先の神権時代に御父がキ リス トに託 して御

自身を世に示 されたように，今の時代に御子

は神の声 とな り証 人となり，啓示者 となって

お られる。

御父は １８２０年の春に，「こはわが愛子な り，

彼に聞け」 と仰せ られた。この瞬間か ら，神

のみ声が聖徒 たちの受け入れるまま，規則に



規則を加え，戒めに戒めを加 えて下 されてい

る。

モルモン経は，神の賜 と力により啓示 され，

翻訳され，世に出版されている。聖書の真理

が再確認 され，新 しい啓示が下 され，地の基

が据えられて以来ほ とん ど知 らされずにいた

数々の事柄が明らかにされている。

天使 も訪れて， この世 の人間に鍵 と力 と神

権ｉを授けた。

バプテスマのヨハネはアロン神権 を， その

鍵 と力のすべて と共に授けた。ペテロ， ヨハ

ネ，ヤ コブが メルケゼデ ク神権 と，聖なる使

徒職，王国の鍵，すべての造 られたものに福

音 を宣べ伝 える神聖 な権限を世に再び もた ら

した。

モーセが来て， イスラエルの２度 目の集合

を命 じた。エライジャは，天において も地に

おいても結ぶことができ， また解 くこともで

きる結び固めの力 を授けた。

こうして，福音が完全に回復 され，そして

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会が完全に整え

られ，地上に神の王国が確立され， 月のよう

に美 しく，太陽の ように輝 き，旗 を立てた軍

勢のように （雅歌 ６ ：１０参照）進み始めたの

である。

この聖 なる福音は，生け る者 と死せ る者の

救いのためにある。生者 と共に死者 もかの永

遠の世界で信 じ，従 う時に，救いの継承者 と

なる。そのため私たちには， その目的で建 て

られた聖 なる神殿で彼 らのために救いの儀式

を執行する特権が与 えられているのである。

福音の力により，私たちはかつてモーセが

行なったように，今 イスラエル を集めている。

何十万年 もの改宗者が，聖徒 と共に約束の地

に入るため，世間 とい うエジプ トにすべてを

捨てて集合 しているのである。

この末 日聖徒イエス ・キリス ト教会で，私

たちは昔の人々が享受 した と同 じ賜 を与えて

下さる奇跡の神 を礼拝 している。誇るのでは

ないが，忠実 な民の中で， 目に見えない人々

の目が見 えるようにな り，耳の聞こえない人

人の耳が聞こえるようにな り，足の不具な人

が歩 き，死者が生 き返っている。

私たちには，イエスの時代にこの地上の王

国を治めた同じ組織がある。使徒 と予言者が，

昔の ように現在 も語 り，導きと教 えを施 して

いる。

私たちの間では，女性 と家族が他のいかな

る組織におけ るよ りも重ん じられている。教

会 では母親や妻，娘たちは大 きな敬意 を受け，

責任ある働 きをし，生来の才能を世のいかな

る女性 にもまさって豊かに伸ば している。

この福音の目的は，実に，主にあってひと

つに結ばれた男女に永遠の家族を得 させ るこ

とである。 日の光栄の結婚 は，この世で知る

こ とのできる最大の喜 びと幸福を得，来るべ

き世では永遠の生命 を受けるために私たちを

備 えるものである。

多 くの人々がすでに語 っていることである

が， もう一度 申し上げたい。モルモニズム と

呼ばれるものは， まさにこの世 を天国に，人

を神にす る律法 と真理の制度である。

では，モルモニズムの奥義 とは，不思議 と

は何であろ うか。 この栄えある福音，この生

命 と救 いの完全な計画，奥義の中の奥義，こ

のモルモニズムは，天の永遠の真理である。

それは純粋なダイヤモンドにも似た真理で

ある。子供 たちに語る神のみ声である。啓示

であ り，み使いであ り，示現であり，みたま

の賜である。悔 いる魂に証 を述べる聖霊であ

る。そしてそれは，神 とキ リス トのお られる

所に行 き，天で共に永遠に住まうため，従順

な人々を清め，聖別す るあの聖霊である。

世 人の心には不思議 とも移ろうが， しか し

それは，みた まにより生 まれて神の王国を見

るこ とのできる者には，平易，簡潔，明瞭で

ある。

最後に予言の声 を聞 こう。

私 たちは予言する。皆さんが聴 いてお られ

るのは私の声であるが， これは全教会幹部の

一致 した声である
。私たちは， この大いなる

末 日の業がやがて勝利 を収めること，また大

７７



いなる神が民の行 く手 を導きた もうというこ

とを予言する。現在地上に建て られている神

の王国は，天の王国の来 るまで，すなわち主

イエス ・キリス トが栄光の中に末 日聖徒の間

で世 を治めるため天の雲に包まれて再 び下 り

たもう時まで，世 に広まるであろ う。

私たちは心あるすべての方々に，神 の愛に

あずか り， この世 では平和 を，来るべ き世 で

は永遠の生命を受け継 ぐように とお勧めする

次第である。

主イエス ・キ リス トのみ名に より，申し上

げる。アーメン。

十二使 徒評議員会会 員デ ビッ ド ・Ｂ ・ヘ イ ト長 老
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天父への祈 り

悔い改めと告白，真心からの祈りによって自分の罪や弱点を取

り去る必要がある

七十 人 第 一 定 員 会会 員

バ ー ナ ー ド ・Ｐ ・ブ ロ ッ ク バ ン ク

人 間が創 り出した宗教や教義では・神の子
に救いをもたらす ことはで きない。主は

聖書の中で，神の道は人や この地上で もた ら

されるものではない と告げておられる。「わが

思いは， あなたがたの思いとは異な り，わが

道は，あなたがたの道 とは異なっている と主

は言われる。

天が地 よ りも高いように， わが道は，あな

たがたの道 よりも高 く，わが思いは，あなた

がたの思いよりも高 い。」（イザヤ５５：８－９）

神の思い，神の道は，人がこの世で受ける

ことのできる最高の機会 と祝福 を与 える。

主は次の ように言って， 人に人生最大の 目

標のひとつ を示された。「永遠の命 とは，唯一

の，まことの神でいますあなた と， また，あ

なたがつかわされたイエス ・キ リス トとを知

ることであ ります。」（ヨハ ネ１７：３）

また，次のように も命 じておられる。これ

はキ リス ト教徒 なら，だれもが知 っている戒

めである。「心 をつ くし，精神 をつ くし，思 い

をつ くして，主なるあなたの神 を愛せ よ。」

（マタイ２２：３７）神 を知 り，神 を愛す るこ と

は神聖な祝福である。そして，神 とイエヌ、・

キ リス トを知 るひとつの方法が，真心か らの

祈 りである。

主は命 じてお られる。「絶 えず祈れ。さらば，

われ汝にわが 『みたま』を注がん。さらば汝

の恩恵は大いなるべ し。すなわちその恩恵は，

もし汝この世の宝と朽つるもの まで得た りと

す ともそれ より大いならん。」（教義 と聖約１９

：３８）

聖書にはこう記 されている。「絶えず祈 りな

さい。

すべての事につ いて，感謝 しなさい。これ

が， キリス ト・イエスにあって，神があなた

がたに求めてお られることである。」（１テサ

ロニケ ５ ＝１７ １８）

神に祈 るこ とによって，私たちはこの世の

邪悪 とサ タンの悪影響に打 ち勝つ力 を得るこ

とがで きる。主 は言われた。「勝利者たらん

ことを常に祈 るべ し。誠にサタンに打ち勝つ

様に祈れ， また現 にサタンの仕事 に力を与 う

るサ タンの僕 らの手よ り免れんことを祈るべ

し。」（教義 と聖約１０：５）

神への祈 りは神聖な祝福である。救い主は，

私たちがよ く知っている 「主の祈 り」の中で，

祈 りの方法についても教えられた。主はこう

祈 られた。「天にいますわれらの父 よ，御名が

あがめ られ ます ように。

御国がきます ように。みこころが天に行わ

れる とお り，地に も行われますように。

わたしたちの 日ごとの食物 を， きょうもお

与え ください。

わたしたちに負債のある者 をゆるしました

ように，わたしたちの負債 をもおゆるしくだ

さい。

わたしたちを試みに会わせないで，悪 しき
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者か らお救い ください。王国と力 と栄光は，

永遠にあなたの ものだか らです。」アーメン。

（欽定訳マ タイ６ ：９－１３より和訳 ）

私たちは敬いの気持ちをもって天父に祈 ら

なければならない。み国が来るように祈 るこ

とにより，地上に神の王国 を建てるために全

力 を尽 くすことを決心するのである。神のみ

こころが天に行 なわれ ると同 じように地 にも

行なわれます ように と祈 りながら，神のみ こ

ころを行なおうと決心 して努力す るのである。

私たちは 「日ご との食物」 を神に感謝 して，

生活の糧 を得 られるよう助け を願 うべ きであ

る。御父に自分の罪や弱点の赦 しを願 い，悔

い改め，清い方法によって神聖な心身を鍛練

することを決心 し，実行するのである。

私たちは，世の試みに打ち勝ち，悪か ら救

われるよう御父に祈 らなければならない。「王

国 と力 と栄光は，永遠にあなたの ものだか ら

です」 と心か ら祈 る時，私たちは 自分のなす

べ きことをしようと決心す るのである。神の

王国，神の力，神の栄光は，人が大切にすべ

き最も重要な祝福 であ り， 目標 である。

祈ることが大切 なのは，予言者ニーファイ

が次のように教えている通 りである。「自分 た

ちの働 きが 自分の身も霊 も救われるように天

の御父がその働 きを祝福 したもうよう，キ リ

ス トの御名によってまず天の御父に祈 らない

では主の御前にどのような働 きもしてはな ら

ない……」（ＩＩニーファイ３２：９）

意義ある祈 りを捧げるためには，可能 な限

り神の属性 について知 る必要がある。すでに

述べたように，私たちは神 を知 るように命 じ

られている。祈 りは救いに導き，無知はその

目標か ら私たちを遠ざける。

イエス ・キ リス トは，人が悔 い改め，告 白

し，罪を捨てるならばすべて を赦す と約束 し

ておられる。イエ スは悔い改める人々に次の

ような慰めの言葉 を与 えてお られ る。「見 よ，

およそすでにその罪 を悔い改めたる者は赦 さ

れ，主なるわれ もはや これを忘 るべ し。

人罪を悔い改め しや否やは，見よ，彼は自
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らこれを告 白しその罪 を捨つべければ，その

悔い改めたるこ とはこれに よりて知 るを得べ

し。」（教義 と聖約５８：４２－４３）

私たちはこの言葉をしっか りと心に留め，

絶えざる祈 りと従順 と悔い改めによ り心 と体

を神に倣 って清め，高めてゆか なければなら

ない。祈 りは告 白の重要な一部 であ り，人に

対す ると同 じように，神に対 して も告 白しな

ければな らない。

救 い主は，真心か ら祈 る人は次のような答

えと祝福 を受けると約束しておられる。「求め

よ，そうすれば，与えられるであろう。捜せ，

そうすれば，見いだすであろう。門 をたたけ，

そうすれば，あけてもらえるであろう。

すべ て求め る者は得，捜す者は見いだし，

門をたた く者はあけてもらえるか らである。」

（マ タイ ７：７－ ８）

私たちは生活 し，働 き， 目を見開いてよ く

考え，そして常に祈 りと悔 い改め と目的のあ

る生活 を目指 して努力 しなければな らない。

神の予言者は，絶えず次の ように祈れ と勧

めている。「さて私の愛す る兄弟 たち よ。私

はあなたたちが まだ心に考えこんでいるのを

認め， このようなことをあなたたちに戒めな

ければな らないのをまことに悲 しく思 う。あ

なたたちがもし祈 らねばならぬこ とを教 える

『みたま』の言葉に聞 き従 うならば，あなた

たちは祈 らな くてはならないことを覚 るであ

ろう。悪魔 は祈れ と人に教 えず，か えって祈

ってはならない と教える。

しか しごらんよ く言 ってお く。あなたたち

は力を落 さずにいつ も祈 らなくてはならない，

そ して 自分たちの働きが 自分の身 も霊 も救わ

れるように天の御父が その働 きを祝福 したも

うよう， キ・リス トの御名によって まず天の御

父に祈 らないでは主の御前にどの ような働 き

もしてはならない と。」（ＩＩニーファイ３２：８

－ ９）

主の僕 であるイノス，彼については今回の

大会でも１，２度引用 されたが，そのイノスは

真心か らの祈 りの力について語っている。主

要

を

三
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もこのことを強調 したいと思われたことは確

かである。「さて，私は自分の罪を赦されよう

として，一心不乱に神の御前に祈ったこ とに

ついてあなたたちに話 をしよう。

ごらん，私は獣 を狩 ろうとして森へ行 った

が，私の父が永遠の生命 と聖徒の幸福につい

て教 えた言葉 を度々聞いたのが私の心に深 く

しみこんだ。

そこで私は 自分の心が飢えるの を覚えて，

私の造 り主の御前にひざまずき， 自分の身 と

霊のために一心 こめて祈 りかつ願った。私は

本当に一 日中神に祈 り，夜になってもまだ私

の声が天に とどくほ ど大 きな声で祈 った。

すると一つの声が聞えて 『イノスよ，汝の

罪はすでに許されたれば汝は祝福 を受くべ し』

と仰せになった。

私 イノスは神が必ずうそを仰せにならないこ

とを知っていたか ら，私の罪はすでにこれで

取 り消 されたのである。」（イノス ２－ ６）

私 たちは全貝，イノスの ように常に悔 い改

め と告 白，真心か らの祈 りによって自分の罪

と弱点 を取 り去 る必要がある。主は次のよう

に も約束してお られる。「見よ，およそすでに

その罪 を悔い改めたる者は赦 され，主なるわ

れ もはや これを忘 るべ し。

人罪 を悔い改め しや否やは，見よ，彼は 自

らこれ を告 白しその罪 を捨つべければ，その

悔い改めたることはこれによ りて知るを得べ

し。」（教義 と聖約５８：４２－４３）

悔 い改めは心身を清め，よ り高 い完成 と神

の属性に近づ く余地 を与 えて くれる。

ベ ンジャ ミン王は祈 りと悔 い改めについて

民に語った時，神か ら答えを受けるこ とにつ

いて貴重 な助言 を与 えた。「神を信ぜよ，神が

ましますことと，神が天地の間の万物を造 り

た もうたことと，天で も地でも全知全能であ

ることとを信ぜ よ。 また，人間は主の悟 りた

もうことをこ とごとくは悟れないことを信ぜ

よ。

重ねて言 う。お前たちはその罪を悔 い改め

その罪を捨てて神 の前にへ りくだらな くては

ならないことを信 じ，神がお前たちを赦した

もうように真心か ら祈れ。 もしもこれらをみ

な信ずるな らば謹んで実行せ よ。

私はすでに言ったけれども，今一度 これを

お前たちに言お う。お前たちが もしも神の栄

光 を知 り，あるいは神の恵みを知 り，神の愛

を味わい， 自分の心をこれほどまでに喜ばせ

る罪の赦 しを受けているならば，私はお前た

ちが常々神の偉大なことと，……自分に神が

恵み深 く辛抱強 くまします こととを忘れずに

思い起 して低 くへ りくだ り，毎 日毎 日主の御

名によって祈 り，天使の口から示 された将来

のことを確 く信 じて変わらないことを望む。

もしもお前たちの行いが このようであるな

らば，お前たちはいつ も喜び，神の愛に浴 し，

いつ も罪の赦 しを保ち，お前たちを造 りたも

うたお方の栄光， またはすべて正 しく真実で

あることをいよいよ深 く知 るよ うにな る。」

（モーサヤ ４ ：９－１２）

この聖句は，個人の祈 りが必要なことと，

その祈 りの力について数々の約束 を示 してい

る。イエスは人々にこう命 じられた。「汝らは

悪魔に誘いまどわされてそのとりことならぬ

よう， たえず 目を覚 して祈 らざるべか らず。

われが汝らの中に在 りて祈 りし如 く，汝 ら

もまた悔い改めてわが名に よりてバプテスマ

を受けたるわが民，すなわちわが教会の会員

の中に在 りて祈れ。見よ，われは光 なり。わ

れは汝らのためにすでに模範 を示 しぬ。」（ＩＩＩ

ニーファイ１８：１５－１６）

「われ
，まことにまことに汝 らに告 ぐ，汝

らは誘惑に負けざるよう，たえず 目を覚 して

祈 らざるべか らず。そはサ タンが汝らを支配

して麦の ごとくにふるわん と欲すればな り。

されば汝らはわが名によりてたえず御 父に

祈 らざるべか らず。

而 して，汝 らが必ず受 くと信 じて，わが名

によりて御父に乞い求むるものは，その正当

なるものなる限 り，すべて汝らに与えらる。」

（ＩＩＩニーファイ１８：１８－２０）

イエス ・キ リス トは，家族の祈 りを行なう

８１



ように と勧めておられる。「汝 らの妻子が祝福

を受 くるよう，たえずわが名によ りて家族の

祈 りを御父にｉ捧げよ。」（ｍニーファイ１８：２１）

いくら祈って も祈 りす ぎとい うことはない。

祈 りす ぎは私たちの弱点か ら来るものではな

いのである。

両親は，子供に祈 りの価値 と重要性 につい

て教 え， また祈 り方をも教 える神聖 な責任が

ある。多 くの家庭で， この最 も大切 な祈 りが

ないが しろにされつつある。祈 りは神聖 なも

のである。イエスは，「神聖なるものを軽んず

ることなかれ」（教義 と聖約６：１２）と言われ

た。

祈 りによって得 られるもうひ とつの祝福は，

心 と霊 と肉体 に神の愛を感 じることである。

聖典に次のように約束されている。「それであ

るか ら，私の愛する兄弟 らよ，あなたたちは，

神が御子イエス ・キ リス トに真に従 う者たち

に一 人のこらず与えた もうたこの愛で自分 た

ちの胸 を満すためにあ りたけの心 をつ くして

御父に祈れ。これはまた，あなたたちが神 の

子 らとなるためである。神の現われた もう時

には神 をそのあ りのままの姿で見るにちがい

ないから，その時には神 に似た者になること

ができるためであ り， また私たちも神 のよう

に清め られる と言う望みを持たんが ためであ

る。」（モロナイ７ ：４８）

私たちは生け る神，生ける天父の息子，娘

として謙遜な祈 りを捧げ，神の近 くにとどま

るように努めなければならない。 また清い生

活 を送 ることによって神に近 くあ り， この入

生で経験す る神聖な機会や祝福 の中で心に平

安 を見いだせるようにならなければならない。

皆 さんがその ような生活が送れるよう，イエ

ス ・キ リス トのみ名に より祈 るものである。

アーメン。

十 二使 徒 評 議 員 会 会 員 マ ー ク ・Ｅ ・ピー タ ー セ ン長 老 （左 ） と ブ ル ー ス ・Ｒ ・マ ッ コ ン キー 長 老
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変革によってもたらされる進歩

主は御自分の教会の発展が阻害さ’れ，停滞することを望んではおられない。予

言者たちを通して与えられる，絶えざる啓示が主の王国の発展には必要である

十 二 使 徒 評 議員 会 会 員

マ ー ビ ン ・Ｊ ・ア シ ュ トン

立 派な植木が根 を張ることができな くな １）・
枯れ始めた。若い友人がそれを見て， も

っと大 きな植木鉢に植 え替えることに した。

彼は小さい鉢か ら植木をそっと抜 き，根や土

をなるべ くそのままにして大 きな鉢 に移 し替

えた。園芸を始めて間もない彼は， しば らく

その苗を注意深 く観察 した。 しか し案に反し

て植木は一向に生気が よみがえってこないの

である。そこで彼は専門の庭師に相談 して手

を借 りることに した，庭師は手 で鉢 をとると，

す ぐにひっ くり返 し，植木 を引き抜いて土 を

落とし，はびこ り過 ぎている根 をあっさ りと

切 り落 として しまった。それか ら再び鉢に戻

して，周囲に土 を手際 よく詰め込んだ。する

と間 もな く，その植木は生気を取 り戻 して大

き くなったという。

私 たちは人生の土壌 の中に下ろ した自分の

根 を伸ばす ことができずに もがいていること

はないだろうか。自分 をあま り大切に しすぎ

てだれにも土 をい じらせず，根毛 を摘み取ら

せ ていないことはないだろ うか。 そういう状

態の中で，私たちは進歩 を図らなければなら

ない。確かに変わるのは難 しい。変革には波

風が立ちやすいからである。

主は御 自分の教会の発展が阻害 され，停滞

することを望んではおられない。予言者たち

を通 じて与えられる絶えざる啓示が，主の王

国の発展には必要である。

実は，変化そのものほ ど必然で，不変の も

のはないのである。私 たちが見たり，触れた

り，感 じた りするものは絶 えず移 り変わって

いる。友人，夫婦，親子，兄弟の関係などは

どれも生 きて変化する関係である。変化を自

分に良かれとする定項のようなものがあると

す れば， それは天父か ら啓示された永遠の真

理であろう。

私 たちは永遠に現在の自分か ら変わらない

と思う必要はない。変化 を目の敵 と見る傾向

があるが，変化 を受け入れることができずに

さんざん抵抗 したあげ くに， その効能 を思い

知らされるこ とも多い。変化 を注意深 く考慮

してみると， 人生で最 も恵みの多い，意義あ

る経験を生み出すこともできるのである。私

たちが とる変化は，主の 目的とその模範にか

なっていなければならない。

自分の生活の中で変化に直面したな らば，

こう尋ねてみ るとよい。「私はどこを進歩させ

る必要があるのだろうか。私は人生で何 を求

めているのだろうか。 どこへ行 きたい と思っ

ているのだ うか。どうすればそこへたどり着

くことが できるのだろうか。」また変革 を考 え

る時，幾つかの代案を念入りに検討してみるこ

とが，絶対必要 となって くる。神の計画の中

で私 たちはほ とん ど自由に自分の生活を変え

るこ とができると同時に，訪れ る変化にどう

対応するか も各人の自由である。私たちは自

分の自由を放棄する必要 はない。しか し，濃
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霧の中を進むには羅針盤が必要である と同 じ

ように，福音は私 たちが歩む人生の方向 を示

して くれる。

イギリスの小説家 Ｃ・Ｓ・ルイスは，神の子

供たちに寄せ る神の期待について書 いた中で，

変革は ときに苦痛を伴 うことを指摘 している。

「今 自分 自身 を生 きた家にた とえてみ るとす

る。神がその家を建 て直 しに来られる。初め

は神のなさることをなるほ どと眺めている。

雨樋を真 っ直 ぐに直 し，屋根の破れ 目をふさ

いでいる。そうす ることが必要 だと知 ってい

るので，あなたは格別に驚 くこともない。 と

ころが今度は家 を壊すような勢いでめちゃく

ちゃに家を叩き始め る。一体神は何 をしよう

としてお られるのだろうか。神はあなたの考

えていたの とまった く違 う家 を建 てておられ

るのだ。 ここに新 しい建物のそでをつけ，あ

そこに もうひとつ床を増し，や ぐらを築き，

中庭を造 る。あなたは質素な小屋 を造 ろうと

思 っていたのに，神は宮殿 を作 っておられる

のだ。」（Ｃ・Ｓ・ルイス，漉 紹 α 万ｓ’毎η勿 「た

だのキ・リス ト教徒」ｐ．１６０）

確かに変革には苦痛が伴 う。 しか し，進歩

を目にする時，大きな満足 もある。人生は山

あり谷ありの繰 り返 しだが， しば しば谷にい

る時に一番進歩することがある。変化は悔い

改めの実 となる部分である。ある人は変わ ろ

うとしないために悔 い改めができない。

先頃，私はユ タ州立刑務所の礼拝堂の鍬入

れ式に出席 した。式のあ と，モー リス所長が

スコット・マ ジソン州知事 と私のために施設

を案内して下 さった。安全性 を最大限に考慮

した建物が快適で美 しく保てるように，格別

の配慮が払われていることが よくわか った。

所長にだれがそれをしたのか尋ねてみると，

所内からふた りの受刑者が時間を与えられて

環境整備 をしたとの ことであった。私 たちは

そのふたりに会 えないだろうか とお願いした。

所長は施設内に私たちを案内 した。そこに死

刑囚の監房か ら，マーベル氏 とブラウン氏が

や って来た。彼らは何か悪いことでもしたの
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だろうか とけげんな面持 ちの ようであったが。

「おふた りがここと敷地の整備に協力して

下 さったということで，そのこ とに対 して賛

辞 を呈 したいと思 いましたものですから。」私

たちは言った。「花壇や菜園の手入れが行 き届

き， よくで きていますね。 どうもあ りが とう

ございます。」

彼らの表情 に浮かんだ変化は驚 くほどだっ

た。予期 しなかった賛辞 を受け， 自尊心 を呼

びさまされたのであった。石 だらけで，草が

ぼ うぼうとはえていた土地 を美 しい庭に変え

たのは，彼らの努力のたまものである。 しか

し悲 しいことに，それ よりも先に彼 らは人生

の荒地 を豊かな庭に変 えることに失敗 してい

たのである。 しか し， ひとつの分野で も変化

の必要 を知 ることができ， あのように立派な

仕事 をな し遂げられる人々にはまだ希望があ

る。恐ら く，庭 を変えた働 きが彼ら自身の進

歩の引き金 となることであろっ。

ア メリカの心理学者ウィリアム ・ジェーム

ズはこのように語った。「今世代最大の発見は，

心の持ち方 さえ変 え るこ とが で きれば，環

境 も変え得 るということである。」（エマソン・

ロイ ・ウェス ト編， γ髭α１Ｑ％ｏ’擁 ｏηｓ「名 言

録」ｐ．１９）イエス ・キ リス トは様々な経歴 を

背負って生 きる人々に新 しい安全な道 を教え

ることで， 人々が夢想だ にしなか った高 さに

届 く手助けをされた。

多くの人 が，変 えよ うに も変 えられ そう

のない苛酷な境遇の下 に生まれている。その

ような人の例 をここで幾つか御紹介 したい。

最初は，不幸な家庭に生 まれた子供の例で

あ る。家族はその子が ８歳になる前に別の州

に引っ越 した。父親はその時の気分次第で極

端 に厳 しくなった り，甘 くなった りして，彼

をよくぶった。少年は小さい頃か ら，バ スや

駅や安っぽいホテルによく寝泊 りした。１４歳

で家出をし，保護 された。父母 も友 人たちも

彼を信用できない乱暴者，は ぐれ者 として冷

たい 目で見た。

２番目は生 まれつ き虚弱な少年の例である。



子供時代はいつ も病気がちであった。弱 い体

で大きす ぎる頭 を支 えきれないように見える

ほどだった。父親は息子が 「知恵遅れ」 と思

われるのを心配 していたが，息子を公衆の面

前で叩いたこともあった。母親はそれ以前に

３人の子供 を失 くし，すっか り気力を失 い自

分の殼に閉じ込 もっていた。

３番 目は貧 しい家庭に生 まれた青年の例で

ある。彼の家族は経済的な苦 しさのために何

度 も転居 した。青年は正規の教育をほ とん ど

受けることができなかった。「母親は，少年の

読書や学習能力が他の子供たちより劣ってい

たと報告 している。」（フランシス ・Ｍ ・ギボ

ンズノＯＳの１ｚＳ珈 漉，ル勉γ砂ろ ＰＺＯ助 θ’（ガＧｏ４

「殉教者
，神の予言者， ジョセブ ・ス ミス」

ｐ．２６）周囲の人が青年の考 えや行動 を異常だ

と考え出したために，彼は仲間か らっ まはじ

きされた。彼は生涯，法律に追い回され，い

つ も苦 しみ続けていた。

人が生活の中で建設的な価値 ある変化を成

し遂げるためには，段階的に進めてい くこと

がよい。「はしごを登る時は，下か ら始めて，

一段一段登って行かなければならない
。福音

の原則もこれ と同じである。」（Ｈ窟 ｏη ｑ／漉θ

Ｃ伽 ｚ肋 「教会歴史」 ６：３０６－３０７）人生で意

義 ある変革 をなすためには，天父 と天父が教

えられる真理 を受け入れなければならない。

予言者アルマはモルモン経の中でこう言って

いる。「あなたたちは今 日霊 によって生れ神の

子になっているか。あなたたちは神の御姿 を

自分の身に受けているか。あなたたちは今言

ったような大 きな改心をすでに感 じているか。」

（アルマ ５：１４）

ここで，変革を生活の中で価値あるもの と

するための ４段階につ いて提案 したいと思 う。

第 １に，私たちは まず変わる必要があるこ

とを理解 しなければならない。よ く生活 を振

り返 ることをしない人は生きていて も何にも

ならない。新たに監督に召されたある兄弟が次

のような悩みを私に打 ち明けて くれた。彼の

ワー ド部に道 をはずれた生活をしている女性

がいた。監督が忠告すると，彼女は自己弁護

をし，監督 は自分のあ りのままを受け入れる

べ きだと言 うのである。彼女は，「自分のあり

のまま」の姿が監督や天父，とりわけ自分 自身

にとって決 して良いものではないとい う事実

を認めようとしないのである。誤 りに気づ き，

変わる必要があることを知 るこ とが最 も大切

な段階である。変革の必要 を認めることが，

惰眠の快 楽よ りも大 きい力 とならなければな

らない。

第 ２に，事実は確実なものでなければなら

ない。つ まり，私たちはなぜ，どこで， どこ

を， どう変えるのか を知 る必要がある。イエ

ス ・キ リス トの福音は，私 たちが何者 で， ど

こか ら来て，なぜ この世にいて，死後 どうな

るのかを教 えてお り，私たちが長期，中期，

短期の目標 を定める助 けになる。その知識が

あれば，進歩の力は増すであろう。

第 ３に，変わ り方 をきちんと確立すること

である。アメ リカの詩人エマ ソンはこう述べ

ている。「居心地のよい座ぶ とんに」座る者は

「す ぐにまどろむ
。人は突かれ，苦 しめられ，

負か される時，己が知 恵を働かす ようにな り，

……， 中庸 と真の技量を身に付けるようにな

る」（η昭 Ｃｏ呪ρ屠６耳ケ漉η８：ｓげ Ｒ認助 肱 １４０

Ｅ〃昭駕ｏη‘‘Ｃｂ〃ψθ然認ガｏη　『償い』「ラルフ ・

ウォル ドー ・エマソン全集」ｐ．１６１）

変革は順序よ く計画立てて行なうことが大

切 である。変わる方法を決めて しまえば，た

とえ生活を基本的に変えるようなことであっ

て も，完全にや り直す ことができるはずであ

る。

第４は，変える計画 を全力投球 で実行す る

ことである。中国に，「偉人は決意をするが，

小人は望むだけである」 とい うことわざがあ

る。 自分に進歩しようという気がなければ，

ほかに どの段階は行 なっても無駄である。こ

の最終段階が勝者 と敗者の分かれ 目になる。

先ほ ど，私は悲惨 な環境にある３人の例 を

お話 したが，初めの少年の人生は放浪，強盗，

殺人， さらに刑務所へ と悪の道 をたどってい
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った。彼は変わる必要のあるこ とを知 らない

まま，殺 人を犯 して しまったのである。

２番 目にあげた少年は， トーマス ・Ａ ・エ

ジソンの幼少の頃の話である。 しか し彼はこ

のような克服しがたいと見える出生にもかか

わらず，立派に変わった。一時は知恵遅れ と

宣告 されつつ，歴史に残る大発明家に成長 し

たのである。そして，エジソンの努力は全世

界をも変えた。

３番目は，合衆国北東部に少年時代を送っ

た青年の話である。彼は１８０５年，バーモン ト

州の厳冬の中で誕生 した。その名は ジョセブ・

スミスである。彼は苦難の少年時代 を送 り，

人生は肉体のみな らず精神的，霊的に銀難の

連続であった。 しか しこの青年は変化を通 じ

て進歩す ることの必要 を知 り， 自分 よりもす

ぐれたものの権威に従った。非常 な苦難の少

年時代に，彼は改革 を求め，この最後の神権

時代の幕開け を告げる人 となったのであった。

彼の信仰，祈 り，その働 きは，地上に末 日に

おける最高の変革 をもたらした。

ブルース ・バー トンは， こう述べ ている。

「変化の途上にある時，私たちは半ば人生 を

歩み終えているのである。」変わるのに，年 を

取 りす ぎた，若す ぎる， もうこの年になって

は， とい うことはない。変革の権利，冒険，

楽しみを放棄する時，本当の老年が訪れるの

ではないだろうか。私 たちは素直に教 えを受

け入れる心 を持つ必要がある。自分を一定の

型にはめてしまうことはい ともたやすい。私

たちは６０歳，７０歳，５０歳あるいは１５歳であろ

うが，年齢にかかわ りなく目標を定め るべ き

である。人生に意欲 を燃や し続けなければな

らない。意義ある変化を通 じて 自ら進歩する

ことをいとう時があってはならない。

多くの教会貝に とって，指導者の交替 を受

け入れにくい時がある。ワー ド部， ステーキ

部の段階では指導者の交替は必要 であ り，教

会員に とって良かれ との判断で頻繁な交替が

行なわれることもある。そこで役 員の変更に

不満を覚える人がいる。，「なぜあの 人を解任 し
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たのだろう。」「どうしてあの人が」，「どうし

てワー ド部を分割す るのだろう」 と。私たち

のビジョンは視野が限 られている。人や状況

に必要な進歩，進展 をもた らさない変革はめ

ったにないものである。あとで振 り返ってみ

て，「あのプログラムにあのような変更があっ

わけ も， あの人があの ような召 しを受けたわ

け もあの時は理解できなか ったが，それが必

要だった とい うことが よくわか る」 と思 うこ

とがよ くある。

過渡期 にあっては， もっとも私たちの教会

では常に過渡期 であるが，愛と忍耐，堅忍が必

要 とされる。私 たちに とって忘れてはならな

い教訓は，「務めを学びつつある人に腹を立て

てはならない」 とい うことである。

それよりも自分の教会の責任が変 わる時に

もっと心 を惑わされることがある。あの責任

だけは与えないで欲 しい と話 しておいたのに，

監督や ステー キ部長からその召 しの祝福が来

るとい うことが しば しばある。そのような時，

数々の悩みを克服してきたパ ウロの次の言葉

を思い出す とよい。「わたしを強くして下 さる

かたによって，何事で もすることができる。」

（ピリピ４ ：１３）

指導者がまだ よく訓練 されていない地の教

会では，当然ながら変化の祝福 も大 きい。自

分の能力でその変化に十分対応できると感 じ

ている者はほとんどいないであろう。新 しい召

しと増 し加えられる責任によって もたらされ

る変化に対応できるよう私たちを助けて下 さ

るイエス ・キ リス トの力は，何 とありがたい

ものだろ うか。

この世の命か ら，永遠の御 父と住む命への

変化は，意義 ある変革によってもたらされる

最終 目標 である。私 たちが皆より良い生活を

目指す秩序 立 った有益 な変化 を求め，受け

入れるこ とができるように祈っている。 これ

らの話 をイエス ・キ リス トのみ名により，慎

ん で申 し上げる。アーメン。



聖典を読む

聖典は読む量を決めるよリ，毎日何分読むかを決める方がよいと思う
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教 会の指導者の勧告 に従って・聖典 を読み・
勉強する時，様々な恩恵や祝福がある。

それは私たちが行 なう学習の中で最 も有益 な

ものである。旧約聖書や新約聖書は世界最高

の文学 としてしばしば引き合いに出される。

これ らの書は科学論文，哲学論文，歴 史記録

書 とも見なされているが， しか しこれらの聖

典や他の聖典の真の 目的 を理解すれば，それ

が実は純然たる宗教書であることに気づ くは

ずである。

聖典には神 とその民，およびその両者の関

係につ いての基本的な宣言が記されている。

聖典の各書には永遠の父なる神 と御子イエス・

キ リス トを信 じなさい とい う教 えがあり，初

めか ら最後の一行 まで，神のみこころを行な

い，神の戒め を守れ という呼び掛けが流れて

いる。

聖典は神が 自ら啓示 された言葉の記録であ

り，神はこれ を通 して人々に語 られる。そう

だとすれば，聖典 を通 して神 を知 り，神 と人

との関係を理解す ることを教えている書 を読

む以上に効果的な時間の使 い方が どこにある

だろうか。多忙な人々にとって時間は貴重で

ある。軽薄 なもの，価値のない ものを見たり

読んだ りして時間を浪費することは，時間を

盗んでいることである。

読書の習慣は人様々であ り，速読の人がい

ればのんび り読む人もいる。時間を細切れに

して読む人もいれば，いったん読み出したが

最後，終わるまでやめ られない人もいる。 し

か し，聖典 を探究す る人ならば，理解には速

読や通読以上に集中した精読が必要なことに

お気づ きであろう。毎 日聖典 を勉強する人の

方が，長時間勉強 したか と思 うとぱった り休

む という人よりも，はるかにはか どることは

確かである。毎 日勉強す るだけでな く，邪魔

されずに集中できる時間をきちんと取ること

である。

聖典の理解力を深めるのに，祈 りほ ど役立

つ ものはない。祈 りによって，私たちは心の

波長 を合わせ，探究の答えを求め るのである。

主は，「求めよ，そうすれば，与えられるであ

ろう。捜せ，そうすれば見いだすであろう。

門 をたたけ，そうすれば，あけてもらえるで

あろ う」（ルカ１１：９）と言っておられる。こ

れは，私たちが求め，捜 し，叩き，そして受

ける用意ができているならば，聖霊が私 たち

の理解の目を開いて下さることを主が確認 し

て下 さった言葉である。

大勢の人々は思考 をさえぎる雑 多なわず ら

いを忘れ去 る一夜の眠 りの後の，朝の勉強が

一番良い と考 えている
。 また，一 日の仕事や

心配事が一段落 した静かな夜のひとときを勉

強に費や し，聖典 の言葉 を味わいなが ら平安

な気持ちでその 日を閉 じる方が良い という人

もいる。

大切 なのは，いつにするか という時間の問
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題よりも，決まった時間を勉強のために取 る

ということである。毎 日１時間聖典の勉強が

できれば理想的だが，それほど時間が取れな

くてもきちんと３０分間勉強すれば，相当な結

果 を得ることができる。また１５分 といえば，

ほんのわずかな時間だが， それだけでもどれ

だけ意義ある事柄につ いて知識 と啓発 とを受

けることができるか驚 くほどである。大切な

のは，勉強中に何かに勉強が中断されること

のないようにす ることである。

ひとりで勉強することを好む人もいるが，

仲間がいて も有益な勉強をすることができる。

賢い父，母が子供たちを集め，共に聖典 を読

み，その物語や思想をそれぞれの理解力に応

じて 自由に話 し合 う時，家族は大 きな祝福 を

受ける。 しばしば青少年や小 さな子供たちが

宗教の基本的な教 えに関 してはっとす るよう

な理解や洞察を示す ことがある。

聖典 は無計画に読むのではなく，計画 をき

ちんと立てて読む方が よい。 １日あるいは １

週間に何ペー ジとか，何章 とかい うように予

定 を組んで読む人がいるが，この方法でも一

理 あり，楽 しく読むことがで きるが，実 りあ

る勉強にはならない。聖典は，読む量 を決め

るより，毎 日何分読むか を決める方が よいと

思 う。時には，わずか １節に全部の時間を使

ってしまうこともあるか らである。

イエスの生涯，行 ないや教 えはす らす らと

読み進んでゆ くことができる。たいていの物

語は簡明で，話 し方も簡単である。救 い主は

その教えの中で多 くは語っておられないが，

どの言葉 も意味が凝縮 されていて，読者に鮮

明なイメージを与 えることができるのである。

それでも，時々その簡明な言葉 に表 わされた

深遠な思想について考え，何時間も過 ごす こ

とがある。

救い主の生涯の中で，マ タイ，マルコ，ル

カが共に記述 しているある出来事がある。そ

の主要な箇所 をマルコはわずか ２節 と数語で

語 っているが，そこを読んでみたい。

「そこへ，会堂司のひ とりであるヤイロと
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いう者がきて， イエスを見かけ るとその足 も

とにひれ伏 し，

しきりに願って言った，『わたしの幼い娘が

死 にかか っています。どうぞ， その子がなお

って助か ります ように，おいでになって，手

をおいてやって くだ さい』。

そこで，イエスは彼 と一緒に出かけられた。」

（マル コ５：２２－２４）

この部分 を読むのは，３０秒 とかか らない。

短い し」簡単である。描 いている情景 もはっ

きりしていて，子供 でも難な く反復すること

がで きる。 ところが，時間をかけてよく考え

てみ ると，深い理解 と意味がつかめている。

病気の少女が いて，イエスは出ていってその

子に手 を按 かれた とい う話だといえばそれ ま

でだが，単にそれだけでは終わ らない。その

箇所をもっ一度読んでみよっ。

イエス と彼に従った者 たちはガ リラヤ湖 を

渡 り， カペナウムに近い岸辺 でイエスの一行

を待っていた群衆 と会った。「そこへ （予期 し

なかった時に突然），会堂司のひとり……が き

て……」当時，ユダヤ教の大 きな会堂は，会

堂頭あるいは会堂司の指揮下で長老集団が管

理 していた。会堂司は，ユダヤ人か ら多大 な

尊敬 を受けていた名誉ある職である。

マ タイはこの会堂司の名前 を記していない

が，マルコは職名のあ とに 「ヤイロという者」

と，名前を付け足 している。この人の名前 も

聖典 に出て くるのはここ１ヵ所だけであるが，

イエス とわずかにまみ えただけでその名が歴

史にとどめ られたのである。救 い主に触れ，

心や行動 を変 えられ， よりよい新たな人生に

目覚めることがなか ったら，忘却のか なたに

忘れ去 られていたはずの数多 くの人間が， こ

うして記録 され残っている。

「イエスを見かけるとその足もとにひれ伏

した。」

会堂 司という高位の人が イエスの足 もと，

つ まり癒 しの賜を持つ流浪の教師 と見 られて

いた人の足 もとにひれ伏す とい うことは， き

わめて異例なことであった。識者や知名人の



多くはイエスに対 して見て見ぬふ りをし，心

を閉 ざしていたからである。現在 もそれ と大

して変わっていない。大勢の人々の前に，イ

エスを受け入れるの を妨げる障害が立 ちはだ

か っている。

「〔そ してヤ イロは〕しきりに願って言った
，

『わたしの幼い娘が死にかかってています
。自

分のこ とよりも愛す る人のために是非お願い

したい とい うことでキ リス トの もとにやって

来るこ とはよ くあることである。「わたしの幼

い娘が」 と嘆願す るヤイロの気持 ちは，会堂

司 とい う高い地位があ りなが ら，救い主の足

もとにひれ伏す状況 をみて，私たちは同情の

心 を禁 じ得ない。

それか ら，ヤイロの偉大な信仰 を表わす言

葉が続 く。「どうぞ，その子がなおって助か り

ます ように，おいでになって，手をおいてや

って ください。」これは嘆 き悲 しむ父親の信仰

の言葉であるばか りでな く，イエスが手 を按

かれた者はみな生 きかえることを，改めて私

たちに想起 させ る。もしイエスがその手 を結

婚生活の上に按かれるならば，結婚生活は命

を得， もし家族の上 に手を按かれるな らば，

その家族はよみがえるのである。

そして次に，「そこで，イエスは彼 と一緒に

出かけられた」 とある。この出来事はその 日

の日程に組 まれていなかったはずである。救

い主は，教 えを聴 くために待っている岸辺の

民衆のところへ，湖を越えて戻 って来 られた

のであった。「そこへ」思いもよらずひとりの

父親が横から願 い出た。ここでイエスは，他

の民衆が待 っているからと頼みを無視するこ

ともできたはずである。ヤイロに，明 日あな

たの娘 を見に行 くとい う返事 もできたであろ

う。 しか し 「イエスは彼 と一緒に出かけ られ

た」のである。私 たちが この救い主の足跡に

従 うな ら，忙 しいか らといって隣人に必要 な

ことを無視 して過 ぎてよいであろ うか。

この話の残 りは語 るまでもない と思 う。一

行が会堂司の家に着 くと，イエスは少女の手

を取 り，生 き返 らせ た。イエスは同じように

して，救 い主に手 を伸べ るすべての人々が新

たな， よりよい人生を歩む ことができるよう

に高めて下 さるのである。

私は，熱心 に学べばイエス ・キリス トにつ

いて一層の知識が得 られる聖典 を感謝 してい

る。主は旧約聖書，新約聖書のほかに，末 日

聖徒 イエス ・キ・リス ト教会の予言者を通 して

キリス トの新 たな証人 としてモルモン経，教

義 と聖約，高価なる真珠の聖典 を与えて下さ

った。そのいずれ も確かに神のみ言葉である。

これ らの書は， イエスが生ける神の子，キリ

ス トであることを証 している。

私 たちの上に主の祝福があって，私たちが

正 しい方法 で主 を求め，教えを学ぶことがで

きるようにイエス ・キリス トのみ名により祈

るものである。アーメン

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ ー ル 大 管 長
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１０月 ７日 （日）午後 の部 にお ける説教

魔の運び屋 ポルノ

確かに，不道徳に耽溺することほど重大な ことはない。実情はどうだろうか。 目を見開

いて見ようではないか／聞こうではないか ！そして，行動を起 こそうではないか／
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兄 弟姉妹の皆さん・今週 イギリスのロン ド
ンにあるヒースロー空港付近の田園では

どっしりとして威容 を誇っているにれの樹木

に木こ りたちの斧や電動のこぎりの刃が入れ

られていることであろ う。

その中には樹齢百年 を越す大木 もあるとい

う。今 までどれだけの人がその美しさをめで

たことか。心地 よい木陰でどれほ どの人がピ

クニックを楽しんだことか。 うっそ うと生い

茂った緑の枝の間を飛び交いなが ら，幾代 に

わたる小鳥たちがさえず りの歌を響かせたこ

とだろっか。

この大木はもはや枯れて しまっている。老

木だからではない。繰 り返されるかんばつの

せいでもない。この地方 をたびたび襲 う強風

のためで もない。この恐るべ き破壊者は一見

無力に見えるが， その破壊者の招 く結果はま

ったく悲惨である。その張本人こそオランダ

にれの木の大敵， きくい虫である。この害虫

は ヨーロッパやアメリカー帯でにれの大森林

を食い尽 くし，その死の行軍は衰えることな

く続いている。その害虫 を駆除 しようと， あ

らゆる努 力が払われたが， どれ も失敗に終わ

っている。

オランダにれの木の病害は，まず木の先端

部の若葉か ら始 まる。そして次第に低 い枝 も

冒され，夏の盛 りにはほとんどの葉が黄変 し

て縮み，落 ちてしまう。こうなると，木は枯

れてい くばか りで どうす ることもで きない。

森は生気を失い， きくい虫の犠牲になるだけ

である。

このにれの木は，何 と人 と似ていることだ

ろう。ほんの小 さな種が神 の計画に従 って成

長 し，養われて成熟する。天か ら注 ぐまぶ し

い陽光，地の豊かな恵みはすべて私たちの も

のである。家族や友人たちの住む森の生活は

豊かで麗わしい。そこへ突然，現代の人々の

眼前に，忌まわしい魔性の敵，ポル ノが出現

す る。それが きくい虫同様に，致命的な病害

を運ぶ。私はそれを 「放縦退廃病」 と名付け

たい。

私 たちは初め，病菌に冒されていることに

ほとんど気がつかない。卑狸な話や如才ない

漫画に笑いこけ，軽薄な言葉 をは く。私たち

は，貴 く神聖なものをすべて汚し，破壊 して

しまお うとする人々のいわゆる 「権利」 を保

護 している。このポルノという虫は恐るべ き

力で私たちの意志を くじき，免疫 性を失わせ，

上へ伸びようとする力を仰 えて しまう。

この ようなことが本当にあ り得 るのだろ う

か。確かに，不道徳に耽溺す ることほど重大

なこ とはない。実情は どうだろ うか。 目を見

開いて見ようではないか ！ 聞こうではない

か！ そして，行動 を起こそうではないか。

この ような病害の運び屋，ポルノはとてつ

もない大産業である。マ フィアにあやつ られ，

人々を汚染 し， とりこにし，中毒にす る。昨
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年のＦＢ Ｉによる調査では，ポル ノに合衆国

全体 で２４億 ドルが消費された とい う。別の試

算によれば４０億 ともいわれ る富が，高尚な目

的に使 うことので きるところか ら，悪の企て

に吸い取 られているのである。

ポル ノに対す る無関心のほ とん どは，別に

人に危害 を加 えるわけで もないので，警察

は別の方面で活躍 して もらった方が よいとい

った一般市民の姿勢に もよる ところが大 きい。

州や市の条令 もほ とん ど効果なく，罰則は軽

く， ポルノ産業の うまみに比べ ると危険な ど

ものの数ではないのである。

ＦＢ Ｉは， ポルノが性犯罪 と直接結び付 く

可能性があることを指摘 している。当局の報

道によると，「ある西部の大都市では，強姦お

よび未成年者暴行 罪で検挙された者の７２％が

ポルノ雑誌を所持 していた という。」

ある出版社，印刷 業者は，毎 日何 百万部

というポルノ雑誌を発行 して印刷機 を汚して

いる。 しか も，経費を抑えるということもな

い。上質の紙一面にカラー刷 りの写真 を載せ

て何 とか読まれるものにしている。映画やテ

レビの製作者，芸能人 もこの汚名 を拭 い去 る

こ とはできない。慎みは過去の もの とな り，

いわゆる リア リズムが もてはや されている。

最近のある人気俳優がこう嘆いていた。「放

縦 もす でに限界にきました。私の最新作 も酷

悪 そのものでした。脚本 を読んだ時， これは

いかがわしいと思 いましたし，今 も下品な映

画 だと思っているのですが，撮影所のスタッ

フが金曜 日の特別試写会で少 し見せ たら，そ

れが視聴者に好評なんです。」

また別の俳優はこうも言う。「映画の製作者

も出版社 と同 じように金儲け主義なんです。

大衆に受けるものを作 って儲けようとしてい

ます。」

ある人々はポルノを 「硬派」 と 「軟派」に

区別 して，その間に一線を引 きたいと必死で

あ るが，現実には双方共，大 して変 わりない

と思 う。アレクサ ンダー・ポープの古典，「人

間論」はまさにそのことを如実に物語ってい

る 。

悪徳 は醜悪 きわまる風体の隆物，

見 るだけならば憎まれるべ き運命にある

のに見 ること多ければその面に慣れ，

まずは辛抱，次いで哀れみ，はては

抱擁ｉとくる。

（ジョン ・バー トレット勲 〃２ゴ１毎７（伽ｏ’泌

’∫ｏηｓ「引用集」 ボス トン， リトルブラウ

ン ・アン ド社 １９６８年）

このポルノというき くい虫の貧欲な休みな

い行進は，辺 りを食い尽 くし，人の生活をむ

しばんでい く。そして特に 多くの人を知 らず

知 らずの うちに傷つけ るものである。

ここで しば らく歌で象徴 されるある場所に

行 ってみたいと思 う。アメ リカ人にはな じみ

深い，ニュー ヨー ク市のブ ロー ドウェーと

４５番街 の境 界にあ る有名な一角のことであ

る。せ わしく行 き交 う車の問に，ひとりさび

しく立 っているのが，第 １次世界大戦の６９部

隊の有名な従軍牧師，フランシス ・Ｐ ・ダフ

ィー神父の像 である。等身大 よりやや大き目

の この像 は戦闘服 を着て いて，手 には戦傷

者の苦痛をいやす水筒 と，死にゆ く人に霊的

な慰め をもた らす聖書が握 られている。

この見事な像 をじっと見ていると，記憶の

回廊 を通 して 「あそこに （ｏθθγ７物θ紛 」「家族

の火を燃や し続けようＱＫθθρ漉６Ｈｏ耀 Ｅ加ｓ

β解痂η９）」「ブロー ドウェーに よろしく（α％

ハ㊨ １～㎎α雇ｓのβ名ｏα４ｚ侃ｙ）」などのメロディー

が流れ出てくるようである。 このような歌 を

口ず さみ，在 りし日のなつか しいブロー ドウ

ェーや４５番街 をこよな く愛 してきた戦友たち

が， もしも生 きて再びダフィー神父の像の傍

らに立 ったとしたら， その 目で何 を見ること

だろっ。どこを見ても， 目に映るのは トルコ

風呂やセックスシ ョップ， ポルノ映画館 など

の欲情的なけばけば しいネ オンサインだけで

ある。フランシス ・Ｐ ・ダフィー神父の像は，

罪に囲まれ邪悪に埋没 している。この一帯は
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ポルノの虫に食い尽 くされ，壊滅寸前の状態

にある。そしてこのき くい虫は同様 に容赦な

くあなたの町， あなたの近隣， あなたの家族

に近づ きつつあるのである。

カール トン大学の名誉学長ロー レンス・Ｍ・

ガウル ド氏は不吉な警告の言葉 を発 している。

「私たちの未来 を脅かす最大の脅威は爆弾

でも誘導 ミサイルで もない。現代の文明はそ

の ようなことでは滅びないであろう。文明が

滅びるのは，人々の無関心 による。アー ノル

ド・トインビーは，これ まで２１の文 明の うち

１９までが外か らの侵略 ではな く，内部の問題

によって滅びた と指摘 している。 これらの文

明が朽ちる時には，奏楽 も，ひるがえる旗 も

ない。崩壊は少 しずつ だれ も気がつか ない暗

が りで静かに起 きて くるのである。」

私はこの１０月に，近々封切 りになるある映

画の評論 を読んだ。主役の女優が記者に，脚

本や自分の役柄に対 して真っ先に弁解 した と

語 っていた。１４歳の少年の性のお相手 とい う

のが彼女の役 どころであった。彼女はこう述

べている。「私，最初 こんなシー ン，私には と

てもできません と申し上げ ました。そ した ら，

その場に，その少年のお母様 を必ず同席 させ

ると保証 して下 さった ものですから，それで

お受けしたんです。」

私は尋ねたい。 自分の息子が コブラにか ま

れようとしているのを，ただ じっと見ていら

れる母親がいるだろうか。母親が息子に砒素

やス トリキニー ネを飲 ませ ようとす るだろう

か。母親の皆さん， どうだろうか。父親 たち

の皆さん，私たちはどうであろうか。 この こ

とに関連 して，昔か ら，今 もなお私 たちの耳

にこだます る言葉がある。

「ああ
，エルサ レム，エルサ レム，預言者

たちを殺 し，おまえにつかわされた人々を石

で打ち殺す者よ。ち ょうどめんど りが翼 の下

にひなを集め るように，わたしはおまえの子

らを幾たび集めようとしたことであろう。そ

れだのに，お まえたちは応 じようとしなか っ

た。
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見よ，お まえたちの家は見捨て られて しま

う。」（ルカ１３：３４－３５）

今 日も古代の ソドム とゴモラが存在 してい

る。 このソ ドム とゴモラは埃の積 もった，め

ったに開かぬ聖書のページを飛び出 し，実在

する町 としてよみがえり，「放縦退廃病」とい

う大病 を世にまんえんさせ ている。

私 たちには，愛す る者 をポルノの致命的な

汚染か ら守 る防波堤 としての責任があり， ま

たその力がある。その戦いの作戦 を３つ提案

したいと思 う。

１．義に立ち返ること。 自分が何者で，神

は私 たちが どうなることを期待 しておられる

か を知れば，個 人として，また家族 として祈

ることの必要性 を感 じるはずである。その時，

「罪悪は決 して幸福 を生 じたことはない」 （ア

ルマ４１：１０）とい う不変の真理 についてはっ

きりと知 ることができるはずである。悪魔の

邪魔立て を許 してはな らない。方向 を誤って

進 まずに，全能 な御方のあの静か な細い声に

導かれるこ とである。

２．良い生活を求め ること。私は快楽的な

生活，ぜいた くな生活，俗 的な生活 を言 って

いるのではない。永遠の生命すなわち母親や

父親，兄弟，姉妹，夫，妻，息子，娘 と共に

永遠に住むことのできる生活を追 い求めてい

ただきたい。

３．悪徳 による汚染には断固戦ってい くと

い う誓い。ポルノという魔の運び屋に出会っ

たならば，初期アメリカの有名な言葉 「我 を

踏むな」（ジョン ・バー トレッ ト，１㌦〃Ｚ痂αγ

Ｑ〃ｏ鰯 勿η「引用集」よ り）を私たちの旗印，

この社会の旗印にしようではないか。

ヨシュア と共に声高 く叫ぼう。「あなたがた

の仕える者を，きょう，選びなさい。ただ し，

わたしとわたしの家 とは共に主に仕 えます。」

（ヨシュア２４：１５）心 を清 く保 とうではない

か。清い生活をしようではないか。聞かれ る

声を唱え，感 じられる行ないをしようではな

いか。

その時，ポルノというきくい虫は行軍を阻む



こ とができるであろう。「放縦退廃病」も勢い

を失 うであろう。そして，私たちは ヨシュア と

共にヨルダン川を渡り，約束の地すなわち神 の

日の光栄の王国において永遠の生命にあずか

る の で あ る 。

私 た ち が こ れ ら の こ とが で き る よ うに イ エ

ス ・キ・リス トの み 名 に よ り， 心 か ら祈 っ て い

る 。 ア ー メ ン 。

七 十 人 第 一 定 員 会 会 長 の ニ ー ル ・Ａ ・マ ッ ク ス ウ ェル 長 老 （左 ） と フ ラ ンク リ ン ・Ｄ ・リチ ャー ズ 長 老
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多くの銀難の後に祝福は来る

悲 しみや苦痛，試練，鰻難 によって，私たちはこの世に来た 目的である訓練

を受けるのてある

七十人第一定員会会員

ア ドニー ・Ｙ ・小松

１３ 年前・ 日本で伝道部長 をしていた時・私
はある軍人の夫人か ら是非会 って欲 しい

との電話 を受けた。空軍パイロッ トの夫が，

ベ トナム戦争で戦死 した とい うのである。伝

道本部の私の部屋 に案内されて きた彼女は，

大きな写真 を抱 きしめていた。彼女は腰をお

ろす と，私にその写真を見せ て くれた。手に

ヘルメッ トを持 ち， ジェッ ト戦闘機の横 に誇

らしげに立っている立派なパイロットの写真

であった。

彼女はむせ び泣 きながら，夫 をどんなに愛

しているか を語 り， またその夫の死んだこと

が信 じられないと話 した。彼女は ２年前に改

宗 したばか りで，夫 とは大学時代に知 り合 っ

たということであった。そして彼女に福音 を

紹介してくれたのが彼であった。福音 を聞い

た彼女はバプテスマを受け，ふた りは神殿 で

今 も永世にもわたる結び固め を受けたのであ

る。

彼 と一緒の生活はすば らし く，人が求める

ことのできる最高の ものであった。彼女は将

来に大 きな喜び と期待 を寄せていた。しか し

今 その夢はあまりに も早 く，そして突然に，

打ち砕かれてしまったのである。

彼女の生活は大きく変わってしまい，彼女

はこれか らの生活が万事 うまくい くとい う確

信を必要 としていたのである。皆さんなら彼

女にどのような助言 を与えられるだろうか。

主は次のように言われている。

「われ誠に汝 らに告 ぐ，生 くるも死ぬるも
いましめ さいわい かん

わが誠命を守る者は幸福なるかな。お よそ銀
なん

難の中に も忠実なる者の報 いは天国に於 て更

に大いなるべ し。

汝らは……多 くの難難の後に続いて来るべ

き栄光に就 きては，現在肉眼を以てこれ を見

ることを得ず。

多くの銀難の後に祝福は来る。」 （教義 と聖

糸勺５８：２－ ４）

私たちはこの世での生活を通 して多 くの経

験 をす る。そのような経験の中で，私 たちは

しば しば問題やチャレンジ，逆境，苦痛，試

練，銀難に悩 まされる。予言者 ジョセブ ・ス

ミスが大 きな苦 しみを受けたあと，主は彼に

この ように言われた。「わが子よ，汝 この事 を

知れ，すなわちこれ皆汝に善か らんため，汝

に経験を与えんためのものな り。」（教義 と聖

糸勺１２２：７）

教会の初期の会員や指導者は多くの苦悩，

チャレンジ，試練 を経験 してきた。そして，

多くの人々が福音に対する信仰 と証のために

自らの命を捧げた。開拓者の長旅の中で，大

勢の大人，子供たちが路傍の墓に葬 られた。

主は私 たちにこの ように約束してお られ る。

「およそ
，われにありて死ぬる者は死 を味わ

うこ とな し。そは死は彼 らに とりて甘ければ

なり。

また，われにあ らず して死ぬる者は禍なる
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かな。そは，死は彼 らに とりて苦ければな り。

汝相愛 して共に この世 に生 きよ。されば死

にたる者を失いた るために涙 を流 し，こ とに
も

栄光 ある復活の望 みを有たざる者のためにい

よいよ歎 き悲 しめ。」 （教義 と聖約４２：４６－４７，

４５）

最近，私は トンガのババウの離島に住む忠

実 なひ とりの教会員の葬儀 に参列 した。 この

善良な兄弟は村中の人々に愛 され，教会員だ

けでな く，教会員でない人々か らも尊敬 され

ていた。

参列者が家 を出て墓地に向かった時，村中

の人々がその後に続 き，皆 は穏やかな湾が見

下 ろせ る小高い丘に集 まつた。監督 と参列者

が遺族 と向かい合 って立ち，後について きた

人々が墓を取 り巻いていた。その時私は， 多

くの人々が悲 しみに沈んで泣いている中で，

未亡 人になった夫人が愛す る夫のそばに安 ら

かな面持 ちで座 っているのに気づいた。

彼女は復活 と救いの計画 を知 っていたので

ある。後に私 は，彼女 と御主人がニュー ジー

ラン ド神殿 を訪問 し，今 も永世に もわたって

結び固め られていたことを知 った。彼女の生

涯 において， これはこの上ない不幸な出来事

というものではな く，神の計画の一部にすぎ

なかった。平安 が彼女 を包み，その姿か らは

福音に対する感謝の念さえ感 じとれた。

キンボール大管長はこう述べている。「主は

私たち力嘆艮難や苦難に遭わないようにしよう

とは約束 して下 さっていない。む しろ，私た

ちに祈 りという交通の手段 を与 え，私たちが

謙遜 に神 の助けと導 きを求め られるようにし

て下 さっている。つ まり，私たちが祈 りの家

を築けるようにして 下 さっているのである。」

さらにこう述べている。「静けさの中で神の

み声 を聞 くこ とのできるような人生の深みに

到達 した人は，苦難ｉの嵐の中にあって も落ち

着 いて前進できる安定 した力を持 っている。」

（「聖徒 の道」１９７９年１０月号，ｐ．６）

享９６５年の総大会で，ハ ロル ド・Ｂ ・リー大

管長はこう述べている。「照明の光 を受けた神

殿はひどい嵐や濃い霧の中ほ ど際立って美し

く見 える。それ とまったく同 じように，イエ

ス ・キリス トの福音 も，心の悩みや個人的な

悲 しみ，苦 しみが深い時ほど一層輝 きを増す

ものである。」（Ｃｏη力廻η６θ１～のｏκ 「大会報告」

１９６５年 ４月，ｐ．１６）

では， もうひ とつの経験 をお話 しよう。数

年前， 日本において，ある伝道部の地方部か

らひ とつのステーキ部が組織 されようとして

いた。面接の段階で，地方部長は会社の最大

の支店のマネージャーに昇進 し，近々別の市

に移る予定であることを話 した。 しか し主は，

新 しいステーキ部長 としてこの人 を必要 とさ

れたのである。彼は教会幹部に呼ばれ，上司

に昇進 を考え直 してもらい，その町に とどま

ってこの大切 な責任 を受けて教会のために働

けないものかどうか尋ね られた。

地方部長は，すでに昇進の件 を承諾してし

まったこと， そして彼が管理す るはずの支店

を除いて全支店の人事異動が終わっているこ

とを話 した。彼はステーキ部が組織されるま

で，赴任 を延期 して もらっていたのである。

このような説明に もかかわらず，教会幹部

は地方部長 に，何 とか上司に掛け合 って要望

を聞いて もらい，その結果 を連絡するように

と言った。

その晩遅 く，私はその地方部長か ら電話を

受けた。彼の社長は，その市に とどまりたい

ので昇進の件を考え直 して もらいたい とい う

彼の要望 を聞いて非常に驚きあわてた という。

社長は彼に， もう一度真剣によ く考え， ５分

たった ら電話をするように言った というので

あった。そのホうな短時間の うちに，彼はこ

れか らの生涯 に影響を及ぼす決心 を迫られた

のである。そこで彼は私に助言 を求めて きた

のであった。

私は彼にこう答えた。主は 日本にシオンの

ステーキ部のひ とつを組織するために，御 自

分の使徒 を送 られた。 もし使徒が主にその地

方部長の返事 を伝えなければな らないとした

ら，一体 どうだろう， と。 もちろん地方部長
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は私に感謝 を述べ，社長に電話 をした。

翌朝早 く，彼は伝道本部にやって来て正式

に新 しいステー キ部長 として召 されたのであ

る。教会幹部に会社 との折 り合いについて尋

ね られて，その地方部長は昇進が取 り消され

たこと， また会社の決めるいか なる役職 でも

受け入れなければな らないことを話 した。

教会幹部は帰る前に彼 を祝福 し，たとえ仕

事 において試練 と苦悩の時期 を味わ うことが

あっても，彼は個 人の益 を得 ることよりも主

に仕えることを選 んだので，いつか社長に呼

ばれて，会社に関す る重要な決定 を下すのを

助ける日が来るであろうと述べた。

数年後，彼はまだステーキ部長 であったが，

会社の専務 となって，主の使徒によ り宣言 さ

れた約束が成就 されたのである。この世 にお

ける苦 しみや悩み を信仰 をもって耐 え忍ぶ時，

私たちに与えられ る報いは何 と大 きいことで

あろうか。

予言者ジョセブに下 された約束は，私たち

にもあてはまる。「汝の不幸汝の困苦はただこ

れ束の間なり。

然 り而して， もし汝よ くこれを耐え忍ばば，

神は汝を高 きに挙げたまわん。か くして，汝

あらゆる敵に勝つことを得ん。」（教義 と聖約

１２１：７一一８）

オルソン ・Ｆ ・ホイッ トニーはこのように

言っている。「私 たちの味わう苦痛，経験する

試練はどれひとつ として無駄なものはない。

それによって私たちは訓練 され，忍耐力や信

仰，不屈の精神，謙遜 さなどの特質が養 われ

るのである。私たちの味わう苦痛， 忍耐す る

事柄はどれ も，特に辛抱強 く耐え忍ぶ時には，

私たちの人格 を築 き，心 を清め，心を開 き，

私たちをよ り慈悲深い愛に富んだ者 とし，な

お一層神の子 と呼ばれるにふ さわしい者 とし

てくれる……悲 しみや苦痛，試練，銀難によ

って，私たちはこの世に来た 目的である訓練

を受け，それによって一層天の父，母のよう

になれるのである。」（スペンサー ・Ｗ ・キン

ボール，翫 肋 Ｐ名召６θ４θＳ漉乱Ｍ勿 ６１θ「奇跡に先
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駆け る信仰」ｐ．９８に引用）

キンボール大管長はこう言っている。「苦 し

みは聖徒 たちを忍耐 し，長 く耐 え忍び， 自制

で きる民とす る。救い主は，数々の苦 しみを

経験 して学ばれたのである。

『彼は御子であ られたに もかかわ らず
，さ

まざまの苦 しみによって従川頁を学び，

そ して全 き者 とされたので，彼に従順であ

るすべての人に対 して，永遠の源 と』 なられ

たのである。』（ヘ ブル ５ ：８－ ９）（翫 励

Ｐ形０θ鹿Ｓ漉６ルＺ勿 Ｃ１６「奇跡 に先駆ける信仰」

Ｐ．９８）

私たちが試練や苦しみによく忍耐で きるよ

うに。主の義 しい裁きを信 じて主を仰 ぎ見る

こ とができるように。 イエ ス ・キリス トのみ

名によりへ りくだ りお祈 り申し上げる。アー

メン。

十 二使 徒評議員会会 員 Ｌ ・トム ・ペ リー長老



永遠の幸福

私たちは現在の 自分の状態てはなく，主に感化さ’れることによって達する 自

分の状態によって 自分 自身を判断するようにしな ければならない
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リチ ャ ー ド ・Ｇ ・ス コ ッ ト

美 しいグラン ドピアノを壊 してた き木にす
る人や，高価 な卓上計算機を机の引 き出

しをこじあけるのに使 う人を見る時，皆さん

はどう思われるだろうか。高価な品をそのよ

うに使 うことは考えも及ばないことであるが，

今 日の世の中には，精神，肉体，霊 という貴

重な ものをもっと悲 しむべき方法で誤用して

いる人が大勢いる。

もし毎 日の生活に真の意味と満足を見いだ

せない人がいたら， もし人生で一番欲 しい と

思 っているものを手に入れ られない人，絶望

の最 中にあって幸福や仲間 を求めようとして

悪事 に走って しまっている人がいれば， その

ような方々に私たちは希望 と確信のメッセー

ジをお送 りしたいと思 う。今は完全に理解で

きないか もしれないが， このメッセージは宗

教の原則に基づ いているので，顔 をそむけな

いでいただきたい。なぜ なら，私はそれが皆

さんに最 も望んでいるものを必ずや もたらす

ことを確信しているか らである。

予言者のひとりは，主の霊感を受けて次の

ように述べ た。「人類が現世に在るのは幸福を

得んためである。」（ＩＩニーファイ２：２５）す

なわち，現世から永遠にわたる幸福 を指 して

いる。しかし皆さんはこのように言 うか もし

れない。「どうしたら幸福 を得 られるのだろう。

色々な人が助言を与えてくれるが，それ らは

往々にしてわか りに くく，私によく理解でき

ない言葉や概念が 多い」 と。

神は御 自分の子供たちがこのようなチャレ

ンジに直面す るこ とを御存 じであった。そこ

で神は幸福への確かな計画に気づ くよう，正

しい方法 を備 えられたのである。

ひとつの簡単な例 を挙げてその方法をお話

したい と思 う。 この箱をこの世 界にたとえよ

う。 この箱の中には磁石がふたつ入っている。

ひとつは真理を表わし， もうひとつは誤 りを

表わす。それ らの磁石からは強力な磁力が出

ているが，皆さんはそれを見ることも感 じる

こともできない。ただ 自分の 目で見，手でさ

わって真理 と誤 りの違いを知 る以外にないの

である。 もし探知用 としてもうひ とつ磁石 を

使 えば，間違いなくどちらが真理を表わす磁

石か知 ることができる。真理 を表わす磁石は

その磁石に引き寄せ られるか らである。同様

に，誤 りを表わす磁石 もす ぐに区別ができる。

なぜ なら， それは探知用磁石 を近づけると反

発するか らである。

この世に生 を受けている人は皆，探知する

力を与えられている。神から与えられた賜で，

真理 と誤 りを識別 できるのである。私たちは

それ を良心 と呼んでいる。そして，神はそれ

をキ リス トのみたまと呼ばれた。この賜を正

しく使 うな らば，私たちは 自然に真理に引き

寄せ られ，誤 りに反発す るのである。

サ タンは私 たちがその神聖な賜 を使 うこと

を喜ばない。サ タンは人を引きつけておいて
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その陰に本当の 目的を隠 している。彼の 目的

は私たちの興味を自分に向け させ ることであ

る。そして， 肉欲や欲望を満足させ ることに

没頭 して，私たちが真理 と誤 りを見分ける力

を失って しまうようにと望んでいるのである。

そのような生き方は現在 も， またこれか らも

決して幸福を生 じることはない。生 じ得ない

のである。

もしこの探知用磁石の周囲に障害物 を置い

た としたら， もはや真理 を表わす磁石 と誤 り

を表わす磁石の力を見分けることはできない。

同様に， もし私たちが無関心や不信心のため

に誘惑に屈 したり，神の戒めに従わなかった

りすれば，私たちは 自分の良心 の周囲に障壁

を築 き，良心の力を失わせ ることになる。そ

うすれば当然のこと，真理 と誤 りを見分ける

ことは困難 となり，事実不可能 となる。

主は私たち一人一人が悔 い改めの奇跡によ

って罪の障壁を取 り除き，再び真理 と誤 りを

察知できる良心 を呼び覚 ます ことができるよ

うに，御自身の命を捧げ られたのである。

ではもうひ とつの神聖な賜についてお話 し

よう。それは私たちの良心よ りはるかに敏感

で力強いものを内在 している。この賜によっ

て，私たちは自分の生活 を導 いて くれる清い

真理 を知 り， 自分の問題 を解決す る神聖な忠

告を受け， さらには障害 を克服す る神の力を

借 りることができるのである。聖霊の賜がそ

れである。

ではこの貴い賜は どの ように した ら得 られ ’

るのだろうか。 また，すでに持 っている人は，

どうしたらもっと有効 に使 うことができるの

だろうか。主はこのように言われた。「求めよ，

さらば与えられ，叩けよ，さらば開かるるこ

とを得ん。」（教義 と聖約 ４ ：７）皆 さんは真

心から求め るならば， さらに偉大 な真理へ と

導いて くれる否定 しがたい感情にか られ るこ

とだろう。皆さんにはこれか らもこのような

大会の霊感 されたメッセージを通 して，唯一

まことのイエス ・キ リス ト教会 を見いだす機

会が与えられる。そして必ずやその ような教
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会を知ることができるのである。

研究 と祈 りと従順に従 うこ とによってふさ

わ しくなれば，バプテスマ を受けてイエス ・

キリス ト教会の会員とな り，按手礼によって

聖霊の賜を受け ることが できる。

救い主はこの よう言われた。 「され ど，汝

らに命ず，すべて何事 も惜むことな く与えた

も う神に願 うべ し。また，『みたま』の汝 らに

証 したもうところを汝 らの為すはわれ正 しく

望む ところな り。す なわち，汝 ら全 く聖 きこ

ころを以て これ を為 し，わが前に正 しく歩み，

汝 らの救 いの末に就 きて考え，祈 りと感謝 と

を以て何事 をも為 し，か くして悪霊 または悪

魔の教えまたは人の造 りたる戒めに陥 らざる

様に為さん ことを。」（教義 と聖約４６：７）

神は私 たちを環境に よって左右されるまま

にこの世 に置いてはおかれない。神は私たち

に確かな成功 をおさめるための計画，すなわ

ち幸福になるための完全 な計画である福音を

与えて下 さっている。

私たちは現在の 自分の状態ではな く，主に

感化 されることによって達する自分の状態に

よって 自分 自身を判断す るように しなければ

な らない。私 たちはすでに知 られている能力

だけで成功へ の可能性 を推 しはかってはな ら

ない。私 たちは神の力 と私たちの生活に及ぼ

すその広範囲な影響力に頼 ることがで きる。

私たちの能力や強さは，私たちの前に立 ちは

だか るいかなるチャレンジにも対応できるよ

うに増 し加えることができるのである。

聖霊の賜 を受ける時，私たちは生活の中に

もたらされ るそのすば らしい力に もっと敏感

になるよう努 力しなければならない。祈 りは

神 との交通手段である。神は私たちの生活に

霊感や導き， 力を与 えて下 さる聖霊 を通 して

熱心 な祈 りに答 えて下 さるのである。

私 たちの 人生には常に道標があ り，ひ とつ

の道標 を通 り過 ぎると，次に もっと高い地点

の道標がはっきりと見えて くるのである。私

たちが もっと注意深 く聖霊の勧めに耳 を傾け

れば，道標にたどりつ く前にそれ を見ること



ができ，それによって一層安全に導かれるの

である。そのためには，克己心や 自制心，変

化に快 く応 じる心が必要である。

救いは私たちが絶えず向上することに よっ

て到達す る永遠の目標 である。疑いは永遠の

成長 を妨げる精神的な毒物である。私 たちは

自分の道をはっきりと目で見る前にまず手探

りで歩いてみなければならない。絶対的な確

信が なくても， 多くの正 しい決定を下す こと

によって自分 自身のふさわ しさを立証す るの

である。こうす る時に，以前には得 られなか

った， より確かな知識 と確信が得られること

だう つ。

幸福はつ くられるもの’である。そしてその

核心 となるものは愛である。他に誠実な信仰，

真の悔い改め，完全 な従順 さ，無私の奉仕な

どがその要素 となる。

私が例 として挙げた磁石が真理を表わす力

に引 き寄せ られたように，皆さん も信仰 と祈

りによって地上の神の王国 をはっきりと見分

けることができるのである。

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の会員，モ

ル モンを捜 して，回復された真理について尋

ねてみていただきたい。そしてモルモン経を

入手 し，読み，熟考 し，その原則を生活に取

り入れていただきたい。そうすれば， きっと

この世だけでな く永遠にも及ぶ幸福を見いだ

せることだう り。

私 は真心から，謙遜に， また厳粛に父なる

神が御子イエス ・キ リス トを通 して地上に完

全な真理 を回復 されたことを証す る。主は御

自分のみ名によって必要 な救 いの儀式 を執 り

行な う権能すなわち神権を回復 された。スペ

ンサー ・Ｗ ・キンボール大管長は神の予言者

である。私は心か ら大管長 を愛 し，支持して

いる。私はこの末 日聖徒イエス ・キリス ト教

会がこの地上で，完全な真理 と神権の権能を

持つ唯一の教会であることを証する。これら

のことをイエ ス ・キリス トのみ名により申し

上げる。アー メン。

アッセ ンブ リーホー ルの前 で くつ ろぐ聖 徒 たち
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戒めに従う

主は主と共に住む人々に，弱点や欠点を克服する力を求めておられる
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０ ・レス リー ・ス トー ン

救 い主の撚 や激 い主が世の人々のため
に行なわれた数 多くの出来事 を思い起こ

すと，私 たちはだれで も霊感 され る思いが

する。救い主は歴 史が記 され る以 前か ら存

在 してお られた。天上の大会議の中にいて，

御父が天 と地 を造 られるのを助け，「い ざ……

われらのかたちに象 りてわれ らの像の如 くに

人も造 り……」（アブラハム４ ：２６）と御父が

言われたこ とに応えて，人の創造をも助け ら

れたのである。

救い主は，サ タンの強制の計画に反対 し，

自由意志 を用いて御 父の計画を支持 された。

そして救い主は，私 たちすべ てに とって非常

に重要な選択の権利を与えて下 さったのであ

る。

救い主はこの時の絶頂に約束の地に住 まわ

れた。

故郷から遠 く離れた所で生 まれ，かいばお

けの中に寝か された。

善を釈 き，善 を行なうことに専念された。

人々が救い主に従 ったのはこの世 の富ではな

く，天の宝を得るためであった。

救い主は人が守 るべ き新 しい律法 を定め ら

れた。すなわち互 いに愛 し合 うこと，敵 をも

愛す るこ とを教えられた。また私たちに裁い

てはならないこと，人を赦 し，すべての人に

もう一度機会を与えるようにと諭 された。

私 たち一人一人が，また地上の国々が この

律法に従 うなら，今の世の中は どの ように変

わるだろっか。人が よ くこの よっに言 っの

を耳にする。「赦 しましょう。でも決 して忘 れ

ませ んよ。」言 うまで もな く，これでは赦 して

いることにな らない。

教義 と聖約第６４章 ８節か ら１１節の中で，主

は互いに赦 し合 うのは私 たちの責任であ り，

兄弟を赦さない人は罪に値 し， さらに大 いな

る罪があると言ってお られ る。

マタイによる福音書第２２章３６節か ら３９節に

は，当時の律法学者 たちが キ・リス トに詰め寄

って質問 した時の ことが記 されている。彼 ら

の中のひとりがこう尋ねた。「『先生，律法の

中で， どのいましめがいちばん大切 なのです

か』。 イエ スは言われた，『心をつ くし，精神

をつ くし，思いをつ くして，主なるあなたの

神 を愛せ よ』。これがいちばん大切 な第一 のい

ましめである。第二もこれ と同様 である，『自

分 を愛す るようにあなたの隣 り人を愛せ よ』。」

隣人を自分 自身のように愛せ ない人が 日の

光栄の王国に入れるだろうか。 イエスが第二

の戒めを与えられた時，それは第一の戒め と

同様であると言われ，それを繰 り返して，次

のように言われた。「これら二つのいましめに，

律法全体 と予言者 とがかかっている。」（マ タ

イ２２二４０）

救い主はこれ らの戒め を非常に重要な もの

とされた。 したが って，他のすべての律法や

戒めはこれを基 としているのである。
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次に もうひとつ皆 さんにお尋ねしたいと思

う。人は第二の戒めに従わずに一番大切 な第

一の戒めに従 うこ とができるだろうか
。言い

換えれば，同胞 を愛することなくして，真心

から神 を愛す るこ とができるだろうか。答 え

は明 らかである。

使徒 ヨハネはこ う言っている。「『神 を愛 し

ている』 と言いなが ら兄弟を憎む者は，偽 り

者 である。現に見ている兄弟 を愛 さない者は，

目に見えない神 を愛す るこ とはできない。

神 を愛する者は，兄弟 をも愛すべ きである。

この戒め を，わたしたちは神から授か ってい

る。」 （１ヨハ ネ４：２０「２１）

ニーファイ第三書第１１章第２９節か ら３０節に

このように記 されている。「まことに，まこと

に汝 らに告 ぐ，争いを好む心ある者はわれに

属 く者にあらず して悪魔に属 くものなり。悪

魔は争いを生む親に して，人々の心 を煽動 し

て互 いに怒 り争わ しむ る者な り。

見よ，人々の心 を煽動 して互いに怒 り争わ

しむるごときはわが教義にあ らず。わが教義

はか くの如 き怒 りと争い とを止めようと言 う

ものな り。」

これ らの言葉か ら，主が私 たちに互いに愛

し合 い，赦 し合 うよう望んでお られ ることは

明らかである。私たちは皆， 自己のプライ ド

を捨て 覗 との誤 を解く鶴

一 ・第３二一フ
ァイか らの引用に もあるように，争いや議論

は悪魔に属 くもので１あ り，天父がよしとされ

るものではない。 自分 自身のように隣人を愛

するこどを通 して，私たちの生活には喜び と

幸福が もたらされるのである。

キ リス トはこの世で人々に祝福 を施 し，癒

し，回復の業 を行 なわれた。キリス トは平和

を作 り出す御方であった。幾度 となく病人や

足の不 自由な人，盲人を癒 された。そして先

程 も話 したように，人さえも生 き返 らせたも

うたのである。

これ らすべてのことをな したあとで，キ リ

ス トは自分の十字架 を負わされ， カルバ リの

丘に向かわせ られた。 しか し，キ リス トは御

自分の命をとろうとしている入々をも赦 され

た。最 も苦 しい状態にあってさえ，このよう

に言われたのである。「父よ，彼 らをおるゆし

ください。彼 らは何 をしているのか，わから

ずにいるのです。」（ルカ２３：３４）

キ リス トが亡 くなられたのは，私 たちが永

遠の生命を受け られ るようにするためであっ

た。 ヨハネによる福音書第１１章２５節か ら２６節

には次のように宣言されている。「わたしはよ

みが えりであ り，命である。わたしを信 じる

者は，たとい死んでも生 きる。

また，生 きていて，わたしを信 じる者は，

いつ までも死 なない。」

キ リス トは墓からよみがえり，死に打ち勝

ち，復活 をもって世 の人々を祝福された。

福音によって，私たちは素晴 らしい救いの

計画 を与 えられている。私たちは肉体を得，

知識 を得，技能をみが き，性格 を築 くために

この地上に来ていることを知 っている。また

私 たちは悪を克服 し，主のみ もとに帰って共

に住むにふさわ しくなるよう正直で信仰深 く，

勤勉でかつ戒めに従順でいられ るか どうか試

み られるためにこの世に来ている。

きょう私 は，今 までに私たちに与えられて

きた数 多くの祝福 を思い起 こしている。また，

モルモン経の中でベ ンジャ ミン王が主か ら自

分の民に注がれた祝福 を挙げた後，次のよう

に言った言葉 を思い出した。

「ごらん
，神がお前たちに要求 なさるのは，

お前たちが神の命令に従 うことだけである。」

（モーサヤ２：２２）

確かに，主が私たちに望んでおられるのは，

主の戒め を守ることだけである。このように

言 っとごく容易なこ とのように聞こえるか も

しれない。 しかしだれ もが知 っているように，

それは決 して容易なことではないし， またそ

う思 って もな らないのである。多 く与 えられ

る者は多く求めちれる。主は主 と共に住む人

人に，弱点や欠点を克服する力を求めておら

れる。主は私たちに克己心 と無私の心 を求め
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ておられ る。これは決 して容易なことではな

い。しか し，主は私 たちが主の戒め を守 るこ

とができるように，多 くの提案 と指示を与え

て下 さっている。

主の戒めがこの世 での幸福の妨げになると

感 じる人がいるか もしれない。しか しそれは

間違 っている。私たちは皆，心の奥底で主の

戒めを守 っていれば，昼のあ とに夜が来るよ

うに確かに忠実な者に約束 されている祝福 を

刈 り取 ることができることを知 っているので

ある。主が次のように言われていることを思

い起こしていただきたい。「汝らわが言うとこ

ろを行わば，主なるわれ これに対 して責任あ

り。されど，汝 らわが言 うところを行わずば

汝ら何 ら約束を受けず。」（教義 と聖約８２：１０）

それが どのような形で成就 され るかはっき

りしない時があるか もしれない。 しか し，主

は必ず約束 を果たして下 さるのである。

私たちの中に裁きの 日に， 自分の務め をよ

く果たさなかったことを指摘 されたい と思 う

人がいるだろうか。正 しい生活を送 らなかっ

たために，主の悪 しき僕 と呼ばれるこ とを喜

ぶ人がいるだろうか。マ タイによる福音書第

５章１６節で，主は私たちに非常に大切 なこ と

を言っておられる。「そのように，あなたがた

の光 を人々の前に輝か し，そ して，人々があ

なたがたのよいおこないを見て，天にいます

あなたがたの父をあがめるようにしなさい。」

主の戒めを破 ると罪の意識を感 じるだけで

な く，実際にこの世 で受け るべ き多 くの祝福

と，私たちが 目標 としている永遠の祝福 を取

り去られてしまう。コリン ト人への第一の手

紙 ２章 ９節には，次の ような大切 な言葉が記

されている。「目が まだ見ず，耳がまだ聞かず，

人の心に思い浮び もしなか ったことを，神は，

ご自分 を愛する者たちのために備えられた。」

そしてすべての人々に，次のような素晴 らし

い約束が与えられた。「もし汝わが誠命を守 り

終 りまで忍ぶならば永遠の生命を得ん。 これ

神のあらゆる賜の中最大なるものなり。」 （教

義 と聖約１４：７）
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最後に，私の証 を述べ たい と思 う。御父 と

御子は確かにジョセブ ・ス ミスに現 われ，真

のイエス ・キ リス トの福音 を回復するための

指示 を与えられた。また現在の私たちの指導

者スペ ンサー ・Ｗ ・キンボール大管長および

副管長 たちは，神の真の予言者 である。これ

らのことを私は証する。私たちは喜 んで彼 ら

に従 って真理 と正義の道 を歩むつ もりである。

これ らの大管長会の方々が常 に霊感 を受け

られ るように祈っている。願わ くは天父が こ

の ３人の方々に， この重責 を果たすに必要な

十分 な健康 と力 を与えて下 さらんことを。 イ

エス ・キ リス トのみ名に より申 し上げる。ア

ーメン
。

七十人第一定 員会会 員 ロバ ー ト・Ｄ・ヘイルズ長老



「
「わた したち は幼い者も，老いた者も行きます」

年長者の聖徒が常に喜びに満ちた生活を送るための ８つの提案

七十 人 第 一 定 員会 会 員

ヒ ュ ー ・Ｗ ・ピ ノ ツ ク

数 年前のことである・ペ ンシルベニア州の
エ リーか らピッツバー グに向か う飛行機

の中で，ある著名なプロテスタン ト教会の牧

師と隣 り合わせ た。服装か ら判断 して，彼が

牧師であることは一 目瞭然であった。私が末

日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の会貝であるこ

とを告げる と，彼は次のように言った。「牧師

たちが何 を話題にしているか御存 じですか。

顔 を合わせれば，モルモンのことを話 してい

るのです よ。若人，かなり年輩の人々，十代

から小 さな子供，それに新婚の男女に至 るま

で，群れ をなしてあなた方の教会の門をくぐ

っていることを知 っています。どの年代の人

人も教会に集 うことに満足 しているようです

ね。」私は，牧師にこの教会が どのように して

あらゆる年代の人々に関心 を向けているか を

説明 した。

その時，私が思 い起こしたのは，パ ロを説

得 してイスラエルの民をエジプ トか ら去らせ

ようとした時のモーセの苦労であった。数々

の災いが次々に下 され，パロもようや く承認

す るに至 った。いなごの大群 を恐れたパロは，

女性，若者，老人をエ ジプ トにとどまらせる

ならという条件で，男たちがエ ジプ トを出て

行 くこ とに同意 した。（出エジプ ト１０：３－１１

参照）。

しか し，モーセは全員を去 らせ るように主

張した。「わたしたちは幼い者 も，老いた者 も

行 きます。むすこも娘 も携 え，羊 も牛 も連れ

て行 きます。」（出エジプ ト１０：９）モーセは

主の民を離れ離れにす ることを拒んだのであ

った。

すべ ての年代層の人々が様々な危険を共に

したのである。今か ら１３２年前，開拓者たち

が大いなる脱出 をはか った時 とまった く同じ

ように。あ らゆる人々が年齢 を越えて一致す

る とい うのは主の方法である。そして，それ

が主の方法であるか らには，私たちの方法で

もある。

人生がその歩みを止める とい うことはない。

秒，分，時間， 日，週，月，年，……時は人

を選ばず等 しくその針 を進め る。 どの年代の

人々も取 り残されるということはない。だれ

ひ とり幼年期， また青年，中年，老年期のま

まにとどまることはできないのである。私た

ちはすべて年老いて行 く。そして，年 ととも

に成長 し続けるとしたら，これは素晴 らしい

ことである。パウロは次のように語っている。

「たといわたしたちの外なる人は滅びても
，

内なる人は 日ごとに新 しくされてい く。」（ＩＩ

コリン ト４：１６）

私は 自分の歩んだ道を振り返る時，歩みをと

もにし，指導 して下 さった年長者の方々への

深い感謝の念を禁 じ得ない。私の大おばは彼

女 らしい細やかな方法で私にた くさんのこと

を教 えて くれた。また，立派な祖母は孫ばか

りか，孫の友人にまで影響を与えた。祝福師
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は， その義 しい生活 と素晴 らしい祝福の言葉

を通 して，多 くの若人の生活を変えている。

また， リグラン ド・リチャ▽ズ長老は， その

力強い声 と証 とによって，彼の証に耳 を傾け

るすべての人々や，その隣人に福音の真理 を

伝えてきた。偉大な予言者，キンボール大管

長はその献身と並々ならぬ行動力によって，

これまで多くの人々に感化 を与 えてこられた。

すべての人が必要 なのであ り，奉仕はすべ

ての人に求め られている。経験 を積み，成熟

の域に達 した皆 さんは， これまで大恐慌や ２

度にわたる世界大戦の中を生き抜いて来られ

た。この間，社会は馬車の時代から時速２，０００

キロ以上のコンコル ド機の時代へ と大 きな発

展 を遂げている。 ここで年長者の皆 さんに少

少お話 したいと思 う。

新約聖書に登場する中で，あまり詳 しい記

録のない人物 もいるが，マナソンはその最た

る例である。彼の名前は，わずかに一度出て

くるだけである。「……古 くからの弟子である

クプロ人マナ ソンの家に案内 して くれた。わ

たしたちはその家に泊 まるこ とになっていた

のである。」（使徒２１：１６）当時の宣教師たち

は，旅をする場合，年長者の同行 を願ってい

たようである。これは，明 らかにそのような

人々か ら知恵や知識を得 ようと考えたか らで

あると思われる。

「一体私 たちに何ができるのだろうか」年

長者の皆さんの中にはこの ように言 う人もい

ることだろう。

第 １に，救い主について知 るために時間を

取 ることである。救 い主につ いてまだ知識が

浅いと感 じたならば，救い主につ いて考える

機会を多くしていただ きたい。救 い主につい

て書かれた書物 を読み，生活の中に，主 を招

き入れていただきたい。友人を得 るのに遅す

ぎるということはない。主はあなたにとって

最良の友である。

第２は， これ までの人生で経験 してきた特

別なことについて語 ることである。皆 さんが

努力した事柄や達成 した事柄 を記憶の中にと
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どめておいていただ きたい。不変の真理 につ

いて話 し合 う時間を取 り，６０年，７０年，８０年

前には どの ように して問題に対処 していたか

を示 していただ きたい。これは，過去の時代

と同様 に今 日の人々にとって も有益 である。

私 たちは，皆 さんの指導を必要 としている。

第 ３は，先祖に目を向けることである。神

殿の扉は開かれ，皆さんを招 いている。多く

の死者が，皆 さんが地上で儀式 を執行す るの

を求めている。皆 さんの余暇を生かすこ とに

よって，これ らの死せ る人々に祝福 を及ぼす

ことができるのである。先祖 は皆さんの働 き

を待ち望んでいる。

第 ４に，伝道についてであるが，皆さんに

できることがた くさんある。夫婦で，あるい

は伴侶がいない場合でも，ひ とりの長老，姉

妹宣教師 として伝道す ることができる。年若

い宣教師のように戸別訪 問をす ることはで き

ないか もしれない。彼 らのように長時間伝道

す ることはどうみて も無理だろう。 しか し，

皆 さんは不活発会員を励 まし，福祉活動 を指

導することができるだけでな く，訪問者セン

ターで働いた り，地域社会の指導者 と交わ り，

皆 さんの優れた指導力，見識 人に教える能

力を必要 としている人々を助けることがで き

るのである。西 ドイツのシュツッ トガル トや

メキシコのエルモシヨ，ペ ンシルベニア州ウ

ィリアムズポー ト， コロラ ド州ロ ッキーフォ

ー ドでは， 多くの求道者が皆 さんの言葉に耳

を傾け，バプテスマ を受けるに違 いない。

第 ５に， 自分が愛 され，必要 とされている

こと， また色々な面で人々 を助けるこ とがで

きる とい うことに気づいていただきたい。人

間，年 をとって くるとあ りが ちなことだが，

引 きこもって， 自分は不必要な存在だ とか，

取 り残されているといった気持ちになってし

まうことがある。中には，無視され，のけ者

にされている と感 じる人さえいる。 しか し，

大概は思 い過 ごしでしかない。私たちが皆 さ

んの気持 ちを理解できるように心 を開 き，思

いのまま語 り合 うようにしていただ きたい。



第 ６に，家庭の夕べ を開 くこ と。一人住 ま

いであれば，毎週 月曜 日の夜に友人を招待す

る とよい。皆 さんが孤独感を抱いているなら，

恐ら くほかの人 もそうである。孤独感 を追い

払 うには他の人の孤独感 を和 らげるよう努め

るしかない。家庭の夕べは，分か ち合い，礼

拝 し，心 をいやす絶好の場 である。

第７に，できれば毎 日散策 し，救 い主が創

造された素晴 らしい自然に触れることである。

だれかを誘って一緒に散歩 しなが ら， 自然の

美 しさ，素晴 らしさについて語 り合 うとよい。

「時 を支配 して生きなさい。時に支配 されて

はならない。」（‘‘７物６、Ｐ７０∂１６〃ｚ（ゾ０１４／１ｇ〆

乃’〃２θ『いにしえの問題』「タイム」１９６６年 ７月

２３日刊）

第８に，過去の失敗を忘れるこ と。皆さん

が歩んできた長い人生の問には良い思 い出だ

けでな く，できる ものなら変 えてしまいたい

と思 うような経験 もあることだろう。 しかし，

それはできないことである。それならば， 自

分で自分 を傷つけた り， 自棄的な態度 をとる

ようなこ とはやめるように していただきたい。

救い主が 「入をさば くな」 と言われた時， ひ

とつには自分 で自分 を裁 いてはならないとい

う意味 もこめてお られたのである （マタイ７：

１参照）。悔い改めの精神は忘れずに，楽 しく

生活していただきたい。「入類が現世に在 るの

は幸福 を得んためである」（ＩＩニーファイ２：

２５） とい う聖 句はまさしく皆 さんに当てはま

る言葉である。

１９５５年 ８月２０日の新聞には，バーナー ド・

バルー クが８５歳の誕生 日に次の ように語った

記事が載せ られていた。「い くつになってもそ

うなのですが，私は老人 とは，私よ り１５歳年

上の人のことだ と思っています。」皆 さんがす

べ きことはた くさんある。

では，ここで立場 を変えてみ よう。年下の

人々は 「私 たちの方か らは何がで きるだろう

か」 と尋ねるか もしれない。

第 １に，両親，祖 父母，年長者の友人と絶

えず触れ合 いを保ち，声を掛けた り，愛を示

したりす る。これは確かに私たちの責任であ

る。例 えば，両親，監督，教師，友達 などの

何か特別な 日には電話 をかけた り，あるいは

手紙や簡単なメモを書き送 った りして，感謝

の言葉 を伝えるとよい。

第２に，私 たち年下の者は，年長の方々と

協 力関係 を築かなければならない。そうすれ

ば互いに奉仕す ることを通して，王国の中で

より良い働 きをす るための助けを得 ることが

できるようになる。ステーキ・部長や監督，定

員会会長，補助組織の指導者は高齢の会員た

ちにも，大切 な責任 を与 えるようにすべ きで

ある。８０代，９０代 とい う高齢にありなが ら人

人に霊感 を与え，指導 し，神のみ業を推 し進

めるこれらの気高い人々がいない場合，教会

幹部 とい う組織体が どのような ものになるか

を想像できるだろうか。

第 ３に，私たちは，多 くの場合私たちより

も賢命な年長の人々の言葉に耳を傾けなけれ

ばならない。彼らの勧告は若い人たちの考え

よりも理 にかなっている場合が多い。聞 く耳

を持つ ことは，思いや りの心か ら生まれるも

のである。私たち年下の者の性急さを赦 して

いただきたい。私たちも，皆 さんの勧告に従

うよう全力を注ぎたい。

第 ４に，年長者の皆 さんがこれまで長い間，

忍耐 と愛により私たちを養い育んで下 さった

ように，私 たちも年長の方々のお役に立てる

とい うことである。多忙 な日々ではあるが，

このことを肝に銘 じておきたい。皆 さんが，

上手にそして優し く私たちの涙 をふいて下 さ

ったように，私 たち も皆さんの涙をふ くこと

がで きれば と願っている。

最後に，私たちの指導者，また模範であ り，

最愛の友である皆様 に心か らの感謝 を申し上

げたい。天父と御子がひ とつであるように，

私たち も皆 ひとつ となることができるよう，

栄 えあるイエ ス ・キリス トのみ名によって祈

るものである。アー メン。
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聖霊の賜

聖霊の賜は，植物に太陽や水が欠かせないように，私たちにとって不可欠な

ものてある

十二使徒評議員会会員

リグランド ・リチャーズ

私 は主のみたまに支えられてこの説獅 ごで
きるように，心か ら願っている。最初に，

予言者ジョセブ ・ス ミスが合衆国の （マーテ

ィン）ヴァン ・ビューレン大統領 を訪問した

時の出来事についてお話 したいと思 う。その

席で大統領はこの教会 と世のほかの教会との

違いについて尋ねた。予言者 ジョセブは質問

に答えて言った。「この教会には，バプテスマ

を施す正 しい方法 と按手礼による聖霊の賜 と

があ ります。」 さらに付け加 えて，「そのほか

重要な事柄はすべて聖霊の賜の中に含 まれて

います」（研ｓ如η ｑ〃勉 Ｃ肋 ｚ漉 「教会歴史」

４ ：４２）と言った。

ここで，聖霊の力によって私の心に浮かん

だことを２， ３お話 したいと思 う。この聖霊

の賜は，権能 を持つ 人の按手により私たち教

会員に授けられるものである。

聖霊の賜は，植物に太陽や水が欠かせ ない

ように，私たちにとって不可欠な ものである。

太陽や水を取 り去れば，植物は枯れて しまう。

それ と同様に，この教会か ら聖霊の存在を取

り去ってしまえば，ほかの教会 と何 ら変わら

な くなって しまう。それは教会員の信仰生活

からも伺 うことができる。

先 ごろ トロン トで地域大会が開かれた折に，

カナダの首相が タナー副管長に こう言った。

「あなたの教 会の方々が
，無報酬で どうして

そんなによく奉仕 されるのか理解できません。」

教会員が金銭的な報いを何ら期待せずに奉

仕す るこ とは，非常に素晴 らしいことである。

この壇上 にお られる教会幹部の方々について

考えてみよう。彼 らが教会幹部に召 された時，

生活費が支給されるか どうかについては何 も

聞かされていなかった。私がワシン トンに住

んでいた頃のことである。ベ ンソン長老は十

二使徒会の会員に召されたばか りで，まだ西

部へ行 って按手聖任 を受けていなか った。ち

ょうどその時，私は管理監督 としてベンソン

長老の属す るステーキ部の大会に出席 してい

た。ベンソン長老は私にこう尋ねた。「監督，

教会幹部 として責任を果たす間，生活 してい

けるでしょうか。」そこで私 は こう答 えた。

「そ うですね
。少 しは手当があるでしょう。

しか し，貯 えで もない限 り，以前のような生

活は望めないと思います。」

私はたまたま，ベ ンソン長老が農務省に勤

めていた時に得ていた給料について耳にした

が，驚 くばか りの金額であった。彼はそれ を

捨てて，何の保証 も与 えられないまま，十二

使徒定貝会の一 員となるためにこの地にやっ

て来たのである。

タナー副管長が教会幹部に召された時の こ

とを考えてみ よう。マ ッケイ大管長の言葉に

よれば， タナー副管長はカナダの首相になれ

る地位にいて， カナダ国内の幾つかの大企業

の社長 を務めていた人である。今この壇上に

タナー副管長が立つならば，マッケイ大管長
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から教会幹部に召された時，その報酬につい

ては何ひとつ話されなかったと断言す るであ

ろ づ。

この ように，教会幹部の一 人一 人について，

彼 らがいかに仕事 を犠牲に して きたかお話す

ることが できる。では，なぜ そのようなこと

をしたのだろ うか。それは， イエスの次の勧

告に従 うことを可能にす る聖霊の賜 を受けて

いたからである。「まず神の国 と神の義 とを求

めなさい。そ うすれば， これ らの ものは，す

べて添 えて与えられるであろう。」（マ タイ６

：３３）

私が管理監督 を務めていた時に，副監督の

アシュ トン兄弟が亡 くな り，新 たに （ソープ・

Ｂ）アイザ クソン兄弟が召されることになっ

た。当時アイザ クソン兄弟は，大 きな保険会

社の社長であった。ジ ョージ ・アルバー ト・

スミス大管長が召しを受け入れるか どうか尋

ねると，アイザ クソン兄弟はこう答えた。「は

い。では東部 に戻って会議 を開 き，新 しい責

任者 を決めてきたいと思います。御存 じのよ

うに，保険の仕事 では人事が非常 に大きな影

響 を与えるからです。…… もし会社の人々が

私の意見に賛成 しなければ，会社は彼 らの好

きなようにさせ ましょう。」聞 くところによれ

ば，彼がそれまで納めていた什分の一の額は，

管理監督会副監督になってから支給 された生

活費 と同額 であった とい う。 しか し，それば

か りではない。アイザ クソン兄弟は副監督に

召されてから最初の ６カ月間の生活費 をすべ

て教会に返して しまった。 そして，こう言っ

た。「私は伝道 に出る機会がなかったので，今

こそ何か をす る時だ と思います。」

さて， このような兄弟たち一人一人か ら直

接話 を聞 くことがで きたらよい と思 う。例 え

ば，私が１０人の男性 と２人の女性 を使って仕

事をしていた時のことである。ある日，大管

長のメッセージが私の父を通 して伝 えられた。

それは カルフォルニア州のハ リウ ッド・ステ

ーキ部 を管理す る責任を受けることについて

私の意向を尋ね るものであった。当時の情状

を詳 しくお話 して時間を取ろうとは思わない。

私は６日の間にすべての事業 と立派な家を売

り渡 し，家族 と共に何の保証 もないカルフォ

ルニア州 に引っ越 した。何 もか も初めからや

り直さなければな らなかった。

それか ら私が ソル トレー ク ・シテ ィーで事

業 を営んでいた時のことである。ヒーバー ・

Ｊ ・グラン ト大管長 は，短期間，宣教師が千

人必要であり，「監督やステーキ部長はすべて

これに該 当する」と言った。その時，私は監督

の責任 を受けていた。私は妻 と７人の子供 を

残して， また仕事 を義兄に任せて，ニューイ

ングラン ドへ向か った。普通ではそのような

ことは しないであろう。聖 きみたまによる霊

感があったか らである。

現在，世界各地 で２８，０００人の宣教師が自費

で伝道 している。また，教会が組織 されて以

来１０万人の宣教師が送 り出されてきた。宣教

師 もまた聖霊 の賜があるか ら伝道で きるので

ある。彼らの大部分は，子供の頃か ら伝道に

行 く日を待 ち望んでいた。

つい最近，ベ ンソン長老から伺った話 を御紹

介しよう。東部 で開かれた宴会の席でのこと

である。ベ ンソン長老の隣に座わったある牧

師が次の ように話 しかけてきた。「ベンソンさ

ん，宴会の後でお話 したいのですが。……」

やがてふた りが宴会の席を立つ と，その牧師

はこう言った。「私の教会では，あなたの教会

のプ ログラムをふたつ取 り入れたいと思って

います。」

ベ ンソン長老は，「それは何 ですか」と尋ね

た。

「まず，伝道のプログラムです。あなたの

教会は全世界に宣教師を送 り出 しています。

しか し，教会か らは何 も支払われず，伝道中

の費用 を自分で負担させています。教会がす

ることと言えば，帰還するための費用を支払

うだけですね。」さらに牧師は続けた。「私の

教会では宣教師資金を設けています。そして，

伝道に必要 な費用 と帰還す るのに必要な費用

を支払 うように しています。 しか し，伝道に
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出る人がいないのです。」

これは人の王国を築いているか，神の王国

を築いているかの違いである。神の王国でな

ければ，聖 きみたまが人々の心に注がれない

のである。

この世の中に，昨晩の神権者の大会で行な

われたことをまねできる人はいない。大会の

模様は １，７００カ所以上の集会所で同時中継さ

れ，少年を含めて２０万人以上の神権者が出席

したもの と推定 され る。ペテロが次のように

言ったの も何 ら不思議 ではない。「しかし，あ

なたがたは，選ばれた種族，王国の神権者，

聖なる国民，特異な民である。それによって，

暗やみか ら驚 くべきみ光に招 き入れて下 さっ

たかたのみわざを，あなたが たが語 り伝える

ためである。」（欽定訳 １ペテロ２ ：９よ り和

訳）

私の後ろで素晴 らしい歌声 を響かせ ている

合唱団の方々について考 えてみ よう。彼 らは

５０年以上 も歌い続けている。（個人として５０年

以上歌っている人はいない と思 うが，合唱団

としては５０年以上 になる） しか し，それに対

して何の報酬 も支払われていない。毎週練習

のためにここに集い，私たちのために歌って

くれる３５０人の方々に対 して，何の報酬 も支

払っていないのである。

私が南部で伝道部長をしていた時，ほかの

教会が建てたまだ新 しく美 しい礼拝堂 を訪れ

たことがある。そこの牧師が案内して くれた。

ところが敷地の崖が崩れて，地下室が表に出

ていた。私は牧師に向かって言った。「私たち

の教会ではこうい う場合 どうすると思 います

か。」

「どうなさるのですか
。」

「修理 して
，若 い人たちが楽 しめるように

しますね。」

「そうですね
， リチャーズさん。あなたの

教会ならできるでしょう。訓練 された指導者

がいます し，彼 らに報酬 を支払 う必要がない

のですから。でも，この教会ではそ うはいき

ません。訓練 された指導者はいませ んし，支
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払 うお金 もないのです。」私にはその理由がわ

かっていた。なぜなら，私たちの教会のある

会員が毎週彼の合唱団で歌 ってお り，牧師は

そのお礼を払っていたからである。

私たちが， タバナ クル合唱団やワー ド部聖

歌隊で歌 う人々に， また補助組織で働 くすべ

ての人々に，何 らかの報酬 を支払わなければ

ならない としたらどうであろうか。考えてみ

ていただ きたい。金曜 日の夜に地区代表の集

会があ り，正確 な人数は覚 えていないが，お

よそ １９０人位が集 まっていた。彼 らは実業家

や会社の経営者，専 門職 を持つ 人々であるが，

神の王国を打ち建てるために何の報酬 も期待

せずに各地で働 いている。神が私たちに聖霊

の賜を授けて下 さったことに感謝 したい。予

言者ジョセブ ・ス ミスがあらゆるものは聖霊

の賜の中に含まれていると言ったのも当然の

ことである。

さて，聖書の中で聖霊の働きが最 も顕著に

現われているひとつの例 として，ペテロの話

を取 り上 げてみよう。イエ スは最後の晩餐の

席上 で弟子たちに向かい， この中に裏切者が

いる と言われた。す るとペテロは言った。「た

とい，みんなの者があなたにつ まずいても，

わた しは決 してつまず きませ ん。……

た といあなたと一緒に死なねばならな くな

っても， あなたを知 らないなどとは，決 して

申しません。」イエスは言われた。「今夜，鶏

が鳴 く前に， あなたは三度わたしを知 らない

と言うだろう。」 （マ タイ２６：３３－３５参照）や

がてイエスは捕 えられた。ペ テロが中庭に座

っていると，ふた りの女中がやって来てそれ

ぞれ言った。「あなたもあのガリラヤ人イエス

と一緒だった。」 （マ タイ２６＝６９）ペテロは ２

度 ともその言葉 を激 しく打ち消 した。その後

男がやって来て同 じことを言った。ペ テロは

何 も知 らない と言って激 しく誓い始めた。そ

の時，鶏が鳴 いた。その後ペテロは，「外に出

て激 しく泣いた。」（マタイ２６：７５）この出来

事はペテロが聖霊 を受 ける前に起 こったこ と

である。



イエスは弟子 たちに，聖 きみたまを授か る

までエルサレムにとどまるように言われた。

また，御 自分が去 らなければ，助け主が遣わ

されないとも言われた。「しか し，助け主，す

なわち，父がわたしの名によってつかわされ

る聖霊は， あなたがたにすべてのことを教 え，

またわたしが話 しておいたことを，ことごと

く思い起こさせ るであろう。」（ヨハネ１４：２６）

では，聖霊 を受けてか らペテロはどうなっ

たであろうか。ある時，祭司長か らエルサ レ

ムの通 りで福音を宣べ伝えてはならない と命

じられて，ペテロは言った。「人間に従 うより

は，神に従 うべ きである。」 （使徒 ５ ：２９）ペ

テロは恐れを知 らないライオ ンの ようであっ

た。

数年前に伝道部長 と一緒に中央アメ リカ伝

道部 を旅行 した際に，私はその地方の大聖堂

のひ とつ を訪れた。その建物の片側の壁には，

初期の十二使徒が殺された時の光景が描かれ

ていた。パウロはネロの手にかかってローマ

で首 を切 られていた。ペテロは頭 を下に して

十字架にかけ られていた。救い主 と同じ姿で

十字架にかけ られるのは， 自分にふさわ しく

ないと思ったか らである。 これはペ テロが聖

霊の賜を受けた後のことである。彼が救 い主

を否定 した時 と比較 していただきたい。

さて，教会の業 を見てみれば，すべての会

員に聖霊の賜が与えられているのがわかるで

あろう。私たちは毎 日ひ とつの割合 で美 しい

教会堂 を献堂 している。これはすべ て教会員

の献身によるのである。すなわち，教会員の

納める什分の一や献金によって建築が可能に

なるのである。そして，この献身的な行動の

源 こそ，教会員となる時に按手に より授け ら

れる聖霊の賜である。

そのことについてお話 しよう。私は南部に

いた時，ア トランタか らや って来た巡回説教

師に出会った。その説教師は彼の教会の指導

者たちに， 負債 をな くす方法について説いて

いな。彼はマラキ書か ら次の聖句 を引用 した。

「わたしが天の窓を開いて，あふるる恵み を，

あなたがたに注 ぐか否か を見なさい。」（マラ

キ３ ：１０）そ して，１０カ月の間什分の一 を納

めるな ら，負債はなくなると教えた。説教が

終わってか ら，私は彼 と話をした。「私の証 を

お伝 えしたい と思います。あなたの教えはき

わめて真理に近い ものです。で も， ひとつだ

けわか らないことがあ ります。あなたはあの

聖句が主の民に祝福 を与える主の律法である

と言われましたが， もしそ うなら， わずか１０

カ月間で祝福 されるのではな く，一生の問祝

福 を受ける方が よいと思 うのですが。」

す るとその説教師は言った。「リチャーズさ

ん，私たちは とてもそこまではできません。」

人間の才能や能力だけに頼 っていたのでは，

この教会の偉大なプログラムを遂行できない

し，立派な建物 を建築す ることもできない。

そろそろ時間 もなくなってきたようである。

神の祝福が皆さんの上にあるように。福音

の回復や神権の回復， また聖霊の賜を含め神

権 を通 して私たちが享受するすべての祝福 と

恵み を心か ら感謝 している。十二使徒会の会

員に召された時，私はこの説教台か ら，私の

子供たちがこの世のだれ よりも聖霊 を伴侶 と

して くれるように とい う話をした。き ようも

同 じ気持 ちを感 じている。子供たちの上に，

私の上に，そして皆 さんの上に聖霊の助けが

あるように。 イエス ・キ リス トのみ名によっ

て申し上げる。アー メン。
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この山地をわた しにください

ただ，主にそむいてはな りません。またその地の民を恐れてはな りません。

……主がわた したちと共 にお られますから
，彼らを恐れてはなりません

大管 ，長

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・‡ ン ボ ー ル

愛 する兄弟姉妹の皆さん・皆さんの中で
今お話 し下さった リグラン ド・リチ ャー

ズ兄弟 を御存じのない方はいない と思 う。ま

た， リチャーズ兄弟がこれまでの生涯，いつ

も熱心に伝道 してこられた ことを御存 じない

方 もいないと思 う。私がア リゾナでステーキ

部長会の職にあった時， リチャー ズ兄弟が私

たちのステーキ部を訪問されたこ とがあった。

その時， リチャーズ兄弟は私たちに 多くの大

切 な事柄を教 えて下 さった。私が今で もはっ

きり覚えているのは，その後，大会の締め く

くりとして，ふた りでア リゾナ州のマイア ミ

に行 き，夜遅 くまで福音の話 をしたことであ

る。リチャーズ兄弟が覚 えてお られるか どう

かはわからないが，その時の話は，私の心に

深い印象を残 している。最近 もこのような光

景 を目に した。大管長会 と何名かの教会幹部

の兄弟たちが，ニューメキシコで開かれ る地

域大会に向かっていた ところ，飛行機の故障

のために空港で待たされるこ とになった。飛

行機は部品を交換す るために， コロラ ド州の

デンバーまで戻 らなければな らないという。

私たちは待合室で座 って待っていたが， リチ

ャーズ兄弟はパイロッ トや スチュワーデスに

話 しかけて，彼らに福音 を説いていた。 まさ

に彼のような人こそ宣教師 と言える。

リチ ャー ズ兄弟の先のお話 では，宣教師数

は ２８，０００名 とい うこ とであったが，現在は

２９，０００名以上に達 していると思 う。 ともか く

も， リチャーズ兄弟 をはじめ，彼のお話にあ

ったように常に変わらず忠実である他の幹部

の兄弟 たちに，私たちはこの上な く感謝 して

いる。

今大会は実に素晴らしい大会であった。こ

の場に集われた皆さん全員がそ う感 じてお ら

れると思 う。話をして下 さった兄弟たちに感

謝 している。主は兄弟たちの祈 りに答え，準

備 と説教に当たって助けを与 えられた。

大会に出席するためにはるばるやって来て

下 さった方々に感謝 を申し上げたい。皆 さん

の中には，大 きな犠牲 を払い，不便 をしのん

でやって来られた方 もおられると思 う。私た

ちは皆 さんのその ような信仰に感謝 し，主が

皆 さんを祝福 をして下さるように と祈ってい

る。そして，閉会の讃美歌を歌い，最後に 「ア

ー メン」 と言った後も
，今大会で聴かれた メ

ッセージが皆 さんの心にいつ までも残るよう

にと願 っている。私 たちは， これか ら皆 さん

方指導者がそれぞれのステーキ部，あるいは

ワー ド部，家庭に帰られた時に どうい う働 き

をするかが一番大切 なこ ともよ く知 っている。

私はここで，イスラエルの民がエ ジプ トか

ら約束の地に脱出した話を引用 してお話 を進

めたい と思 う。この話には，私が深 く心動か

されるひとりの特別な人物が登場す る。その

人の名前はカレブである。

モーセは，奴隷の境遇 にあったイスラエル
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の民を率 いてエ ジプ トか ら脱出して間 もな く，

約束の地 を探 り，そこの生活状態を報告 させ

るために１２人の男たちを派遣 した。その中に

カレブ とヨシュアがいた。４０日の後，彼 らは

約束の地を探 り終えて帰って きた。彼 らはい

ちじくとざ くろと一房のぶ どうを持 ち帰った

が，ぶ どうは棒 を使 ってふた りでかついで帰

って来 るほど大きな ものであった。

探察隊の大部分の者は，約束の地 とそこに

住んでいる民の状態について きわめて悲観的

な報告 をした。彼 らは乳 と蜜の流れる美 しく，

望 ましい地 を目にしたが，一方で，そこの町

町が堅固で非常 に大 きく， 巨人の ような 「ア

ナ クの子孫」が住んでいるの も見たのであっ

た。イスラエル人の探察貝たちは，背の高い

アナ クの子孫に比べて， 自分たちがいなごの

ように思えたと報告 した。しかし，カレブは，

主が言 う 「違った心」（民数１４：２４）を持 って

いたので，見方が少 し異なっていた。そのた

め，カレブの探察の旅の報告 とイスラエルの

民に対するチャレンジは， まった く違 ったも

のであった。 カレブはこのように言っている。

「わたしたちはす ぐにのぼって
，攻め取 りま

しょう。わたしたちは必ず勝つことがで きま

す。」（民数１３：３０）

ヨシュア とカレブは，偉大な信仰の持ち主

であった。ふた りは一緒になって，イスラエ

ルの民はす ぐに も約束の地に進むべきだ と説

き， こう言っている。

「もし，主が良しとされるならば， わたし

たちをその地に導 いて行 って，それをわた し

たちに くださるで しょう。それは乳 と蜜の流

れている地です。

ただ，主にそむいてはな りません。またそ

の地の民 を恐れてはな りません。……主がわ

たしたちと共におられますか ら，彼 らを恐れ

てはな りません。」（民数１４：８－ ９）

しか し，意気地がないイスラエルの民は，

エジプ トの国で奴隷の身であった方が安全だ

ったと言って，神を信ぜず，カレブとヨシュ

アの言葉には従お うとは しなか った。それば

か りか，民はふた りを石で打ち殺そうとさえ

した。

イスラエルの民は信仰がなか ったために，

結局それか ら４０年 もの間荒野をさまよい， ち

りを食べて生 きることになったのである。そ

の時 もし彼 らに信仰が あったならば，乳 と蜜

の豊かな恵みを受けていたであろう。

そして，主はイスラエルの民に対 して，エ

ジプ トを出て以来常に忠実 でなかった者は皆，

すなわちヨシュア とカレブ以外ひ とり残 らず，

民が カナンの地に入る前に死ぬであろうと言

われた。ヨシュア とカレブは， その信仰の故
層に
，彼 らと彼 らの子孫 とは約束の地で生 き長

らえるという約束を受けたのである。

さて，探察隊の１２人が約束の地 を探 り終え

て帰 って来てか ら４５年が過 ぎ， イスラエルの

新 しい世代は ヨシュアに率 いられて，カナン

の征服 を終 えようとしていた。時に，カレブ

は ヨシュアにこのよっに言っている。

「主の しもベモーセが，この地 を探るため

に， わた しを……つかわした時，わたしは四

十歳でした。そしてわたしは， 自分の信ずる

ところを復命 しました。

しか し，共に上って行 った兄弟たちは，民

の心を くじいてしまい ましたが，わたしは全

くわが神，主に従いました。

主が この言葉 をモーセに語 られた時からこ

のかた，イスラエルが荒野に歩んだ四十五年

の間，主は言われたように，わたしを生きな

が らえさせ て くださいました。わたしは今 日

すでに八十五歳ですが，

今 もなお，モーセがわたしをつかわした 日

のように，〔少なくとも福音の精神 と，福音が

求め ること，必要 とす ることにおいては）健

やかです。わた しの今の力は，あの時の力に

劣らず， どんな働 きにも，……堪 えることが

できます。」（ヨシュア１４：７－ ８，１０－１１）

このカレブの例か ら，私たちは非常に大切

な教訓を学ぶことができる。カレブは嗣業を

得ようとして最後まで忠実であった。私たち

は， カレブのその努力を見落 とさないように
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しなければならない。主は私たちに対 して，

その王国にひ とつの場所 を与 える と約束 して

下さっているとは言え，ふさわしい者 となっ

て報いを得 るためには常に忠実であるように

努力しなければな らないのである。

カレブは最後に，ひとつの願いであ り，チ

ャレンジでもある宣言 をしているが，その言

葉に私はまった く同感である。約束の地には

まだアナク人や巨人が住んでいたので，彼 ら

を征服す る必要があったのである。カレブは

すでに８５歳になっていたが，「この山地 を……

わたしに ください」（ヨシュア１４：１２）と言っ

ている。

この言葉は，み業に対す る私の今の気持ち

でもある。私たちの行 く手には，立 ち向かわ

なければな らない数 々の難題 機会が待 ち設

けている。 しか し，私はそれ らを明るい見通

しを持って迎え，へ りくだって主にこう申し

あげたい と思 う。「この山地をわたしにくださ

い」，「これ らのチャレンジを私に ください」

と。

主ならびに皆様方，キ リス トのこの聖なる

目的のために共に働 く兄弟姉妹に，私はへ り

くだってお願い申し上げる。私は， これか ら

もイスラエルの神 を信 じて前進するつ もりで

ある。なぜ なら， イスラエルの神は私たちを

教 え導き，最終的には主の目的を成就 して，

約束の地 と約束された祝福に至 らせて下さる

ことを知 っているか らである。

「イエスは言われた
，『手 をすきにかけてか

ら， うしろを見 る者は，神の国にふ さわ しく

ないものである』。」（ル カ９：６２）

私は，私の精力 と能力の限 りを尽 くして，

「全くわが神，主に従 う」つ もりである。

私は皆さんの一人一人が，イスラエルのす

べての神権指導者，成人女性，青少年の男女，

子供に至 るまで，私 と同 じ誓いを立て，惜 し

まず努力をして下 さるよう，心か ら切に望む

ものである。

兄弟姉妹の皆さん，私たちが進めてい るの

は主のみ業であ り，真実な ものであることを
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証 申し上げる。私たちは主の用向きを持てる者

である。この教会は主の教会であ り，主がそ

の頭であり，隅石であられ る。 この証を私の

愛 と祝福 と共に心か らイエ ス ・キリス トのみ

名によって申し上 げる。アー メン。

スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル 大 管 長
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１０月 ６日 （土）福祉部 会にお ける説教

不変の原則

これら財政管理に関する５つの原則に従うならば，いかなる経済状態が来よ

うと，財政的な安定と心の平安を保つことがでさるてあろう

第一 副 管 長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

第 ２次世界大戦中に・＋二使徒韻 会会貝
のアルバー ト・Ｅ ・ボーエン長老は， ラ

ジオでの一連の説教 をまとめた「不変の原則」

（Ｃｏクｚｓ’αη６ｙα〃ｚガ０１Ｃぬごｚηｇ６）と題する本 を著 し

た。この中には，実に時宜にかなったメッセ

ー ジが盛 り込 まれている
。当時の世の中は争

いに満 ちてお り，世 界中の人々が確信 と平安

をもたらす不変の メッセー ジを求めていたの

である。

現代の世 も戦争の繰 り返 された当時 とよ く

似 た面が 多い。私たちは現在，数々の困難な

問題に直面 している。国際間の重要 な政治問

題に加 えて，ここ数十年来最悪の経済危機，

すなわちインフレと個人の財政管理の問題 と

を抱えている。

私はボーエン長老の著書の タイ トル をお借

りして，６０年間の勤労生活か ら得た確信 と私

個人の経験につ いてお話 したいと思 う。私は

様々な経済状態 を経験 してきた。社会に出て

間 もない頃，金銭的に困窮 したことがあった。

国内の不況や世界的な大恐慌 を経験 し，景気

後退やインフレの時代 をくぐり抜け，世に言

う解決策が経済状態の変遷 と共に現われては

消えてい く様子 をこの 目で見て きた。その結

果，私 はロバー ト・フロス トと同 じ確信を持

つに至 った。彼は次の ように述べている。
「人の思いが変わ り

，世が移 り行 く，

すべては，受け入れる真理，

拒む真理に起因する。」（エ ドワー ド・Ｃ・

レイサ ン編， ７１加 ＰＯ６的 σ’Ｒｏ∂θ紘 ＦｚＯＳ’

「ロバー ト ・フロス ト詩集」Ｐ．５８）

これか らお話することは，いつ までも変わ

ることのない基本原則に対す る私の考えであ

る。この原則に従 うならば，いかなる経済状

態が来 ようと，財政的な安定 と心の平安 を保

つ ことができるであろう。

まず最初に，基本的な事柄 と将来の見通 し

について考 え， この経済原則の適用範囲を明

らかにしたい と思 う。

ある 日，孫が私のところに来て次のように

言った。「ぼ くは，お じいさんを初め多くの成

功 した人を見てきました。そして， 自分 も成

功 した人間になろうと決心 したのです。ぼ く

は， できるだけ大勢の成功 した人に会って，

成功の秘訣 を聞 きたい と思っています。お じ

いさん，これまでの生活を振 り返って，成功

するために一番大切な要素 は何 だと思います

か。」

私は主が与えて下 さった最 も偉大な成功の

公式 を引用 した。「まず神の国と神の義とを求

めなさい。そ うすれば，これ らの ものは，す

べ て添えて与 えられ るであろう。」（マタイ６

：３３）

皆 さんの中には，神の国を第一に求めな く

て も経済的に豊かな人がいる， と言って反論

する人 もいるだろう。確かにその通 りである。

しか し，神 の国を第一に求める人に，主は物
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質的な富だけを約束 してお られるのではない。

私 自身の経験か らもわかるが，先の反論は当

を得ていない。ヘ ンリック ・イプセンは次の

ように述べている。「金銭は物事 の外皮であっ

て核心ではない。金銭によって食物は手に入

って も，食欲は手に入らない。薬は買えて も，

健康は買えない。知 人はできても，友 人はでき

ない。召使いは雇えて も，忠実な人は雇えない。

楽 しい日々が続いて も，そこに平安 と幸福 は

ない。⊥（７物θＥｏ７６ｓＳ６鵤ρδ００々 （～／丁海０％帥 お０η

焼θＢπ∬ゴηθＳＳげ Ｌ舵 「フォーブスの仕事に関

する名言集」ｐ．８８）

物質的な祝福は，義 しい目的 をもって義 し

い方法で求める時に，は じめて福音の一部 と

なるのである。 ここで ヒュー ・Ｂ ・ブラウン

副管長の経験を思い起こしてみ よう。第 １次

世 界大戦の時に若い兵士 として働 いていた彼

は，ある日，年輩の友人を見舞 うために病院

を訪れた。この友人は８０歳になる大富豪であ

るが，今や死の扉の前に立たされていた。離

婚 した妻や ５人の子供の うち，だれひとりと

して病院に見舞いに来 る者はなかった。ブラ

ウン長老は，友人が失 ってしまった，金銭 で

は買 うことのできないものについて考 え，彼

の悲劇的な状態 と悲 しみの深 さを思いやった。

そ して，こう尋ねた。「もう一度人生 をや り直

せるとしたら， どのように生活を変えたい と

思いますか。」

数 日後に他界 したその老紳士は，次の よう

に答えた。「今振 り返ってみれば，私は最 も大

切 で価値 ある財産 を確かに持 っていたと思 う。

しか し，巨万の富を築 く過程でそれを失 って

しまった。その財産 とは，私の母が神 に対 し

て， また人の不死不滅に対 して持 っていた純

粋な信仰の ことだ。……君は人生 で最 も価値

あるものについて尋ねた。私にはその答 えと

して，あの詩以上に適切な言葉は浮かんでこ

ない。」彼はブラウン長老に，書棚か ら一冊の

小 さなノー トを取 り出 して 「私は異邦人」 と

いう詩を読むように言った。

母の教えた信仰を捨て
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私はひ とりの異邦人

母の求めた神 を忘れ

私はひとりの異邦人

祈 りに よる慰め もなく

私はひとりの異邦人

死んだ父を抱きかかえた

永遠のみ腕 も私にはない。

きらびやかな世界に誘われて

私はすべてを捨て去った。

盲 目となった私は

神のみ手か らすべ り落ち

目の くらんだ私は

空 しい名声 を追 い求めた。

きらきらと光 を放つ黄金に

人生のすべてをかけていた。

やがて勝利者 となった私は

限 りない報酬 をこの手にした。

しか し，名声 も，黄金 も，快楽 も，

すべての財産 も投げ与えよう

私の母 を支えていた

あの信仰 さえ得られるなら。

「これが，教会員の家庭に生 まれながら教会

か ら離れていった男の最後の証である。莫大

な財産 を手に入れたが， この世 の富 を築 くた

めに最 も大切 なものを失い，孤独 と絶望の淵

に沈んだ男の叫びである。」（Ｃｏη’珈〃加ｇＱ鰐ｓ’

「永遠の問い」ｐｐ．３２－３５）

モルモン経の中で，予言者ヤ コブは次のよ

うに重要な勧告を与えている。

「財産 を求める前にまず神の王国 を求めよ。

あなたたちがすでにキ リス トに望みを持っ

てか ら宝 を求めたならばその通 りに宝が手に

入るであろう。 しかし，その時あなたたちが

その宝を求め る目的は，裸でいる者に着物 を

着せ，飢えている者に食を与え，束縛されて

いる者 を救 って 自由にし，病んでいる者 と悩

んでいる者 とを救 うなど，およそ善事 を行 う

ことである。」（モルモン経ヤ コブ ２ ：１８－１９）

基本 となる観点は以下の通 りである。まず

神の王国を求め，効果的な計画 を立てて実行



し，賢明に時間を使 い，将来の設計をし，そ

して与えられた財産 を神 の王国の建設のため

に役立てる。この永遠の観点か ら物事 を見通

し， 固い基盤の上に立 って生活するならば，

入念な計画 と熱意 をもって遂行すべ き人生の

目標や 日常の仕事に， 自信 を持 って対処 でき

るようになるであろ う。

この考え方に基づ いて，経済的な安定を図

るための ５原則について説明 したい と思 う。

原則 １．正直に什分の一 を納める。什分の

一 を納めることは主や教会 に対す る寄付 であ

ると考えている人がいないだろ うか。什分の

一 を納めることは，主に対す る負債 を返済す

ることである。主は，私たちの生命 も含めて，

あらゆる祝福の源 となる御方である。

什分の一 を納め ることは戒めであって，ひ

とつの約束を伴 っている。すなわち， この戒

め を守 るならば，「地に於て栄ゆべ し」 （アル

マ５０：２０）とい う約束が得 られるのである。こ

の繁栄は，物質的な事柄 だけにとどまらない。

健康や精神の活力，家族の一致，霊性の高揚な

どももたらされる。皆 さんの中に什分の一 を

完全に納めていない人がいるならば，その人

は戒めに従 う信仰 と勇気 とを求めていただき

たい。創造主に対する義務 を遂行するな らば，

この戒め を守 る者に しかわか らない実に豊か

な幸福 を味わえるであろう。

原則 ２．収入の範囲内で生活す る。何でも

買えるだけの収入を得 ることな どで きる訳が

ない。私は確信 を持って言 うが，人の心に平

安 をもたらす ものは収 入の額 でな く， その財

政管理 である。金銭は従順な僕にもなるし，

厳 しい主人にもなる。生活水準 をい くらかゆ

とりのある程度に抑える人は， 自分の置かれ

ている環境を支配す るが，い くらか収 入を超

えた範囲に求め る人は，環境に支配 され， と

らわれの身 となる。 グラン ト大管長はかつて

次のように述べた。「人間の心の中に，あるい

は家庭 の中に，平安 と満足 をもた らす ものが

ひ とつあるとすれば，それは収入の範囲内で

生活することである。反対に人々 を苦 しめ，

落胆 させ るものがひとつあるとすれば，それ

は支払 うことのできない負債 である。」（Ｇｏｓ一

ρ６１Ｓ如η４α磁ｓ「福音の標準」ｐ．１１１）

出費 を収入の範囲内に抑 える鍵は，簡単明

瞭である。それは自制 と呼ばれている。この

人生において私たちは遅かれ早かれ，自分 自

身を制することを学ぶ。食欲 を制し，経済的

な欲求 を抑えるのである。収入の範囲内で生

活 し，思いがけない時のために幾らかの蓄え

を残す人は，何 と祝福 されていることであろ

うか。

原則 ３．欲 しい物 と必要 な物 を区別する。

購買欲は人が造 り出す ものである。 自由競争

の経済社会では，限りない商品 とサービスが

生み出され，それが より便利でぜいた くな暮

らしに対す る私たちの欲望 を刺激す る。私は

このような商品やサービスを利用す る人，あ

るいはそれを生み出す経済制度 を批判す るつ

もりはない。私が関心 を持つのは，購入に際

して末 日聖徒が正 しい判断力 を行使すること

である。犠牲が永遠にわたる訓練の重要な部

分 を占めていることを忘れてはならない。

合衆国や他の国々において， 第２次世界大

戦後に生まれた多くの両親や子供たちは，繁

栄の時代だけ を経験 してきた。欲 しい物がす

ぐに手に入る時代である。そこには，働 く能

力 を持つ人がすべて働ける十分な職があった。

昨 日はぜいたく品であった物が，今 日は必需

品と考 えられ る世の中である。

ここで代表的な若い夫婦を紹介 しよう。こ

の夫婦は，両親が長年の犠牲と苦心の末に手

に入れたぜ いた くな品々を，結婚当初から自

分 たちの家庭に備えようとした。あまりにも

多 くの品物を早急に求めたふたりは，安易な

クレジットの計画に走 り，負債の中に身を沈

めた。そのため，教会が勧める食糧貯蔵や他

の非常時に備 えるプログラムを行な う経済的

な余裕がな くなって しまった。

互いのや嚇 ま鞭 雑婦 噸 聯さ！
、結婚

生活に重大な亀裂 を生 じる。夫婦間り問駆の

多くは，経済的なことか ら始まっているよう
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である。家族 を養 うのに十分な収入が得 られ

ないか， あるいは収入を正 しく管理 していな

いか， そのどちらか である。、

ある若い父親が財政上の助言 を求めて監督

の ところに来た。そして，よ く耳にする次の

ような話をした。「監督さん，私は技術者 とし

て十分な訓練を積みましたから，今では高い

収入を得ています。収入を得る方法 を学校の

教師から学んだのです。でも，その収入 を管理

する方法はだれも教 えて くれませ んでした。」

すべての学生が消費者 として必要 な知識 を

学校で身につければ， それは望 ましいことで

ある。 しか し，彼 らを訓練する責任 は，まず

第一に両親にある。両親はこの大切 な責任 を

学校に任せ きワにした り，転嫁 した りしては

ならない。

この訓練 を行なう上 で重要なことは，負債

について説明することである。多 くの場合，

経済上の負債 には ２種類 ある。すなわち，消

費によって生 じる負債 と投資あるいは業務上

の負債である。消費によって生 じる負債 とは，

日常生活で使用 または消費す る品物 をクレジ

ッ トで購入することである。例えば，洋服や

家庭用品，家具な どを分割払いで買う場合が

そうである。この負債は，将来の収入を担保

にして借 りたものである。 これは非常な危険

をはらんでいる。失業や思わぬ緊急事態に遭

遇すれば，返済が困難になる。その上，分割

払いは最 も費用のかさむ購入方法である。品

物の価格に加えて，高い利子 と手数料 を取 ら

れてしまう。

若い夫婦であれば，時には クレジ ットによ

る購入を必要 とす ることもあるだろ う。 しか

し，ここで注意 しておきたいことは，実際に

必要 とす る物以外は購入 しないこと， そして

負債はできるだけ早 く返済す ることである。

金銭的な余裕がない時に，利子による余計な

重荷 を負ってはならない。

投資負債は，家族の生活を保証で きる範囲

に担保を制限すべ きである。投機的事業に手

を出してはならない。投機には， 人を酔わせ
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る独特の雰囲気がある。人間の尽きるこ との

ない物欲によって，多 くの財産が失 われて き

た。過去の人々の悲劇か ら学ぼ うではないか。

そして， ます ます増え続け る商品を手に入れ

ようと，飽 くことを知 らない物欲の奴隷 にな

って，時間や労力や健康 を費やすこ とをやめ

ようではないか。

キンボール大管長はこの問題について示唆

に富んだ勧告 を与 えている。

「主は私たちに過去の時代には見 られない

繁栄を与えて下 さった。私たちは豊富な資源

を支配 し， この地上で生活を営んで きた。 し

かし恐ろしいことに，多 くの人々は牛や羊，

土地や建物， また富に満 たされすぎて，偽 り

の神であるそれらのものを崇拝 し始め，それ

らの ものに支配されるようになって きた。私

たちの信仰 はもはや これ以上の物資に耐 えき

れずにいるのではないだろうか。人々は永遠

の幸福 を願って多 くのお金，株，債券，有価

証券，土地， クレジットカー ド，家具， 自動

車，その他この世の安易な生活 を保証するも

ので身を固め るためほとんどの時間を費や し

ている。私たちの務めは，与えられた豊富な

資源 を家族や定員会で用いて神の王国を築 く

ことであるという事実 を見落 としているので

ある。」

（『偽 りの神々』「聖徒の道」１９７７年 ８月号，

Ｐ．３５１）

キンボール大管長の言葉に加 えて， このこ

とを証 したい と思 う。家族 の理 にかなった要

望や必要以上に財産 を蓄えても，心の平安や

幸福感が増すわけでは決 してない。

原則４．予算 を組んで，その範囲内で生活

す る。私の友人の娘は，ブ リガム・ヤング大学

の海外研修 プログラムで半年間外国に行 って

いる。彼女はいつ も送金を求め る手紙を家に

書 いてきた。友人は心配になって国際電話 を

かけ，送金が必要な理由を問いただした。す

る と彼女は電話で次のように説明した。「だっ

てお父さん，送っていただいたお金は，全部

使 って しまったんです もの。」



友人は答えて言った。「わかっていないよう

だね。私が尋ねているのは出費の計画，予算

であって，使って しまったお金の記録ではな

いんだよ。」

恐 らく両親 というものは，下宿中の息子か

ら電報 を受けた次の父親のようにあるべ きだ

ろう。「カネナ シ，タノシミナシ。ムスコ」父

親は折 り返 し電報を打った。「キノドクニオモ

ウ。チチ」

長年にわた り大勢の人々 と面接 して感 じた

ことは，賢明な予算 を組み， それにそって 自

身を抑制で きる人があま りに も少ないことで

ある。多 くの人々は，予算 を組む と自由が奪

われる と考えている。反対に，成功 している

人々は，予算が真の経済的 自由 をもた らすこ

とを知 っている。

予算や財政管理 をひど く複雑にした り，そ

のために 多くの時間 を使 った りす る必要はな

い。ある移民 して来た父親の話であるが，彼

は支払 うべ き勘定書は くつの箱に，取 り立て

るべき勘定書は書類差 しに，そして現金はレ

ジスターに収めていた。

ある日，息子が次のように尋ねた。「どうし

てこんな方法で仕事 になるんですか。利益の

あったことは，一体何か らわか るのですか。」

その男は答えて言った。「息子 よ，私が船か

ら降 りた時， 身に着けているもの と言ったら

ズボンだけだった。今では， お前の姉 は美術

の教師にな り，兄は医者になった。そ して，

おまえは会計士だ。私は車や家 を手に入れ，

良い仕事に も恵 まれている。すべてが順調に

いった。’だか ら， ズボン以外に数 え上 げるも

のはすべて，私の利益 なんだよ。」

賢明な会計 カウンセラーは，適切 な予算に

は４つの要素があると教 えている。第一に食

料品や衣料品な ど生活必需品に要する費用，

第二に家庭の維持に必要な費用，第三に貯金

や健康保険，生命保険など非常時の必要に備

えるための費用， そして第四に将来のための

賢明な投資と貯蔵プログラムに要する費用で

ある。

この中からふたつの要素を取 り上 げてみよ

っ。私たちの生活の中で，思いがけない出来

事ほど避けられないものはないだろう。医療

費が高騰す る現在，ほ とんどの家族に とって

健康保険が，大 きな事故や病気，あるいは出

産，特に早産 などの費用 を賄 う唯一の方法に

なっている。生命保険に加入すれば，一家の

主人が不幸に して早死にした場合 も，遺族は

引 き続 き収入を得 ることができる。すべての

家族が適切 な生命保険 と健康保険に加入して，

備 えをすべ きである。

以上の基本条件を満たした上で，事業投資用

の資金 を作 るために節約 して定期的に貯金す

るのである。これは私の意見であるが，定期的

に貯金す る習慣 をまず身につけずに，投資で

成功 した人はほとんどいない。これには識別

力 を伴 う判断力と自制心が必要である。投資

には様々な方法がある。ただひ とつだけ忠告

す ると，投資のカウンセラー を正 しく選ぶこ

とである。投資で成功す ることによって，あ

なたの信頼 を受けるにふ さわしい人物である

ことを確かめていただきたい。

原則 ５．金銭上の事柄に正直になる。正直

の理想的な姿は，決 してその姿勢を崩さない

ことである。教会の指導者や会員 として，私

たちは正直 を絵に描いたような人物になるべ

きである。

兄弟姉妹の皆さん，私は以上の ５原則 を通

して，模範的な財政管理や予算がどのような

ものであるかお話 してきた。

それ らの原則を適用 して，私たち一人一 人

が善い結果を得るように願っている。以上の

事柄が真実であることと，私たちの従事す る

み業 とこの教会が真実であることを証する。

イエス ・キ リス トのみ名によって，アーメン。
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神権評議会における扶助協会の役割

評議会に関係のある扶助協会役員はあまり多くありませんが，その影響力は

広く全世界に及びます

中央扶助協会会長

バーバラ ・Ｂ ・ス ミス

ム 皆様がお聴 きになった美しい歌は，扶助一７

協会の ドラマ 「エ リザベ スのために」の

中の 『愛を込めて』 という歌 です。詩が生 き

生きとして美 しいこの歌 を耳にすると，私は

予言者ジョセブ ・ス ミスの次の言葉 を思 い出

します。

「女性が人 を思いや る気持 ちや親切心 を持

つのは 自然である。」「そのような感情は神が女

性の心に植 えつけ られた ものであ り，皆 さん

は今，その感情の ままに行動 できる立場に置

かれているのである。」（班 ｓのη ｑプ醜θα 解腕

「教会歴史」 ４ ：６０５）

扶助協会が組織 されたそもそもの理由は，

聖徒たちの世話をする監督の仕事 を力 を合わ

せて援助 し，ひいては地上におけ る神の王国

の建設に貢献するためで した。

前回の総大会において，ベンソン会長か ら，

神権評議会による教会管理 を強化する計画に

ついて説明があ りました。（「聖徒の道」１９７９

年１０月号，ｐｐ．１２３－２７）

この集会に臨むにあたって，私は大管長会

から，神権評議会におけ る扶助協会の役割 を

説明す るようにとの指示 をいただきました。

教会員， とりわけ扶助協会の会員の方々は，

教会 におけ る扶助協会の役割の重要性 を強調

したこの新たな発展 をよく知 る必要があると

思います。評議会に関係のある扶助協会役員

はあまり多 くあ りませ んが，その影響力は広

く全世界に及びます。

これか ら御一緒に評議会について考 えてみ

ましょう。

中央福祉活動委員会は，教会の基本的な方

針 を定め る評議会のひ とつです。中央扶助協

会会長会は，この委貝会ならびに管理役員会

で働 きます。

私たちは，扶助協会 という組織を通 してこ

のふたつの集会に，承認されたプログラムを

発展 させ，指導 し，実施す るための人材 を提

供 します。そればか りでな く，世 界中の扶助

協会の姉妹たちと交流 した経験 を基に将来の

あ り方についての意見 も述べます。福祉の問

題 に関 して， これは とて も役立 っているよう

です。

例 を挙げ ます と， しば らく前にな りますが，

監督の倉庫の運営委貝会の一貝を務め るある

ステーキ・部扶助協会会長か ら私共の方に，パ

ンケーキ ミックスを例に とって，製品の表示

の説明が十分 でないために，援助 を受けてい

る人々が食物を無駄に しているとい う報告が

あ りました。そこで，私たちは早速そのパ ン

ケー キミックスを取 り寄せ，試食してみたの

ですが，表示 の説明通 りです と，なるほ ど固

くてまずいのです。次に，市販されているも

のの説明に従って，牛乳 と卵 を加えてみ まし

た。今度は，ふ っくらとした美味 しいパンケ

ーキが出来上が りました。

このテス トの結果か ら，私たちは，監督の
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倉庫の全生産品の表示に簡単 な作 り方の説明

を付け加 えるようにお勧め しました。新 しい

ラベルは間 もな く出来上がる予定だと聞いて

い ます。今後は，福祉の援助 を受 けている人

人にも喜んでいただけ ることでしょっ。

中央福祉活動委員会に出席 していて気づい

たのは，私たちは一方的に，必要 とされる物

の見方 を示すばか りでな く，扶助協会のテキ

ス トを作成するのに参考 となる見解 をいただ

け るとい うことです。具体的に申します と，

個人 と家族の備 えなどの福祉の原則を取 り入

れ ることや，福祉 プログラムの大切 さを姉妹た

ちになお一層認識 させ るこ となどです。また，

福祉プログラムの 目指す ところが理解で きる

ことで，扶助協会の人的資源 を上手に活用す

るよう指導す るこ とができます。

地域評議会

地域評議会は，地域 における計画 を立て，噛

発展 させ る主体 となる評議会です。 この評議

会は，地域の代表役員を務め る教会幹部が管

理 し，代表役員は地区代表ならびに他の関係

者の援助 を受け ます。

扶助協会は，次のような形 でこの評議会に

関係 します。

１．代表役員は，認可された扶助協会の方

針，プログラム，関心事，あるいは援助手段

について中央扶助協会会長会 と協議すること

ができます。

２．総大会時に ソル トレー ク ・シテ ィーで

開かれ る地域評議会の集会に，割 り当てを受

けた中央扶助協会管理会の一員が出席 します。

出席を要請 された管理会員の務めは，代表役

員の訓練 を助けることです。

３．代表役員から招待された場合は，ひ と

りのステー キ部扶助協会会長が地域評議会に

出席 します。招待 を受けたステー キ部扶助協

会会長は，女性 の立場か ら福祉の本計画 を検

討で きるように， その地域における福祉の問

題や扶助協会の個々の事柄について よく知 っ

ていなければな りませ ん。たとえば，仮に地

元の扶助協会会長が，福祉の受給者に対して

パンを家で焼 くように奨励 しているとします。

その場合，必需品として記載されている小麦

粉 ならびにその他の材料の支給は当然，調整

しなければならないことがわか ります。 また，

家庭での省エネルギーや，健康管理，職業訓

練，財政管理の訓練の実施 といった計画 を実

際に実行に移せ るか どうかもわか ります。看

護婦や他の保健衛生関係者につ いても役に立

つ情報 を入手す ることが必要です。

複合地区評議会

複合地区評議会は通常，デゼレ ト産業，監

督の倉庫，それに末 日聖徒社会福祉機関の事

務所 も入ると思 いますが，そのような施設機

関が設置されている地区に設け られます。こ

の評議会 を管理す るのは代表役員で，該 当地

区の地区代表，その他の関係 ある神権者によ

って構成 され ます。

福祉活動 あるいは扶助協会の女性に影響 を

及ぼす問題について話 し合 う場合は，各地区

か ら１名，代表役員が指名 したステーキ部扶

助協会会長が出席 します。指名 を受けた扶助

協会会長は，各々の地区の他のステーキ部扶

助協会会長 と連絡 を取 って情報 を集め，評議

会の議題 として取 り上 げられるような問題点

や活動，責任 などの リス トを作成 します。

地区評議会

地区評議会は，複数 のステーキ部に関係す

る管理運営事項 を相互調整 し処理 します。こ

の評議会は地区代表が管理 しますが，果たす

役割 は地域あるいは複合地区評議会におけ る

代表役員のそれに準じます。福祉活動につい

て話 し合 う場合に，地区代表 より指名 された

ひとりのステーキ部扶助協会会長が出席 しま

す。これによって，デゼレ ト産業の場合では

家内手工芸プログラムの運営，未婚の母の世

話，末 日聖徒社会福祉機関 を通 じての里親捜

し，福祉活動プログラムに女性のボランティ

アを備 えるといった問題に対 して，女性の物
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の見方，考 え方 を反映 させ ることができるの

です。監督の倉庫運営委員会について言えば，

扶助協会会長は，パターンを利用 して流行 を

取 り入れ，サイズと量 を揃えるな どして縫製

品の質を上げることに，特に貢献できる と思

います。

地区評議会に出席 を指名 された扶助協会会

長は，福祉活動の面で女性 を訓練す る計画 を

立てる務めがあ ります。そして，計画 を実際

に必要 とされている事柄 に対処できるものに

するために，正確な情報 を集めなければな り

ません。地区内のほかのステーキ部扶助協会

会長 と連絡 を取 って，議題 として取 り上げ ら

れそっな事柄を聞 くことが，指名 を受 けた姉

妹の責任です。

地区評議会の決議や実施事項 を各ステーキ

の扶助協会指導者に伝 えるのは，地区代表な

らびにステーキ部長です。指名 を受けて評議

会に出席 したステー キ部扶助協会会長 ではあ

りません。

すべてのステーキ部扶助協会会長は年に一

度，地区評議会の集会に出席 します。この集

会では，福祉に関す る訓練を受け，それぞれ

のステーキ部ならびにワー ド部で福祉活動が

どれだけ効果的に運営されているか を評価 し

ます。

ステーキ部およびワー ド部評議会

４月にベ ンソン会長か らお話があ りました

ように，ステーキ部 とワー ド部の評議会なぢ

びに福祉活動委員会については従来 と変わ り

あ りません。これまで通 り，扶助協会会長会

の ３人は，福祉活動の面に関 して特定の務め

を果たします。扶助協会会長は，議題 を準備

し，ふたつの評議会の決議に扶助協会の考 え

が十分に反映されるように しなければな りま

せん。

これらの評議会 を通 じて，神権者 と扶助協

会が今後もひとつ となって努力 してい くなら

ば，ワー ド部な らびにステーキ・部における福

祉活動 を運営 していく上で大 きな力 となるで
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しょう。このような例 は，ユ タ州オグデンで

多くの家が流失 したあの洪水の時に見 られま

した。オグデンのステーキ部長 はこの ように

報告 しています。「ステーキ部扶助協会会長は，

私 を待っていませんでした。彼女の方から先

に来て下 さったのです。」

ステー キ部長の指示 を受けた扶助協会会長

は，早速姉妹たちを組織 し，被災者 と救援者

のために食料 を調達 しました。そして，す ぐ

調理する場所 を決め，バンやステー ションワ

ゴンの中に間に合わせに作 った台所で，温か

い食事 を用意 し，被災地まで届けました。洪

水が引 くと，男性 も女性 も協力 して，泥 をか

ぶった家の壁や床の汚れを落 としにかか った

ということです。

ワー ド部やステーキ部におけ るこれ らの重

要な評議会 で割 り当てを受けた姉妹たちは，

早急に話 し合 うべ き事柄や直面 している様々

な問題に対 して よい解決策を持 って臨むため

に，徹底 した準備 をす ることがいかに大切 で

あるか 自覚す る必要があ ります。すべてのワ

ー ド部およびステーキ部の扶助協会会長 の方

方が，教会の手引きや会報の指示 を心にかけ

て， それぞれ評議会に出席 して下さるよう願

ってやみ ません。

家族会議

ベ ンソン会長は， もうひ とつの評議会につ

いてもお話 しにな りました。それは，すべて

の教会員が参加できる家族会議 です。この家

族会議は，他 のすべての評議会 に先立 って行

なわれるべ きものです。

すべての家族は，定期的に家族会議 を開い

て，家庭内の事柄を話 し合 うことが必要です。

た とえば，居間のカーペ ッ トを購入す るため

に家計 をどうや りくりするかや，庭 の手入れ

はだれの受け持ちにす るか，夏休みの過 ごし

方はどうするかなどについて話 し合 うのです。

家族みんなで話 し合 うと， よい考えが得 られ

るものです。ある父親が特別な家族会議 を開

き，おばあさんの片脚を切断す ることについ



て話 し合 いました。や さ しいおば あさんの

ことがいろいろと思い出されて，みんな涙な

が らの決断だったそうです。

その家族 は早速，おばあさん を家に呼んで

一緒に生活す るこ とに決めました。その時，

母親はこのように言いました。「おばあさんが

いらしたら，我が家の女王さまになっていた

だきましょう。おばあさんが不 自由 しないよ

うに，ベ ッ ドは居間に置 きましょうね。」母親

の愛 と思 いや りにあふれた態度は家族にも影

響を及ぼし，全貝が母親に倣 うようにな りま

した。その結果，おばあさんは死ぬ まで幸福

に過 ごし，その ことは まな家族全員の生活 を

高めるこ とにな りました。それまでになかっ

た一致 と協力の精神が育 まれたのです。

女性の影響力が最 もよく表われ るのは家庭

においてですが，家庭の中で培 ってきた感受

性 を他の会議にも生か し，男性 と女性が協力

して全人類の福利のために最大の価値ある結

果 を生み出せ るようにすべ きだと考えます。

私たち民の歴 史では，「豊かさ」を悩み苦し

んでいる人々のために役立てた時に素晴 らし

い結果を生んでいます。そ して，その瞬時に，

苦 しみを取 り除かれるっれ しさとい っものを

知 るのです。

救い主は私たちに，持てるすべてのものを

み業のために捧げるように と願っておられま

す。新約聖書の中に，イエスが， さい銭 を投

げ入れる様子 を見ておられたという記述があ

ります。た くさんのお金 を投げ入れた者 もい

ましたが，そこにひとりの貧 しいや もめが来

て，大事に していたレプタ２つ を入れました。

（マルコ１２：４２参照）

主はこのや もめの捧げ物 を受け入れ，その

理由をこの ように述べておられます。「よ く聞

きなさい。あの貧 しいや もめは，さいせん箱

に投げ入れている人たちの中で，だれ よりも

たくさん入れたのだ。

みんなの者はありあまる中か ら投げ入れた

が，あの婦 人はその乏しい中から，あらゆる持

ち物，その生活費全部 を入れたか らである。」

（マル コ１２：４３－４４）

主はここで，神の息子，娘 となる道を示 し

て下さっています。信仰 を持 ってあ らゆる財

産 を捧げるならば，道は開かれ，苦悩は軽 く

されるのです。この原則を免除される人はだ

れもいません。

兄弟の皆様，扶助協会会長の方々は，自分

が受けている祝福だけでな く全生活 をも分か

ち合って，神権評議会の運営に協力 し，この

大いなる愛のみ業の発展に務めたいと念願 し

てお ります。 イエス ・キリス トのみ名によっ

て証 申し上げます。アーメン。

Ｎ ・エ ル ドン ・タナ ー 第 一 副 管 長
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神権によって管理運営される福祉活動

大管長会は神権指導者に，地元の教会員の自立を促す計画を，慎重に祈りの

気持ちを持って立てるようにと勧告してさた

七 十人 第 一 定 員会 会 員

Ｊ ・卜一 マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ

一 の大いなるサマ リヤ人の業 を推 しめ る
一

に当たって，特別な天与の感受性 を具 え

ておられる扶助協会の姉妹たちと手 を取 り合

い，ともに働けることは素晴らしい祝福 であ

る。

ただ今， スミス姉妹は神権評議会につ いて

話 された。教会の諸事 を管理運営す るために，

神権評議会が，地域，地区， ステー キ部，ワ

ー ド部の各レベルで組織 されている
。これ ら

の評議会が効果的に機能するためには，各レ

ベルで教会の全プログラムの代表者が出席 し
，

適切に相互調整 を図り，実施事項 を決議する

ことが必要である。 これらの評議会が適切に

組織され，運営 され るならば，教会の宗務 と

実務の一体化が図られ，個人と家族に祝福が

もたらされるであろう。

承認された指針 と方針に従 って，地域評議

会は毎年，地域の主要 目標 を概説 した計画を

検討 し，承認を得るために提出す る。

福祉活動における神権管理の一部 としてこ

れ らの評議会に託 されている大切な役割に，

特別な関心 を払っていただきたい。

大管長会は神権指導者に，地元の教会員の

自立 を促す計画 を，慎重に祈 りの気持 ちをも

って立てるように と勧告 してきた。会員が必

要 としている ものが変わってきたこと，教会

の急速な発展，予測のつかない現代の情勢，

困っている教会員に援助の手 を差 し伸べ るよ

うにと教会に下 された主の戒め （教義 と聖約

５２：４０参照），これ らの事柄 を考える時に，こ

のことが特に重要になって くる。

本計画の立案

福祉活動 の本計画は，次の段階 を踏んで立

てる。（１）福祉活動に関する福音の原則 と実

践について教 えるための計画 を練 る。 （２）貧

しい人や悩 んで いる人が何 を必要 としている

かを見きわめ る。（３）それらの必要を満たす

援助手段 を活用する。

この計画が完全に実施 されるようになると，

様々な状況の下で，貧 しい人や悩んでいる人

の世話 をする監督 を援助するために必要な，

倉庫資源制度の諸要素が地域内に備わって く

る。

聖典には次のように記されている。
や

「汝 ら貧しき者
，乏 しき者および病める者，

悩める者たちを万事に憶えて憐れむべ し。 こ

れらの事を為 さざる者はわが弟子にあらざれ

ばな り。」（教義 と聖約５２：４０）

私 たちは，この計画の進行状況について寄

せ られた報告に非常 に喜んでいる。すべての

地域が倉庫資源制度の全要素 を備えるこ とが

できるとは思わない し，同一 のスケジュール

で進め ることができるとも期待 していない。

地区や地域によって，その計画に大 きな影響

を及ぼす地理的な条件や教会貝数，そのほか

優先順位 などが様々に異なっている。 したが
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って，計画の準備に当たって， ほか と比べて

もっと時間を要す る評議会 もあるだろう。私

たちが代表役員に望むのは，実務担当者 と協

議 し， この本計画 を実施する時期や規模，質

を見守ることである。 それぞれの地域に実際

に必要 な活動 を計画す る時，主は霊感 を与え

て下 さるであろう。計画は綿密に立てていた

だきたい。そうすれば，福祉活動 を実施する

ことによ り今後大 きな成果が得 られ ることだ

ろう。良い計画を立てれば，資金の調達 も計

画通 り順調にで きるし， また会員による奉仕

の割 り当て も，他のプログラムや活動 との適

切 なバランスをとりなが ら進め ることができ

る。

個人の役割

次に，会員個人に望 みたい。個入と家族は

物質的な福祉の面で， どの ような役割 を担っ

ているだろうか。幾つかの強調すべ き基本的

な事柄について考えてみよう。

１．健康 を保 ち，社交面 と情緒面で安定 し

た状態 を保てるように具体的な計画を立

てる。

２．教育 を受けて様々な才能 を伸 ばし，経

済的に安定 した職業に就けるように備え

る。不必要 な借金 をしない。

３．食糧や衣類，さらに可能 な所では燃料

も， １年分貯蔵す る。

４．教会や地域社会，助けの必要な人々の

ために， 自分の時間 と才能，資産 （惜 し

みない断食献金 と什分の一）を差 し出 し，

進んで犠牲 を払 う。

個人 と家族が以上 ４つの強調分野で個人 と

家族の備 えの原則を実施するな らば，皆 さん

の家庭は安 らかな思いで満たされるようにな

るであろ う。

監督の援助依頼書

しか し，備えをしていたに もかかわ らず，

す．ぐには解決できない困難な問題にぶつか る

人も出て くるであろ う。 ところが幸 いなこと

に，主はそのような状況に も備えをして下 さ

っているのである。

監督の皆さん，皆 さんは貧 しい人や困って

いる人，悩んでいる人を助け るとい う神聖な

責任がある。皆 さんは定員会やワー ド部，地

域社会，お よび教会の援助提供者か ら適宣必

要 な援助 を受 けることができる。今まで，監

督の倉庫のある地域では，「監督の供給指示

書」に よって，食料品や衣類 など日用品を入

手することができた。 しか し，教会運営の倉

庫資源制度の中には，同 じような方法で奉仕

に よる援助 を確保するための手段がなかった。

きょう，喜ばしい発表をしたい。それは，

「監督の援助依頼書」の使用が承認 されたこ

とである。これは末 日聖徒雇用センター，末

日聖徒社会福祉機関，な らびにデゼ レト産業

のある地域 に適用される。この新 しいフォー

ムは，該当地域の全ステーキ部に間もな く送

付 されるであろう。この依頼書によって，監

督は，会員が これらの機関か らの援助を受け

られるように必要 な認可 をす ることになる。

若干の特例 を除いて， このような援助を受け

ようとす る会員は，この 「監督の援助依頼書」

の発行を求めて承認 を受けなければならない。

この ２種類のフォーム，すなわち 「監督の

供給指示書」 と 「監督の援助依頼書」の使用

によって，倉庫資源制度は，地元の監督の判

断であ らゆる面か ら会員たちの必要を満たす

こ とができるのである。監督は，それが物資

であれ，奉仕であれ，必要な手配ができるの

である。奉仕による援助 を求め る声は日増 し

に高 まっているが，その提供源が限 られている

ということか らも，この新 しい方法は，困っ

ている多くの人々に確実な援助 を与えること

になるであろう。 ここで強調 しておきたいこ

とがある。これ らの物資や奉仕による援助 を

提供す る業務は，実務担当者に託されている

が，皆 さん方監督はこれ らのフォームを用い

て，それ を提供す る責任があるということで

ある。
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援助活動の年次評価

先般，福祉活動の様々な業務 を執行す る責

任が，実務担当者に割 り当て られた。そして，

この組織上の変更によって， 多 くの時間を要

す る骨の折れる責任が，監督 とステーキ部長

の肩から取 り去 られた。しかし，これらの業務

があるのは，宗務の役員の判断に従 って全員

の必要 を満たすためである。そのため，私た

ちは，手元にある物資や奉仕 による援助の利

用価値，質，あるいは需要へ の対応性，適応

性に大きな関心 を寄せ ている。全般的な達成

度に関して，宗務の役員か ら実務担当者への

秩序立ったフィー ドバ ックを促進す るために，

監督評議会議長，ステー キ部長，地区代表，

およびスミス姉妹の話に もあったように扶助

協会の代表 を招いて，年に一度，倉庫資源制

度の評価 を行なうのである。実際には，必要

な事柄が どの程度満た され， どの ような形で

援助が行なわれているかを書面で報告するこ

とになる。この正式な評価は，評議会の会合

や他の接触 を通 じて継続的に行なわれている，

必要事項や意見の交換に加えて，教会の全般

的な目的 を達成するのに必要 な調和 と一致 と

をもた らすであろう。神権指導者の皆さんは，

地区評議会 を通 じてこの制度が導入されたな

らば， これを十分に活用 していただきたい。

教会の援助手段 と家族の援助手段 との関係

私はここ数カ月間何度 も，教会の製作に よ

る 「福祉一 もうひ とつの観 点」（隔 加 形二

加 ｏ伽 γＰθ煙 朗 勿６：邦訳な し）と題する新

しい映画 を見る機会に恵まれ，感銘 を受けた。

この映画 を見る度に，倉庫資源制度の発展 を

はじめ，教会の福祉制度への誇 りと感謝の念

がますます強 くなる。 しか し，兄弟姉妹の皆

さん，このことは忘れないでいただきたい。

この教会の福祉の本当の力は，倉庫に蓄 えら

れた食糧の量や，福祉農場の生産 力，あるい

は職のない教会貝に就職の世話 をす る雇用制

度の力にあるのではない。

教会の真の力は，預金 口座，菜園，収入に
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につながる技能，家庭貯蔵，病気の回復力，

才能，そ して教会の一人一人の会員 と家族が

持つ証の中に こそ存在す るのである。福祉制

度の最大の祝福 は与える人か ら始 まること，

また私たちは家族 として 自立 し，恵まれない

兄弟姉妹に助けの手を差 し伸べ ることができ

るように しなければならない ということをい

つ も心にかけてお こう。これははっきりと言

われていることであるが，各家族が個人 と家

族の備 えをす ることは，規模 も大 きい， この

素晴 らしい福祉制度 と同様に大切なことであ

る。教会の真の強 さは，決 して教会が蓄 えて

いる物資や基金の中にあるのではない。それ

は個々の家族の備え と力 とにかかっているの

である。この ことを御説明したい。

少 しの間，次の ように考 えてみ たい。４００

万以上の教会員が，ユ タ州 とほぼ同面積の一

地域に住んでいたとす る。そ して，私たちの

悩みの種は，野性の猛獣が私たちの住んでい

る場所に侵 入して くることである。街 を歩 く

のも危険なため，私たちは防壁を築 くことに

決めた。 さて， もし教会の貯蔵庫に蓄えられ

ている物資を使 って， この地域 を取 り囲む壁

を建 てるとした ら，厚 さ３０センチ，高 さ３０セ

ンチ，長さは １９０キ・ロのものになる。高 さ３０

センチの壁 では， 多ぐの動物の侵入を食い止

め ることはできない し，身の安全 も望み得な

い 。

さて次に， この３０センチの高さの壁に，教

会貝の貯蔵分 を積み重ねることに しよう。教

会員はそれぞれ １年分の貯蔵をしているとす

る。そうす ると， このユ タ州の広さの地域に，

さらに３０センチ， またその上に３０センチ と積

み重ねていって，最後には， ４メー トル２０セ

ンチの高さになるのである。

この壁を補強す る鉄柱は，会員の健康 であ

り，社交面 と情緒面の安定である。留め金 と

角の支柱に当たるのが，経済的に安定するよ

うに，教育 と職業の面での備 えをす ることで

あり，不必要な借金をしないことである。 ま

た，接合す るためのモル タルは，時間や才能，



資産 を神の王国の建設のために喜んで捧げる

ことにたとえられる。

もうおわか りであろう。全体的な防御は，

教会の福祉活動 におけ る生産だけでできるも

のではない。それは，教会の生産 と，個々の

家族の １年分の貯蔵 とがひとつになって初め

て可能になるのである。

願わ くば，私たちがこの大いなる業の中で

個々に担っている責任 を理解 し，教会幹部の

兄弟たちが定めた福祉に関する強調点 を，積

極的かつ着実に実施に移せ るように。そして，

天父の子供たちを， この物質的な，否，霊的

な防壁で取 り囲むことがで きるように。ここ

で私が霊的な防壁 と語ったのは，すべてのも

のは霊 的な ものだか らである （教義 と聖約２９

：３４参照）。

私はこれが神のみ業であることを証 し申し

上げ る。イエ ス ・キ リス トのみ名によって，

アー メン。

大会の合 間 に くつろ ぐ聖 徒 たち
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個人への祝福

この遠大な事業が究極的には，与える者と受ける者一人一人が祝福にあずか

リ，高められ，霊感されるように，個人にその焦点を当てているということ

をはっき りとさ’せること，これが私たちの最たる責任である

管理監督

ビクター ・Ｌ ・ブラウン

Ａ 朝の私の言葉が，耳 を傾 けるすべての方７
、方の心に とどまるよ
っに と祈るものであ

る。私の選んだテーマは 「個 人への祝福」 と

いうことである。福祉活動は，本質的に， 日

日の生活の多 くの事柄 を含む ものである。こ

れは，キンボール大管長が，福祉活動 を福音

の実践 と定義 されたゆえんで もある。福音は，

人がそれぞれに昇栄を得 ようと努める時に，

力と頼む源であ り，福祉活動はそのような力

の源とならなければならない。

皆さん御承知 のように，管理監督会は，教

会の多くの実務的な事柄 を管理す る責任にあ

る。その中には，倉庫資源制度の運営 を監督

することもある。 またそれに伴 う活動や責任

は実に多種 多様であるが， これに関 して私た

ちが負っている最 も大切 な責任 は，以下のこ

とである。私は信 じている。すなわち，この

遠大な事業が，究極的には，与える者 と受け

る者一人一 人が祝福にあずか り，高め られ，

霊感されるように，個人にその焦点を当てて

いるといっことをはっきりとさせ ること， こ

れが私たちの最たる責任である。

様々な行政機関や組織の福祉面での活動 を

見れば見るほど， もっとも，その多くは気 高

ヒ・目標 を持っているのではあるが，私は，助

けを必要 としている人々に祝福 を与 えて 自分

の必要 をまかなえるように助けるという主の

方法に対する畏敬の念をさらに強 くす る。全

世 界の様々な地域か ら集われた神権指導者や

扶助協会の指導者の方々が，それぞれの場に

あって，福祉 プログラム を通 して，一人一人

に関心 を払っているこ とに誇 りと喜 びを感 じ

ている。打ち解けた， また細やかな心遣 いの

もとに，福祉 を受ける人と面接 をす る監督，

失職 したばか りの会員の家 を訪れる定員会会

長，母親が入院している家庭の小さな子供た

ちに食事 を運ぶ訪問教師，里親制度 によって

別の高校に転校 した最初の月に， 多くの難 し

い問題にぶつかった立派なレーマン人の若人

を励 まして，里親の下に とどまるように説得

する高等評議員など，教会の各地のワー ド部

でよ く目にする多くの模範が思い出される。

そ して， どの場合に も，教会の指導者は，少

な くとも次の ３点を行 なうことに心を向けて

いる。

１．問題 を理解する。

２．自分 自身で問題を解決できるように助

け る。

３．主 とより密接な関係 を築 くように励 ま

す。

ふたつの実話 を御紹介 したい。主の方法に

従って与 えた助けが，個人にもたらした祝福，

そして教会の福祉制度を貫 く愛の精神がひ と

りの人を向上させ たという実例 である。

教会に入る前， リチャー ドは福祉機関の援
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助に頼 り，フー ドスタンプ （合衆国政府が生

活保護や失業給付を受けている人に発行する

食料切手 ），ソー シャルワーカーの面接，医療

費の補助な どを受 けていた。 リチャー ドも妻

もわずか な収入で， どうや りくりをしたらよ

いか，なすべ きを知 らなかった。 リチャー ド

は奇 しくも教会に改宗 したが， 自分には欠け

ているものが た くさんあると思 うようになっ

て きた。 リチャー ドに とって，ひ とつの職に

落ち着 くことは とても難 しいことであった。

その ような時，監督か らデゼ レ ト産業で働い

てみ る気がないか話 を持 ちかけ られた。成年

に達 してか ら，定収 を得 るようになったのは

これが初めてのこ とであろた。デゼ レ ト産業

で働 くにつれて， リチャー ドは 自尊心が養わ

れ， 人と話す時に もひけ目を感 じた りす るこ

ともな くなった。そして妻や子供 たちも，彼

を家長 として敬 うようになったのである。

デゼレ ト産業の社会復帰担 当コーディネー

ターが，監督 と同様に，親身に世話 をして く

れた。 リチャー ドは自分の名儀 で当座預金口

座 も開き，生活費の予算 を慎重に立て，家族

もそれを承諾した。 また， １年以上 も滞って

いた医師への支払いも済 ませ， ２カ月半の間

滞納 していた電力料金 も，その 日か ら送電を

停止され るとい う日に支払った。 さらに， ほ

かの請求書の支払 いも徐々に済ませ ることが

できた。

リチャー ドの生活は変わ りつつあった。自

分は価値のある人間だ とい う思いを抱 き，進

むべ き道 を自覚 して きた。今年 の６月初め，

手広 くクリーニング業 を経営 しているある経

営者がデゼ レ ト産業 を訪ねてきた。良 い従業

員になれる人を捜 していたのである。 リチャ

ー ドはそのための面接 を受け るチ ャンスを与

えられた。彼はその面接のことをひ どく心配

したが，デゼ レ ト産業の社会復帰担当コーデ

ィネーター と何度 も面接の練習 を重ね，本番

の面接 をパ スし，雇われ ることになったので

ある。 こうして彼の新 しい生活が始まるこ と

になった。

リチャー ドがデゼレ ト産業を去る時，彼の

ために昼食会が持 たれた。 リチ ャー ドはその

時，次の ような言葉を残 した。

「兄弟姉妹
，良い知 らせ と，悪い知 らせが

あ ります。良 い知 らせ というのは，私に仕事

が見つか ったことです。今 までもらったこと

もない収入を得ることができます。私の人生

では初めてのことです。天父が望んでお られ

る方法で，家族が必要 としているものを満た

していけ ると思います。私は今，成長の途中

であります。そ して， これ こそが人生 という

ものなのです。悪い知 らせ， いや，私には悲
’しい知 らせ なのですが

，皆 さん とお別れ しな

ければな りませ ん。心から皆 さんを愛してい

ます。デゼレ ト産業が私にして くれたことを

あ りがた く思 っています。 ここで働いて，私

は幸せ とい うものを知 りましたが，皆 さんの

幸福 も祈っています。 ジム ・ウィル ソンと監

督には大変お世話にな り，感謝の言葉 もあり

ませ ん。イエス ・キリス トのみ名によって，

アーメン。」

リチャー ドは 自分でも意外なほど， また新

しい雇用主の期待に も十分に，いやそれ以上

にこたえ，勤勉に働 いた。最近では地位 も昇

進 し，かな りの昇給をしたという。ひとりの

人間 とその人生に祝福が注がれた。恐らく，

この監督 とデゼレ ト産業の社会復帰担当コー

デ ィネー ターの働 きに付け加 えるものは何 も

あるまい。

もうひとつの例であるが，（人物 と場所のあ

るものは匿名に してある）１９７８年の ３月，ア

イダホ州に住むウィル ソン家に，次のような

書 き出しの一通の手紙が届いた。「ウィルソン

兄弟姉妹， いかがお過ごしでしょうか。私の

近況をお知 らせ します。」

前にウィル ソン家の里子であったレーマ ン

人の娘で， しばらく音信の途絶えていたシー

プ ・レッ ドホースからの手紙であった。

里親，里子の関係の種 をまいたのは，１９６５

年， 当時十二使徒定員会会員であったスペ ン

サー ・Ｗ ・キンボール長老の話であった。当
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時監督の職 にあったウィルソン兄弟の心の中

に，キンボール長老が話の中に引用 した，モ

ルモン経の一節が強 く響いた。「われはその後

異邦人の心 を柔 ぐるによ り，かれ らは汝 らの

子孫に とりて父のごとくに成るべ し。」（ＩＩニ

ーファイ１０：１８）集会が進むにつれ，ウィル

ソン監督はさらに心 を動か され， インディア

ン学生里親制度に，自分 も力を尽 くそうと決

心 した。１９６７年秋，ウィルソン家に１６歳のシ

ープ ・レッ ドホースが来て
，学業 を終えるま

での問，起居 を共にす るこ とになり， ウィル

ソン家に新たな素晴 らしい生活が始まった。

ウィルソン兄弟はこう語 る。「シープとの生

活は楽 しいものでした。特別な時間 を過 ごし

たことも幾度かあ ります。シープは とて も素

直な良い学生でした。居留地の 自分の家に戻

ってからも何度か便 りを交わ しましたが，年

とともにそれも途絶 え勝 ちにな りました。」

シーラがいな くなってか らも，ウィルソン

家では，何年 もの間，幾人かの若いレーマン

人を預 ったが， どの子 も，ウィルソン家の人

人を愛 し敬 い，特別 な関係 を築いた。１９７８年，

シープの手紙 を受け取 ったのは，１１年振 りの

ことであった。ウィルソン家の実の子供 は１０

人を数えるに至 り， ２年間は里親制度か ら遠

ざかっていた。シーラの手紙の先 を続け よう。

「私は今，秘書の仕事 をしています。……

給料のかなりを貯金に回してい ます。娘が里

子に行 く前に，衣類 を買いそろえてや るつ も

りです。

お別れ してか ら，１０年近 くになると思 いま

すが，皆様 も随分お変わ りのことでしょう。

御子様は皆大 きくなって，家を離れているの

ではないでしょうか。

私にはマーガレッ トという娘がひ とりいま

す。今 ７歳で， この秋には里子に出すつ もり

でいます。里親制度のことはすべて私か ら話

し…… ７年 間というもの，親元を離れたこと

は一度 もあ りませんが，本人もその意向でい

ます。

私の弟のデビッドを覚 えておいででしょう
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か。伝道 も終え，今はブ リガム ・ヤ ング大学

で学んでいますが，この夏には帰省 して，マ

ー ガレットにバプテスマを施す予定になって

います。 クリスマス休暇で１２月に帰 ってきた

時，兄の娘に祝福 を与 えました。そしてその

前に，私たちの家族の中のふた りにバプテス

マを施 しました。

ジ ョイ，カー ト，ロンダ，ゲー リー，それ

か らジェニーは何歳になったで しょうか。み

んなの ことを思い出します。 ジョイのアレル

ギー， カー トのアコーデ ィオン， ロンダのバ

レーのレッスンのこと， よくプールで小 さな

かえるの ようなかっこうで泳いでいたゲー リ

ー，それにジェニーの赤毛のこともまだ覚 え

てい ます。みんな１０代か，それ以上で しょう

ね。今は何 をしているのでしょうか。」

シーラはさらに，街中 と同 じように居留地

でも，若人の間にアルコール と麻薬が根深 く

浸透 しているという問題について書 き続け，

強い力で若い人々をその仲間たちが犯 してい

る過 ちか ら守 って くれる教会 と，その教 えへ

の深 い感謝の念 をつづ っていた。 また，教会

の教 えによって家族のつなが りが より強 くな

り，確固 としたものになっていることを書い

ていた。シーラは 自分の弟や妹の多くを今年，

里親制度の中の里子に出すつ もりでいること

に触れ，次の ように尋ねて きた。

「ウィルソン家では今も里親 をしていらっ

しゃいますか。

そちらの詳 しい御様子をお知 らせ下さい。

この辺でペ ンを置きたいと思います。お体

を大切 に，皆様の働きの上に主の祝福があ り

ます ように。……」

この楽 しい手紙 を妻と一緒に読んだウィル

ソン兄弟の心に，ぼんや りとではあるが，１２

年前に聴 いたキンボール長老の話の一節が思

い出された。「キンボール長老は，最初の世代

の時は，その成功を味わっことはないだろ っ。

しかし，第２の世代，第３世代，第 ４世代 に

至って，真の成功 を味わう時が来るであろっ



と言われました。」ウィルソン兄弟の記憶が呼

び覚 された。「この言葉が再 びよみがえってき

た時， シー プの娘 を我が家に迎 えなければな

らないと思 いました。 これこそ，同 じ里親の

ところに くる， 同じ家族の第 ２の世代なので

すから。」ウィルソン兄弟は，インディアン里

親制度 を通 して， ウィルソン家にマーガレッ

トを預 ることができるか どうか問い合わせた。

そして，シーラにこのことが伝 えられ，承認

されるに至った。「シープはす ぐに電話 をくれ，

涙なが らに， 自分がかつて暮 らしたことのあ

る家庭に，マー ガレットを送ることができて

とても喜 んでいると言 って くれました」 とウ

ィルソン兄弟は語 った。

マーガレッ トは１９７８年か ら翌年にかけて，

ウィルソン家から学校に通い，母親がそ うで

あったように，ウィルソン家の人々 と共に喜

び を分かち合ったのである。

ウィルソン姉妹はこう言っている。「あの子

は本当に欲のない子 で，だれかが 自分の持 っ

ている物を見て 『それ，素敵ね』 と言った り

す ると， その子 にそれ をあげてしまうんです。

うちでは子供 たち全貝に小遣 いを渡すのです

が， もちろんマーガレッ トに もそ うしていま

す。

去年の クリスマスに，私たちは，家族 でだ

れかの助けになることをしようと話 し合 いま

した。その時，マーガレットはずっとためて

きたわずかな小遣いを，その計画に使 うよう

にと申し出たのです。

実の子の ように家事 を手伝 って くれ ます。

週に一度は， ８歳になるアンジェラと一緒に

台所の仕事 をしています。ほかに も，家の中

のことで責任があ るんですよ。」

ウィルソン兄弟はマーガレットが初めてや

って来た時のことを思い出したが， とて も無

口な子で， 自分の思 うこ とをはっきりと言 う
’ことがあまりない子であ

った。母親のシー ラ

から，祈 りの方法 と， また自分 の気持 ちをど

う表現 した らよいか をマーガレッ トに教 えて

ほ しい と頼 まれていた。

今 では 「マーガレッ トは，食事の祝福の時

もそうですが，祈 らせ てほ しいと自分か ら頼

んできます。そして彼女がお祈 りをする時，

私たちは皆，一心に耳を傾け ます。あの子の

お祈 りには本当に心が込 もっているんです。」

ウィル ソン兄弟はこう語 る。

年度 も終わ りに近づ いた頃， ウィルソン家

では，シー ラをアイダホに招 く手はずを整え

た。 そしてシー プは再 び里親のもとを訪ね，

娘 と一緒に素晴 らしい再会のひと時を過 ごし

たのである。シープはマー ガレッ トを家に連

れ帰 ってか ら， ウィルソン家 とも話 し合 った

上で，今年は娘 を実家に置いて，居留地の学

校に通わせ ることにした。

この話は，与 える人 と受ける人の双方が祝

福にあずか るとい う生きた証である。これら

のこ とをよ く表わ しているのが， Ｊ ・ルーベ

ン ・クラー ク ・ジュニア副管長の言葉である。

クラー ク副管長は，１９３６年１０月 ２日に，ステ

ーキ部長 たちと共に開いた集会 で次のように

語っている。

「福祉計画の真の長期 目標は
，与 える人で

あれ受ける人であれ，教会員の人格の形成に

ある。その人々の深奥に潜む素晴 らしいもの

を引き出 し，深い眠 りの中にある貴い霊 を花

咲かせ，実 りへ と導 くのである。そしてこの

教会が存在する理 由， 目的，使命は，結局そ

こに帰するのである。」

兄弟姉妹の皆 さん，一人一人が指導者 とし

て，あるいは両親 として， イエス ・キリス ト

の福音の教えを通 じて常に人を高め，祝福 を

もたらすように祈 るものである。イエス ・キ

リス トのみ名によって申し上げる。アーメン。

☆ ☆
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教会の確立 ：福祉活動宣教師が果たす重要な役割

夫婦や独身の姉妹も含めて資格ある専門家や技術者，その中ても特に英語以

外の言語に通した人々が，現在必要とされている

十二使徒評議員会会員

ジェームズ ・Ｅ ・ファウス ト

詩 篇の作者は次のよつに問い槻 ている・「われらは外国にあって， どっして主の

歌をうたえ ようか。」（詩篇 １３７：４）私 たち

の時代もそうであるが，あらゆる時代に主の

使いは見知 らぬ国々へ福音 を携 えて行った。

彼らは，主がその神 となるシオンの確立を求

めてきた。

今 日の神権時代の歴史が始 まって以来，教

義 と聖約に収め られている数 多くの啓示 を通

して，主は主の教会の確立を求めておられる

ことを明らかにされた。「規則に規則 を加え，

則に則を加え，ここに もすこしくか しこに も

少しく教 え， まさに来 らん とすることをわれ

らに声明して慰めを与え希望 を固 くす。」（教

ｉ義と聖約１２８：２１）

私たちは，今だこの行程の途上にある と確

信 している。そして，主が命 じられ促された

ように，全世 界のすべての人々に手を差 し伸

べ ようとす るなら，私たちは主の教会 を確立

す るという特別 なチャレンジに直面す ること

を知っている。何十億に ものぼる天父の子供

たちが，貧困や文盲， その他物心両面にわた

る数々の問題を抱えている。その多くは私 た

ちの理解 の及ばないものである。キンボール

大管長はその ような人々について述べている。

「これ らの人々を受け入れなさい。そ して，

永遠 のビジ ョンに対する彼 らの眼を開き， ど

うしたら星に手が届 くか教 えるので ある。」

（１９７４年１２月）

主の教会を確立する過程には，バプテスマ

を施す以上のことが要求される。モルモン経

のアルマ書第 １章には，主の教会を確立す る

際にた どった一連の出来事が記 されている。

２６節か ら読んでみよっ。

「そ して祭司 らが神の道 を民たちに伝 える

ためにその仕事 を……休み祭司が民たちに神

の道 を説き終ると，民たちはみなす ぐと帰 っ

てまたその仕事にはげんだ。…… このように

して民たちはみな平等であって各々みなその

力に応 じて働き，各々みなその財産の多い少

いに応 じて，貧乏な者や病気にかかっている

者や苦 しんでいる者たちに施 しをした。かれ

らは高価 な衣服で身を飾 らなかったがその服

装は見て も気持が良 く小 ざっばりした服装で

あった。」（アルマ １ ：２６－２７）

以上の段階 を注意して追 ってみよう。

第 １に，教義が教えられ る。（２６節参照）

第 ２に，教会員は互いに個人として尊重 さ

れる。（２６節参照）

第 ３に，すべての人が働 く。全員が働いて

報酬 を得 る。（２６節参照） ・

第４に，財産 を困っている人々に分け与 え

る。互いに仕 え合 う。（２７節参照）

第 ５に， 自己の欲望 を抑えるとともに，必

需品を適度に備 える。（２７節参照）

ここで，予言者の言葉 を聞いていただきた

い 。
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「このようにかれらは教会の万事 を整えて

……保つようになった
。それで教会が確立 し

たので教会員は非常 に物持 ちにな り始め，必

要な品物が豊にあっ……た。」（アルマ １ ：２８

－２９）

この ように大 きな変化が生 じたのは，施 し

を受けたか らではな く，教義 を教えられて人

人が 自立 し， 困っている人に分け与 えるよう

になったか らである。主の方法に 自らを委ね

た時に，周囲の環境が変 わり始めたのである。

教会を確立するこの過程は，いかなる場所

に も適用することができる。 しかし，人材や

援助手段が不十分 な地域では，神権指導者が

技術上 の手腕 を駆使 して教会員の自立を助 け

るとよい。現在この援助 を多方面か ら与えて

いるのが，熟練 した技術者 と専門家の奉仕 グ

ループで，彼 らの主な使命は，キ リス トの精

神に則した実質的な奉仕 を進めることである。

彼 らは福祉活動宣教師 と呼ばれている。現在

このような宣教師が ７００名以上いて，全世界

６０カ所に も及ぶ伝道部 で奉仕 し，教会 を確立

するために働 く神権指導者を助けている。

福祉活動宣教師の重要な役割 は，地元の神

権指導者が福祉の基本原則を教 える際に援助

す ることである。 また，神権の指示の下で，

生活様式を改善す る方法 を教会員に教えるこ

ともできる。あらゆる地域の教会が倉庫 と生

産事業 を運営 しているわけではないが，最小

の支部であっても，教会員に福祉の基本原則

を教え，生活に適用させ るべ きである。教会

におけ る福祉の核心は，福音の６原則にある。

すなわち，愛，奉仕，労働， 自立，管理の職，

そ して （犠牲を含む）奉献である。これらの

原則を支 えているのが，福祉の基本となる以

下の事柄 である。断食の律法，定員会の奉仕

と扶助協会の慈善奉仕，個人 と家族の備 え，

そ して福祉活動委員会の機能である。

基本的な福祉活動 に参加すれば，教会員は

福音の根本原則 を生活に取 り入れることがで

きる。

たとえば，断食の律法に従 うことによって

愛 と無私の精神 を養 うことができる。担当家

族のへいを修繕するホームテ ィーチ ャーや，

病気の会員のために食事を準備する扶助協会

の姉妹は，身をもって奉仕の意味を知 るであ

ろう。また，個人や家族 としての備えを行な

う会員は， 自立 と労働の原則を実践 している

ことになる。地元の福祉活動委員会は，これ

ら基本福祉の各方面において教会の果たす役

割 を相互調整するのである。

福祉活動宣教師は，伝道部長の指示の下に

援助提共者 として働 き，福祉の向上に責任を

持つ神権指導者を支援する。また， 自らの経

験や訓練 を生かして，教会員に 自活す るより

よい方法 を明 らかにし，指導者や会員に対す

る援助提供者 となる。次に指導者たちは，会

員が福音 を中心に した生活 を営め るように助

け る。

したがって，福祉活動宣教師は福祉の原則

を教 え実践するばか りでな く，教会確立の過

程において重要な役割を果たすのである。

先月 トンガか ら帰国 したＬ ・トム ・ペ リー

長老は，次のような報告書を提 出した。

「私は トンガで働 く福祉活動宣教師か らも

深い印象 を受けた。同封の写真は板金製のオ

ーブンの前に立つデュアナ ・Ｃ ・トーン兄弟

姉妹 である。 トごン兄弟はこのようなオーブ

ンを５００台以上 も製作 し， トーン姉妹はそれ

を使 ってパ ンを焼 く方法 を姉妹 たちに教 えて

きた。ほ とん どの家庭 にとって，オーブンで

物を焼 くのは初めての経験 であった。さらに

トー ン兄弟は洗た く用の大きなおけを作 って

公衆衛生 め高上に努めている。

もう一組のスペンサー夫妻は， トンガの農

場で収穫改善 に著 しく貢献 してきた。スペン

サー兄弟は数種類の機械 を考案 して，地元の

人々にその使用法を教 えた。その中には，何

時間に も及ぶ重労働から人々を解放 したタパ

布 （樹皮 をたたいて平 らに薄 く，して作 った布 ）

を作 る機械がありた。この機械は国王の 目に

も止まって，彼は国王の親 しい友人のひとり

、になった。事実，翌月に開かれた農産物共進
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会にスペ ンサー兄弟は賓客 として招かれ，国

王や側近の人々 と共に島中を旅行 している。

この ２組の夫婦は， １カ月以 内に帰国する

予定である。」

スペ ンサー兄弟 は，これ らの技術 を継承で

きるように人々に教えた。あらゆる援助は，

アルマの時代に見 られたように，神権管理の

下で主の方法に従って与 えるべ きである。私

たちの宗教は、行動す る福音に基 を置 く実践

の宗教であ り，物心両面にわたって高揚 と繁

栄 をもたらす ものである。

福祉活動宣教師の仕事は現在進行 中である。

そこで，幾つか重要な点 を簡単に復習してみ

よう。

第 １に，福祉活動宣教師 として働 く資格の

ある人々には，正規の宣教師に必要な条件 を

満たす夫婦や独身の姉妹 も含 まれている。

第２に，専 門技能や職業技術 を備 え，実際

の問題 を処理できるようでなければならない。

社会事業や農業の専 門家，職業 カウンセラー，

熟練工，家政学者，看護婦な どは，現在必要

とされる福祉活動宣教師の例 である。

第 ３に，監督またはステーキ部長 は，夫婦

や独身女性にこの資格 を与 える際，正規の宣

教師 としての資格 に加 えて，学歴，職歴，趣

味，才能な どを考慮す る。最近 は英国以外の

言語に通 じている夫婦が必要 とされているこ

とを知 ってお くべ きである。現段階で最 も必

要性が高いのは， スペイン語 を話せ る人々で

ある。

第４に，福祉活動宣教師の援助 を得るには，

地元の援助手段では処理 できない教会内の実

務的な問題 を神権指導者が明確にす ることで

ある。そして，福祉活動宣教師に求める具体

的な援助 を明示 した上で，地区代表お よび伝

道部長 と相談す る。この要請は教会幹部であ

る代表役員の認可 を得 てから伝道管理部に送

られる。それから，特殊な技術 を備 えた宣教

師が必要な援助 を与えるために派遣され るの

である。

第５に，教会の福祉制度 は人々の特質 を伸

１３２

ばして 自立を助け ることを意図している。教

会は，物心両面にわたって人々を築 き，向上

され る上で必要な事柄に，絶えず気 を配 らな

ければならない。逆説的に言えば， 困窮 して

いる人 を援助す る最 も効果的な方法は，他の

人々に奉仕するように仕向け ることである。

この ような状況をもたらす上で鍵 となるの

が代表役員である。代表役員は定期的に福祉

活動宣教師の働 きを評価するために， ステー

キ部長 と伝道部長 を代表する地区代表や，実

務 を担当す る他の指導者を地域評議会に招集

す る。この評議会において，福祉活動宣教師

の働 きを地域の福祉計画に組み入れるこ とが

できる。 この計画的で統一 された方法によ り，

教会 を確立す る過程での秩序 を保つのである。

多 くの神権指導者か ら， この有益 な援助手

段に対す る感謝の手紙が寄せ られている。 あ

る支部長 は次のように書いている。

「やがて福祉活動宣教師の援助は必要な く

なると思います。私たちは 日に 日に 自立で き

るようになっているか らです。私に必要 なこ

とは，主の導 きを求め，主に頼 ることです。

福祉の原則はすでに確立 されていたことが

わか りました。ただ私たちが，それ らの原則

を重視 していなかったのです。」（アーンヘル・

マージア ・ルイース，ペルー ・リマ北伝道部

ウアチ ョ支部 ）

さらに，地元の指導者が獲得 した熱意 と自

信は，伝道活動にもおのず と影響 を与えてい

る。基本的な福祉活動の恩恵 を実生活の中で

体験 した教会員は，その喜び を他の人々 と分

かち合いたい と思 うようになったのである。

最近のことであるが， タイのユーボンとい

う小 さな村に，克服できない問題 を抱 えて悩

む タンという名の教会貝の家族がいた。父親

は失業中で収入はな く，子供たちは病気で栄

養失調に陥っていた。その上，彼らの粗末な

家は国有地に建て られていたので，強制立退

きを迫 られていた。 しかし，行 くあてはなか

った。

この時，福祉活動宣教師の援助 を活用 して



きた有能 な神権指導者が， このような悲劇的

な状態 を変換 したのである。その指導者の指

示の下に，支部の全会員が協 力して，土地 を

手に入れ， タン家族の家を取 り壊 して移転 し，

新 しい土地に再建 した。タン兄弟は土地を耕

して，家族 を養 うために農業 を始めたが，現

在では作物が豊かに実 っている。福祉活動宣

教師の助言に助 けられながら，地元の指導者

や教会貝が熱心に働いて愛 と献身を示 し， ひ

とつの家族 に奇跡 を起こしたのである。 また，

支部全体の人々が，成長の機会 と偉大な教訓

を得たのである。

将来この奉仕の業に従事 したい と願ってい

る夫婦や独身の姉妹に申し上 げたいと思 う。

専門家になるよう備 えなさい。

外国語 を勉強 しなさい。た とえその言葉 を

話す地域に召されな くて も，これは有益 であ

る。

仕事で重要 な地位 を得 るように働 きなさい。

次に， このような資格があって奉仕できる

会員を管理 している監督や ステーキ部長 に申

し上げたい。

その ような会員の準備 を促 し，教会の確立

に大き く貢献する福祉活動宣教師 として活用

できる技術や才能 を挙 げて もらいなさい。

主の奉仕の業に神の予言者によって召され

る人々を面接 し，推薦す るために，なお一層

努力 していただ きたい。

次に，代表役員，ステーキ部長，伝道部長，

地域の実務 担当者の方々に申 し上 げたいと思

う。

福祉活動宣教師 とい う有益 な援助者に注 目

していただ きたい。

教会貝の霊的成長 を妨げている実務的な問

題 を明確 にし，彼 らがそのような障害 を克服

して クリスチャンとして完全な生活を送るこ

とができるように，組織的に援助 していただ

きたい。

主の教会を確立 しようと努めている私たち

すべての会員の上に，主の祝福があるように。

私 たちが 「外国にあって……主の歌」を歌 う

方 法 を学 び，恵 まれ な い 人 々 を助 け て ， 「永遠

の ビ ジ ョ ン に 対 す る 彼 ら の 眼 」 を 開 くよ うに 。

イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ り祈 る も の で あ

る 。 ア ー メ ン。

大会 に集 う聖徒 たち
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教会福祉プログラムにおける監督の役割

監督のすべての責任の中で最も重要なのは，貧しい人々の世話をすることで

ある

第 二副 管 長

マ リオ ン ゼＧ ・ロム ニ ー

愛 する兄弟姉妹の皆さん・今朝私は・教会
福祉プログラムにおける監督の役割につ

いて話す責任をいただいている。

まず初めに，近代の啓示の中で告げられて

お り， また近代の予言者たちによって語 られ

ている，貧 しい人々の世話をするという一般

的な責任についてお話したい。次いで，監督

は貧 しい人々をどの ように助けるべ きか， ３

番 目に，教会員は貧 しい人々の世話をする監

督を援助するために何ができるか，また何 を

すべ きかについてお話す る。

近代の聖典の中で明 らかにされている

監督の役割

この神権時代が始 まって間 もな く，主は数

多くの啓示の中で，監督の職 と義務 を明 らか

にしておられる。教義 と聖約第２０章に始ま り，

第１２４章に至 るまで，２３章 にわたってこの重

要な職務 を取 り上げてお られ る。当時の啓示

に照 らしてみると，この職に伴 う責任は ４つ

に大別できる。

第１に，監督は聖徒たちか ら奉献 される財

物 を受理 し，彼らに各自のゆず りを指定す る。

（教義 と聖約４２：３１－３４，７１－７３；５１：１３；

５８：３５；７２：２－６；７８；８２；８５：１参照）

第 ２に，監督は判事 とな り，教会におけ る

各会員の立場 と，彼らの要求があれば物的な

必要 とを判断す る。（教義 と聖約４２：８０－８２；

５８：１７－１８；７２：１７；１０７：７２参照）

第 ３に，監督は物心両面において貧 しい人

人の必要を満たす救助 者 となる。（教義 と聖

約３８：３５；４２：３３－３５，３９，７１；７０：７－８参

照）

第 ４に，監督は教会の代理 人として，大管

長会を通 じて主か ら指定 された俗事の業務 を

行な う。（教義 と聖約５１：１３－ １４；８４：１１２－

１３；１０７：６８，７１－７２参照）

教会が発展 し，聖徒たちが経験 を積 むに従

って，主は，管理監督の責任 と，各地すなわ

ちワー ド部の監督の責任 とを区別 された。今

日皆 さんは，神権関係の各種手引きによ り，

ワー ド部監督には ４つの大 きな責任が託 され

ていることを知 っている。教会の管理監督会

にのみ与えられている義務，お よび正式な奉

献の律法の執行が中断 されたのに伴い効力を

有さな くなった事 項を除いて，今 日の監督 も，

教会初期に規定 された同じ役割 を基本的に負

っているのである。 さらに監督は，青少年 に

対す る責任 と，ワー ド部の管理大祭司として

の責任 も担っている。監督の責任はそれぞれ

いずれ も重要 であるが，中でも貧 しい人々の

世話 をす るこ とに勝 るものはないのである。

共通の判事，会員の必要 を見きわめ る権能
たす

を持つ人，主の代理人 として 「弱 きを扶け，
かいな

垂れたる腕 を挙げ」（教義 と聖約８１：５）る神

権指導者が，各ワー ド部にただひとりいる。

恐ら く貧しい人々の世話 をす る監督の責任 を
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最 も適格かつ明瞭にまとめたのは， Ｊ ・ルー

ベ ン ・クラー ク ・ジュニア副管長であろう。

クラー ク副管長は次のように語 っている。

「主が教義 と聖約 の中で貧 しい人々 を世話

す ることに関 して言われたすべての権能 と責

任が監督に委ねられている。そのために必要

な資金 を監督は集めることができるし， また

この業 を推 し進めるために必要な賜 と職務が

監督 に与えられている。監督以外にこの義務

と責任 を課せ られている人はいないし， この

仕事に必要 な力 と職務 を授け られている人も

いない。…

主のみ言葉により，教会の貧しい者 を世話

す るよう委任 を受け，載量 を行使できるのは

監督 だけである。実際に背罪を犯 していない

限り，だれも監督の行な うことに異議 を唱え

ることはできない。ワー ド部の会員に対 して，

教会の資金 とワー ド部の援助をいつ，だれに，

どのように， どれだけ与えるか を判断す るの

は，監督のみに与えられた義務である。

これは主御 自身 より与えられた厳粛な務め

である。監督はこの務めを回避 した り， なま

けた り，他のだれかに委せて安穏 としている

ことはで きない。 どのような援助 を求めた と

して も，責任は依然 として監督の上にある。」

（未刊行の記事 より，教会歴史部，１９４１年 ７

月９日）

この言葉は教義 と聖約 に記されている主の

み言葉に基づいたものであ り，以下にあげる

啓示を証す るものである。

第４２章 ：「監督 （は）……持たざる者に施す

…」（教義 と聖約４２：３３）
お き て つけくわ

第７２章 ＝「すでに下 りたる律法に附加えて，
ぶ どうぞの

主の葡萄 園のこの地方の教会に按手聖任 され

たる監督の義務に就 きて知 らせたる主の言は

誠にか くの如 し，すなわち，

主の倉庫 を守 り，主の葡萄 園のこの地方に

於ける教会の資金 を受け納め，
かね

豫て命ぜられし如 く長老たちより報告書を
たす

受け……長老たちの不足するところを援 く…」

（教義 と聖約７２：９－１１）

第８４章 ：「監督 （は）……巡廻 してすべての
たず

支部教会の中を廻 り，貧 しき者 を探ねて富め
へりくだ

る者おごれるものの謙 りによってその乏 しき
にぎ

を賑わ しめよ。」（教義 と聖約８４：１１２）

そして最後に第 １０７章にはこ う記されてい

る。「監督の職 は，すべ てこの世に属すること

を執 り行えばな り。……真理の 『みたま』に
つ も

よ りてこの世に属ける知識を有つ……」（教義

と聖約１０７：６８，７１）

ここで監督の皆 さん，ならびに監督を訓練

す るステーキ部長の皆 さんにお願いしたい。

どうか監督の神聖 な召しに関す る主のみ言葉

を研究 し，多 くのことを知 っていただきたい。

教会の福祉活動の成否は，監督が自分の役

割 をいかに効果的に果 たすかにかかっている。

貧しい人々にどのような方法で実際に援助が

与 えられているかが，教会福祉の成否を決め

るのである。宗務 と実務の指導者たちか ら数

数の援助が与 えられるが，最終的には，監督

の皆 さんが各々の羊の群れの世話 をしなけれ

ばならないのである。キ リス トのような奉仕

ができることは，何 と素晴らしい責任であ り，

素晴 らしい機会であることか。

監督が貧 しい人々を援助する方法

心の行 き届 いた立派な監督は，この神聖 な

務め をどのように果た しているだろうか。こ

れまでに教えられてきたことで，実際に行な

わなければならない基本的な事柄が幾つかあ

る。

第１に，すべての監督は，ワー ド部会員の

全般的な状態 を知 らなければならない。監督

は自らの観察に より， また訪問教師やホーム

ティーチ ャーの報告，個人面接，みたまのさ

さや きにより知るのである。貧 しい人々を探

し求めなさいとい う主の勧告に従 うことによ

って，会員について必要な知識 を得るこ とが

できる。

援助 を与える第 ２段階は，評価である』個

人や家族が どの ような援助を必要 としている

かを，適確に調査すべ きである。 この評価の
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助け となるフォーム “八セαた伽 ４Ｒθｓｏπ駕６ｓ

・４η⑳ 廊 ”（「必要 と援助手段の分析」）が，福

祉事業部に用意 されている。、援助 を必要 とす

る人々 としては，健康をそこねている人，病

弱な人，失業中の人，教育 を受けていない人，

財政管理の不得意な人，心身に障害のある人

がいる。問題の種類や規模 のいかんを問わず，

監督はその原因や，程度， またそれ を解消す

るための援助者につ いて知 らなければならな

い。

監督はほ とんどの場合，ワー ド部扶助協会

会長にその調査 の援助 を要請す る。扶助協会

会長は報告書 と推薦書を作成 し，監督が正 し

く判断できるように助けることになっている。

したがって監督は，手元にある関係資料に基

づ き，共通の判事 として， どのような援助 を

提供するか を決定する。

第 ３に，監督は援助の必要な個人や家族 を

カウンセ リングしなければならない。

監督は感受性を働かせ，思いや りを持 って，

状況の評価 を行なうこ とが大切 である。そし

てその過程で， 自立や家族の援助，教会の責

任など，教会福祉援助の基本について教える。

また，援助 を受けようとする人が当人に期待

されているすべての事柄 を行なっているか ど

うか，適切な方法 に従 い判断 しなければなら

ない。これには，家族や親戚に援助 を求め る

ことも含まれる。

最後に，監督はみたまの導 くままに，必要

な援助 を提供 しなければならない。物的な援

助を与える教会の援助手段 の種類や規模 を説

明することも必要 である。これには，断食献

金基金からの援助金，監督の倉庫か らの食料

品や衣料品，デゼレ ト産業か らの物資が含 ま

れる。またある種の問題には，雇用制度や末

日聖徒社会福祉機関からの援助 も必要である。

これらの物資や奉仕による援助 を正式に提供

するに当たっては，言 うまでもな く，所定の

依頼書の交付 を要す る。これ らの依頼書の準

備は，監督か扶助協会会長が行 なうことにな

っている。

１３６

援助の提供を承認す るに当たって，共通の

判事 である監督は，受給者から労働による返

済 を求めるか奉仕による返済を求め るか を決

め る責任 を負っている。これは， 自分 自身や

他の人々が利用す る物資の生産に従事す るこ

とによ り，受給者が自尊心 を持てるようにす

るためである。監督はよく注意 を払い，受給

者に 自分の受けた援助に対 して労働による返

済 を求め るようにすることが大切 である。 自

立 をもたらす主のプログラムを，決 して施 し

のプログラムに してはならない。「怠惰なる者

は悔い改めて行いを改むるにあらざれば，教

会の中にて地位を与えらるるこ となし。」（教

義 と聖約７５：２９）能力に従 って働 くことによ

り本分を尽 くそ うとしない人に対 しては， そ

の態度が改まるまで，監督は援助の提供を中

断す る権利を持っている。

監督は，当面の問題 を解決 したな らば，次

にワー ド部福祉活動委員会 と協 力して，生活

の支えを提供 し，社会復帰計画の実施に当た

る。すなわち，その ような問題を引 き起こし

た原因に目を向け，個 人あるいは家族が，再

び 自立 し， 自分の力で生計を立てられ るよう

に助けるのである。社会復帰の働 きかけは短

期間で，一家の扶養者のために新 しい仕事 を

捜す ことなど， きわめて具体的である。他方

重大な事故や問題の場合，長期間の援助が必

要 になる。これ らの場合は，受給者の所属す

る神権定員会が中心 とな り，社会復帰の活動

を計画 し実施するようにしなければならない。

過去に使用 された福祉関係の手引 きには，

次のように記されている。

物質的な援助の場合，監督は，すべての健

康 な貧 しい人のこ とを単に一時的な問題 とし

て考 え， その人が自立できるまで援助する。

神権定員会は，物質的な必要だけでな く，霊

的な必要 も満 たされ るまで，継続的な問題 と

して困っている会員の問題を考えなければな

らない。具体的な例 をあげれば次の ようであ

る。監督は，職入や技術者が失業 していて，

職 を捜 している時に助けを与 え，神権定員会



は，その人が仕事につ くのを助け，十分 自立

して，神権の義務 を活発に果たす ようになる

のを見届ける。」（「福祉計画の手引き」ｐ．１９）

監督の皆 さんは，これ らの原則に正 しく従

ってはじめて，人々を高め るこ とに成功す る

であろう。 クラー ク副管長が繰 り返 し語って

いるように，「これらの事柄 に従事 す る時，

監督は神権の定めに従 う必要がある。すなわ

ち，思いや りと愛，正義の定めに従 うことで

ある。）（Ｊ ・ルーベ ン ・クラー ク ・ジュニア，

未刊行の記事 より，教会歴史部，１９４１年 ７月

９日）

監督が祈 りの心 をもって福祉の問題 に取 り

組み，思いや りと寛大さを持 ち，必要 とされ

るもの をすべ て喜 んで提供 しようとするなら

ば， この気持ちは援助 を受ける人々に も伝わ

り，彼 らも同 じ気持 ちを抱 くようになる と，

私は確信 している。そして彼 らは， 自分に与

えられた ものは，主の霊感に よって提供 され

ていることを知 るであろう。主は確かに彼 ら

の胸を打ち，彼らに援助を受けるにふ さわ し

い者 とし自分の受けるものにお返 しをしたい

という気持 ちを奮 い起 こさせて下 さることだ

ろう。監督の皆さんは実際に必要 とされるも

のをすべて，時にはそれ以上の ものを，提供

したい とい う望 みを心の中に持つ ことができ

ると，私は固 く信 じている。そ してその時，

教会員は真のクリスチャン精神を抱 き，監督

が喜んで差 し出す ものをできるだけ少なく受

け とろうとすることだろう。私はこのことを

心から信 じている。

監督め皆 さんは， このような気持ちをもつ

時に，頻繁に繰 り返 される数 々の問いに対す

る答えをはっき りと得 ることがで きるであろ

う。その問い とは，次のようなものである。

「だれ を助けなければな らないか。」「どの程

度の援助が必要か。」「どの位の期間，何度援

助が必要か。」これ らの問いに対す る定まった

答え というものはない。 したがって皆 さんは

共通の判事 として，ふさわしい生活を送 り，

唯一の源である天の霊感によりそれぞれの場

合に応 じた答 えを得るように しなければなら

ない。

以上監督の責任につ いて語って きたが，ワ

ー ド部 で監督が負っている と同様に，貧 しい

人や困っている人を見守る責任が支部長にも

与えられていることを忘れてはならない。支

部長の下には完全な福祉プログラムはないが，

この教会福祉 プログラムが始 まってこの方，

貧 しい入や困っている人に祝福をもたらし，

彼 らの必要 を満たす責任は，支部長にも課せ

られてきたのである。

最後に，貧 しい人々の世話 をす る監督 と支
’
部長を助ける教会員の義務について申し上げ

たい。バプテスマ を受けた私たちは，監督が

援助に要す る資産や手段を提供するという誓

約 を主 と交 わしているのである。それには，

断食献金 （措 しみな く納め ることが大切 であ

る），農場での労働力の提供，ボランティア活

動，デゼ レ ト産業への援助，福祉献金などが

含まれる。指導者 も一般会員 も，与 える者 も

受け る者 も，福祉計画について大 きなビジョ

ンを持 ち，その原則に完全に従 うようにしよ

うではないか。この福祉計画は，時満ちたる

この神権時代 にシオンを築 く備えをさせ るも

のである。主は，教義 と聖約第８２章で，次の

ように述べておられる。

「シオンはその美と聖 とを増 し，その境域
かと

は拡が りそのステーキ部は堅 うせ られざるべ
た

か らず，われ誠に汝らに告 ぐ，シオンは起ち

てその美 しき衣 を着け ざるべか らず と。
いましめ

されば，わが汝 らにこの誠命 を与 う。すな

わち汝 らこの誓約によりて責任あ り。而 して，
よ

そは主の律法に由 りてなさるべ きなり。

見 よ，汝らのため， ここにまたわれに智恵

あ り。

汝 らは平等たるべ し。言い換 うれば，汝ら

の管理 人の職に関する事 を処理せんために，

正 当なる必要 あらばすべての者 その必要に応

じて財産 を要求す る平等なる権利あるべ きな

り。

こはすべて生ける神の教会のためにして，
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すべての人その財産を利用増加せしめ以て財
ふや

産 を殖して利益 を得，またこれ を百倍 して主

の倉に納め入れ，これが全教会の共有財産 と

ならんためな り。

すなわち，すべ ての人その隣人の利益 を図
あらわ

り，誠心誠意神の栄光を顕すためにすべての

事 を為すな り。

この制度は，汝 ら罪を犯 さずば，汝 らにと

りて また汝らの子孫にとりて永遠の制度 とな

るためにわが定めたるところな り。」（教義 と

聖約８２：１４－２０）

この目的が達せ られ るように，イエス ・キ

リス トのみ名によ り謙遜 に祈るものである。

アー メン。

十二使徒評議 員会会長エズ ラ ・タフ ト・ベ ンソン長老 ご夫妻
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女性のためのファイアサイ ドにおける話

／

１９７９年 ９月１５日，ソル トレーク ・シティーのクバナクルで，女性のためのファ

イアサイ ドが催された。１２歳以上の末日聖徒の女性たちは，全世界の １，５００ヵ所

に集まり，スペンサー ・Ｗ ・キンボール大管長をはじめ，中央扶助協会会長パー

パラ ・Ｂ ・スミス姉妹，中央若い女性会長工レイン ・キャノン姉妹，中央初等協

会会長ナオミ ・シヤムウエイ姉妹の話に耳を傾けた。なお，当日キンボール大管

長は入院中であったため，夫人のカミラ ・Ｅ ・キンボール姉妹がキンボール大管

長の話を代読 している。
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義なる女性の役割

大管長

スペンサー ・Ｗ ・キンポール

カ ξラ ・キンボール姉妹代読

愛 する姉妹の皆様 こうして再び末睦 徒
イエ ス ・キ リスト教会の女性 たちのため

に世界的な大会が開け ることを，私は何 カ月

も前から楽 しみに していました。 しか し，残

念ながら，私はソル トレー ク ・シティーの病

院に入院することになり，皆様 と同席できま

せん。けれども，た とえ場所は離れていて も，

心は皆様 と共にあります。大会の模様は末 日

聖徒病院の一室でテレビを通 して拝見させ て

いただきます。

昨年この大会で申し上 げたことは今 も変わ

りません。私は栄えある福音の真理に しば し

ば思いをはせるのですが，そ うする時にいつ

も， 自分はこの栄えある真理 のもつ意味を理

解 しているだろうか と考えて しまいます。 ま

ず例 を幾つか挙げてみ ましょう。

聖典に も記されていることですが，予言者

たち も，神が正義公平 さを具 えた完全な御方

であ り，「人をかたよりみないか た」（使徒１０

：３４）であるこ とをはっきりと教えています。

神はまた愛においても完全な御方であ り，神

の霊の子供 たち一人一人に愛を注いで下．さっ

ています。私たちはこれが真理であるこ とを

知 っているので，世 において完全な愛や完全

な正義公平に及ばない事柄 を経験す る時， こ

の真理によって支えられます。例えばある一

時期に，周囲の不完全な人々か らぞん ざいに

扱われ，傷つけられたとします。そうす ると

私たちは悩み ます。しか しその悩みや失望が

終生つ きまとうことはあ りません。世の方法

は勝利 を収め ることはあ りませんが，神の方

法は勝利 をもたらします。

私たちは神の霊の子供 として， まった く平

等で した。また，神が一 人一人に注いで下 さ

る完全 な愛を受け入れる者 として，今も平等で

す。ジ ョン ・Ａ ・ウイッツオー長老はかつて

次の ように述べ ています。

「この教会における女性の立場は，男性の

先に来るのでもなければ後に来るのでもない。

男性の傍 らにあるのである。教会にあって男

性 と女性はまった く平等である。教会の基で

ある福音は，主が男性のためにだけ用意され

たのではない。女性 のために も用意されたの

である。」（∫〃ψγｏ麗〃ｚ６痂 、翫α「インプルーブ
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メン ト・エラ」１９４２年 ５月号，ｐ．１６１）

とは言 っても，役割 と責任においては男性

と女性の間に大 きな違 いがあ ります。それは

永遠に変わることのない違 いです。女性には

母親 として， また姉妹 として大切な責任があ

り，男性には父親 として，また神権者 として

重大な責任があ ります。ですから，主にあっ

ては男性な しには女性 はないし，女性 なしに

は男性 はないのです （１コリン ト１１：１１参照）

義 なる男性 も義なる女性 も，彼らに接するす

べての人に祝福 をもたらすことでしょう。

この地上に来る前のことを考えてみて下 さ

い。忠実な男性が神権 につけ るある種の責任

に予任 されていたの と同じように，忠実な女

性 にも何 らかの責任が課せ られてい ました。

それが何であるのか今す ぐには思 い出せな く

ても，かつて私たちが同意 した栄 えある事柄

を変えることにはな りませ ん。皆様には，私

たちが予言者や使徒 として支持 している人々

と同じように，前世で与え られた務めを果 た

す責任があるのです。

たとえ男女の永遠の役割が異なっていても，

１年前に申し上げたように，男性 と女性が と

もに進歩するとい う点で多くの成すべ きこ と

が残 されています。このことから，私は女性

の方々にも聖典 を熱心 に学ぶ ことを改めて強

く訴えたい と思います。私 たちは皆様が年齢

を問わず，また既婚，未婚，未亡人を問わず，

家庭に聖典 の知識 を生かせ る姉妹 となってい

ただきたいのです。

どのような状況に置かれていようと，皆様

がなお一層聖典 の真理 に精通するな ら， 自分

自身のごとく隣人を愛す るようにという第 ２

の大切 な戒め をさらに容易に守れるようにな

るでしょう。聖典に精通 して下さい。人々を

見下げるためにではな く，高めるためにです。

教育の機会が 多い女性や母親以上に，福音の

真理 を 「蓄える」必要のある人がいるでしょ

うか。「蓄 え」た真理は，必要な時にす ぐ活用

できるのです。

義 しい試み をす る時に， また 日々の生活に

あって，最高のものを求めるように して下さ

い 。

姉妹の皆様， このことを忘れないようにし

て下 さい。末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会の

会員であ る ことか ら得 られ る永遠の福音は

ほかの どこで得 られる祝福よ りもは るかに大

きなものです。 この世 にあって得 られる誉れ

は，神の娘 として認め られることに比べ たら，

ものの数 ではあ りませ ん。 まことの姉妹，妻，

母親 としての務めをは じめ，生活に潤いをも

た らす数 々の責任を体験する神の娘 となるこ

とほど素晴 らしい ものがほかにあ り得 るでし

よつか。

確かに一時的な事柄や環境に違 いがあるこ

とは事実です。夫に先立 たれた方や離婚 され

た方，結婚 という素晴 らしい特権にまだ浴 し

ていない方 もいるでしょう。しかし，永遠 と

いう物指 しで測れば，このような祝福にあずか

れないのは 「束の間」のことなのです （教義

と聖約１２１：７参照）。

姉妹の中には，年 と共に訪れ る苦 しみを味

わっている方 もいます。また，物事を永遠の

見地か ら眺めた時に，若 いということで 自分

の置かれている立場がおぼつかないものであ

ると感 じる人もいるでしょう。 どのような立

場にあれ， このようなチャレンジに直面 して

いる方は，福音の真理 を深 く味わい， 自分に

与えられた永遠の使命 と個性 を考 えていただ

きたいと思 います。また，天父が皆様一人一

人に完全な愛 を注 ぎ，期待 を寄せておられる

ことを感 じる必要があるでしょう。この偉大

な真理 をよ く思 い計って下 さい。特に個人的

に悩み苦 しむ ような時にそうして下 さい。そ

うでなければ，悩みは深ま り，途方に暮れて

しまっことでしょっ。

また，私 たちは家庭生活の素晴らしさと大

切 さを強調 し，私たちすべてが天の御 父の永

遠の家族に属す る者であると申し上げます。

主に忠実 であ り’，自分に落ち度はないのに，

第二の位にあってふさわ しい男性 と結び固め

られる特権に浴 していない姉妹は，永遠にあ
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ってその祝福 を享受することで しょう。この

地上にあって家庭生活を営む ことを切に望ん

でいる方につ いて，天父はその苦 しみを心に

留められ，いつの 日か言い表わせないほ どの

祝福を与えて下 さいます。

時 として試練 を受け，一時的に落胆す るこ

ともあるでしょうが，義なる女性，男性は将

来御父の持ちたもうすべてを受けるこ とがで

きるのです。このことをよく心に留めて下 さ

い。これはただ単に持 っているだけでは価値

がなく，それにふさわ しい生活 をする時に価

値のあるもの とな ります。

ところで，人は結婚 し，母親にならなけれ

ば，イエスが律法全体 と予言者 とがかか って

いると言われた第一 と第二の戒め，すなわち

神 と隣人 とを愛するように という戒めを守れ

ないというわけではありません （マ タイ２２：

３７－４０参照）。

女性の中には， 自分の力ではどうに もな ら

ない状況に置かれているがために，労働に従

事 しなければならない人 もいます。私たちに

はその方のことが理解できます。子供を育て

るのと同 じように，神か ら授か った様々な才

能 を，広 く入々のために活用す ることがで き

ます。しか し，天父の霊の子供たちをもうけ，

養育するとい う女性 に託 された永遠の責任を

なおざりにさせ るような仕事 に心を引かれる

という過ちは犯 さないで下 さい。心か らの祈

りをもってすべての決定 を下す ようにお願い

します。

このようなことから私 たちは皆様に， この

世の奉仕に役立つだけでな く，永遠に価値あ

る教育に力を注いでいただきたい と思います。

ホームメーキングに関す る基本的でしかも欠

くことのできない技術のほかに，適度に磨 く

ことのできるその他 の技術や，家庭 をは じめ

教会や社会で も活用できる技術があ ります。

賢明な選択 をして下 さい。私たちは末 日聖

徒の女性たちが才能豊かな役に立つ人になる

ことを望んでいます。皆様が与 えられている

技術を高め，神か ら授 っている才能 を活用す

１４２

るなら，この世にあって， また永遠にあって

さらに優れた母親 となり，妻 となることで し

ょう。

女性に与 えられている約束の中で，イエス・

キ リス トの福音 と教会 を通 して得 られるもの

ほど素晴 らしく輝かしい ものはあ りません。

自分が一体何者 であるのか を，ほかの どこで

学ぶことがで きるでしょうか。生命の本質に

ついて必要 な説明 と確信 をほかの どこで得 る

ことがで きるでしょうか。一人一人が特別な

存在 と価値 を持 っていることを学べ るところ

がほかにあるでしょうか。天父の定め られた

栄 えある幸福の計画をほかのどこで学ぶこと

がで きるでしょうか。

福音は，何世紀にもわたって人が抱 き続け

てきた，生命や宇宙に関す る様々な疑問に確

かな答 えを与えています。 これらの真理のた

めに私 たちは大切な永遠の責任 を背負うこと

になったわけですが，それで もこのような答

えと確信が私たち全員に与 えられていること

は何 と喜ばしいことでしょう。

天父が下 された崇高な務めを受けている末

日聖徒の女性は，何 と恵まれていることでし

ょう。殊に， この最後の神権時代のこの時に

生 を受けた皆様 は恵まれた方々です。一般の

女性は自分 の興味あるものを追求 しています。

しか し皆様 はこの地上にあって，愛 と真理 と

正義のために必要な力を発揮す ることができ

ます。世の人は真理の価値はないもののため

に力 を注いでいますが，神は皆様に子供や友

人，隣 人を教 え導 く重大な責任 をお与 えにな

られ ました。それは男性が家族のために生活

の糧 を得なければな らないことと同 じです。

夫 と妻の両方がいて初めて両親 となるのです。

最後に，少し提案させ ていただきたいこ と

があります。 これは今 まで言われたことのな

いことですが，非常に大切 なこ とです。この

末 日に当教会において驚 くべ き発展が見 られ

ますが，その多くは世の立派な （優 れた霊性

を具えている）女性たちが，大勢 この教会に

入って くるおかげであると言えるで しょう。



このことは，教会の女性が義 しいけじめのあ

る生活をし，世の女性たちとは違 った別の喜

びを味わうようになる時に現実 となって表わ

れることでしょう。

この先教会に入って来られる，真実の意味

で ヒロインと言える世 の女性 たちの中には，

自分のことはさてお き， まず義 を求めるこ と

に心 を向ける人たちがいるでしょう。こうい

った女性たちは真の謙遜 さを身に付けていま

す。その謙遜 さたるや，華々しいものではあ

りませんが，実に完全の域 に近いもの と言え

ます。このことを忘れないようにして下さい。

男女のいずれか一方のためにだけ物事 を行な

おうとす るこ とは正 しくありません。また，優

れた女性， また男性 というものは，権力を手

にすることではな く，人々に仕 えたいという

望みをいつ も持 っているものです。

この ように，教会における女性のよき模範

は，末の 日に教会が数の上で も霊的に も成長

する上で多大な貢献 をすることになるでしょ

う。

しか しこれを妨げようとや っきになってい

る敵がいて， もうその働 きを開始 しています。

敵はいつ の時代にあっても，特定 な人に的を

しぼるこ とな く，万人 を 「自分のようにみ じ

めに」（ＩＩニーファイ２ ：２７）しようとしてい

ます。「あらゆる人間もまたみじめ な様 にしよ

うと」（ＩＩニーファイ ２：１８），その機会 をね

らっているのです。敵 はこのことをひたす ら

願い，あらゆる手段 をもってこれを達成 しよ

うとしています。

私たちはやがて総大会 を迎 えようとしてい

ます。総大会では神権部会が開かれますが，

私 たちは兄弟たちを特にえこひいきして特別

な指導 を与えるというようなことはあ りませ

ん。私 たちは同 じような助言 を与えるつ もり

です。

姉妹の皆様 を心か ら愛 し，信頼 しています。

皆様の献身的な働 きに感謝 しています。今宵

皆様が この会に出席 して下 さったことで，私

たちは大 きな力を感 じています。 また，皆様

の才能 と霊 的な力は， この神権時代のこの時

にあって，かけがえのないものです。

神の祝福が皆様の上にあ り，約束 されてい

る祝福すべ てをこの世にあって， また来るべ

き世 にあって享受 され ます ように。

私は神が生 きてお られることを知 っていま

す。また， イエ スが神の独 り子 であ り，世

の贈 い主であること， この教会はイエス ・キ

リス トの教会であり，イエス ・キリス トが教

会の頭であることを知っています。この証 を

私の愛と祝福を添えて皆様に申し上げます。

イエス ・キ リス トのみ名によって申し上げま

す。アーメン。

中央初等協会会長

ナオミ ・Ｍ ・シャムウェイ

将来の女性を教える

御 臨席のタナー副管長・ ・ムニー副管長・
ベ ンソン会長ならびに教会幹部の皆様，

こうして全世 界の女性に励 ましと導 きの言葉

を聴 く機会 を与 えて下さったことを，私は心

か ら感謝 しています。また姉妹の皆様一人一

人にも感謝申 し上げます。

今晩のこの責任をいただいた時，私は何 を

話 した らよいか伺 うため，熱心に主に祈 りま

した。そして，みたまに導力３れ，私の思いは

子供，特に小 さな女の子へ と向けられていっ
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たのです。

数週間前のことです。事務所で電話 を受け

ると，すす り泣 く声が聞こえてきました。「お

ばあちゃんですか。」私はそれが娘の声だ とわ

かったので， うれ しさのあまり，「本当に私，

おばあちゃんになったの ？」 と思わず大声 を

上げてしまいました。すると，「そうよ，たっ

た今女の子が生 まれたの」 との返事でした。

このような神聖 な出来事 に出会 った時の気

持ちは，言葉では言い表わせないものです。

私の心は祈 りに答えて下 さった御父に対する

感謝の気持ちで一杯で した。そ して，天父の

み もとか らこの世 に来たばか りのこの愛 らし

い霊のことについて娘 と話 しながら，私はま

るで自分が救い主のみ腕に抱かれているよう

にさえ感 じ，娘のや さしい腕に新 しい霊 を託

して下さった天父の深い愛 を知ったのです。

ただ感謝の気持 ちで一杯 でした。お孫さん を

お持 ちの方は，私の気持ちがおわかりだと思い

ます。 しかし， このような喜ば しい時， とり

わけかわいらしい孫 をいただいた時に，謙遜

になるのは容易なことではあ りません。

この忘れ難い経験 をして以来，私は以前に

も：増して考えるようになったことがあります。

それは，私たちの３人の孫娘 をは じめ，他の

多くの小 さな女の子たちが将来どのような女

性になるのか，また彼女たちが女性へ と成長

した時世の中はどのようになっているだろう

か， ということです。

この答えは私たちの手， そして世 の女性た’

ちの手にかか ってい ます。混乱 と不安の渦巻

く現代にあって，私たちはかわいい孫娘たち

もまた厳しいチャレンジと約束 と機会のある

この時代に試 しを受けるこ とに留意 しなけれ

ばなりません。彼女たちを教え，養い育てる

ことは聖 なる務めであ り，厳粛な責任なので

す。

ルイーザ ・メイ ・オル コット （アメ リカの

女流作家，１８３２－１８８８年）は，少女のことを

「小さな女性たち」 と言っています。今の小

さな女の子が，将来神の王国におけるす ぐれ
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た指導者になるのです。私たちの家庭に生 ま

れてきた時には無力な存在である彼女 たちで

すが，やがて私たちと強い絆で結ばれるよう

になるのです。それはベ ビー シューズやベビ

ー帽子のひもを結ぶ ことか ら始 まります。そ

して数年後には，髪 をおさげに したり，エプ

ロンをかけた りするようにな ります。こうし

ていつ くしみなが ら歳月が流れ，彼女たちが

結婚 して 自分の家庭 を築けるよう，巣立 ちを

させ なければならない時を迎 えるのです。そ

して間もな く私 たちは 「おばあちゃん」 と呼

ばれるようにな り，再び絆 を結ぶ経験をする

ことがで きます。 このことが何代 も何代 も繰

り返されてい くのです。

子供時代の経験には共通 して，基本的欲求

と，それに伴 う成長が見 られます。この時期

は一生か ら見た らごくわずかな部分ですが，

将来 を決定 し，大 きな影響 を及ぼす最 も重大

な時期 だと言 えましょう。この時期に祈 りや

証，義 しい生活 を送る喜びを繰 り返 し教える

こ とは，何 と大切なことでしょう。主が私た

ちに言われたことをよ く思 い起こしてみて下

さい。「この故 に善 を為すに うむこ となかれ。

これ汝ら今偉大なる一事業の基礎 を置 きつつ

あればな り。それ，小なる事 より偉大なる事

起る。」（教義 と聖約６４：３３）

今の少女たちから偉大なことが起こるとす

れば，私はそうなると信 じていますが，彼女

たちの将来 を決定す る幼い時期に， 自分は生

ける神の子であり，主のは しためであ り，女

性 としての喜ば しい祝福 を受け継 ぐ者である

ことを教 え込まなければなりません。

この最 も美 しい例は，ルカによる福音書の

「マ リヤの歌」 として知 られている部分に見

られます。 この時のマ リヤは，み使いの訪 れ

を受け，天父が私たちのために計画された「よ

き知 らせ，喜びの訪れ」における彼女の特別

な使命 を告げ知 らされたばか りでした。マ リ

ヤは私たちの救 い主 イエス ・キ リス トの母 と

して選ばれたのです。聖典には，マ リヤ と天

のみ使い とのや りとりがわずか しか記されて
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いませんが，彼女がいとこのエ リザベ ツに見

せた喜びようか ら，マ リヤに救いの計画が明

らかにされ， 自分に与えられた使命 を彼女が

よく理解 したことが わか ります。マ リヤの答

えはこうでした。「わたしの魂 は主をあがめ，

わたしの霊は救主なる神 をたたえます。」（ル

カ１：４６－４７）

この時マ リヤは，救 い主をこの世に送 り出

すために， 自分の命 を捧げる決心 をしていま

した。私 たちは末 日聖徒 として，救い主が私

たちのためにその命 を捨て られたことを知 っ

ています。私たち女性が年齢に関係な く，天

父の娘 としてこのことを十分に理解す るなら，

イエス ・キリス トの福音は習慣 の宗教ではな

く，決意の宗教 となるでしょう。そ してこの

決意が，社会にあって感 じざるを得ない恐れ

や 困惑，ため らいの気持ちを取 り除いて くれ

ます。こうして私たちは，決意 した通 りの強

い者 となることがで きるのです。

女性 である私たちは子供 たちを指導する立

場にあ りますが，時 として子供に教 えられる

ことがあります。 これはある女の子の話です。

その子は祝福師か ら質問された時に，誇 らし

げに 「私はモルモンです」 と答 えました。祝

福師か らさらに 「では，モルモンになること

を選んでいなかったら，どのようになってい

たで しょうか」 と尋ね られた女の子は，はに

かみなが らも自信 をもって答 えたのです。「恥

ずか しが り屋になっていたと思います」 と。

明 日に 目を向け ましょう。最近私は， この

言葉が次のような言葉 と一緒に言われるのを

耳にしました。「きょう，明日のことを考 えな

さい。明 日は小 さい子供の足どりのように着

着 と迫 って くる。明 日の力強さも弱 さも，子

供たちの手の中にある。」少女はいつの 日か女

性 となる者 として，神が創造 された唯一の存

在です。

女性であることは，与 えられた責任や召し，

年齢，環境に関係 な く， また女性 に課せ られ

た役割 を軽視 させ ようという者の働 きかけが

あるに しろ，実に素晴 らしい祝福 です。愛す

る予言者スペ ンサー ・Ｗ ・キンボール大管長

は次のように述べています。

「今の世にあって，教会貝であることは女

性に とってこの上ない祝福である。現在，義

に対抗する力はかつてな く強いが，一方，可

能性 を追求で きる機会 もかつてな く大 きい。」

（‘７η〃０４ｚ４６ガｏη”晒 〃ｚ６η『序文』「女性」ｐ．２）

年齢や生活上の責任の違いに関係な く，女

性 として今 日私たちに課せ られている役割は，

貴い 「小さな女性 たち」のよき模範 となって

彼女 たちを導 くことであ り，以前に も増して

女性 としての責任を喜んで受け入れることで

す。私たちが神の娘 として，人生における偉

大な責任 を達成するために進歩成長できます

よっに， イエス ・キ リス トのみ名によってお

祈 りいたします。アーメン。

中央若い女性会長

工 レイ ン ・キャノン

私たちに与えられた大切な使命

一 の よ うに テ ン プ ル ・ス ク ウ ェ ア か ら ， 主
一

を愛 し，主について学び，女性に対する

主のみ こころを知 ろうとお集 まり下 さった姉

妹の皆様にお話 をしなが ら，私は姉妹たちに

対する特別 な愛を感 じます。 また，非英語圏

に住む姉妹の皆様 とも，いつの 日か一堂に会

せ ることを切に望 んでいます。
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この機会に，皆様の心が満たされ，霊が高

め られ，新 たな希望 を見いだ していただけま

したら幸いです。 このことが皆様の考 えを明

確にし，皆様 を強 くし，女性 を別の方向へ 引

きず り込 もうとしている今の世 にあっていつ

も主の側に立てるように と願ってい ます。

最近，女性に関する激 しい運動が起 こって

います。一部には女性のためになることも行

なわれていますが，この ような騒 ぎの中で私

は今，少女たちが本当に通 りにいて安全なの

か，また成人した女性が家庭にあって本当に

幸福なのか， さらに私たちの中で外見は問題

なさそうですが，本当に実のある奉仕 をして

いる人が何人いるのか と考 えてしまいます。

このことは興味深い現象です。

これは女性のための集会ですが，私たちを

導 き，祝福 を与えて下 さり，私 たちのために，

また私たち と共に祈 って下 さる男性 に， しか

も私たちが耳 を傾ける時に私たちを守 るため

しばしば語 りかけて下 さる男性の皆様に，心

か ら感謝 を申し上げたい と思います。

教会幹部の方々が私たち女性のために行な

って下さるあらゆ る事柄 に，女性 として参加

できることは何 という喜びで しょう。末 日聖

徒の女性はいつ も守られているだけでな く，

数々の特権に も浴 しています。私たちには日

日の生活の中で驚 くほ どの特別な約束が与え

られているのです。

教会幹部の皆様，あ りが とうござい ます。

私たちの愛 と感謝の気持 ちをお伝 えいたしま

す。私たちは幹部の皆様に， また皆様の行な

っておられる事柄に驚 きの 目を見張 っていま

す。また，私 たち姉妹 は皆様が持 っておいで

になる神の神権 を尊び，神権者 としての働 き

に心から感謝 しています。

私たち女性は神権者のお手伝いをしたい と

思っています。邪魔 をす るつ もりは毛頭あ り

ません。

姉妹の皆様，私 はきょう助け手 となること，

しか も準備 された助け手 となるこ とについて

お話 したいと思います。
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パウロがテサロニケ人へ書き送っている言

葉 と同じ気持ちを，私は地域を問わずすべて

の方々にお伝えします。

「むしろ，あなたがたの間で， ちょうど母

がその子供 を育て るように，や さしくふ るま

った。
した

このように， あなたがた を慕わ しく思 って

いたので，ただ神の福音ばか りではな く， 自

分のいのちまでもあなたがたに与 えたいと願

ったほどに，あなたがたを愛したのである。」

（１テサロニケ２ ：７－ ８）

私 たちは今晩穏やかに申し上げていますが，

心の内には激 しく燃えるものがあ ります。こ

の教会の女性は個人的に備えをす る必要があ

ります。まず第 １に，世に充満す る誤った風

潮である家庭 の軽視や，個 人の力の妨害 をと

どめるために。第 ２に，私たちには優れた指

導者がいて導いて下 さいますが私たち自身，

確かで価値ある決断を下すことがで きるよう，

何が誤 りで何が真理かを理解する必要があ り

ます。 これは とて も大切なことです。第 ３に，

献身的な働 きができるよう自らを進歩成長 さ

せ ることが必要です。私たちにはそれぞれ果

たすべ き大切 な使命があります。現時点でそ

の中に結婚や母親 としての務めが含まれるに

しろ含まれないにしろ，人に影響 を及ぼす と

い う使命は私 たちか ら決 して切 り離せないも

のです。

姉妹 の皆様，このこ とは忘れないで下 さい。

女性が とどまらなければならないのは，家の

中ではな く，家庭 です。また，人々に影響 を

及ぼすために家庭 を出なければな らない とい

う人もいません。福音 を学び，技術 を伸ば し，

家庭 を持 ち，家庭における務め を果 たす時に，

私 たちはなお一層効果的に自分の使命 を果た

せ るようにな ります。 これ を始めるのが早け

れば早 いほど，大 きく成長できます。 しか し

成長は一歩一歩達成されるものです。時の経

つのは早いもので， ７月だと思っている とす

ぐに クリスマスがや ってきます。小 さな女の

子 もあっという間に女性へ と成長 します。「サ



ンライズ，サンセ ット」（「陽は昇 り， また沈

む」）の歌が示 している通 りです。今 この場に

いる１２歳の方 も，いつの間にか４０歳を迎 える

ことでしょう。個 人の進歩 を遅 らせ るのに時

間はかか りませんが，人生に対する適切 な備

えは一朝一夕ではできません。

先頃開かれたある地域大会の折に，私はカ

ミラ ・キンボール姉妹のそばに立っていまし

た。姉妹の とな りでは， キンボール大管長が

子供たち とあいさつ を交わ していました。す

ると母親だ と思われ るひとりの若い婦 人が走

り寄 ってきて，涙を流 しなが らキンボール姉

妹 の腕にすがっていまし牟。彼女 は落ち着き

を取 り戻す とこう言いました。「キンボール姉

妹，あなたは本当に美 しく穏やか な方で，御

主人をよ く助けていらっしゃるのですね。」再

び涙が彼女のほおを伝 わ りました。「キンボー

ル姉妹， うちの主人は私 も姉妹のようになる

ように とよく言 うのです。」

この婦人がほめたたえたまさにそのような

方 であ り， それ以上の方であるキンボール姉

妹は，もの静かに こう彼女に答えました。「き

っとできる と思います。私たちはだれで も経

験によって学ばなければな りません。」

彼女は慰め を感 じてその場 を離れました。

始めは終わ りではあ りません。彼女 は希望に

胸 をふ くらませ，何事で も始め る時よりも終

える時の方が よりよいものとなるこ とを信 じ

てひたす ら努力す るなら，だれでもそれ を達

成で きるという確信を得たようで した。

私は努力することを軽んじてはいません。

努力す ることはエデンの園において欠 くべか

らざるものです。個 人の進歩こそ， この人生

の目的です。私 たちは早速人生の計画に着手

し，私たちがだれにどのように十分 な関心 を

向け，忠誠な心で仕 え，心か らの決意 を表わ

すかを決めなければなりませ ん。

しか も私たちには指導者がいます。

私は また，末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会

の姉妹の皆様 の行ないについて申し上げたい

と思い ます。思慮深 く祈 りのある備 えをし，

天父が各人に望んでおられることや女性 とし

て行な うように求めてお られることを行なっ

て下 さい。主は生 きてお られます。私たちを

愛 して下 さっています。私たちに何が必要で，

私 たちが何を求めているか をよ く御存じで，

私 たちに心を向け，助けを与えて下 さいます。

いつ も主の近 くにあ りたいものです。主はこ

の教会を設け，予言者 を召 して私 たちを導い

て下さっています。予言者の言葉に耳を傾け

ましょう。私たちはキンボール大管長に深い

愛 を感 じ，大管長のために祈 っています。こ

の場にお られないことをとても残念に思いま
’
すが，大管長が姉妹 たちに与 えて下さる特別

な援助 を心か ら感謝してい ます。

キンボール大管長は ４月の総大会で， 人々

とそして人が平担な地 を歩 くことについて語

り，私たち一 人一人が進歩成長 し，障害の多

い道 を踏み越えて前進す る必要が あることを

話され ました。

その話 をお聴 きになりましたか。

教会の急激な発展に伴 って，私 たち個人は

成長 しているでしょうか。

私たちは，ノアの時代に洪水によっておぼ

れた人々や，アロンの民 とともに金の子牛 を

磨 いた人々 と同じようなことをしてはいない

で しょうか。

私 たちの個 人的な進歩の遅 れは，救い主の

み業 を妨げ ることになります。

私は姉妹の皆様に，安易な生活に甘んじるこ

とな く，とにかく成長す ることを願 っています。

兄弟の皆様 と同 じように，私 たち一人一入

に も神から大いなる使命が与えられています。

そのために成長すること，備えること， また

人生の教訓や指導者，主から学ぶことが必要

です。

行なわなければならないことはた くさんあ

ります。

世の中には，私 たちが持 っているものを持

っていない人，私 たちが知 っているものを知

らない人が大勢います。そこで私たちはまこ

ころと細やかな愛をもって，私たちを必要 と
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して くれる人々に， イエス ・キ リス トの福音

だけでな く， 自分 自身をも分かち与えること

ができるのです。

これこそ，女性の貴い力を向け るに値す る

ものです。イエス ・キ リス トのみ名により申

し上げ ます。アー メン。

中央扶助協会会長

バーバラ ・Ｂ ・ス ミス

末 日のために
とっておかれた女性たち

美 しい合唱 を聴 くことがで きて感謝 してい
ます。この合唱には，末 日聖徒 の女性 た

ちが問 うことのできる大切 な質問が歌われて

います。その質問とは，「おお神 よ，どなたが

私に女性の心 を，女性の精神 を，女性の思い

を与えられたのですか，あなたは私に何 をお

望みですか」 ということです。

今宵，４００名の合 唱の声 とともに， この質

問を問うてみたい と思 います。皆様，静かに

祈 りと嘆願の気持 ちで問 うてみて下さい。「あ

なたは私に何 をさせ ようと思 ってお られ るの

ですか」 と。

聖典には， これ と同 じ問いに答えて行動を

起こしたひとりの婦人の話が記されています。

王妃エステルです。お じのモルデカイか ら，

彼女の民を滅亡か ら救 うために王の もとに行

くように と言われた時，エステルは，何 とつ
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らい思いをしたことで しょう。当時，王妃 と

言えども，王の召 しがなければ王の もとに行

くこ とができなかったか らです。王は絶対的

な権力の持 ち主 でした。エステルには訴 え出

る権利な どありません。 しかし，王の もとに

行 って嘆願できる者は彼女 しかいませ んでし

た。お じのモルデ カイは彼女にこう言いまし

た。「あなたがこの国に迎えられたのは，この

ような時のためでなか ったとだれが知 りまし

ょう。」（エステル４ ：１４）

エステルは適切な教 えを受け，力を得 まし

た。そこで彼女は国中のすべてのユ ダヤ人に，

一緒に断食 と祈 りをす るよう伝 えま した。そ

れか ら，王妃の服 を着て美しく身つ くろいし，

王の もとへ向かったのです。

一歩踏み出す ごとに，エステルの心に 「王

は金の笏 を伸べて くれるだろうか」「王は私 を

殺す ように命 じられるだろうか」「私 はすべて

の物 を取 り上げられ，追放 されはしないだろ

うか」など，不安が次々によぎりました。王

の権力の前にあっては，若 さも美しさもしと

やか さもまった く意味のないものとなるこ と

を知 っていたか らです。 しか し彼女は，いつ

も自分が神に助けを求めて生活 していました。

そして今，国の中に人の道にはずれた邪悪な

ことが起ころうとしているのです。ですか ら

彼女 は， どのような状態にあろうと， 自分を

造 って下さった神に責任ある行動 を取 らなけ

ればな りません。

今 日にあっても，一人一人の女性にエ ステ

ルが直面 した と同 じ責任が課せ られています。

生活環境はそれぞれ大 きく異なるでしょうが，

女性 はだれでも， この世 で価値ある生活 を送

り，さらに永遠に進歩する者 としてふさわ し

くなろ うとす るなら，福音の原則に忠実に従

うことが求め られ るはずです。女性はまず，

自分が何者であるか とい うこと， しか も神の

娘 として計 り知 れない可能性 を秘めているこ

とを理解 しなければな りませ ん。そして目標

を高 く掲げるのです。聖典にはこう記 されて

います。「それだから，あなたがたの天の父が



完全であ られるように，あなたがた も完全な

者 とな りなさい。」（マ タイ ５：４８）申し上げ

ておきますが， これは一瞬に して，また一 日

あるいは一年で達成できるものではあ りませ

ん。生涯絶えず努力 し，聖 き女性 となるため

に学び，励み，生活することが要求 され ます。

１８７４年に，エライザ ・Ｒ ・ス ノー姉妹は次

のように語 りました。「使徒パウロはその昔聖

き女性 について語 り，私たち一人一人に聖き

女性 となる責任があると言われ ました。聖き

女性になるには常 に高いものを目指 さなけれ

ばな りませ ん。 自分は大切 な責任 を果たすた

めに召されていると考える必要があるでしょ

う。そのような責任 を与 えられていない人は

ひ とりもいません。地上 に神 の王国を築 くの

に何の働 きもできないほど孤立 した姉妹 もい

なければ，才能に恵まれていない姉妹 もいま

せ ん。」（ＷＯ㎜ 腐 Ｅゆｏη６彫 「ウーマンズ・エ

クスポーネン ト」１８７３年 ９月１５日，ｐ．６２）

主が示された方法は，規則に規則を加 え，

戒めに戒め を加 えて学ばせ ることです。現実

に則 した実行可能 な目標 を定め， 自己に打 ち

勝つ喜び を味わって下 さい。

このような喜びを味わっている友人につ い

て御紹介 しましょう。彼女は１２人の子供の母

親で，かつては落胆の 日々を送っていました

が，今 では （１）早起 きをして運動 しています。

彼女はせ きたて られて運動をす ることが嫌い

です。（２）聖典 を読んでいます。彼女は自分

の定めた３０分の間，手 を休めて聖典に親 しん

でいます。（３）彼女 は祈 りによって天父に感

謝 を伝え．，心を悩 ましている問題 を打ち明け

ています。 このようにして，たとえ自分 の計

画 したことが思 い通 りに運ばな くて も，主の

導 きと指示 を感 じています。（４）彼女は明る

く温かい態度で子供たちに接 してい ます。

私はすべての姉妹の皆様に，私のこの友人

のような考 え方で主婦 としての責任に取 り組

んでいただきたい と思います。彼女はまだま

だ家庭 を完全な ものに築 き上げてはいませ ん

が，彼女はた とえ子供たちが毎 日ピア ノの練

習 をしな くて も，子供たちが音楽 を愛するこ

との必要性 を徐々に感 じて くれたら，それに

よって生活に潤いが もたらされると考えてい

ます。彼女は また，夫の収入を越える支出を

してはならないことも知 っています し，夫や

子供たちを愛 し， ともに笑 うことの大切 さも

知 っています。彼女は Ｃ ・Ｓ ・ルイスが家庭

管理について適確に述べた次のような言葉を

理解 してい たの で しょうか。「家庭管理 は世

の中で最 も重要な仕事である。船や鉄道，鉱

山，車，政府な どは，人々が各家庭にあって

衣食足 りて安全な生活が送れるようにするこ

と以外，ほかに何のために存在するというの

だろう。……私たちは平和 を得 るために戦争

を行ない，余暇 を楽 しむために働 き，食べ る

ために食物 を生産す る。あなたの仕事は他の

すべての人が存在す るために行なう仕事であ

る。」（ウォーレン ・Ｈ ・ル イ ス編，Ｌ６飽欝

げ Ｃ Ｓ．五６漉ｓ「Ｃ ・Ｓ・ル イヌ、の書 簡」ｐ．

６２）

もしも私 たちが友 人の心か らの祈 りの訴え

に耳 を傾けるなら， たとえ家計を助け るため

に外に出て働かなければな らない女性がいた

としても，女性の 多くが皆様の ようになるこ

とでしょう。働 く女性は賞賛に値 します。な

ぜ なら，それは簡単な責任ではな く， きわめ

て重大な責任だか らです。彼女たちの祈 りが

主のもとに届 き，必要に迫 られた時に限って，

彼女 たちが小さい子供 たちの もとを離れて仕

事 に就 くとい うことを是認 して下さるように

望 んでいます。家庭 を離れて仕事に就 くこと

が正 当な理由によるならば，その女性はその

ことに確信 を抱 き，安心 して働け るはずです。

女性であることは実に素晴 らしいことです。

皆 さんは今必要 なことを行なってお られます。

私は最近，戦火に見舞われているある国の

姉妹たちと会 う機会があ りましたが，彼女た

ちの従順 さに心を動か されました。その支部

の扶助協会の会長は， このような危険な事態

に毎 日直面 しながらも，主のみ業を行なうと

い う姉妹 たちの決意 を賞賛して，こう述べて

１４９



いました。「戸外に一歩足を踏み出せば，テロ

リス トたちに攻撃されるか もしれませ ん。そ

れでも，訪問教師の責任 を果 たし，教会のす

べ ての集会に出席 して下 さい。皆様は， この

ような時にで も主のみ業 をおごそかに進め る

勇気ある姉妹たちなのですから。」

エステルのよ うに，私 たち も自らを強 くし

なければな りません。そ うすることによって，

苦難や孤独に襲われた時に，神に力や知恵，

導きを求め，義 しい原則に従って行動するこ

とかで きるのです。

モルデカイを悩 ましたチ ャレンジは，今 日

の私たちに も及んでいます。「あなたかこの国

に迎えられたのは，このような時のためでな

かった とだれか知 りましょう。」（エステル４

：１４）

私たちは，主のみ業 を推 し進めるために，

また子供たちを育てて主のみ もとに帰 らせ る

ために，主の福音 を広めるために，主の再臨

を喜んで迎えられるよう人々に備えをさせ る

ために， この王国に送 られたことを感謝 した

い と思います。

この末の 日にあって，私 たちすべ てか聖 き

女性 となるチャレンジに立 ち上か り，「選ばれ

た種族……聖 なる国民」として，「暗やみか ら

驚 くべ きみ光に招き入れて下 さったかたのみ

わ ざを……語 り伝 える」こ とかできます よう

に （１ペ テロ ２ ：９）。主は生 きて私たちを愛

して下 さっていることを，イエス ・キ リス ト

のみ名により証いたします。アー メン。

大会 に集 う子供 たち

１５０
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会について証 を述べ ると同時に,素 早 く歓迎

の手 を差 し伸べなければならない。｣

七 十人第一定員会会長会あ｣･ト ーマス･

ファイアンズ長老は, .神権評議会が教会員 を

強めるのにどのように役立つか を説明 した。

個 人や各家族で伝道活動や系図,物 質的･霊

的福祉の分野ごとに,適 切 かつ達成可能 な目

標 を定め～それに向かって努力することによ

り,個 ぺの進歩や家族の愛 と一致,自 立 を達

成できるよう指導者が援助す るのである。

ワー ド部がどのように家族 を助け ることが

できるかにつ いて,フ ァイアンズ長老はこう

述べている。｢大 祭司はまだまだ自分の持てる

力を最大限に発揮 していない。監督はこれ ら

の大祭司や七十入に,不 活発 なメルケゼデ ク

神権定員会会貝や長老見込み会員のホームテ

ィーチングを割 り当てるようにす るとよい。

この方針は新 しいものではな く,大 管長会 と

十二使徒定員会がしばしば強調 しているもの

である。｣

十二使徒評議 員会会員のL･ト ム･ペ リー

長老は,ホ ームティーチ ングの改善 について

語った。 ホームティーチ ャーはほかでもない

｢教師｣と して召されているのであ り,だ れ

が･何 を･ど のように教えたらよいかについ

てはっき りとした考えを持 っていなければな

らないと強調 した。ホームテ ィーチャーには,

こ ういった面での訓練 を必要 としている。ペ

リー長老はまた,こ う述べた。｢神 権者は神権

を受けた結果,生 じたで き合いのホームティ

ーチャーではない
。｣

また,指 導者はホームティーチャー を通 し

て会員にメッセー ジと指示 を伝 えるようにし

また家族に とって大切な責任 を負っているホ

ームテ ィーチ ャーの役割 を強化す ることが必
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要 であることを説いた。

ペ リー長老 はこのほか,1組 のホームティ

ーチャーの担 当家族数を3～5軒 にすること
,

またひ とつの定貝会がホームティーチングの

責任 をすべで負うとい うようなこ とがないよ

う,定 員会間の責任の均等化 を計 ること.を勧

めている。｢ホ ームティーチングの責任を効果

的に果たす力 も方法 もないまま,長 老定員会

だけに,任 せ るのは特策 と言えない。｣監督は

.長老見込み会員 と独身の姉妹たちを｢十 分な

結果 を生み出せるだけの力を持っている｣メ

ルケゼデ ク神権の3つ の定員会のいずれかに

割 り当てるように と,ペ リー長老は語る。

七十人第一定員会のA･セ オ ドア･タ トル

長老は,｢あ まり活発でない人を強め る｣た め

の段 階について述べている。

･彼 らに とって最 も受け入れやすい人を見

つけ,ま ずその人に働 きかけ をして もらい,

次 いで強いホームテ ィーチャーを割 り当てる。

･次 の ような直接的なアプ ローチの方法を

用いる。｢不活発な人の中にも,直 ちに悔い改め,

辰 老になることや神殿結婚 をするというチャ

レンジに応 えようとする人が1割 はいるだろ う。

そのことをチ ャレンジしなければならない。｣

･し ば しば気軽 な訪 問をして個 人的なつな

が りをつ くるといった,関 接的なアプローチ

の方法 を用いる。その.ように して よい関係 を

築 くと,｢祈 り求めてきた時が必ず訪れ,霊 が

神のことを語ることができるようになる。｣

･活 発化プログラムや神殿準備セ ミナー を

活用す る。彼 らのために祈 る。教会での責任

を与 える。｢人 々の協 力を得 て｣絶 えずフォロ

ーする
。

十二使徒評議員会のマー ク･E･ピ ー ター

セ ン長老は,教 会員に｢正 しい完全な什分の
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「隣入を警むる責任あ リ」

大 管長

ス ペ ン サ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル

ヒーバー ・Ｊ ・グラン ト大管長はかつて次のように述べている。

「一番大切 な第一の戒めは
，心を尽 くし，勢力を尽 くし，思いを

尽 くし，体力を尽 くして主なる私たちの神 を愛することである。第

二 もこれ と同様で， 自分を愛す るように 自分の隣人を愛することで

ある。そ して，隣人に私たちの愛 を示す最 もよい方法は，出て行 っ

て主イエス ・キ リス トの福音 を宣言す るこ とである。主は，福音が

神 より与えられたものであるということを知識 としてはっきりと私

たちに告げ知 らせて下 さった。」（Ｃｏη勿 朋６θＲ６ヵｏπ「大会報告」，

１９２７年 ４月，ｐ．１７６）……

改宗者がいなければ教会は力 を失い，滅びて しまっだろっ。しか

し，教会が伝道活動 を行な う最大の理由は，福音 を聞き受け入れる

機会 を世の人々に与えることである。聖典 には，福音 を教 えること

に関 した戒め と約束，要求 と報いが数 多 く記されている。私がここ

でことさら戒め という言葉 を使ったのは，戒め という言葉が，私た

ちが逃れることのできない断固とした指示であるように思えるか ら

である。私たち主の教会の会員は皆，伝道活動 を行なうだけでなく，

この世に住むすべての天父の子供たちに福音を伝えなければな らな

い。これが戒め であることは明白である。……

私たちの証は，人々の改宗に火をつける花火の ようなものなので

ある。従って当然のことなが ら，私たちにはふたつの責任があるこ

とになる。私たちは 自分が知 っていること，感 じていること， また

過去に感 じたこと，それ らを証 しなければならない。また，聖霊を

伴侶 として，力ある生きた言葉を求道者の心に伝 えられるような生

活をしなければならない。このふたつ である。

１５６
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して発展する教会

七十人 第一定員会会長

ニ ー ル ・Ａ ・マ ック ス ウ エ ル

初期の教会員は （人々に追い出されたこ ともあって）流浪の生活 を送 っていた。 し

か しあれから １５０年経 った現在，私たちの教会はシオンの確立に向かい， もはや教会

員が流浪の旅 をす る時代は過 ぎ去 った。……

当初，教会の力は ごく限られた一地方に しか及んでいなかったが，合衆国西部に移

ったこ とによ り， その力は地域 に広が り， そして合衆国全体に及んで，今では教会は

全世界的な規模 にまで発展 している。１９７８年 ６月に神権に関する啓示が下されたこと

によって，教会は御父のふさわ しい子供たち全員に，すべての祝福を授ける権能 を授

か ったのである。

今後，教会は どの ような発展 を遂げるであろ うか。……

教会が現在の ６．４パーセン トの成長率 を持続 した らどうなるだろうか。教会員は現

在約４３６万人である。 したがって，１９９０年には７５０万人に達す るはずである。そして，

紀元２０３０年 には，会員数は９，０００万人になるであろう。全教会のステーキ部数は現在，

１，１００であるが，１９９０年には２，３００にな り，５０年後の２０３０年には２７，０００のステーキ部が

全世界に設け られることになる。これは１９７８年の専任宣教師 と同 じ数である。

現在，伝道部数 は１７５であるが，１９９０年には３２５とな り，教会設立２００年 目の２０３０年に

は約４，２００の伝道部が存在す ることになる。

専任宣教師は現在，約２９，０００人であるが，１９９０年には５８，０００人，２０３０年には７００，０００

人の専任宣教師が伝道に従事す ることになる。 これは，１９３５年の教会の会員数 と同じ

である。……

さらに多 くの教会員が会員による伝道の義務 を真剣になって果たし，第一 と第二の

大切な戒め をこれまで以上によ く守 るこ とによって，かつてコルネ リオが行なったよ

うに 「親族や親 しい友人たち」 を自分の家に招待す るようにすれば，伝道活動は必ず

や大 きな成功 を収めることだろう。

（「チャーチ ・ニューズ」１月５日付より抜粋）

１５７
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聖徒 の道1月 号のロー カル記事 でも紹介 しましたが,今 年の 日本

の教会 は飛躍の年 を象徴す る多 くのプ ログラムが計画 されています。

地域代表役貝菊地良彦長老の新年の メッセー ジに もあ りましたよ

うに,私 だちは1980年 をぜひ とも躍進の年に したい と願っています。

すでに各プログラムの実行委員会 も組織 され,活 動に入っていま

す。今回はその中から,お もに神殿実行委員会,地 域大会実行委員

会,地 域広報委員会,日 本教会歴史編纂委員会のニュースをお知 ら

せ いたします。

神殿実行委員会 地域大会実行委員会

神殿の定礎式1980年10月27日(日)1時 よ り

神殿の献堂式1980年10月27日(日)3時 よ り

(東京神殿 にて)

神殿の献堂式1980年10月28,29日(月,火)

(日本 東京 ステーキ部センターにて)

☆ メツセージ

●献堂式にはふさわしい多くの人ができるだ

け参加するよう計画する。

●ワード部/支 部では神殿準備セミナーやオ

リエンテーション集会を持つ。

●参入希望者は神殿推せん状をすみやかに受

けられるよう努める。

●4代 系図の作成にチャレンジする。
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地域大会

(東京地区)

(大阪地区)

☆ メ ツ セ ー ジ

●

1980年10月30,31日

日本武道館

1980年11月1日

松下電器枚方体育館

.主の祝福 を分かち合 うために
,で きるだけ

多くの人々を地域大会に招こう!

大会の内容 は以下の通 りです。

●一般大会(大 管長管理)

●母と娘の会(す べての母親とSAP｢独 身成人プ

ログラム｣の年齢の姉妹たち)

●神権大会(す べての父親と息子)

●文化のタベ
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1月20日 付,朝 日新聞の文芸欄｢語 る｣に

金沢支部の徳沢愛子姉妹が紹介されました。
"詩集 『子宝

』を書いた徳沢愛子さん"と 題

するその記事には,詩 作を通した彼女の素晴

らしい生き方がつづられています。

･男のお子さんばかり5人 を育てるかたわら

詩の世界に生きる彼女の姿には感動を覚えます。

生きる喜びを素直に表わした彼女の作品はと
あかし

てもわかりやすぐ,ま さに証 となっています。

彼女のご主人も詩のよき理解者で,き びし

い批評家でもあるそうです。

一日の仕事を終え,書 きとめておいた詩を

ご主人に読んでもらう時が一番楽 しい時間と

おっしゃる彼女。.1そこにはほのぼのとした夫

婦愛が しのばれます。

また,週 二日;重 度身障児施設に通って,

ボランティア活動もされているとか』家庭に

生きる一母親として,妻 として,女 性として

の良き模範を見る思いがします。

以下に朝日新聞に掲載された愛子姉妹の詩

の一部とご主人あ書かれた家族の証を紹介い

たします。

わが家は,妻 と5人 の息子の7人 家族であ

り,モ ルモンー家 です。そ して私 たちは他人

か らよくこのように尋ねられます。｢家 庭的に

も,経 済的にも恵まれ,何 の悩み もないはず

なのに どうして教会なんかに入ったのですか.｣

と。そんな時,私 は次のよ うに答えるように

しています。｢私 たち家族はおっしゃる通り恵

まれています し,幸 せ です。だか らこそ,こ

乏)幸せ を与えて下 さっている神様 に感諦 し,

その愛に報いるために教会に出席 し,神 様の

戒めを守るよう.に努力しているの です。｣

五 男は,3歳 の頃,小 指 を鉄の門にはさま

れ,指 先がちぎれて しまいました。そり後,

爪 も生え,普 通 と変わらないほど回復 しまし

た･ξ 男は小学2年 生の時消 転軟 乗ゑ
:てレ〕

て,車 にはね られました。 ところがはね飛ば

され,落 ちた所が運よ く水 をたっぷp貯 えた

深い溝でした。iそれで水が柔らかいクッショ

.ン の役割 を果たしたのでしょ｢うか,か す り傷
ロ

ひとつ ない状態で助か りまし.た。また四男は,

小 学6年 生の晦 野球 の練習中に仲間の打球が

右 目に当た り,医 師か ら視力が相当落ちるの

は避けられない』と宣告 され ました。しか し私
:
が 灌油の儀式を施 してから,み るみる視力が

回復,現 在1ヰ通常の視力を保 って元気に遊ん

でいます。

私 も銀行の職場において,こ のような経験

があ ります。お客さ.まの大切 な手形 を紛失 し,.

皆 で探 しましたが,ど うしても見つか りませ

ん。万策尽 きて,私 はひとり,ひ そかに神に

助けを祈 り求めました。その時,啓 示にも似

たひ らめ きを与 えられ,教 えられた場所 で発
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